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Ⅰ 対象高等専門学校の現況及び特徴 

１ 現況 

（１）高等専門学校名 

北九州工業高等専門学校 

（２）所在地 

福岡県北九州市小倉南区志井五丁目20番1号 

（３）学科等構成 

【準学士課程】 

・機械工学科 ・電気電子工学科 ・電子制御工

学科 ・制御情報工学科 ・物質化学工学科 

【専攻科課程】 

・生産工学専攻 ・制御工学専攻 ・物質化学工

学専攻 

（４）学生数及び教員数 

①学生数（単位：人） 

【準学士課程】       （平成18年5月1日現在） 

区 分 1年 2年 3年 4年 5年  

機械工学科 41 43 44 37 40

電気電子工学科 42 48 40 44 36

電子制御工学科 40 45 39 38 42

制御情報工学科 42 42 43 32 47

物質化学工学科 43 43 42 40 32

計 208 221 208 191 197 1,025

【専攻科課程】       （平成18年5月1日現在） 

 区 分 1年 2年  

生産工学専攻 9 15

制御工学専攻 20 21

物質化学工学専攻 14 16

計 43 52 95

（総計：1,120人） 

②教員数（単位：人） （平成18年5月1日現在） 

学 科 教授 助教授 講師 助手  

（一般科目）      

総合科学科 10 12 2 0  

（専門科目）     

機械工学科 6 4 0 1  

電気電子工学科 3 6 0 2  

電子制御工学科 3 6 0 1

制御情報工学科 5 3 1 2

物質化学工学科 5 7 1 1

計 32 38 4 7 81

 

２ 特徴 

我が国産業の目覚ましい発展に伴い、科学技術者の養

成が強く要望され、昭和 36 年６月第 38 回国会において

学校教育法の一部を改正する法律が成立し、昭和 37 年度

から新たな学校制度としての高等専門学校が発足した。 

高等専門学校は中学卒業生を対象にして、５年間一貫

教育によって「ものづくり」が得意な優秀な技術者を育

成する、世界的にもユニークな高等教育機関である。 

北九州工業高等専門学校は、この新しい高等教育機関

の一つとして、工業に関する専門教育を授け、産業の興

隆及び文化の発展に貢献し得る有能な技術者を育成する

ため、昭和 40 年４月１日北九州市に創設され、今までに

5,599 名の優秀な卒業生を産業界の第一線ならびに大学

などの高等教育研究機関に送り出してきた。 

本校の特徴の一つは日本の近代工業発祥の地「北九州

工業地帯」の中心にあって、製鉄、重化学工業、自動車、

ロボット、船舶、窯業、IC など様々な分野の代表的な企

業を身近に控えた、恵まれた環境である。工場見学や学

外実習などを通じて 先端の科学技術を日常的に体験で

きるなど、生きた工学の修得に大いに役立っている。 

もう一つの特徴は課外活動が非常に活発なことである。

ロボットコンテスト、プログラミングコンテストでの活

躍はテレビ放映などで知られているが、バドミントンの

全国高専体育大会７連続制覇中を始め、剣道では団体及

び男女個人で優勝している。他に野球、陸上など多くの

クラブが全国を舞台に活躍している。 

現在、「明るい未来を創造する開拓型エンジニアの育

成」を教育理念として掲げるとともに、全人的早期理工

系教育を特色として、５年間一貫教育の準学士課程では

機械工学科、電気電子工学科、電子制御工学科、制御情

報工学科、物質化学工学科の５学科に1,025名の学生が、

大学生と同じ学士号が取得できる準学士課程卒業後２年

の課程の専攻科には95名の学生が、本校の目的を達成す

るため、周到に準備されたカリキュラムと優秀な教員の

指導の下で、明日の自己形成を目指して、日々勉学に、

課外活動に励んでいる。一方では地域産業の発展に貢献

するため、平成12年に地域共同テクノセンター、その後、

細胞工学センター、IT教育総合情報センター他が設置さ

れ、地場企業との共同研究を推進することで、実践的高

度技術教育という高専の教育理念に沿った実学的研究を

行い、地元産業界の発展と地域の活性化を図っている。 
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Ⅱ 目的 
１．北九州工業高等専門学校の使命 

 本校は、深く専門の学芸を教授し、職業に必要な能力を育成するために、「明るい未来を創造する開拓型エ

ンジニアの育成」を教育方針の柱として、全人的早期理工系教育を行うことで学生のエンジニアとしての資質を

伸ばし、実験・実習を重視したカリキュラムを通じて社会・産業界に貢献できる実践的かつ開拓型のエンジニア

の育成を使命としている。 

 

２．教育研究活動等の基本的な方針 

 本校の使命を達成するため、教育に関しては、以下の教育目的を掲げ、“幅広い工学の基礎知識を持ち、十

分な自己学習能力を保持し、技術と環境の調和を図り、様々な課題に対応しうる実践的で創造性に富んだエン

ジニア”を育成する教育を実施している。 

(1)幅広い工学基礎と創造的技術開発力の修得 

(2)国際社会で尊敬され、信頼できる国際センスの修得 

(3)地球にやさしい技術を開発できる心豊かな人間性の涵養 

これらを実現するために、さらに、準学士課程では７項目、専攻科課程では６項目の具体的な教育目標を定め、

学生の教育を行っている。 

また、研究に関しては、 

(1)高度な実践的技術を教授するための教育水準の維持向上 

(2)地域産業界との共同研究による地域への貢献と学生のものづくり教育の推進 

(3)専門技術分野への学術的な貢献 

 の３つの観点から活動を行っているが、本校では地域共同テクノセンターや細胞工学センターを中心とした地

域重点施策分野（例えば、「環境」、「バイオテクノロジー」）への対応を積極的に推し進めている。 

 

３．学習・教育目標 

〈準学士課程の教育目標〉 

中学卒業生を受入れる準学士課程では、それぞれの専門とその関連領域に関わる技術面での教育に加えて、

技術者が社会で働く上で必要となる一般常識、マナー等の徳育面の教育および心身の健康を涵養することを目的

としている。低学年では、国語、英語、音楽などの文系一般科目と技術教育の基礎となる数学、理科などの理系

科目を多く配置し、学年の進行に従って各学科の専門科目を増加させるくさび形の科目配置を行っている。専門

とその関連領域に関わる技術教育では、各専門分野における基本理論と基本技術を習得し、卒業後その分野に関

連することを自ら学ぶことができる基本的素養を身につけることを目指している。以下に教育目標を示す。 

○準学士課程（学校全体としての教育目標） 

(A)技術内容を理解できる基礎学力(数学、自然科学、情報)と自己学習能力を持つ技術者 

(B)専門分野における基礎知識を身に付けた技術者 

(C)専門工学基礎知識の上に実践的技術を学んだ技術者 

(D)身につけた工学知識・技術をもとにして問題を解決する能力を有する技術者 

(E)多様な文化を理解するための教養を持ち、日本語および外国語によるコミュニケーションの基礎能力を有する技術者 

(F)歴史・文化・社会に関する教養をもち、技術の社会・環境とのかかわりを考えることのできる技術者 

(G)社会の一員としての自覚、倫理観をもち、心豊かな人間性を有する技術者 

・総合科学科 

 ①総合的な教養・見識を身につけ、多面的な思考・判断のできる人材を育てる。 

    ②真理を追究し、世界的視点に立って時代の要求を洞察できる人材を育てる。 

    ③自己を確立し、多様な社会･文化･自然を尊重し、これらとの共生を目指す人材を育てる。 

    ④論理的思考や言語表現の基礎的能力を養成し、自ら問題を発見し解決することのできる人材を育てる。 

    ⑤ゆるぎない信念を持ち、生涯にわたり健やかな心身を自ら育む人材を育てる。 
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・機械工学科 

    ①機械工学の本質を知り、問題解決のための理解力と解析力を育む技術者教育の実現 

②人間性と自己の確立に努力し、独自創造力を育む技術者教育の実現 

③機械工学における個々の技術を統合し、システム化するための知識と能力を育む技術者教育の実現 

・電気電子工学科 

①電気回路、電磁気、電子回路等の専門基礎科目及び数学、物理の基礎力を十分持ち、電気工学、電子工学、制御工学、情報工

学のより高度な問題に対応できる技術者 

②自ら専門知識・技術を高めることができる技術者 

③専門知識を活かし問題を解決できる技術者 

・電子制御工学科 

①電気電子、情報、システム・制御系分野の工学基礎を身につける。 

②システムのハードウェアとソフトウェアに関する実践的な技術を身につける。 

③身につけた専門基礎知識・技術を総合し、応用できる能力を育成する。 

④実験・実習や調査・研究内容などを記述し、報告できる能力を育成する。 

・制御情報工学科 

①問題解決能力と提案能力を備えた豊かな創造性を身につけた技術者 

②体系的かつ実践的な学習によるインターフェース技術を身につけた技術者 

③国際感覚を持ち技術者倫理を身につけた技術者 

・物質化学工学科 

①物質化学工学分野に関する知識と技術を身につけた技術者 

②物質化学工学分野における基礎知識と基礎技術を統合し応用できる、自己学習能力と問題解決能力を有する技術者 

 

〈専攻科課程の教育目標〉 

 本校の専攻科は、主として機械工学科と電気電子工学科卒業生が進学する生産工学専攻、電子制御工学と制御情報工

学科卒業生が進学する制御工学専攻および物質化学工学科卒業生が進学する物質化学工学専攻の３専攻から構成される。 

専攻科課程では準学士課程で取得した専門分野の技術知識を深め、さらに、その専門性を核として他分野の工学知識

も身につけ、技術と社会・環境および技術者倫理を含めた広い視野から問題をとらえ、解決することができる素養

（「デザイン」能力）を涵養する工学教育を行う。以下に教育目標を示す。 

○専攻科課程（学校全体としての教育目標） 

(A)技術内容の高度化に対応できる基礎学力(数学、自然科学、情報)と自己学習能力を持つ技術者 

(B)専攻分野における専門知識を身に付けた技術者 

(C)専門工学知識の上に実践的技術を身に付けた技術者 

(D)幅広い視野から問題を捉え、複数分野の工学知識・技術を有機的に結び付け、総合的に問題を解決する能力を有する技術者 

(E)多様な文化を理解する能力を持ち、日本語および外国語によるコミュニケーション能力を有する技術者 

(F)歴史・文化・社会に関する教養と頑健な心身をもち、技術の社会・環境とのかかわりを考えることのできる技術者 

 ・生産工学専攻 

『機械工学、電気工学の専門を基礎とし、その上に機械、電気各工学分野の相互に係わる専門技術を修得させて、生産関連の産業

分野で活躍できる技術者の養成』 

 ・制御工学専攻 

『コンピュータの応用技術と情報処理を中心に、制御工学と応用技術総合的知識を習得させることによって、実践的に問題に取

り組み、それを解決し得る創造的技術者の養成』 

 ・物質化学工学専攻 

『化学工学および物質や生物に関する科学と工学などを主とする専門科目と同時に、数学、物理、電子、機械、情報関連の基礎

科目についても学ぶことにより、物質化学工学科が関係するあらゆる分野で活躍できる能力を養成』 
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Ⅲ 基準ごとの自己評価 

 

基準１ 高等専門学校の目的 

（１）観点ごとの分析 

観点１－１－①： 目的として，高等専門学校の使命，教育研究活動を実施する上での基本方針，

及び，養成しようとする人材像を含めた，達成しようとしている基本的な成果等

が，明確に定められているか。 

（観点に係る状況） 

昭和 40 年の本校創設以来、学則 

(資料 1-1-①-1) に掲げる学校の使命

にもとづき教育を行っている。時代に

より社会ニーズの変遷はあるものの、

本校が社会において担うべき基本的な

役割は同一であると考え、この使命は

現在に至るまで貫かれている。 

また、平成 11 年度には、「明るい

未来を創造する開拓型エンジニアの育

成」を目指した教育方針（理念）に基づき具体的な教育目的を定め(資料 1-1-①-2)、さらに、学校と

しての養成する人材像及び学科、専攻ごとの養成する人材像、ならびに卒業(修了)時に身につけるべ

き資質・学力を、教育目標ならびに学修プログラムとしてより具体的に定めた(資料 1-1-①-3～資料

1-1-①-6)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 1-1-①-2 

(出典 平成 17 年度学校要覧より) 

資料 1-1-①-1 

（出典 北九州工業高等専門学校学則） 
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資料 1-1-①-3 

（出典 北九州工業高等専門学校運営委員会資料より）
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資料 1-1-①-4 

 

学科毎の準学士課程で養成する人物像 

（各学科の教育目標） 

・総合科学科  

 ①総合的な教養・見識を身につけ、多面的な思考・判断のできる人材を育てる。 

 ②真理を追究し、世界的視点に立って時代の要求を洞察できる人材を育てる。 

 ③自己を確立し、多様な社会･文化･自然を尊重し、これらとの共生を目指す人材を育てる。 

 ④論理的思考や言語表現の基礎的能力を養成し、自ら問題を発見し解決することのできる人材を育てる。 

 ⑤ゆるぎない信念を持ち、生涯にわたり健やかな心身を自ら育む人材を育てる。 

 

・機械工学科 

 ①機械工学の本質を知り、問題解決のための理解力と解析力を育む技術者教育の実現 

 ②人間性と自己の確立に努力し、独自創造力を育む技術者教育の実現 

 ③機械工学における個々の技術を統合し、システム化するための知識と能力を育む技術者教育の実現 

 

・電気電子工学科 

 ①電気回路、電磁気、電子回路等の専門基礎科目及び数学、物理の基礎力を十分持ち、電気工学、電子工

学、制御工学、情報工学のより高度な問題に対応できる技術者 

②自ら専門知識・技術を高めることができる技術者 

③専門知識を活かし問題を解決できる技術者 

 

・電子制御工学科 

 ①電気電子、情報、システム・制御系分野の工学基礎を身につける。 

②システムのハードウェアとソフトウェアに関する実践的な技術を身につける。 

③身につけた専門基礎知識・技術を総合し、応用できる能力を育成する。 

④実験・実習や調査・研究内容などを記述し、報告できる能力を育成する。 

 

・制御情報工学科 

 ①問題解決能力と提案能力を備えた豊かな創造性を身につけた技術者 

 ②体系的かつ実践的な学習によるインターフェース技術を身につけた技術者 

 ③国際感覚を持ち技術者倫理を身につけた技術者 

 

・物質化学工学科 

 ①物質化学工学分野に関する知識と技術を身につけた技術者 

 ②物質化学工学分野における基礎知識と基礎技術を統合し応用できる、自己学習能力と問題解決能力を有す

る技術者 

（出典 平成 17 年度自己点検・自己評価報告書より） 
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 上記した全学的な「教育理念」、「教育目的」、「教育目標」、「学修プログラム」および各学科

が独自に定めた「教育目標」は、それぞれが単独に規定されたものではなく、当然のことではあるが、

それらはお互いに関連を持って定められている。 

基本的に、その背景には、教育理念として謳われている“明るい未来を創造する開拓型エンジニア

の育成”の考えが常に存在し、全学的な教育目的、教育目標は、それらを実現するための具体的な指

針として、また、各学科の教育目標（養成すべき人物像）は、それぞれの専門性を考慮して、より特

色をわかりやすくするために定められた。さらに、学修プログラムは、学生が学年進行とともに何を

身につけるべきか（身につけて欲しいか）を理解しやすくし、学生自身による達成度評価を容易にす

るために設けられたものである。 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

本校では、まず、学校が社会において担う基本的な役割として、高等専門学校の使命を定めている。 

また、学校及び学科・専攻ごとの養成する人材像を定めているが、これにはやや理念的で抽象的な

表現も含まれているため、各学科・専攻において卒業(修了)時に身につけるべき資質・学力をより具

体的に定めている。そして、これらを実現するために、具体的な教育研究活動を実施するうえでの基

本方針を定めている。 

以上のことから、本校は、高等専門学校として目的を明確に定めている。 

 

 

 

専攻毎の専攻科課程で育成する人物像 

 

・生産工学専攻 

「機械工学、電気工学の専門を基礎とし、その上に機械、電気各工学分野の相互に係わる専門技術

を修得させて、生産関連の産業分野で活躍できる技術者の養成」 

・制御工学専攻 

「コンピュータの応用技術と情報処理を中心に、制御工学と応用技術総合的知識を習得させること

によって、実践的に問題に取り組み、それを解決し得る創造的技術者の養成」 

・物質化学工学専攻 

「化学工学および物質や生物に関する科学と工学などを主とする専門科目と同時に、数学、物理、

電子、機械、情報関連の基礎科目についても学ぶことにより、物質化学工学科が関係するあらゆ

る分野で活躍できる能力を養成」 

 

（出典 平成 17 年度学校要覧より抜粋） 

資料 1-1-①-5 
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（出典 教務委員会資料・学修プログラムより） 

資料 1-1-①-6 
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観点１－１－②： 目的が，学校教育法第70条の２に規定された，高等専門学校一般に求められる

目的から，はずれるものでないか。 

（観点に係る状況）  

本校の使命(前述資料1-1-①-1)は、高等専門学校創設の趣旨である「中堅技術者の養成」という目

的、及び学校教育法上の高等専門学校の目的を踏まえて策定されたものである。 

また、学校教育法第70条の２には、「深く専門の学芸を教授し、職業に必要な能力を育成する」と

いう二つの具体的な目的があるが、本校の養成する人材像及び卒業(修了)時に身にけるべき資質・学

力は、これらとの関連を明確に意識して策定されている。その対応関係は、資料1-1-②-1 に示すと

おりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 1-1-②-1 

（出典 資料 1-1-①-3～5 に記載した内容に基づく分類） 
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 さらに、本校の教育目標を達成するための学修プログラムは、「深く専門の学芸を教授し、職業に

必要な能力を育成する」という重要な目的を具体的に実施するために定められたもので、その関係が

資料 1-1-②-2 に模式的に示されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 1-1-②-2 

（出典 学修プログラムより作成） 
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（分析結果とその根拠理由）  

本校の使命は、高等専門学校創設の趣旨及び学校教育法の目的を踏まえて策定されている。また、

養成する人材像や卒業(修了)時に身につけるべき資質・学力は、学校教育法の高等専門学校の目的と

の対応を明確に意識したうえで策定されており、これらを達成するために教育研究活動を実施するう

えでの基本方針を具体的に定めている。 

以上のことから、本校の目的は学校教育法の定めにはずれるものではない。 

 

 

 

観点１－２－①： 目的が，学校の構成員（教職員及び学生）に周知されているか。 

（観点に係る状況）  

本校の使命は、学校要覧(資料1-2-①-1)、ホームページ(資料1-2-①-2～1-2-①-4)に掲載されてい

る。 

また、学生便覧(前述資料1-1-①-1)にも学則に含まれる形で掲載されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 1-2-①-1 

（出典 平成 17 年度学校要覧より） 

記載箇所 
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資料 1-2-①-2 

（出典 北九州工業高等専門学校ホームページより） 

学科紹介 

（資料 1-2-①-4 参照） 

学校紹介 

（資料 1-2-①-3 参照） 

資料 1-2-①-3 

（出典 北九州工業高等専門学校ホームページ 教育方針より） 
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養成する人材像及び卒業(修了)時に身につけるべき資質・学力は、学校要覧およびシラバス、ホー

ムページ(前述資料1-2-①-2～1-2-①-4)

に掲載されている。 

教育研究活動を実施するうえでの基本

方針（以下「使命、到達目標、基本方

針」という。）は、学校要覧(前述資料

1-1-①-2)、ホームページ(資料1-2-①-2

～1-2-①-4)に掲載されているとともに、

教員会議、学科会議等において周知徹底

を図っている。 

 また、教員採用時や転入時に実施され

る３主事（教務主事、学生主事、寮務主

事）による説明会では、本校の使命、養

成する人材像及び卒業(修了)時に身につ

けるべき資質・学力、教育研究活動を実

施する上での基本方針について重点的に

説明がなされている。学校要覧について

は、教職員、受験中学校ならびに就職先

等の関連企業に配布し、周知が図られて

資料 1-2-①-4 

（出典 北九州工業高等専門学校ホームページ 学科紹介より） 

資料 1-2-①-5 

学校要覧配布一覧表 

（出典 平成 17 年度庶務課資料より） 
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いる（資料 1-2-①-5）。 

本校では、教職員は、「使命、到達目標、基本方針」の全てについて、学生は、「学校としての養

成する人材像」、「自らが所属する学科・専攻の養成する人材像」、「卒業(修了)時に身につけるべ

き資質・学力」について、それぞれよく理解することが必要であると考えている。 

教員は、年度始めに全教員へ配布される学生便覧、指導手帳、シラバス等の資料や教員会議あるい

は学科ごとに開催している学科会議等における教務に関する話し合いを通して、本校の「使命、到達

目標、基本方針」について、全てをよく理解している。 

一方、本校学生に求める「学校としての養成する人材像」、「自らが所属する学科の養成する人材

像」、「卒業(修了)時に身につけるべき資質・学力」については、入学前の体験入学や入試懇談会の

学科紹介（資料 1-2-①-6 及び資料 1-2-①-7）、さらには入学直後にスタートする「工学基礎実験」

の初回に校長、教務主事による講話の中（資料 1-2-①-8）や専門課程への移行時期にある３学年を

対象とした進路セミナー（資料 1-2-①-9）などで繰り返し説明を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 1-2-①-6 

（出典 北九州工業高等専門学校ホームページ 体験入学より） 

体験入学及び入試懇談会の案内 
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平成１７年度 

体験入学及び入試懇談会実施要領 

資料 1-2-①-7 

（出典 平成 17 年度実施・体験入学及び入試懇談会資料より） 
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資料 1-2-①-9 

（出典 H17.12.5 文教速報から） 

 

工学基礎実験第１回目に実施される教育理念等に関する講話 

（出典 平成 18 年度実施・工業基礎実験案内より） 

資料 1-2-①-8 

（校長及び副校長による講話） 
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しかし、準学士課程の低学年では、「学校としての養成する人材像」、「自らが所属する学科の

養成する人材像」、「卒業(修了)時に身につけるべき資質・学力」に関して意識して理解している

とは言い難い面のあることが、授業等の接触において伺える面がある(この時期は、専門科目の多く

をそれほど実際に体験していないため、話としての理解に留まり、実感を持って認識できていない

者がいるためと思われる)が、高学年になるにつれてその割合は減少し、卒業時に行われたアンケー

ト調査では、６割を超える学生が本校の教育目的、教育目標について周知していることを示す結果

が得られている（資料1-2-①-10及び資料1-2-①-11）。 

一方、専攻科課程の学生は、入学時に「専攻科履修要覧」を用いて実施される入学説明を通して、

これらを十分に理解している(資料1-2-①-12)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成１７年１２月５日文教速報から） 

資料 1-2-①-10

（出典 卒業・修了時アンケート調査用紙より） 
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資料 1-2-①-11

（出典 卒業・修了時アンケート調査結果より）

（出典 平成 18 年度専攻科履修要覧より） 

資料 1-2-①-12
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（分析結果とその根拠理由）  

全教職員及び全学生に対して、冊子の配布等によって目的の周知を図っており、おおむね理解され

ていると判断される。しかし、準学士課程の低学年においては、専門科目の多くをそれほど実際に体

験していないため、話としての理解に留まり、実感を持って認識できていない面があり、全学生への

徹底には多少間題があるものと考えられる。 

 

 

 

観点１－２－②： 目的が，社会に広く公表されているか。 

（観点に係る状況）  

「使命、到達目標、基本方針」は、全てホームページに掲載することによって、社会に対して公表

している。主として中学生を対象とした本校の学生募集要項(資料1-2-②-1)にも、本校の使命、養成

する人材像、卒業(修了)時に身につけるべき資質・学力を記載し、毎年実施している体験入学、出前

授業あるいは公開講座等で全参加者に対して配布している(資料1-2-②-2)ほか、県内の中学校を中心

として、学校の説明を訪問して行っており、学生募集要項を配布するとともに、学校の目的の説明を

行っている(資料1-2-②-3)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 1-2-②-1 

（出典 平成 18 年度学生募集要項より抜粋） 
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資料 1-2-②-2

（出典 平成 17 年度実施体験入学より） 

（公開施設及び公開実験の例） 

（使命、到達目標、基本方針を理解して頂くための配布資料） 

（出典 平成 17 年度学生課資料より） 

資料 1-2-②-3 
中学校訪問の一例 
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また、就職先等の関係企業及び進学先の大学等に対しては、「使命、到達目標、基本方針」を記載

した学校要覧を配布している(資料1-2-②-4)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 1-2-②-4

（出典 平成 17 年度学校要覧より抜粋） 
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（分析結果とその根拠理由）  

ホームページに「使命、到達目標、基本方針」を全て掲載している。また、中学生向けの学生募集

要項には、本校の使命、養成する人材像、卒業(修了)時に身につけるべき資質・学力を記載しており、

体験入学、公開講座や中学校訪問時に積極的に説明を行っている。また、就職先等の関係企業および

進学先の大学等に対しては、学校要覧等の配布を通して、本校の目的の理解を図っている。 

以上のことから、本校の目的が、社会に対して広く公表されている。 

 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

 ・本校の目的に関しては、創設時の教育理念を踏まえながら、常に時代の変化に即した対応をはか

り、社会が求める実践的かつ開拓型のエンジニアの育成に努力している点は優れている。 

 

（改善を要する点）  

・学生が学習するにあたって、「学校としての養成する人材像」及び「自らが所属する学科・専攻

の養成する人材像」並びに「卒業（修了）時に身に着けるべき資質・学力」をよく理解しておく

ことは非常に重要であるが、準学士課程（特に低学年）では、これが現状では必ずしも十分でな

く改善を要する。 

 

 

 

（３）基準１の自己評価の概要 

本校では、創設時に学校の使命を定め、それが現在に至るまで貫かれている。また、学校及び学科

・専攻ごとに養成する人材像を定めるとともに、卒業(修了)時に身につけるべき資質・学力をより具

体的に定めることにより、学生が本校において学修する際の具体的な指針を示している。さらに、こ

れらを実現するために、具体的な教育研究活動を実施するうえでの基本方針を定めていることから、

学校の目的は明確に定められている。 

本校の使命は、高等専門学校の設置の趣旨及び学校教育法における高等専門学校の目的を踏まえて

定められたものであり、養成したい人材像及び卒業(修了)時に身につけるべき資質・学力は、学校教

育法に定める高等専門学校の目的との関連を明確に意識して策定されていることから、本校の目的は、

学校教育法の規定からはずれるものではない。 

教職員に対しては、本校の使命、養成する人材像、卒業(修了)時に身につけるべき資質・学力、教

育研究活動を実施するうえでの基本方針の全てについての理解を促し、十分に理解されている。学生

に対しては、学習を行う上で特に重要である、養成する人材像及び卒業(修了)時に身につけるべき資

質・学力を中心に理解を促しており、準学士課程の低学年において理解度の向上を図るために工夫の

余地があるものの、概ねよく理解されていることから、目的が、構成員に対して周知されている。 

また、本校の目的は、ホームページや刊行物への掲載、体験入学、入試懇談会、公開講座や県内を

中心とする中学校への訪問時の説明及び学校要覧の学外配布等によって、社会に対して広く公表され

ている。 



北九州工業高等専門学校 基準２ 

- 23 - 

基準２ 教育組織（実施体制） 

（１）観点ごとの分析 

観点２－１－①： 学科の構成が，教育の目的を達成する上で適切なものとなっているか。 

（観点に係る状況） 

本校には現在、５つの専門学科と、一般科目を担当する教員組織である総合科学科とが設置されて

いる（資料 2-1-①-1）。総合科学科は、技術者としてはもとより、人間として備えるべき共通の資

質・能力や姿勢の養成を、各専門学科はそれぞれの専門分野での知識・技術や自己学習能力の養成を

目標としている（資料 2-1-①-2）。 

組織と学科構成

資料 2-1-①-1 

（出典 平成 18 年度学生便覧より）
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（分析結果とその根拠理由） 

専門学科の構成、教育目標ともに設置基準に適合している。また、総合科学科および各専門学科

の教育目標は、本校の教育目的にも合致したものといえる。 

資料 2-1-①-2 

各学科の教育目標 
 

１）総合科学科の教育目標 

①総合的な教養・見識を身につけ、多面的な思考・判断のできる人材を育てる。 

②真理を追求し、世界的視点に立って時代の要求を洞察できる人材を育てる。 

③自己を確立し、多様な社会・文化・自然を尊重し、これらとの共生を目指す人材を育てる。 

④論理的思考や言語表現の基礎能力を養成し、自ら問題を発見し解決することのできる人材を育て

る。 

⑤ゆるぎない信念を持ち、生涯にわたり健やかな心身を自ら育む人材を育てる。 

２）専門学科の教育目標 

機械工学科 

①機械工学の本質を知り、問題解決のための理解力と解析力を育む技術者教育の実現 

②人間性と自己の確立に努力し、独自想像力を育む技術者教育の実現 

③機械工学における個々の技術を統合し、システム化するための知識と能力を育む技術者教育の実現

電気電子工学科 

①電気回路、電磁気、電子回路等の専門基礎科目及び数学、物理の基礎力を十分に持ち、電気工学、

電子工学、制御工学、情報工学のより高度な問題に対応できる技術者 

②自ら専門知識・技術を高めることができる技術者 

③専門知識を生かし問題を解決できる技術者 

電子制御工学科 

①電気電子、情報、システム・制御系分野の工学基礎を身につける。 

②システムのハードウェアとソフトウェアに関する実践的な技術を身につける。 

③身につけた専門基礎知識・技術を総合し、応用できる能力を育成する。 

④実験・実習や調査・研究内容などを記述し、報告できる能力を育成する。 

制御情報工学科 

①問題解決能力と提案能力を備えた豊かな想像性を身につけた技術者 

②体系的かつ実践的な学習によるインターフェイス技術を身につけた技術者 

③国際感覚を持ち技術者倫理を身につけた技術者 

物質化学工学科 

①物質化学工学分野に関する知識と技術を身につけた技術者 

②物質化学工学分野における基礎知識と基礎技術を統合し応用できる、自己学習能力と問題解決能力

を有する技術者 

 

（出典 平成 17 年度各学科自己点検・自己評価報告書より） 
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観点２－１－②： 専攻科を設置している場合には，専攻科の構成が，教育の目的を達成する上で

適切なものとなっているか。 

 

（観点に係る状況） 

本校には現在、生産工学専攻、制

御工学専攻ならびに物質化学工学専

攻３専攻からなる専攻科が設置され

ている（資料 2-1-②-1）。 

専攻科においては、各専攻の教育

目標に定められているとおり、専門

科目の学習と同時に他の分野に関す

る基礎知識を習得することにより、

広い視野から問題をとらえ解決する

ことができる素養（「デザイン」能

力）を涵養することを目的としてい

る（資料 2-1-②-2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

専攻科の構成、教育目標ともに学校教育法の規定に適合している。「デザイン能力」という準学士

課程と異なる発展的な目標が掲げられており、このことは本校の教育目的にも合致している。 

 

資料 2-1-②-2

各専攻の教育目標 

生産工学専攻 

機械工学、電気工学の専門を基礎とし、その上に機械、電気各工学分野の相互に係わる専門技術を修得させて、

生産関連の産業分野で活躍できる技術者の養成 

制御工学専攻 

コンピュータの応用技術と情報処理を中心に、制御工学と応用技術総合的知識を習得させることによって、実践

的に問題に取り組み、それを解決し得る創造的技術者の養成 

物質化学工学専攻 

化学工学および物質や生物に関する科学と工学などを主とする専門科目と同時に、数学、物理、電子、機械、情

報関連の基礎科目についても学ぶことにより、物質化学工学科が関係するあらゆる分野で活躍できる能力を養成

（出典 平成 17 年度自己点検・自己評価報告書より）

資料 2-1-②-1

専攻科の構成 

（出典 平成 18 年度学生便覧より） 
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観点２－１－③： 全学的なセンター等を設置している場合には，それらが教育の目的を達成す

る上で適切なものとなっているか。 

（観点に係る状況） 

全学的なセンターとしては、地域共同テクノセンター、細胞工学センター、IT 教育総合情報セン

ター、技術センターが設置されている（資料 2-1-③-1）。各センターの概要は以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

センター組織図 

資料 2-1-③-1 

（出典 平成 18 年度学校組織図より）
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１）地域共同テクノセンター 

地域共同テクノセンターは、地域産業の振興、新製品開発を積極的に支援する目的で設置された。

民間機関等との共同研究、受託研究、技術相談等を通して地域産業界の発展と地域の活性化に貢献す

るとともに、学生が本科卒業研究や専攻科特別研究のテーマとしてこれらの研究に取り組む実践的技

術教育の場としての役割も担っている（資料 2-1-③-2、資料 2-1-③-3）。 

 資料 2-1-③-3 

地域共同テクノセンターにおける研究テーマ一覧 

地域共同テクノセンター２階（研究開発室２）

１．中空糸を固定層とする接触曝気プロセスによる排水中の窒素除去          本科５年  Ａ

２．水素酸化バクテリアによる飲用原水中の硝酸性窒素除去              専攻科１年 Ｂ

３．固定化菌体を用いた流動層型リアクターによるスラッジ減容化プロセスの開発    専攻科２年 Ｃ

本科５年  Ｄ

４．新規バイオリアクターによる窒素除去型スラッジ減容システムの開発        専攻科１年 Ｅ

本科５年   Ｆ

５．有機排水の高度処理を行うための中空糸型バイオリアクターの開発         専攻科１年 Ｇ

６．魚肉タンパクの加水分解による生理活性ペプチドの製造              専攻科１年 Ｈ

 

（注；Ａ～Ｈの学生氏名は、訪問調査時閲覧）

（出典 地域共同テクノセンター資料より作成）

資料 2-1-③-2

地域共同テクノセンター規則 
（設置） 

第１条 北九州工業高等専門学校（以下「本校」という。）に共同利用施設として、北九州工業高等専門学

校地域共同テクノセンター（以下「センター」という。）を置く。 

 

（目的） 

第２条 センターは、民間等外部の機関（以下「民間機関等」という。）との研究及び技術の交流並びに学

内共同研究を推進し、技術開発及び技術教育の発展並びに地域産業の振興に寄与するとともに、本校

における教育研究活動の推進に資することを目的とする。 

（業務） 

第３条 センターは、次の各号に掲げる業務を行う。 

（１）民間機関等との共同研究及び受託研究に関すること。 

（２）民間機関等に対する技術相談に関すること。 

（３）民間機関等の技術者に対するリフレッシュ教育及び技術研修に関すること。 

（４）民間機関等に対する科学技術情報の提供に関すること。 

（５）本校における創造教育及び共同研究活動に対する技術開発支援の基本計画の策定及び実施に関

すること。 

（６）その他センターの管理運営に関すること。 

 

（出典 北九州工業高等専門学校地域共同テクノセンター規則より）
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２）細胞工学センター 

細胞工学センターは、細胞工学技術の教育研究に関わる教員・学生・企業を有機的に連携させ、研

究開発を産業界へフィードバックさせるための地域拠点として設置された。ここでは、物質化学工学

科の講義・実験や本科卒業研究、専攻科特別研究などを通して、学習する技術や研究するテーマが企

業の新製品開発、新規事業の創出に直結するよう工夫されている（資料 2-1-③-4、資料 2-1-③-5）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 2-1-③-4 

（出典 細胞工学センター資料より）

細胞工学センターでの授業風景 

・特許アドバイザー、企業エンジニアによる特許講習（平成 17 年 3 月 25 日） 

・バイオテクノロジー分野における知的財産研修（入門） 

・企業人向けバイオ研修 

（指導は細胞工学センターの学生） 

（平成 15,16,17 年度九州産業局 

 バイオ IT 融合技術実習セミナー） 

 平成 17 年 8 月 19,20 日 

・学生の卒業研究、特別研究のテーマは 

 すべて企業との共同研究開発） 
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３）IT 教育総合情報センター 

IT 教育総合情報センターは、情報・ネットワーク教育・研究・管理の拠点として設置された。本

センターを中心として、図書館、総合科学科のマルチメディア学習室、電子制御工学科の知能情報演

習室、機械工学科の CAE 演習室、制御情報工学科の CAD 演習室と情報関連の各部門を一元化して、相

互の連携が図られている。 

センターが管理する演習室およびマルチメディア学習室は、教育用サーバに接続され教育に活用さ

れている（資料 2-1-③-6～資料 2-1-③-8）。 

資料 2-1-③-6

Ｉ Ｔ 教育総合情報センター規則 

 

（設置） 

第１条 北九州工業高等専門学校（以下「本校」という。）に、北九州工業高等専門学校ＩＴ教育総合情

報センター（以下「センター」という。）を置く。 

 

（目的） 

第２条 センターは、校内共同利用施設として、ＩＴ教育の推進、校内ネットワークの適正な運用及び学

術情報の有効活用を図り、本校の教育研究活動の進展に資することを目的とする。 

 

（業務） 

第３条 センターは、前条の目的を達成するため、次に掲げる業務を行う。 

（１）情報教育の基本計画の策定及びその実施に関すること。 

（２）情報教育についての研究、開発及び普及に関すること。 

（３）ＬＡＮの基本計画の策定、ＬＡＮの管理及び運用に関すること。 

（４）学術情報の利用及び提供に関すること｡ 

（５）その他センターの業務に関すること 

 

（出典 北九州工業高等専門学校ＩＴ教育総合情報センター規則より）

資料 2-1-③-5

細胞工学センター規則 
 

（設置） 

第１条 北九州工業高等専門学校（以下「本校」という。）に教育研究施設として、北九州工業高等専門

学校細胞工学センター（以下「センター」という。）を置く。 

 

（目的） 

第２条 センターは、細胞工学に関する基礎的及び応用的研究を推進することにより、本校の教育研究活

動及び学術交流の推進を図り、併せて地域社会における技術開発及び技術教育の振興に資すること

を目的とする。 

（業務） 

第３条 センターは、次の各号に掲げる業務を行う。 

（１）本校学生に対する実践的教育及び研究指導に関すること。 

（２）細胞工学に係る共同研究、受託研究等の実施に関すること。 

（３）細胞工学に係る産官学諸機関との技術開発に関すること。 

（４）高度な技術教育及び研修に関すること。 

（５）その他センターの業務に関すること。 

 

（出典 北九州工業高等専門学校細胞工学センター規則より）



北九州工業高等専門学校 基準２ 

- 30 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 2-1-③-8 

演習室 マルチメディア学習室 

（出典 平成 17 年度学校要覧より） 

I T センターでの授業風景 

資料 2-1-③-7

Ｉ Ｔ教育総合情報センター活動報告 

 

委員会・組織名 ＩＴ教育総合情報センター委員会 

                                    委員長氏名 中村 裕之

 

今年度の活動項目 

・IT 教育の充実 

・センター演習室、教育用電算機システムの安定運用 

システム更新後初年度の運用となり、実運用での調整、経験を積むことに重点を置いて運用した。問

題点の発見とその対策を行い、未解決の部分も残っているが、概ね当初の期待通りの結果を得た。 

・マルチメディア学習室の改善 

６年間運用し、ハードウェアの故障も多発して運用に支障をきたすようになってきていたので、教育

充実費の配分を得てハードウェアの全面更新を行った。 

効果が現れるのは、次年度からの運用になる。ソフトウエアの更新まで予算化できなかったが、イン

ストールソフトウェアの見直しを行い、センター演習室とほぼ同等の利用が可能となる予定。 

・ネットワーク授業の改善 

高専機構よりの予算にて、ネットワーク授業用機材の更新を行うことができた。講師養成費用は、予

算配分されなかったため、学内配分の付属施設経費を使い、講師１名の増強を行っている。次年度から

の講師陣についても、各学科からの新規協力を求め新しい布陣で開講できるようにした。 

・e-learning の強化 

英語教育用の e-learning サーバを学内で利用しているほか、本校教員も参加して開発した「高専独

自の英単語学習ソフト」（COCET3300）を全国高専と共有して利用した。各校で競い合うことで新たな

モチベーションをもたせることができた。 

教育用電算機システムには、汎用の e-learning サーバを準備した。講師の講習とコンテンツの開発

が今後必要である。 

・ネットワークの安定運用（省略） 

・他機関との交流、共同プロジェクト（現代 GP プロジェクトの立ち上げ）（省略） 

・地域貢献（公開講座の活用）（省略） 

 

（出典 平成 17 年度委員会活動報告より）
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４）技術センター 

技術センターは、技術職員の組織化を図り、本校の技術指導の中核的機能を持たせ、学生教育・研 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料2-1-③-9 

技術センター業務一覧 
②技術職員の業務 

技術センターには機械系、電気系、物質系の３つの技術グループを設け、各系にグループ長を置く、

機械系グループは８名（非常勤職員１名を含む。）で機械工学科と制御情報工学科を、電気系グループ

は５名（非常勤職員１名を含む。）で電気電子工学科と電子制御工学科を、物質系グループは３名で物

質化学工学科のそれぞれの実験・実習の補助に当たっている。（中略） 
（機械系グループの業務）                                                     

工学基礎実験 １年生前期 週１回４時間 
工作実習 機械工学科１・２年生通年 週１回４時間 
加工実習 制御情報工学科１・２年生通年 週１回４時間 
工学実験 機械工学科４・５年生通年 週１回４時間 

制御情報工学科５年生 半期 週１回４時間 

設計製作 制御情報工学科 
ロボットコンテスト、高専祭等のものづくり支援 
設計製作５年生 半期 週１回４時間 

その他 ・卒後研究、専攻科特別研究の補助 
・ロボットコンテスト支援 
・高専祭等のものづくり支援 
・実習工場の施設、設備の管理、保守 
・短期工場見学の計画書作成 
・体験入学準備・説明 
・実験・実習担当者の人員配置表 

（電気系グループの業務）                                                     

工学基礎実験 １年生前期 週１回４時間

電気電子基礎工学実験 １年生通年 週１回２時間

電気電子計測工学実験 ２年生通年 週１回３時間

電気電子情報工学実験 ３年生通年 週１回３時間

電気電子制御工学実験 ４年生通年 週１回３時間

電気電子応用工学実験 ５年生通年 週１回３時間

電子制御工学実験 電子制御工学科２・３・４・５年生通年 週１回４時間

その他 ・卒業研究・専攻科特別研究の補助 
・高専祭等のものづくり支援 
・長期・短期工場見学の計画書作成 
・ＩＴセンター支援業務 
・教育研究用の工作物製作 
・実験書作成 
・実験実習室の施設・設備の保守管理 

（物質系グループの業務）                                                     

工学基礎実験 １年生前期 週１回４時間 
基礎化学実験 ２年生半期 週１回２時間 
無機・分析化学実験 ３年生半期 週１回４時間 
有機化学実験 ３年生半期 週１回４時間 
物理化学実験 ４年生半期 週１回４時間 
生物工学実験 ４年生半期 週１回４時間 
生物工学実験 ４・５年生半期 週１回４時間 
応用化学工学実験 ４年生半期 週１回４時間 
機器分析実験 ５年生半期 週１回４時間  
化学実験・実習補助 全２年生通年 週１回２時間 
その他 ・卒後研究、専攻科特別研究の補助 

・実習工場の実験機器・工作設備の保守・点検 
・実験装置の製作・運転・改良 
・実験書作成 
・高専祭ものづくり支援 
・体験入学準備・説明 
・短期工場見学の計画書作成 

（出典 技術センター資料より）
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究活動を推進・発展させることを目的として設置され、各学科の学生教育・研究活動の支援を行って

いる（資料 2-1-③-9、資料 2-1-③-10）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

上記の４センターはいずれも学生の教育のために有効に機能しており、本校の教育目的を達成する

上で適切なものといえる。 

 

 

 

観点２－２－①： 教育課程全体を企画調整するための検討・運営体制及び教育課程を有効に展

開するための検討・運営体制が整備され，教育活動等に係る重要事項を審議す

るなどの必要な活動を行っているか。 

（観点に係る状況） 

本校の教育課程に関する検討・運営を行う中心的な組織として、教務委員会および専攻科委員会が

設置され、また、この両委員会を補完する様々な委員会が設けられている（資料 2-2-①-1）。 

 

１）教務委員会（年間 18 回開催） 

教務委員会は、本科の教育課程の編成、授業時間割の作成をはじめとする、本科の教務に関する

様々な案件について審議を行う委員会である。委員会では、各学科から１名以上の委員が出席し、短

期的・中期的な視点での本校の教育目的に添った人材の育成という観点から審議が行われる（資料

2-2-①-2、資料 2-2-①-3）。 

 

 

資料 2-1-③-10
技術センター規則 

 

（設置） 

第１条 北九州工業高等専門学校（以下「本校」という。）に、北九州工業高等専門学校技術センター

（以下「センター」という。）を置く。 

 

（目的） 

第２条 センターは、本校の教育・研究活動における技術的業務を行い、当該活動の推進及び充実発展に

資することを目的とする。 

 

（業務） 

第３条 センターは、次の各号に掲げる業務を行う。 

（１） 実験・実習補助及び技術指導に関すること。 

（２） 教員の研究補助に関すること。 

（３） 卒業研究の補助に関すること。 

（４） 教材及び実験装置作成に関すること。 

（５） 実験・実習用諸材料の準備及び保管に関すること。 

（６） 実習工場及び実験室等の機械器具類の保守，管理に関すること。 

（７） 実習工場及び実験室等の安全保持に関すること。 

（８） 専攻科の特別研究、実験・実習及び技術指導に関すること。 

 
（出典 北九州工業高等専門学校技術センター規則より） 
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自己点検
自己評価 委員会

JABEE委員会

（準学士課程）

（専攻科課程）

教務委員会

専攻科委員会
厚生補導委員会

学科会議

主事会議

運営委員会

ＦＤ委員会

委員会関係図 
資料 2-2-①-1

（出典 組織図をもとに作成）

委員会・組織名  教務委員会  
委員長氏名 磯村 計明 

 

今年度の活動項目 

１．定常的審議事項 

  ・シラバスのとりまとめ 

  ・時間割編成 
  ・次年度行事予定の策定 

  ・公開授業 
  ・非常勤講師の選任についての検討 
  ・カリキュラムの見直し 

  ・アンケート集計 

    本科全員の学習状況調査（６月） 

  ・保護者と専門学科との懇談会（７月） 

  ・担任と保護者との懇談会（１０月） 

２．本年度の重要審議事項 

  ・学業成績の評価等に関する規則の改正 

    GPA についてのシミュレーションとその

改正 

    席次の算定方法の改正 

    学修単位科目の設定 

  ・５０分授業の導入 

  ・基礎基本の作成 

    全科目について基礎基本を作成 

  ・学修プロクラムの策定 

   本科・専攻科７年間の知育・徳育学修方針

を策定 

  ・４学年の実力テストの実施 

  ・特別教育活動の改善 

  ・学生表彰基準の改正 

資料 2-2-①-3 

（出典 平成 17 年度委員会活動報告より）

教務委員会活動報告

資料 2-2-①-2 

教務委員会規則 

（設置） 

第１条 北九州工業高等専門学校に北九州工業高等専門学校教務委員会（以下「委員会」という。）を置

く。 

（目的） 

第２条 委員会は、校長の諮問に応じ、次の各号に掲げる事項について審議することを目的とする。 

（１）教育課程の編成に関すること。 

（２）授業時間割に関すること。 

（３）学生の試験に関すること。 

（４）学校行事に関すること。 

（５）その他教務に関すること。 
（組識） 

第３条 委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組識する。 

（１）教務主事 

（２）教務主事補 

（３）学生課長 

     （出典 北九州工業高等専門学校教務委員会規則より）
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２）専攻科委員会（年間 15 回開催） 

専攻科委員会は、専攻科の教育課程、専攻科学生の試験をはじめとする、専攻科に関する様々な

案件について審議を行う。教務委員会と同様に、各学科から１名以上の委員が出席し、短期的・中

期的な視点での本校の教育目的に添った人材の育成という観点から審議が行われる（資料 2-2-①-4、

資料 2-2-①-5）。 

 

３）運営委員会（年間 11 回開催） 

運営委員会は、本校の 上位に位置づけられる委員会であり、本委員会の審議を経て 終的な意思

決定が行われる。教務委員会・専攻科委員会での審議結果は、本委員会で、全学的な観点から検討が

行われる（資料 2-2-①-6）。 

 

 

資料 2-2-①-4 

専攻科委員会規則 

（設置） 

第１条 北九州工業高等専門学校に北九州工業高等専門学校専攻科委員会（以下「委員会」という。）を

置く。 

 

（目的） 

第２条 委員会は、校長の諮問に応じ、次の各号に掲げる事項について審議することを目的とする。 

（１）専攻科の教育課程の編成に関すること。 

（２）専攻科学生の試験に関すること。 

（３）その他専攻科に関すること。 

 

（組識） 

第３条 委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組識する。 

（１）専攻科主事 

（２）専攻科主事補７人 

（３）教務委員会委員１人 

（４）学生課長 

（出典 北九州工業高等専門学校専攻科委員会規則より） 

委員会・組織名    専攻科委員会 

 

委員長氏名  眞舘尚志 

 

今年度の活動項目 

・カリキュラムの見直し 

通年科目（英語科目，専門基礎科目の選択科

目）の前期，後期の２科目への分割 

複合工学実験の開設 

一般科目および数学科目の見直し 

各専攻の選択科目の見直し 

・専攻科ホームページの改善 

・専攻科に関係する規則の整備 

「生産デザイン工学」教育プログラムの実施に

伴う整備 

・主要科目の基礎基本の作成 

資料 2-2-①-5 

（出典 平成 17 年度委員会等活動報告より）

専攻科委員会等活動報告



北九州工業高等専門学校 基準２ 

- 35 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）主事会議（年間 11 回開催） 

主事会議では、校務に関する広範な案件について長期的・将来的な観点から審議が行われる。必要

と判断された場合は、教務委員会・専攻科委員会に審議の要請や提案が行われる（資料 2-2-①-7）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５）FD 委員会 

学内での FD 活動を統括する機関である。必要と判断された場合は、教務委員会・専攻科委員会に

審議の要請や提案が行われる（資料 2-2-①-8）。 

資料 2-2-①-6

運営委員会規則 
（設置） 

第１条 北九州工業高等専門学校（以下「本校」という。）に運営委員会を置く。 

（目的） 

第２条 運営委員会は、校長が本校運営上必要と認めた事項について審議することを目的とする。 

（組織） 

第３条 運営委員会は、次の各号に掲げる職にある者をもつて、これを組織する。 

（１）校長 

（２）教務主事、学生主事及び寮務主事 

（３）専攻科主事 

（４）各学科長及び総合科学科長 

（５）自己点検・自己評価委員長 

（６）図書館長 

（７）実習工場長 

（８）地域共同テクノセンター長 

（９）ＩＴ教育総合情報センター長 

（１０）広報委員長 

（１１）予算委員長 

（１２）学生相談室長 

（１３）事務部長 

２ 校長が必要と認めた場合は、各学科長及び総合科学科長に代わり、各副学科長及び副総合科学科

長を出席させることができる。 

（出典 北九州工業高等専門学校運営委員会規則より）

資料 2-2-①-7

主事会議規則 
（設置） 

第１条 北九州工業高等専門学校に北九州工業高等専門学校主事会議（以下「主事会議」という。）を置

く。 

（目的） 

第２条 主事会議は、校務運営上重要な事項及び将来構想に関することを協議するとともに、校長の職務

を補佐することを目的とする。 

（組識） 

第３条 主事会議は、次の各号に掲げる者をもって組識する。 

（１）校長 

（２）教務主事、学生主事及び寮務主事 

（３）専攻科主事 

（４）事務部長 

（５）庶務課長、会計課長及び学生課長 

（会議） 

第４条 主事会議は、校長が招集し、その議長となる。 

 

（出典 北九州工業高等専門学校主事会議規則より） 
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６）学科会議（月１回～週１回開催） 

各専門学科および総合科学科の教員による会議である。教務委員会・専攻科委員会での審議結果、

運営委員会での決定事項は同会議で報告・周知される。また、審議要請があった場合は、同会議は各

学科の観点から審議を行う。 

 

７）自己点検・自己評価委員会 

自己点検・自己評価委員会では、自己点検・自己評価の実施、結果の活用・公表について審議が行

われる。必要と判断された場合、教務委員会・専攻科委員会に審議要請・情報提供が行われる（資料

2-2-①-9）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 2-2-①-8

ＦＤ委員会規則 
（設置） 

第１条 北九州工業高等専門学校（以下「本校」という。）に、ＦＤ委員会（以下「委員会」という。）

を置く。 

（目的） 

第２条 委員会は、ファカルティ・ディベロップメント（教員の教育内容及び教育方法を改善し、向上さ

せるための組織的な継続的な取り組み（以下「ＦＤ」という。））を推進し、これに積極的に取組

むことにより、本校における教育の改善、教員の意識改革の推進を図ることを目的とする。 

（審議事項等） 

第３条 委員会は、校長の諮問に応じ、前条の目的を達成するため、ＦＤに関する事項及び研修会等を企

画・総括する。 

（組織） 

第４条 委員会は、次の各号に掲げる者をもって組織する。 

（１）教務主事、学生主事、寮務主事、専攻科主事 

（２）教務主事補、学生主事補のうち当該各主事が指名した者各 1 名 

（３）庶務課長、学生課長 

（４）その他校長が必要と認めた者 

 
（出典 北九州工業高等専門学校ＦＤ委員会規則より）

資料 2-2-①-9

自己点検・自己評価委員会規則 
（趣旨） 

第１条 北九州工業高等専門学校自己点検・自己評価規則第３条第２項に基づき、自己点検・自己評価委

員会（以下「委員会」という。）の組織、運営等に関し必要な事項を定める。 

（目的） 

第２条 委員会は、次の各号に掲げる事項について審議、検討する。 

（１）自己点検・自己評価の基本方針に関すること。 

（２）自己点検・自己評価の実施体制及び実施方法に関すること。 

（３）自己点検・自己評価の結果の活用及び公表に関すること。 

（４）外部評価に関すること。 

（５）その他自己点検・自己評価に関すること。 

（組織） 

第３条 委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

（１）教授、助教授のうちから校長が指名した者１人 

（２）各学科の代表者 各１人 

（３）総合科学科の文科系及び理科系の代表者各１人 

（４）事務部長 

（出典 北九州工業高等専門学校自己点検・自己評価委員会規則より）
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８）JABEE 委員会 

JABEE 委員会は、外部機関による審査に対する準備を行う委員会である。必要と判断された場合、

教務委員会・専攻科委員会に審議要請・情報提供が行われる（資料 2-2-①-10）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９）厚生補導委員会 

厚生補導委員会は、課外活動・学生会活動を始めとする、学生の厚生補導に関する様々な案件につ

いて審議を行う委員会である。ここでは、学生の礼儀・マナーの修得、社会性の育成といった観点か

らも審議が行われ、必要と判断された場合、教務委員会・専攻科委員会に審議要請・情報提供が行わ

れる（資料 2-2-①-11）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 2-2-①-10

ＪＡＢＥＥ委員会規則 
（設置） 

第１条 北九州工業高等専門学校（以下「本校」という。）に、日本技術者教育認定機構（以下「ＪＡＢ

ＥＥ」という。）の認定審査に係る諸事項を審議するため、北九州工業高等専門学校ＪＡＢＥＥ委

員会（以下「委員会」という。）を置く。 

（審議事項） 

第２条 委員会は、次に掲げる事項について審議する。 

（１）「教育プログラム」に関すること。 

（２）認定・実地審査に関すること。 

（３）その他認定審査に関すること。 

（組織） 

第３条 委員会は、次に掲げる委員をもって組織する。 

（１）専攻科主事 

（２）各学科の代表者各１名並びに総合科学科の文科系及び理科系の代表者各１名 

（３）庶務課長及び学生課長 

（４）その他校長が必要と認めた者 

 

（出典 北九州工業高等専門学校 JABEE 委員会規則より）

資料 2-2-①-11

厚生補導委員会規則 
（設置） 

第１条 北九州工業高等専門学校に北九州工業高等専門学校厚生補導委員会（以下「委員会」という。）を置

く。 

（目的） 

第２条 委員会は、校長の諮問に応じ、次の各号に掲げる事項について審議することを目的とする。 

（１）学生の課外活動に関すること。 

（２）学生会活動に関すること。 

（３）学生の交通安全教育に関すること。 

（４）入学料、授業料及び寄宿料の免除及び猶予に関すること。 

（５）奨学金に関すること。 

（６）学生の補導、健康及び福祉に関すること。 

（７）学生相談室に関すること。 

（８）その他厚生補導に関すること。 

（組識） 

第３条 委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組識する。 

（１）学生主事 

（２）学生主事補 

（３）学生課長 

（出典 北九州工業高等専門学校厚生補導委員会規則より）
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（分析結果とその根拠理由） 

教育課程全体を企画調整するための中心的な機関として教務委員会・専攻科委員会が設置されて

いる。また、両委員会の審議結果を全学的な観点から検討を加える運営委員会が存在する他、様々

な委員会・会議が異なる観点から教務・専攻科両委員会に審議要請・提案・情報提供を行うことに

より、本校の教育目的達成に努め、有効に機能している。 

 

 

 

観点２－２－②： 一般科目及び専門科目を担当する教員間の連携が，機能的に行われているか。 

（観点に係る状況） 

本校においては、一般科目を担当する教員は総合科学科に所属し、さらに各教科に別れて専門学科

の教員と連携を図りながら、教育の改善に取り組んでいる。 

１）一般科目教科別検討会 

平成 10 年度から 12 年度にかけて、校長の提案により、教科ごとに総合科学科教員に専門学科から

選定された３名程度の教員を加えて情報交換、教育内容についての討議が行われた（資料 2-2-②-

1）。平成 13 年度以降も、数学科・理科・英語科において、専門学科との間で連携が続けられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 2-2-②-1

教科別検討会概要 
○平成 10 年度 

理科検討会 ・一般科目としての物理の授業では、高校教科書の範囲をすべて教える。 

・物理の授業を第２学年開始とし、６単位分を３年間で履修する。（平成 14 年度より実施） 

・物理の授業は常勤の教員が担当する。 

・専門科目としての物理の範囲は「応用物理」の中で扱う。 

○平成 11 年度 

国語検討会 ・日本語による論理的な記述能力、口頭発表能力の必要性、全校あげて国語能力を教育してゆ

くことの必要性を確認 

・高専における国語教育の現状、国語を取り巻く社会環境を確認 

英語検討会 ・新入生全員に対して、中学英語の総復習を入学前の課題として課す。 

・１年生全員に英語検定準２級または３級を取得させる。 

・英語学習の関門として、英語Ａ・Ｂの学内実力テストの実施を考える。 

○平成 12 年度 

社会検討会 ・社会科教育の教育方針には以下の２つの軸が考えられる。 

ａ．社会各科目にの基礎的知識を幅広く身につけさせる教育 

ｂ．今日的諸問題に対して、主体的に考え解決法を探る資質を育てる教育 

・授業では適宜参考書を紹介し、家庭学習をしやすくする。さらに、時間的に限られた授業を

補うためにも、学生に本を読ませる課題を課し、家庭学習を促す。 

・社会の動きに触れさせるためにも、授業に積極的に新聞を用いる。 

・各科目の中でも倫理教育を取り入れる。 

・科学思想史を取り入れる。 

数学検討会 ・開学以来、高専３年までに高校と大学教養課程までの内容を学ばせる方針をとってきたが、

十分定着しているのか疑問が感じられる。内容の取捨選択が必要なのかも知れない。 

・ベクトルのように、１・２年の数学の授業で教える以前に専門科目で出てくる場合もあり、

今後、専門学科で分野を限って数学を教えるということも検討すべきかも知れない。 

 

（出典 総合科学科・学科長保管資料より） 



北九州工業高等専門学校 基準２ 

- 39 - 

２）数学科教員と専門学科教員との連携 

各学科の専門科目のうち、「応用数学」等の科目の多くは総合科学科の教員が担当している。この

ため、各学科の特性に応じた授業内容の展開が求められることから、数学教員と専門学科教員との間

で意見交換が頻繁に行われ、教育内容の改善が進められてきた（資料 2-2-②-2～資料 2-2-②-6）。 

 

資料 2-2-②-2  

数学教育に関する学科間懇談会議事録 

 

平成１７年度からの数学カリキュラム編成について 

 

電気電子工学科スタッフとの話し合い           平成１６年９月 

 

・３年までのカリキュラム編成について説明、同意を得る。 

・４年からの応用数学 1,2 について 

・４学年ではラプラス変換、ベクトル解析をやってほしいとのこと  

・ラプラス変換は基本的な関数（指数、三角、双曲線関数）の変換、および逆変換でよい。デルタ関数や

convolution など複雑なことは不要、応用（微分方程式等）は専門で行う。ただ微分方程式は応用例と

して教えてもらってもよい。３年で積み残した場合の微分方程式の後に行えば効果的か。 

・ベクトル解析は２、３学年でも多くやっているので基本的な数学的裏づけを教えてほしいとのこと。フ

ーリエ解析も３番目に挙げられたが基本的な事項、すなわちのこぎり型や凹凸型の波形が三角関数によ

って構成できることがわかればよい。 

・フーリエ積分は４学年で必須ということはない。５学年で教えてもらってもよいとのこと。 

・５学年では確率統計が必要ではとの意見の一致を見た。複素関数論（これまで５学年でよく教えられて

いる）は必要ない。確率統計に比べれば社会に出た後、全く使わないらしい。選択科目等に設置して必

要と思われる学生用にあれば良い。 

 

 

電子制御工学科スタッフとの話し合い       平成１６年１０月 

 

・専門ではラプラス変換を利用した微分方程式を解くことが非常に重要であること。 

したがってこれを応用数学の第１のテーマにしたい。すこし踏み込んだ内容まで行うべきかも知れな

い。 

・フーリエは基本的な波の合成の概念がわかればよいとのこと。 

・ベクトル解析については発散定理まで行かずとも基本的な事項がわかればいいのではという意見であ

る。 

・電磁気学は専門学科にあるが学生には敷居が高く内容を落としてみようとの意見もあるようだ。複素関

数は大学編入に必要なものとして応数では必要ないかもという意見であった。 

・統計・確率についてはぜひ必要であり社会に出ても必要性が高い。 

 

電子制御工学科からは後に書面でその他のスタッフの意見を取りまとめたものを頂いた。 

 

（出典 総合科学科・数学科資料より） 

 

資料 2-2-②-3 の 

シラバスに反映 
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（出典 平成 17 年度シラバスより）

「応用数学」シラバス 資料 2-2-②-3
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資料 2-2-②-4 

数学教育に関する学科間懇談会議事録（１） 
 
総合科学科（数学）と物質化学工学科のカリキュラムに関する懇談会議事要録 
 

1．日 時   平成 17 年 12 月 2 日（金）16：30～18：30 

2．場 所   環境セミナー室（総合研究実験棟 3F） 

3．出席者  総合科学科（数学担当）：徳一、山田、石井、竹若、倉富、豊永 

物質化学工学科：畑中、松嶋、中村（総合）、後藤、井上、前田、小畑 

4．協議内容 

（１）学生の数学力の低下について 

（物質化学工学科からの意見） 

・化学分野において、数学は重要な部分を占めており、数学力の低下は問題である。 

・4 年生と比較して、3 年生の数学力は低下している。また、物理化学において、現 5 年生と同レベル

の問題を出題したところ 3 割減の成績であった。（以下、一部省略） 

（５）化工数学（4 年必修 2 単位）について 

・化工数学では、半期は復習あるいはラブラス変換を実施し、もう半期は確率・統計等を実施する。 

・品質管理では、確率・統計を取り扱うため、化工数学で、その範囲を復習し授業で定着させる。 

・化工数学のカリキュラム（復習内容）に関してディスカッションをしたことがない。これは、重点内

容を提示がなかったためである。 

（６）数学特論（4 年選択必修 2 単位）について 

・専攻科では、フーリエ変換（量子力学）が必要である。 

 ⇒ 数学特論で取り扱っている。しかし、数学特論は、複素関数に関する知識の必要な大学編入者し

か選択していないのが現状である。 

（７）数学担当教員からの提案 

・専門科目で取り扱わなければ、その必要性がわからない。そのため、日頃から学生に対して数学の重

要性を呼びかけて欲しい。 

・積分公式を簡略化してはどうか。 

 ⇒ 5 年で必要な公式もあるため、簡略化は止めて欲しい。 

 ⇒ 3 年で一部削除して、4 年の化工数学で取り扱ってはどうか。（学習範囲の引き上げ） 

・夏季補講を実施する。 

 ⇒ 以前、テーマ（ラブラス変換）を絞って実施したところ、関心を持っていた。復習という表現

は、曖昧であるから、化学科の復習範囲を提示して欲しい。 

・復習しながら授業を進行させるよりも、系統的に進行させた方が効果的ではないか。 

・難しい内容に関しては前倒しにできないため、先送りにする場合もある。（3 年でやっていない部分

は、4 年で実施する。） 

（８） 物質化学工学科からの提案 

・以前、物理数学の講義を実施したが、（担当教員の専門が電気系であったため）電気回線に偏ったも

のであった。化学分野に対応した講義は開講できないか。 

・応用数値計算法のような講座を開講して欲しい。 

・品質管理で必要な確率・統計の部分にも力を入れて欲しい。 

・ベクトル、線形、行列などを復習させて欲しい。（⇒ 例題に、化学系の問題を取り入れてはどう

か？） 

・物質化学工学科は、反応速度論で微分方程式を取り扱うが、せいぜい２次で変数分離程度である。 

・標準偏差は、データ解析に必要である。 

・物質化学工学科では、自由選択科目として開講されている「数学演習」を「工学基礎選択科目」とし

て専門選択科目の一つに認めているが、これを廃止したい。（理由：同様の扱いの「英語演習」に

おいて態度が良くないという苦情が出ている。） 

 ⇒ 選択単位として考えない＝簡単に単位が取得できないようにする。 

（９） 平成１８年度「化工数学」の授業内容およびシラパス作成について  

・数学担当教員より、専門科目のカリキュラムの中で数学を必要とする部分やその例題を提示して欲し

いとの要望があり、物質化学工学科の該当専門科目担当者が資料を 12 月中旬までに提出することに

なった。また、「化工数学」担当教員はその資料を参考にしてシラバスを作成することとなった。 

 

（出典 物質化学工学科資料より）

資料 2-2-②-6 の

シラバスに反映 
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資料 2-2-②-5 

「化工数学」シラバス（平成 18 年度）

（出典 平成 18 年度シラバスより） 
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資料 2-2-②-6

数学教育に関する学科間懇談会議事録（２） 

 

平成 17 年度 総合科学科と制御情報工学科との懇談会議事録 

１．日 時 ： 平成 18 年 2 月 20 日（月） 13：30～15：00 

２．場 所 ： 総合科学科会議室 

３．出席者 ： 総合科学科  ～徳一、山田、石井、竹若、豊永、倉富 

        制御情報工学科～寺井、山内、安信、古野 

４．懇談概要 

（1）今回の懇談会の趣旨 

制御情報工学科から、専門科目での授業に関係した諸問題の対策を考える上で、まずは下級生の数学教育

全般の状況を知ることが必要であり、今回の懇談会で詳しく教えて頂きたいとの依頼がなされた。 

（2）クラスの現状 

制御情報工学科 1 年から 3 年の数学の授業を担当されている先生より、下記のようなクラス別の状況説明

がなされた。 

  ①クラスごとの授業の概況や成績に関する留意点 

 ・授業時の様子や成績とその分布などについての留意事項の説明がなされた。 

  ②主要な授業項目（内容）の実施時期 

   ・三角関数や複素数など専門科目で必要とする事項については、数学での授業後から専門科目で使用す

るまでに空白期間があり、専門科目でも復習などを配慮すると効果がある。 

  ③実力テスト結果との関係 

   ・専門科目を含めて演習時間が十分あると、2 学年以降の数学の実力試験結果に効果が表れる。 

（3）数学科での取り組みと今後の方針 

  数学科での取り組みや、数学科で考えている下記のような今後の方針について説明がなされた。 

  ①演習用として数学科で作成した問題集を全学生に配布し、授業中の演習や宿題として活用している。ま

た、1 学年の後期に数学演習の授業を実施し、専攻科生による TA を導入して演習を行っている。 

  ②次年度からの 50 分授業化に伴う授業時間配分の変更と演習の拡大 

  ・例えば 4 単位の科目では、週当たり 100 分×1 回と 50 分×2 回に分割して実施する。 

  ③授業内容の適切化のための部分的な授業実施時期の変更 

  ・1 学年の内容がやや多いため、一部の科目での授業内容の 2 割程度を 2 学年に移行し、さらに 2 学年か

ら 3 学年に移行させる予定。 

（4）数学教育に関する質疑応答および意見交換 

  数学教育に関する下記の項目を主体とする質疑応答や意見交換がなされた。 

  ①低学学年における演習系専門科目の導入効果 

  ・専門科目で数学の復習や演習を導入した学科では具体的な効果が現れている。 

  ②数学の主要な項目の授業時期と専門科目の実施時期の相違による影響 

  ・専門科目で使うときまでに 1 年から 2 年程度間隔が開くので、どうしても忘れてしまう学生がいる。 

  ③専門科目での授業の対策法 

  ・専門科目での簡単な復習は効果がある。また、高学年と同様な感覚で低学年の専門科目の授業を行なう

と、学生にとっては理解しにくい一面がある。 

  ④数学科での教育と専門科目教育との関係 

  ・数学力の養成は専門科目の方が適切と考えられる。また、現状では、数学の科目での十分な復習や演習

に費やす時間の確保に限界がある。 

  ⑤動機付けの必要性 

  ・勉強に対する動機付けが必要であり、専門での対策の方が効果的と考えられる。 

  ⑥新指導要録による影響 

  ・全体的に理解力はあっても計算力が弱く、中学校での授業内容も減っている。このため、授業でも繰り

返し復習や説明が必要である。 

（5）数学科からの質問 

  ①数学科で担当する専門科目（制御数学）に対する授業内容や実施時期変更などの要望があれば伺いたい

との依頼があり、今回の結果を学科に持ち帰って検討し、必要ならば改めて依頼させて頂きたいとの回

答がなされた。 

  ②他学科で専門科目の授業内容と実施時期との関係を調整したところ、効果があったとの報告がなされ

た。 

（出典 平成 17 年度第 18 回教務委員会資料）
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３）理科教員と専門学科教員との連携 

「物理Ⅱ」は各専門学科の教員により担当されたが、ある程度の共通性を保つ必要から、教科書を

統一し、総合科学科教員が基本となるシラバスを作成し、それを各学科の特性に応じて修正して授業

を構成するという方法がとられている。このため、教科書の選定やシラバス作成に際して意見交換が

行われてきた（資料 2-2-②-7、資料 2-2-②-8）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 2-2-②-7 

物理教育に関する学科間協議事項 
平成 13 年 

「物理Ⅱ」について 

・機械、制御情報、物質化学の３学科では教科書どおり授業を進めたいとの希望。 

・電気、電子制御の２学科は、教科書中であっても、専門科目で既に扱った内容は省くか、時間を短くして授業

を進めることを希望。 

平成 14 年度 

「物理Ⅱ」について 

・制御情報からも、一部省略したいとの希望。 

→「物理Ⅱ」のシラバスは、同じ教科書を使っていても、単元の時間配分に学科間の差が生じている 

 

平成 15 年度 

・中学校での「ゆとり教育」導入にともない、新しい教科書の選定が行われた。 

選定に際して、各専門学科の「物理Ⅱ」担当教員にメールにより意見が求められた。 

→平成 16 年度より実施が決められた。 

 

（出典 総合科学科・物理教員保管資料より） 

資料 2-2-②-8

物理教育に関するメール記録 

Subject: 物理Ⅱテキストについて 

Date: Fri, 20 Jun 2003 18:29:52 +0900 

３年 物理Ⅱ 担当の先生方へ 

 

次年度以降の教科書について、 

次年度の２年生は、新カリキュラムの学生ですので、 

「物理 Ｉ」で使用している教科書が変わります。 

自動的に、Ｈ１７年度３年生の持っている物理教科書も変わる事になります。 

現在、次年度２年生（Ｈ１７年度３年生）に使用させる教科書を選定中です。 

見本は、宮内、中村が持っておりますので、ご意見を下さい。 

 

今回の改定では、ＩＢとⅡの中身の順番が変えられてしまっています。 

特に、３年で教授する「電磁気学」部分については、 

「生活の物理」ということで、力学をする前に、電気（オームの法則など）を少しだけして、 

再度「電磁気学」をするなどという、物理学会からもクレームはつけておりますが、 

学問的には系統性の無いものになっており、教授しにくくなっている感じです。 

どちらの教科書が、「物理 Ⅱ」で教えやすいか、また学生が理解しやすいか、 

ご意見を伺えると幸です。 

本校の決定〆切りが、７月初頭ですので、来週中にご回答頂けますようお願いします。 

また、ご意見を伺った後、こちらで 終決定はさせて頂きますことを 

前もってお詫びしておきます 

 

北九州高専 物理 中村裕之         （出典 総合科学科・物理教員メール記録より）

資料 2-2-②-8 に

メールを掲載 
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４）英語科教員と専門学科教員との連携 

本校の英語教育は近年、海外語学研修の企画や TOEIC 学内試験の実施、e-learning の授業への導

入など、様々な新しい取り組みを試みてきた（資料 2-2-②-9）。これらはいずれも全学的な試みで

あることから、多くの場合、教務委員会・専攻科委員会を通して各学科会議と意見交換が行われてき

た（資料 2-2-②-10～資料 2-2-②-12）。 

資料 2-2-②-10 

英語教育に関する教務委員会議事録（１） 

 

第１４回教務委員会議事要録 

１ 日 時   平成１７年１１月２２日（火）  １６時１０分～１８時３５分 

２ 場 所   会議室 （管理棟 ２階） 

３ 出席者   磯村、中山（博）、小城、井田、安信、竹原、白神、山田（康）、内山 

       （教務係・・・・佐藤、林田） 

４．議題等 

（１） 報告事項（略） 

（２） 議題 

（略） 

３） その他 

  （略） 

      ・第２回海外語学研修講座について 

        山田委員から、資料４に基づき説明があり、審議の結果、学科へ持ち帰り検討 

       することとし、次回教務委員会で審議することとなった。 

 

（出典 平成 17 年度第 14 回教務委員会議事要録より）

資料 2-2-②-9 

英語科の取り組み状況一覧 
平成 13 年度 

・第１回海外語学研修実施（夏季３週間、オーストラリア） 

・TOEIC 学内試験実施開始（年間延べ 240 名くらい） 

 

平成 14 年 

・TOEIC-Bridge 学内試験を 1 年生のみを対象に実力テストとして実施開始 

 

平成 15 年 

・TOEIC-Bridge 学内試験を１～３年生英語実力テストとして実施開始 

・高専必須英単語「COCET3300」に基づく英単語試験を本科全学年で実施開始 

 

平成 16 年度 

・中期計画に TOEIC 取得目標を明記。学生への周知開始 

・TOEIC 学内試験に多数の希望者受験 

・e-learning ソフト「ネットアカデミー」導入。授業での利用開始 

 

平成 17 年度 

・第２回海外語学研修講座企画  

・専攻科修了要件としての TOEIC400 点取得、適用開始  

・TOEIC 学内試験、４年生全員受験開始（他学年は希望者のみ） 

（出典 総合科学科・英語科資料より）

資料 2-2-②-10、資料 2-2-②-11 に議事録掲載 

資料 2-2-②-12 に議事録掲載 
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（分析結果とその根拠理由） 

平成 10 年度から 12 年度にかけて、体育・音楽を除く一般科目全教科について専門学科教員を交え

た検討会が開かれた。数学・理科・英語についてはその後も検討が続けられている。これらの意見交

換にもとづき、教育の改善が適切に進められている。 

資料 2-2-②-11

英語教育に関する教務委員会議事録（２） 

 

第１５回教務委員会議事要録 

１ 日 時   平成１７年１２月１４日（水）  １３時３０分～１７時３０分 

２ 場 所   会議室 （管理棟 ２階） 

３ 出席者   磯村、中山（博）、小城、井田、安信、竹原、白神、山田（康）、内山 

       （教務係・・・・佐藤、林田）                

４．議題等 

（１） 報告事項（略） 

（２） 議題 

（略） 

１０） 第２回海外語学研修講座について 

委員長から、資料１１に基づきシンガポールのポリテクニク校における工学教育についての視察

報告について説明があった。 

引き続き各学科から第２回海外語学研修講座の実施について賛否両論の意見が報告され、審議の

結果、学校としての方針を決定したほうがいいのでないかということとなり、教務委員会では結論

が出ず、１月の主事会議へ審議を依頼することとなった。 

（以下略） 

（出典 平成 17 年度第 15 回教務委員会議事要録より）

資料 2-2-②-12

英語教育に関する専攻科委員会議事録 
 
平成１７年度 第１２回専攻科委員会議事要録 
１．日 時  平成１７年１２月７日（水） １５：００～１７：３０ 

２．場 所  会議室（２階） 

３．出席者  （略） 

４．報告事項 

  （略） 

５．議題等 

（略） 

（４）「TOEIC４００点相当」の解釈について 

委員長より、「TOEIC４００点相当」の解釈について資料３(４)に基づき、英語科からの提案を審

議したいとの提案があった。審議の結果、英語科からの提案の２について、以下のとおり修正し

た。 

 

２．英語検定準２級に合格し、且つ、１次試験の得点が７割以上であること。 

英語検定２級で１次試験に合格するか、または、不合格の場合でもＡ判定であること。 

（略） 

（７）入学試験方法の検討について 

 委員長より、入学試験方法についての検討の提案があった。これに対して、本科在学中にすでに

TOEIC４００点を得点している学生には英語の入試を免除することを検討してはどうか、との意見が

出された。審議の結果、上記の方向で継続審議することとなった。 

（略） 

（出典 平成 17 年度第 12 回専攻科委員会議事要録より）
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観点２－２－③： 教育活動を円滑に実施するための支援体制が機能しているか。 

（観点に係る状況） 

教育活動を円滑にするための支援体制について、学級担任を中心とする活動への支援体制、課外活

動での活動への支援体制とに分けて点検を行う。 

 

１）学級担任を中心とする支援体制 

学生指導を行う中心的な主体の一つは学級担任であるが、これらの教育活動を支援する様々な体

制がとられている。 

 

 [1]学級担任・副担任制 

本科１学年から５学年の全学級に学級担任が１名ずつ配置され、担当学級の学生の学習・生活に関

する直接指導に当たっている。さらに、一般教育の比重が高い本科１学年および２学年においては、

資料 2-2-③-1

学級担任・副担任・学年主任の業務 
（学級担任の設置） 

第２条 各学科・学年の各学級に、それぞれ学級担任１名を置く。 

２ 学級担任は、教授、助教授又は専任講師のうちから校長がこれを命ずる。 

（学年主任及び学級担任代表の設置） 

第３条 各学年及び各学級相互の連絡等を緊密にするため、１学年及び２学年にそれぞれ学年主任を、３

学年、４学年及び５学年にそれぞれ学級担任代表を置く。 

２ 学年主任は、教授又は助教授のうちから校長がこれを命ずる。 

３ 学級担任代表は、学級担任のうちから校長がこれを命ずる。 

（学年主任及び学級担任代表の設置） 

第３条の２ 学年主任を補佐するため、学年副主任を置く。 

２ 学年副主任は、学年主任が指名し、校長がこれを命ずる。 

（学級副担任の設置） 

第３条の３ 校長が必要と認めた場合は、学級副担任を置くことがある。 

２ 前項の学級副担任は、教授、助教授又は講師のうちから校長がこれを命ずる。 

（学級担任及び学級副担任の業務） 

第６条 学級担任は、次の事項を掌理する。 

（１）学習及び生活の相談、指導に関すること。 

（２）特別教育活動に関すること。 

（３）厚生補導の直接指導に関することで次に掲げる事項 

ア 経済援助（授業料免除、奨学生） 

イ しつけ、服装態度及び礼儀 

ウ 保健衛生 

工 人間形成のための助育 

（４）遠足及び見学等課外行事（サークル活動を除く。）の指導に関すること。 

（５）環境整理の指導・監督に関すること。 

（６）教務主事、学生主事及び寮務主事並びに当該学科長との連絡に関すること。 

（７）その他当該学級の運営に関すること。 

２ 学級副担任は、学級担任の業務を補佐し、学級担任不在中はその職務を代行する。 

（学年主任及び学年副主任の業務） 

第７条 学年主任は、次の事項を掌理する。 

（１）学級担任の指導・助言に関すること。 

（２）学級担任の指導内容の調整に関すること。 

（３）各学級における重大な問題に係る関係主事との連絡、協議及び対応に関すること。 

２ 学年副主任は、学年主任を補佐し、学年主任不在中はその職務を代行する。 

 

（出典 北九州工業高等専門学校学科長・学年主任・学級担任規則より）
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学級担任の補佐を任務とする副担任が配置されている。学級担任を総合科学科の教員が、副担任を当

該専門学科の教員１名が、それぞれ担当することにより、学生の学習状況の把握が図られている。本

科３学年～５学年においては、当該専門学科の教員１名が学級担任を担当し、その学科の他の全教員

が学級担任の業務を補完する体制が取られている（資料 2-2-③-1）。 

専攻科においては、専攻科委員会の各専攻の委員が、学級担任と同じ業務を担当している。 

 

[2]担任連絡会議 

１学年および２学年では、両学年にそれぞれ学年主任が任命され、学年主任を中心にして、学級担

任からなる担任連絡会議が設けられ、学年としての学習・生活の指導方針の決定や学生に関する情報

交換が行われている（資料 2-2-③-2）。 

 

[3]厚生補導委員会と学級担任との連携 

学生の生活指導に関しては、厚生補導委員会で規則、指導方針が決定された場合は、学生主事・学

資料 2-2-③-2

担任連絡会議事録 
 

平成１７年度第 1 回 1 学年担任連絡会 

日時：平成 17 年４月 4 日（月）10：00～12：00  

場所：総合科学科会議室 

出席者：白神、木田、大谷、八嶋、竹若 

議題： 

１．新 1 年生を迎えるにあたっての合意事項 

①躾 

・挨拶の徹底：「はい」という返事、「おはよう」「ありがとう」「失礼します」「すみません」 

・服装について：髪を染めること、ピアスなどは認められないこと 

・携帯電話 授業中に使用した場合は没収とする、ただし電池は抜いて学生に戻しておくこと 

・以上の項目については、学生に繰り返し注意を促すこと 

②アルバイト 原則禁止を強調する 

・家庭の事情などでやむをえない場合は、事前に担任に相談すること 

③学習 継続させること（自宅学習の徹底） 

・非常勤の先生には、授業運営に支障がないかなど、クラスの様子を伺うこと 

④その他 

・放課後教室での居残り  午後 5 時に 1 週間に一度「下校を促す」放送をする 

・土・日に教室の施錠をお願いする 

・1 年担任間のメーリング網を作成（大谷先生） 

⑤入学式後の保護者への連絡 

（配布するプリントに記載されている項目+α） 

・成績 （通年であることを強調） その都度点数を確認していただく 

・アルバイト   やむをえない場合には、事前に担任に相談すること 

・オートバイの免許を取得した時は、担任に知らせること 

・携帯電話を授業中に使用した場合、電話機を没収すること 

・下校時間（帰宅時間）、学校行事を把握してもらうこと 

２．集団宿泊研修について（4 月 25 日～26 日） 

（省略） 

（出典 学年主任記録より）
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生主事補と担任会が連携をとって指導に当たっている（前述資料 2-2-①-11）。 

また、厚生補導委員会指導のもとに、学生会長を中心とする学生会組織、各学科５学年の中から選

ばれる学科代表・応援団長が、学校行事などに際して低学年生に対する生活面での指導を行っており、

効果をあげている（学科別学科代表・応援団長一覧は訪問調査時に閲覧可能）。 

 

[4]事務組織による支援 

学習指導の元になる個々の学生の学業成績は、学生課教務係で集約・整理され成績、欠課、遅刻、

評点一覧表として学級担任に提供される。また、奨学金や授業料免除といった学生への経済的な支援

については、学生課学生係が窓口となり、厚生補導委員会で決定がなされ学級担任に報告される（資

料 2-2-③-3）。 

資料 2-2-③-3 

学生課の業務 
（目的） 

第１条 この規則は、独立行政法人国立高等専門学校機構の組織に関する規則（平成１６年独立行政法人国立

高等専門学校機構規則第１号）の規定に基づき、北九州工業高等専門学校の事務組織に関し必要な事項

を定めることを目的とする。 

第２章 事務部の課の所掌事務 

（略） 

（学生課の所掌事務） 

第４条 学生課においては、次の事務をつかさどる。 

（１）入学者の選抜に関すること。 

（２）学生の修学指導に関すること。 

（３）教育課程の編成及び授業に関すること。 

（４）学生の学業成績の整理及び記録に関すること。 

（５）学生の学籍に関すること。 

（６）学生の実習に関すること。 

（７）学生のカウンセリングに関すること。 

（８）学生の課外教育に関すること。 

（９）学生及び学生団体の指導監督に関すること。 

（１０）学生に対する奨学金並びに入学料及び授業料等の減免及び猶予並びに経済援助に関すること。

（１１）学生の厚生施設の管理運営及び厚生事業に関すること。 

（１２）学生の保健管理及び保健施設の管理運営に関すること。 

（１３）学生に対する職業指導及び就職あっせんに関すること。 

（１４）学生旅客運賃割引証に関すること。 

（１５）日本学校安全会の事務に関すること。 

（１６）学生寮の管理運営に関すること。 

（１７）学生の入・退寮に関すること。 

（１８）寮生の指導監督に関すること。 

（１９）外国人留学生に関すること。 

（２０）実験・実習補助及び技術指導に関すること。 

（２１）教員の研究補助に関すること。 

（２２）卒業研究の補助に関すること。 

（２３）教材及び実験装置作成に関すること。 

（２４）実験・実習用諸材料の準備及び保管に関すること。 

（２５）実習工場及び実験室の機械器具類の保守、管理に関すること。 

（２６）実習工場及び実験室の安全保持に関すること。 

（２７）専攻科の特別研究、実験・実習補助及び技術指導に関すること。 

（２８）その他教務、厚生補導、寮務及び実験・実習に関する事務を処理すること。 

 

（出典 北九州工業高等専門学校事務組織規則より）
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２）課外活動における支援体制 

 

[1]課外活動に関する規定 

課外活動は、学生会活動の一環として位置づけられ、活動の主体であるクラブ（部・同好会・愛好

会を含む）は、学生会の体育局・文化局の下に置かれている（資料 2-2-③-4）。 

資料 2-2-③-4 

学生会組織図 

（出典 平成 18 年度学生便覧より）
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[2]クラブ顧問制 

各クラブには１名以上の指導教員が配置され、日常の指導や校外活動の引率等に当たることが義

務づけられており、これにもとづき顧問が配置されている（資料 2-2-③-5、資料 2-2-③-6）。 

顧問制度については、現在見直しが進められている。本校の特色として、クラブ活動が活発なこ

とがあげられるが、クラブ顧問は教員の希望により配置されており、全教員がクラブの顧問を担当

している訳ではない。今後、これら顧問の高齢化、クラブ活動のさらなる活性化の重要性から、原

則として全教員がクラブ顧問を担当する制度を導入する方向で検討が進められている（資料 2-2-③-

7）。 

資料 2-2-③-5

（出典 学生課資料より）

クラブ指導に関する規定 
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平成17年度　課外活動指導教員一覧表 ○ は 代 表 者

体育局

野 球 ○ 坂 口 　 浩 大 津 修 郎 吉 野 慶 一 前 之 園 好 爾 松 久 保 潤

バ ド ミ ン ト ン ○ 白 神 　 宏 本 郷 一 隆

テ ニ ス ○ 宮 崎 出 雲 山 田 憲 二 後 藤 宗 治

ハ ン ド ボ ー ル ○ 油 谷 英 明 徳 一 保 生

空 手 ○ 石 井 伸 一 郎

剣 道 ○ 濱 田 臣 二 久 池 井 茂

柔 道 ○ 桐 本 賢 太 入 江 　 司

水 泳 ○ 太 屋 岡 篤 憲 添 田 　 満 赤 毛 　 勇

陸 上 ○ 八 嶋 文 雄 福 澤 　 剛 小 清 水 孝 夫

サ ッ カ ー ○ 倉 富 要 輔 中 山 博 愛 豊 永 憲 治

ラ グ ビ ー ○ 本 郷 一 隆 山 田 康 隆

バ ス ケ ッ ト ボ ー ル○ 安 信 　 強 山 根 大 和

ソ フ ト テ ニ ス ○ 中 村 裕 之 古 野 誠 治 前 田 良 輔

卓 球 ○ 猪 俣 　 靖

バ レ ー ボ ー ル ○ 竹 原 健 司 小 畑 賢 次

弓 道 ○ 木 田 裕 美 子 橋 爪 隆 夫

少 林 寺 拳 法 ○ 宮 内 真 人 山 内 幸 治 日 高 一 宇

女 子 ス ポ ー ツ ○ 乙 部 由 美 子 矢 野 正 孝

文化局

美 術 部 ○ 竹 若 喜 恵

コ ン ピ ュ ー タ ○ 白 濱 成 希 脇 山 正 博 古 野 誠 治

英 会 話 ○ 山 本 一 夫

写 真 ○ 日 高 一 宇 末 竹 淳 一 郎 真 舘 尚 志

ブ ラ ス バ ン ド ○ 竹 若 喜 恵 白 神 　 宏 小 清 水 孝 夫

愛好会・研究会

自 転 車 ○ 日 高 一 宇

郵 便 友 の 会 ○ 加 島 　 篤

ﾒｶﾄﾛ研 究 ○ 山 内 幸 治

ギ タ ー コ ー ラ ス ○ 山 本 一 夫

文 学 愛 好 会 ○ 位 田 絵 美

宇 宙 科 学 研 究 会 ○ 中 村 裕 之

モ ー タ ー サ イ ク ル○ 平 島 繁 紀

資料 2-2-③-6クラブ顧問一覧

（資料 学生課資料より） 

資料 2-2-③-7 

顧問制度見直しについての議事録 

 

平成１７年度第１３回厚生補導委員会議事要録 

日 時  平成１８年１月１１日（水） １６時００分～１７時３０分 

場 所  談話室（福利棟２階） 

出席者   坂口委員長、入江委員、加島委員、太屋岡委員、久池井委員 

前田委員、矢野委員、八嶋委員、倉富委員、(橋村学生係長、西尾学生主任)  

１ 議 題 

（略） 

（３）クラブ顧問について 

クラブ顧問の在り方について、全教員がクラブ顧問をする、着任後年数を決めて顧問をする等種々

意見が出されたが、今後どのように運営していくか教室会議に諮り検討することとした。 

（以下略）           （出典 平成 17 年度第 13 回厚生補導委員会議事要録より）
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 [3]外部コーチ制 

技術的な指導に対して支援するために、外部の

指導者をコーチ等として採用する制度が設けられ

ており、バスケットボール部、吹奏楽部等が外部

コーチによる継続的な指導を受けている（資料

2-2-③-8）。 

 

[4]リーダー研修会 

毎年、厚生補導委員会の主催により学外の合宿

研修施設を利用して、リーダー研修会が開催され

る。学生会の役員、各クラブ代表者の参加が義務

づけられており、リーダーとしての素養の育成、

クラブ間の連携強化に役立っている（資料 2-2-

③-9）。 

平成１７年度外部指導コーチ・指導者

クラブ名 コーチ等名

1 柔       道 Ａ

2 バドミントン Ｂ

3 少林寺拳法 Ｃ

4 ブラスバンド Ｄ

5 陸　　　　上 Ｅ

6 バスケットボール Ｆ

7 女子スポーツ Ｇ

資料 2-2-③-8

（出典 学生課資料より）

外部コーチ一覧 

＊Ａ～Ｇのコーチ等名は、実地審査時閲

覧資料に掲載 

資料 2-2-③-9 

リーダー研修会実施要項 

 

平成１７年度 北九州高専グループリーダー研修会実施要項 

 
１ 目 的 ： 学生会役員及び課外活動の主将（部長）は，各々の組織の健全かつ良識ある運営に重要な役割

を担っている。 

        これらの役員のリーダーとしての資質・見識の向上及び相互間の協調性や連帯感を育むことに

より，学生生活上の諸問題の解決能力を高め，学校活性化への一助とする。 

 

２ 期 日 ： 平成 1８年１月２１日（土）～１月２２日（日）（１泊２日） 

３ 場 所 ： グローバルアリーナ 

        〒811-3400 宗像市大字吉留字高六４６－１ 

         電話：０９４０－３３－８４００ 

４ 日 程 ： 別紙プログラムのとおり 

 

５ 参加者 ： 教職員  １１人（０人）予定 

        学 生  ４１人（７人）予定 

        合 計  ５２人（７人） ＊(  )は女子で内数 

 

６ 講 演 ： 講師  佐々木 亮（朝日新聞 福岡報道センター記者） 

        演題 「新聞記者から見たリーダー論」 

        (依頼状送付先)〒812-0011 福岡市博多区博多駅前２－１－１ 

             

７ 全体ミーティング（１） 平成１８年度学生会活動に向けての課題 

     〃    （２） 学生による学校おこし 

     〃    （３） 平成１８年度学生会行事のアイデア募集 

             

８ 必要経費 

  学生会経費から、参加学生に係る宿泊料その他諸経費を支払う。 

  運営費交付金から、謝金、研修室等借上げ代及び職員の旅費を支出する。 

（以下省略） 

（出典 学生課資料より）



北九州工業高等専門学校 基準２ 

- 54 - 

[5]表彰制度 

本校では、多方面での活躍に対する表彰制度が設けられており、クラブ活動において優秀な成績を

修めたクラブ・選手も表彰対象となっており、活動への意欲を高める措置がとられている（資料 2-

2-③-10、資料 2-2-③-11）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料2-2-③-10 

学生表彰基準 
 （趣旨） 
第１条 この基準は、北九州工業高等専門学校学則第４０条の規定に基づき、本校学生の表彰基準につい

て定めるものとする。 
 （表彰の対象） 
第２条 表彰は、人物、学習態度、出席状況及び生活態度が良好で、他の学生の模範として表彰するに相

応しいと認められる者で、次の各号の一に該当する者及び団体（以下「被表彰者」という。）につい

て、これを行う。 
 (1) 皆勤・精勤の者                                    
 (2) 学業成績優秀の者 
 (3) 課外活動等で卓越した成果又は功績のあった者 
 (4) 人命救助、重大事故の未然防止等社会的に顕著な功績のあった者 
 (5) その他学生の模範として推奨できる行為のあった者 

（以下省略） 
（出典 学生表彰基準より）

別紙

表　彰　名 選　　　考　　　基　　　準 表彰時期

３年間皆勤賞 第１学年から第３学年までの在学３年間を通じて、欠課、遅刻及び早退が全
くない者（休学者、留学生を除く。）

前学期始め
の校長講話

５年間皆勤賞 第１学年から第５学年までの在学５年間を通じて、欠課、遅刻及び早退が全
くない者（休学者、留学生を除く。）

卒　業　式

５年間精勤賞 第１学年から第５学年までの在学５年間を通じて、欠課３０時間以内の者
（休学者、留学生を除く。）

卒　業　式

成績優秀賞 第１学年から第５学年までの各学年の学業成績がGPA評価で3.5以上の者。
ただし、この基準に該当する者がいない場合は、各学科の上位１位の者

卒　業　式

学年成績優秀賞 学業成績がGPA評価で3.5以上の者。ただし、この基準に該当する者がい
ない場合は、各学科の上位１位の者

卒　業　式
前学期始め
の校長講話

成績向上賞 前年度及び当該年度の成績を総合的に判断し、各学科における席次が１０番
以上向上した者。ただし、留年生については、各学科における席次が２分の
１以上で、かつ１０番以上向上した者

卒　業　式
前学期始め
の校長講話

１．体育関係（課外活動等）表彰：全国高専体育大会において優勝又は準優
　勝した者、その他九州規模の大会で３位以上の成績を残した者、若しくは
　全国高校総合体育大会等の全国大会に県代表として出場した者
２．文化関係表彰：ロボコン・プロコン等の全国大会において優勝又は準優
　勝した者、若しくは高専祭の展示物等の製作で平素の学習努力が十分発揮
　され、豊かな独創性が認められた者

表彰に値す
る功労のあ
った 初の
校長講話

３．学生会表彰：学生会活動において、特に功労のあった者
４．寮生会表彰：寮生会活動において、特に功労のあった者

卒　業　式

特　別　賞 １．人命救助や重大事故の未然防止、その他継続的な社会福祉など社会的に
  顕著な功績のあった者
２．社会的に認知された機関又は団体が主催するコンクール等において作
  文、詩歌、芸術作品等において、優秀賞、特別賞に相当する受賞を受け、
  本校の名を高めた者
３．学会報告等で特別に表彰された者

表彰に値す
る功績のあ
った 初の
校長講話
卒　業　式
修　了　式

雄　志　台　賞 人物、学習態度、生活態度などが特に優秀で、本校のために尽力し、総合的
に他の学生の模範として特別に表彰するに相応しい者

卒　業　式

功　労　賞

表彰基準 別紙 資料 2-2-③-11 

（出典 学生課資料より）
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[6]活動資金に対する支援 

クラブの活動や指導教員に対する資金的な支援も行われている。学生が毎年納める「学生会費」は、

学生会および各クラブの活動資金として活動状況に応じて配分される（資料 2-2-③-12、資料 2-2-

③-13）。 

また、学生が入学時に納める「体育文化関係費」からは、高専体育大会等への選手・顧問派遣のた

めの交通費・宿泊費等として、明確な規定に基づいて支給される（資料 2-2-③-14）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               

                                                          

 

 

 

 

学生会費決算書 
資料 2-2-③-12 

（出典 学生会資料より）
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学生会費予算書 

資料 2-2-③-13 

（出典 学生会資料より） 
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[7]学生課による支援 

課外活動への支援も学生課の業務として位置づけられ、上記の様々な支援の窓口として機能して

いる（前述資料 2-2-③-3）。 

体育・文化関係費に関する規定 

資料 2-2-③-14

（出典 平成 18 年度 第１回運営委員会資料より） 
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（分析結果とその根拠理由） 

学級担任が中心となり、副担任・厚生補導委員会・学生課と連携を取りながら、きめ細かな学習指

導・生活指導を実施する体制がとられている。学年主任主導による担任連絡会を通して情報交換も十

分図られており、また、学生会や学科代表等の高学年生による指導も有効に機能している。クラブ等

の課外活動、および課外活動指導教員に対しても、さまざまな支援体制が整備されており、改善に向

けた取組も行われている。 

以上のことから、教育活動を円滑にするためにきめ細かな体制が維持されており、有効に機能して

いるといえ、このことは全人的早期理工系教育の推進という本校の教育目標に合致したものであると

考えられる。 

 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

・総合科学科と各専門学科による準学士課程の教育目標、専攻科課程の教育目標が明確に定められ

ている。 

・センターは学生の教育のために有効に機能している。とくに地域共同テクノセンター、細胞工学

センターは、 先端技術の実践的教育に有効に役立てられている。 

・教育課程の編成・調整のために、複数の委員会・会議がそれぞれ異なる観点から審議し、教務委

員会・専攻科委員会に集約される体制が取られている。 

・総合科学科教員と専門学科教員との意志疎通のための措置が、各教科の特性に応じて適切に行わ

れている。 

・学級担任・副担任を中心にきめ細かく学生を指導してゆく体制が取られている。 

・課外活動については様々な面から支援がなされているとともに、改善に向けた取組が続けられて

いる。 

 

（改善を要する点） 

特になし。 

 

 

 

（３）基準２の自己評価の概要 

準学士課程においては、５専門学科と、一般科目担当教員の組織である総合科学科とが設置されて

いる。専門学科の構成、教育目標ともに設置基準に適合している。また、総合科学科・各専門学科の

教育目標は、本校の教育目的に合致している。 

専攻科課程においては、生産工学専攻・制御工学専攻・物質化学工学専攻の３専攻が設置されてい

る。専攻科は、各専攻の専門科目の学習と同時に他分野に関する基礎知識を習得することにより、広

い視野から問題をとらえ解決することができる素養（「デザイン」能力）を涵養することを目標とす

る。専攻科の構成および上記の教育目標は、学校教育法の規定に適合しており、また本校の教育目的

にも合致している。 
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全学的なセンターとしては、地域共同テクノセンター、細胞工学センター、IT 教育総合情報セン

ター、技術センターが設置されている。これらのセンターは、いずれも学生の教育のために有効に機

能しており、本校の教育目的を達成する上で適切なものといえる。 

教育課程全体を企画調整するための中心的な機関として、教務委員会・専攻科委員会が設置されて

いる。また、両委員会の審議結果を全学的な観点から検討を加える運営委員会が存在するほか、様々

な委員会・会議が異なる観点から教務・専攻科両委員会に審議要請・提案・情報提供を行う体制が整

備されている。また、上記の各委員会・会議は、本校の教育目的達成に向けて活動を行っている。 

一般科目及び専門科目を担当する教員間の連携を深め、教育改善を進めるため、平成 10 年度から

12 年度にかけて、一般科目の多くの教科について専門学科教員を交えた検討会が開かれた。数学・

理科・英語については、その後も検討会が続けられている。これらの意見交換にもとづき、教育の改

善が適切に進められている。 

教育活動を円滑にするための支援体制としては、学級担任を中心とする指導への支援体制、課外活

動での指導への支援体制が整備されている。前者については、副担任の設置や担任連絡会、厚生補導

委員会との連携、後者については、リーダー研修会の実施や学生表彰制度の活用など、きめ細かな体

制がとられており、有効に機能している。顧問制度について見直しが進められており、改善に向けて

の取組も適切に行われている。 
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基準３ 教員及び教育支援者 

（１）観点ごとの分析 

観点３－１－①： 教育の目的を達成するために必要な一般科目担当教員が適切に配置されている

か。 

（観点に係る状況）  

一般科目担当教員（総合科学科）は専任の常勤教員が24名配置され、設置基準（22名以上）を満た

している。教員配置に関しては、年齢構成や専門分野に配慮しながら、本校が掲げる全人的な教育目

標を達成するための適切な人材を確保している。教員の新規採用に当たっては公募制を採り、専門性

だけでなく、学級担任、学生指導、クラブ指導、学生寮の宿日直等があることを募集要項に明記し、

経歴や人間性に重きを置いた選考を行っている（資料3-1-①-1および資料3-1-①-2、なお、教員候補

者推薦委員会、資格審査委員会等の人事関係資料については訪問調査時閲覧）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 3-1-①-1 

（出典 総合科学科公募資料より） 
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また、科目の配置についても、教育目標（A～G）を達成するために必要な一般科目と教員をバラン

スよく配置している。教育目標に対する科目配置とその専門分野の教員の配置状況を資料3-1-①-3に、

また、一般科目の系統図を資料3-1-①-4に示す。常勤、非常勤教員ともに、全員その分野の専門性を

有しており、その状況は、教員総覧2005、非常勤教員一覧、担当科目一覧、シラバスで確認すること

が可能である（訪問調査時閲覧）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 3-1-①-2 

（出典 総合科学科公募資料より） 

資料 3-1-①-3 

（出典 教育目標と一般科目配置状況より）
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資料 3-1-①-4 

（出典 総合科学科・科目系統図より）
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常勤教員がカリキュラムを無理なくこなすために、非常勤教員 20 名が配置されている。そのこと

により、常勤教員 1 人 1 人の一週間あたりの授業受け持ち時間数は、50 分授業を 1 単位時間として、

ロングホームルームを含めて 17 単位時間を越えない数になっている。これは教科指導、教材研究、

生活指導や課外活動の指導を行うのに支障の無い持ち時間である。 

常勤教員と非常勤教員を含めた教科毎の教員数、学位取得者数、高等学校での教育経験者数、受け

持ち単位数、年齢構成、女性教員の人数、教授や助教授の人数を資料3-1-①-5に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先ず、学位取得者については現在５名が博士の学位を持っている。近年の新規採用募集要項には

「学位取得または取得見込み」であることの要件が加えられ、さらにこの人数は増えていく傾向にあ

る（前述資料3-1-①-1、3-1-①-2）。 

次に、15 歳からの学生を教育するため、高等学校で教育活動の経験がある者を配置している。一

般科目の常勤教員 24 名のうち高等学校に２年以上常勤教員として勤めた経験のある者が数学科に３

名、保健体育科に１名、英語科に４名、さらに非常勤教員として勤めた経験のある者は他にもおり、

３分の１以上の者が高等学校での教育経験を持っている。 

年齢構成は、一般科目全体で見ても各教科毎に見てもよくバランスが取れている。 近の新規採用

者の年齢は 28 歳から 35 歳までとして公募しており、今後もこの状態が維持される見通しである。 

資料 3-1-①-5 

（出典 庶務課資料より） 
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また、一般科目に女性教員 4 名が配置されており、女子学生の教育や指導だけでなく、女子学生に

対する男性教員の指導のアドバイスや相談に乗っている。 

外国人教師の任用状況は、平成15年度までは常勤講師１名が英語を担当していたが、現在は非常勤

講師１名（英語）が６単位を担当している。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

設置基準に対しても本校の教育目的を達成する上でも、教員の構成、年齢分布、教員の募集につい

て十分配慮されている。 

教員の週当たり受持ち時間数などに係わる負担については、社会的な傾向として、人格的に多様化

・複雑化した学生が増えてきたことや業務内容の変化等により増大の傾向にあり、今後、ますます業

務の効率化が必要となる。 

 

 

 

観点３－１－②： 教育の目的を達成するために必要な各学科の専門科目担当教員が適切に配置さ

れているか。 

（観点に係る状況）  

専門科目担当教員は、専任の常勤教員 57 名（機械工学科 11 名、電気電子工学科 11 名、電子制御

工学科 10 名、制御情報工学科 11 名、物質化学工学科 14 名）、非常勤教員 17 名（機械工学科 1 名、

電気電子工学科３名、電子制御工学科５名、制御情報工学科４名、物質化学工学科４名）が配置され

ている。専門科目教員の配置についても明文化されたものはないが、年齢構成に配慮しながら、高度

な専門教育の実現や社会性の涵養に配慮して、専門性や企業経験に重きを置いた採用を行っている

（資料 3-1-②-1、3-1-②-2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 3-1-②-1 

（出典 専門学科公募資料より）
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専門学科の常勤教員 57 名のうち 47 名が博士の学位を取得しており、高度の専門教育にも対応する

ことができる。また、担当授業時間数は個人差があるものの、座学については 1 週間当たり 10 単位

時間を超えない範囲で受け持ちが決められ、実験実習や卒業研究、専攻科の特別研究の指導が支障な

くできるよう配慮されている。物質化学工学科の配置人数が他学科より多いのは、４学年から物質系

と生物系の２コースに分かれるカリキュラムに対応するためと、ヒト細胞による物質生産技術「スー

パーセル構想」の研究（北九州市も産業の活性化の１つとして積極的に応援、外国を含む複数の研究

機関と共同研究）に対する特別措置として１名配置されているためである。専門科目担当の非常勤教

員は 17 名が配置され、それぞれの専門性を活かして 40 単位を受け持っている。 

 専門科目担当教員の人数、学位取得者数、企業経験者数、年齢構成、女性教員数、教授・助教授等

の人数一覧を資料 3-1-②-3 に示す。各学科とも企業経験者を３名以上配置している。年齢構成につ

いては、専門性に重きを置くため多少偏りのある学科も見られるが、昇格人事や校務分掌の割り当て

において問題は生じていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 3-1-②-2 

（出典 専門学科公募資料より）

（出典 庶務課資料より） 

資料 3-1-②-3 
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教育目的を達成するために、各学科ともそれぞれの専門性に柔軟性を持って対応できる人材を配置

している。以下に各学科の専門性とその常勤専任教員の人員を示す（資料3-1-②-4）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育目標を達成するための専門科目と教員の配置状況および専門科目の系統図を、一例として機械

工学科の場合を取り上げる（資料 3-1-②-5、資料 3-1-②-6）。機械工学科の専任常勤教員は全員が

いくつかの分野を重複して担当できる資質を持っているので、担当している科目とそれらを教えるこ

とのできる教員数は（重複担当を含めて）、機械基礎科目（11 名）、設計生産科目（４名）、高度

技術対応科目（５名）、情報技術科目（４名）、実践科目（11 名）、知的総合力科目（６名）とな

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （出典 教育目標と専門教員配置状況資料より） 

資料 3-1-②-5

（出典 教員総覧などの資料より）

専門分野とその配置教員数 
資料 3-1-②-4 
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資料 3-1-②-6

（出典 機械工学科専門科目系統図より） 
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（分析結果とその根拠理由）  

年齢構成、専門性、経歴等において、カリキュラムを支障無くこなし、本校の教育目的を達成する

ことのできる有能かつ多様な人材を確保している。 

 

 

 

観点３－１－③： 専攻科を設置している場合には，教育の目的を達成するために必要な専攻科の

授業科目担当教員が適切に配置されているか。 

（観点に係る状況）  

専攻科専任の教員は配置されていないが、一般科目および専門科目の常勤の専任教員 81 名が、大

学評価・学位授与機構から認められた 51 名を中心に、専攻科主事と各学科が協力して研究指導や教

育に当たっている。一般科目担当教員が 18 単位、専門科目担当教員が 118 単位、非常勤教員が２単

位を受け持っている。 

専攻科担当を認定された教員数は、平成 13 年の申請で認定された教員のうち現在も在籍している

人数が、機械工学科５名（８名）、電気電子工学科５名（９名）、電子制御工学科５名（６名）、制

御情報工学科６名（８名）、物質化学工学科５名（11 名）、総合科学科４名（９名）で、また、総

合科学科には１名の非常勤講師が専攻科担当教員として認定されている。なお、（ ）内の人数は平

成 18 年５月に大学評価・学位授与機構に認定申請を行う予定の新メンバーを加えた員数を示す。 

専攻科は生産工学専攻、制御工学専攻、物質化学工学専攻の３専攻に分かれており、100 名あまり

の専攻科生が在籍している。専攻科担当教員は専攻科の教育目標を達成するために、より深い専門性

を要求されるが、指導教員は博士の学位を持ち、論文発表（資料 3-1-③-1）、科学研究費補助金取

得（資料 3-1-③-2）あるいは寄附金受入れ（資料 3-1-③-3）等の状況に見られるように、十分な資

質を持っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 3-1-③-1

研究発表件数（最近3年間）
Ｔｈｅ Ｎｕｍｂｅｒ ｏｆ Ｒｅｓｅａｒｃｈｅｓ ａｎｄ Ｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎｓ　（Ｆｏｒ Ｔｈｅ Ｌａｓｔ ３ Ｙｅａｒｓ） (単位：件数）

30 28 57

学会講演発表
Ｏｒａｌ Ｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ ａｔ
Ａｃａｄｅｍｉｃ Ｍｅｅｔｉｎｇｓ

学会誌等論文
Ｏｒｉｇｉｎａｌ　Ｐａｐｅｒｓ

本校研究論文
Ｔｈｅ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ

Ｒｅｐｏｒｔｓ　ｏｆ　ＫＣＴ

題目
Title

年度
Ｙｅａｒ

著　　　　作
Ｂｏｏｋｓ

平成15年度
(2003)

2

87
平成16年度

(2004)
1 45 28

134
平成17年度

(2005)
4 64 36

（出典 平成 17 年度学校要覧より） 
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（分析結果とその根拠理由）  

専攻科担当教員は、論文発表状況や科学研究費補助金受け入れおよび寄附金受け入れ状況等に見ら

れるように、専攻科の教育目標を達成するために必要な十分な資質を有した教員が適切に配置されて

いる。 

 

 

 

観点３－１－④： 学校の目的に応じて，教員組織の活動をより活発化するための適切な措置（例

えば，均衡ある年齢構成への配慮，教育経歴や実務経験への配慮等が考えられ

る。）が講じられているか。 

（観点に係る状況）  

新規採用に当たっては全て公募制を採っており、年齢構成や専門性、経歴等について十分配慮がな

されている。一般科目担当教員の年齢構成を資料3-1-④-1に、専門学科の年齢構成を資料3-1-④-2に

示す。全体的に見てよくバランスが取れているが、機械工学科と物質化学工学科の多少の偏りは専門

性を重視したためのもので、昇格や校務分掌に影響はない。公募制であるため今後さらに状況は良く

なると思われる。 

また、企業や高等学校での実務経験者や教育経験者の確保についても配慮されている。過去の高専

教育を見ても現在の本校の教育目的を達成する上から見ても、総合科学科では高等学校での教育経

験者を、専門学科では企業での実務経験者を３分の１程度確保することにしており、現在もその状

況が続いている（前述資料3-1-①-5、前述資料3-1-②-3）。 

資料 3-1-③-2

（出典 会計課資料より）

資料 3-1-③-3

（出典 会計課資料より）
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専門性を深めるためや学位取得のための支援として、内地研究の制度がある。支援を得られる研究

機関に１年間派遣され、その間授業を免除されるだけでなく給与も保障される。担当していた授業は

原則として当該学科が受け持つが、無理が生じないよう非常勤講師による手当ても行われる。在外研

究の制度もあり、18 年度は制御情報工学科の教授（48 歳）が米国マサチューセッツ工科大学（MIT）

に留学している。この間の支援体制は経費の一部の補助が行われる。 

 予算配分においても活性化を図る措置が講じられている。教育研究経費の 30 パーセントを「教育

研究重点化促進経費」として、各教員の自己申告による教育・研究実績に基づいて上乗せ配分するこ

とで、実績に報いる形をとっている（資料 3-1-④-3、資料 3-1-④-4）。 

また、「教育・研究プロジェクト経費」及び「若手教員教育・研究プロジェクト経費」を校内で公

募し、前者は本校の理念・目標を達成するために校内共同で行う教育研究プロジェクトで、基盤的、

戦略的に重要な事業に対して、全校的な視点から校長の判断により必要な経費を配分し、後者は37歳

以下の者の事業の中から教育研究の助成を目的として校長の判断により必要な経費を配分している。 

教員の顕彰については、独立行政法人国立高等専門学校機構（以下「高専機構」という。）の教員

顕彰制度と連動させて行われている。各教員の教育活動に対する項目ごとの自己採点と学生および教

員に対して行ったアンケートを点数化し、それを参考に校長および主事の協議によって１名を高専機

構の教員顕彰に推薦する。さらに、学内において特に顕著な功績をあげた者に対し、功労者表彰規則

に基づき表彰を行っている。 

資料 3-1-④-1

（出典 庶務課資料より） 

資料 3-1-④-2

（出典 庶務課資料より） 
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（以下省略） 

資料 3-1-④-3

（出典 教育研究重点化促進経費資料より）
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（分析結果とその根拠理由）  

教員組織の活動の活性化を図る措置が、年齢構成、教員の経歴、専門性を高めるための支援、教育

・研究実績に対する手当て、教員顕彰など多岐に渡って講じられている。 

 

 

資料 3-1-④-4

（出典 教育研究重点化促進経費・会計課資料より） 
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観点３－２－①： 教員の採用や昇格等に関する規定などが明確かつ適切に定められ，適切に運用

がなされているか。 

（観点に係る状況）  

教員の採用や昇格および配置換えに当たっては、下図に示す高等専門学校設置基準に則ったフロー

に従い、 

 

            

 

人事委員会規則（資料 3-2-①-1）、教員選考規則（資料 3-2-①-2）、教員候補者推薦委員会規則

（資料 3-2-①-3）、資格審査委員会規則（資料 3-2-①-4）、教員選考基準（資料 3-2-①-5）などの

規則に準じて適切な運用がなされている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人事委員会 教員候補者推薦委員会 資格審査委員会 人事委員会

資料 3-2-①-1

（出典 北九州工業高等専門学校人事委員会規則より）
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資料 3-2-①-2

（出典 北九州工業高等専門学校教員選考規則より）
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資料 3-2-①-3

（出典 北九州工業高等専門学校教員候補者推薦委員会規則より） 

資料 3-2-①-4

（出典 北九州工業高等専門学校資格審査委員会規則より） 
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採用や昇格に関しては、当該の学科長及び総合科学科長が発議し、それを受けて教員選考規則に従

って人事委員会において教員候補者推薦委員会が立ち上げられる。教員候補者推薦委員会は教員候補

者推薦委員会規則に従って審議し、公募の場合は原則として複数の候補者に対して順位をつけて校長

に推薦し、内部昇格や配置換えの場合はその候補者に対する審査結果を校長に報告する。校長は推薦

や報告を受けると速やかに資格審査委員会を立ち上げ、資格審査委員会は教員選考基準に基づき資格

審査を行い、審査結果と審査経過を校長に報告する。校長は資格審査結果に基づき、 終候補者 1 名

を決定し、人事委員会に報告する。 教員候補者推薦委員会（委員長は当該学科の学科長）は、当該

学科の教授と当該学科以外の主事 1 名がメンバーとなる。資格審査委員会（委員長は教務主事）は、

当該学科の学科長と他学科の教授 1 名および該当する専門の内容が分かる内外の有識者１名がメンバ

ーとなって資格審査を行う。このように、採用については公募による候補者について、昇格や配置換

えの場合もその候補者について、教員候補者推薦委員会および資格審査委員会において、適否や本校

の教育研究目的に合うかどうかが２重に審査されるため、公正さと適合性が十分に保たれている。教

員候補者推薦委員会においては、応募者の中に適する人材が認められなかったために年度を改めて再

募集した例もあるように、適材を求めて妥協のない選考を行っている。 

資料 3-2-①-5

（出典 北九州工業高等専門学校教員選考基準より） 
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 教育上の能力に関する評価は、高等専門学校の設置基準に則った評価の他に、新規採用者について

は面接による判断、内部昇格や配置換えの時はそれまでの教育（教科指導、校務分掌、課外活動等）

に対する取り組みについての評価で判断を行っている（教員候補者推薦委員会の推薦書、資格審査委

員会の推薦書を訪問調査時に閲覧可能）。 

 非常勤教員の採用については、非常勤講師任用に関する内規（資料 3-2-①-6）に従い、教務委員

会の付託を受けて人事委員会が資格審査を行うことになっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

教員の採用や昇格および配置換え等については、人事委員会規則、教員選考規則、教員候補者推薦

委員会規則、資格審査委員会規則、教員選考基準が整備され、これらの規定に従った適切な運用がな

されている。 

資料 3-2-①-6

（出典 非常勤講師任用に関する内規より）
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観点３－２－②： 教員の教育活動に関する定期的な評価を適切に実施するための体制が整備され，

実際に評価が行われているか。 

（観点に係る状況）  

教員の教育活動に関する定期的な評価の 1 つとして、自己点検・自己評価委員会が自己点検・自己

評価規則（資料 3-2-②-1）に則って点検項目を企画立案し、各学科や各委員会の自己点検・自己評

価や各教員に対する授業アンケートが行われている。授業アンケートは自己点検・自己評価委員会に

よってまとめられ、各教員に報告されるとともに、アンケート結果に対する各教員の回答を添えて公

開されている（訪問調査時に閲覧）。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 3-2-②-1

（出典 北九州工業高等専門学校自己点検・自己評価規則より） 
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教員の自己評価に対しては、観点 3－1－④で述べたように、教員研究費への傾斜配分を実施した

り、教員顕彰の制度を取り入れるなどの措置によって、教員組織の活性化を図っている。 

また、年に 1 度、学外の有識者による外部評価を行い、提言を受けて学校改革の参考とするなど、

教育活動の活性化を図っている（基準 9 の観点 9-1-③で詳述）。 

   

（分析結果とその根拠理由） 

 教員の評価は、学生指導、研究活動、管理運営と多岐に渡って評価し、偏った見方にならないよう

配慮がなされ、適切に行われている。 

 

 

 

観点３－３－①： 学校において編成された教育課程を展開するに必要な事務職員，技術職員等の

教育支援者が適切に配置されているか。 

（観点に係る状況）  

本校の事務組織は事務部長を頂点に、庶務課、会計課、学生課の３課で構成されており、教育活動

を展開するのに必要な重要な業務を実施している（資料 3-3-①-1、資料 3-3-①-2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 3-3-①-1

（出典 事務組織図より） 
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（出典 庶務課資料より） 

教育活動に関わる事務分掌 

・庶務課の業務内容 

・会計課の業務内容 

資料 3-3-①-2（その 1）

；教育活動に関わる業務 
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図書館には司書 1 名を配置し、さらに非常勤の事務補佐員 6 名を配置し、平日は原則として 21 時

まで、土曜日は 17 時まで開館し、学生の勉学の支援体制の一環としている。 

保健室に常勤の看護師（学生課学生係）を１名、学生相談室に非常勤のカウンセラーを２名配置し、

学生の心身の健康管理に当たるとともに、教員の教育活動の支援にも当たっている。 

技術班（技術センター）職員は、15 人の技術職員（非常勤 2 名を含む）と 1 人の事務職員で構成

 

資料 3-3-①-2（その 2） 

；教育活動に関わる業務 

（出典 庶務課資料より） 
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され、学生の実験・実習・卒業研究の支援だけでなく、教育・研究用装置等の保守・開発等の支援、

工作関連の機器・装置の保守・管理、教員研究の補助、毒物・劇物および危険物の処理・管理等を行

っている（資料 3-3-①-3）。また、技術班には、自ら科学研究費補助金を取得して研究活動を行う

など、有能な人材が配置されている（資料 3-3-①-4）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 3-3-①-3 

（出典 庶務課資料より） 
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資料 3-3-①-4 

（出典 学生課資料より） 
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（分析結果とその根拠理由）  

本校には教育活動を円滑に展開するために必要な高い技量と技術を有する有能な事務職員・技術職

員が配置され、教員との連携を密に行うことによりきめ細かな教育支援活動を行っている。 

 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

 ・教員の採用や昇格に当たって、規則が整備され、それに従って運用がなされている。 

 ・組織や教員個人に対する評価体制が整えられている。 

・教育・研究に対する支援体制が整備されている。 

 

（改善を要する点）  

特になし。  

 

 

 

（３）基準３の自己評価の概要 

教員の配置については、設置基準を満たすと同時に、教員の年齢構成、専門性、高等学校での教育

経験者や企業での実務経験者の確保、女性教員の確保に対して配慮がなされ、本校の教育目的を達成

するために適切な体制が整えられている。また、常勤教員の負担を軽減したり専門性を補ったりする

ために、非常勤教員も十分な員数を確保しており、常勤教員が支障なく教育・研究活動を展開できる

状況が保たれている。また、教育や研究の業績に報いる研究費の上乗せ配分や教員顕彰制度、教員が

それぞれの専門性を高めるための支援体制なども整えられており、教員組織の活動をより活発化する

ための措置も講じられている。 

教員人事に関しては、採用や昇格・配置換えに関する諸規則（人事委員会規則、教員選考規則、教

員候補者推薦委員会規則、資格審査委員会規則、教員選考基準）が十分に整えられ、それらに従った

運用がなされており、本校の教育目的を達成するために適切かつ公正な人事が行われている。 

教育研究活動に関する評価については、教育・研究・学校運営など多岐に渡る項目に対する自己評

価（自己採点）を踏まえての研究費の上乗せ配分、学生や教員に対して行ったアンケートを加味して

選考する教員顕彰制度、各委員会などの自己点検・自己評価、授業アンケートのまとめと公開、有識

者による外部評価等、個人や組織に対する評価体制が整えられている。 

事務組織は、事務部長を頂点に、庶務課、会計課、学生課の３課で構成されており、それぞれ教育

支援に関する業務内容を明文化し、教育活動を展開するのに必要な重要な業務を実施している。また、

本校の事務職員は高い技量と技術を有し、教員との連携を密に行うことによりきめ細かな教育支援活

動を行っている。 
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基準４ 学生の受入 

（１）観点ごとの分析 

観点４－１－①： 教育の目的に沿って，求める学生像や入学者選抜（例えば，準学士課程入学者

選抜，編入学生選抜，留学生選抜，専攻科入学者選抜等が考えられる。）の基本

方針などが記載されたアドミッション・ポリシーが明確に定められ，学校の教職

員に周知されているか。また，将来の学生を含め社会に公表されているか。 

（観点に係る状況）  

 本校の教育理念、教育目的に沿って入学者選抜が実施されてきた。平成16年５月に準学士課程（編

入学生を含む）および専攻科課程の入学者選抜に関わるアドミッション・ポリシーを制定し、学生募

集要項、編入学案内、ホームページ等に掲載している (資料4-1-①-1～資料4-1-①-3) 。なお、アド

ミッション・ポリシーに関しては、本校の設置目的、教育理念・方針に沿った優秀な学生を受入れる

ために継続的な議論が進められ、17年度にはそれらの内容をよりわかりやすいものとするため、更な

る検討が行われ、一部の改定がなされた。これらは19年度以降の学生募集要項に反映されることが決

定された（資料4-1-①-4）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 4-1-①-1 

(出典 平成 18 年度準学士課程学生募集要項より) 

準学士課程アドミッションポリシー 



北九州工業高等専門学校 基準４ 

- 86 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 4-1-①-3 

(出典 平成 18 年度専攻科学生募集要項より)

専攻科課程アドミッションポリシー 

資料 4-1-①-2 

編入学生アドミッションポリシー 

(出典 平成 18 年度編入学生募集要項より) 
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(出典 平成 17 年度および 18 年度運営委員会資料より) 

準学士課程アドミッションポリシー 

北九州高専では、本校の教育理念及び学習・教育目標を達成するために、総合的な基礎学力を

十分にもち、以下の項目を満足する能力と適性を備えた中学生を求めています。 

編入学アドミッションポリシー 

北九州高専では、本校の教育理念及び学習・教育目標を達成するために、総合的な基礎学力を

十分にもち、以下の項目を満足する能力と適性を備えた人を求めています。 

専攻科課程アドミッションポリシー 

（平成１９年度から実施予定のアドミッションポリシー） 

資料 4-1-①-4 
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準学士課程を志望する将来の学生に対する公表については、毎年秋期に実施する体験入学時の学校

説明会で参加中学生、中学校教員に対してアドミッション・ポリシーを記載した資料を用いて説明し

（資料4-1-①-5）、さらに、本校全教員が参加する毎年実施する中学校訪問においても、学生募集要

項等の資料を用いて十分な説明を行っている。なお、本校教員については、中学校訪問時に本校のア

ドミッション・ポリシーについて十分説明できるよう全員に学生募集要項を配布して事前説明するな

ど、十分な周知を図っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一方、専攻科課程のアドミッション・ポリシーに関しても、専攻科学生募集要項に明記し、他高専

に配布するとともにホームページに掲載している（資料4-1-①-6）。 

また、高等学校等（普通高校および工業高校）からの本校４学年への編入についての学生募集要項

にもアドミッション・ポリシーを記載し、高等学校等に毎年配布し、公表している。 

 

 

 

資料 4-1-①-5 

(出典 平成 17 年度実施体験入学及び入試懇談会より)

アドミッションポリシー記載 
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（分析結果とその根拠理由）  

平成16年度以降、本校が求める学生像については、明確に定められており、それ以前においても、

本校の使命、教育方針と関連付けて、どのような学生を求めているかを体験入学や学校訪問で十分に

説明してきている。さらに現在では、入試に関する全ての募集要項や説明文書およびホームページに

明記されており、教職員はもちろん社会に対しても周知・徹底は十分である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 4-1-①-6 

(出典 北九州高専ホームページ 専攻科募集要項より)
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観点４－２－①： アドミッション・ポリシーに沿って適切な学生の受入方法が採用されており，

実際の入学者選抜が適切に実施されているか。 

（観点に係る状況）  

準学士課程および専攻科課程の学生募集要項の抜粋を資料4-2-①-1、資料4-2-①-2に示す。準学士、

専攻科課程ともに入学者選抜は学力と推薦の２方式で行われている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料 4-2-①-1） 

（出典 平成 18 年度学生募集要項より抜粋） 

準学士課程入学試験案内
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準学士課程の学力による入学者の選抜は、５教科（国語、数学、英語、理科、社会）について独立

行政法人国立高等専門学校機構が作成する全国統一問題を用いて実施され、選抜試験結果（学力点）

に中学校から提出された調査書の評価（内申点）を加味した総合点と受験者の志望順位を考慮して、

終的な合格者を決定している。 

推薦による入学者選抜試験は、通常の学力に優れた学生についての推薦選抜（以下「学力推薦」と

いう。）と、本校の特色の一つである“全人的早期理工系教育”の方針に従い、中学校あるいは地域

の体育系クラブあるいは文化系クラブで優れた成果を上げた学生についての推薦選抜（以下「クラブ

推薦」という。）を実施している。学力推薦においては、中学校で学習する範囲の数学についての検

査（工学適正検査）、個人面接、作文、および中学校からの調査書を参考に合格者を決定している。

また、クラブ推薦については、学力推薦と同じ評価方法により得られた結果と、クラブ活動における

成果を考慮して合格者を決定している。ここ数年のクラブ推薦の実績では、推薦合格者の割合は３割

を超えない程度となっている。 

専攻科課程入学試験案内 

資料 4-2-①-2 

（出典 平成 18 年度専攻科 

学生募集要項より抜粋） 
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                     （中略） 

 

 5．他の高等専門学校からの推薦志願者について 

   校長が、別に判定する。 

 

   附 則 

  この申合せは、平成１６年５月２０日から適用する。 

 専攻科課程については、推薦選抜、前後期２回の学力選抜、および社会人推薦選抜を実施している。 

推薦選抜は、本校各学科からの推薦及び他校の校長の推薦による学生について、専攻科入学推薦選

抜基準に基づき、入学試験委員会で協議し合格者を決定する（資料 4-2-①-3）。社会人推薦選抜に

ついては、応募者の学習についての意志と既卒の学校での学習、企業現場での経験等を面接で確認し、

面接の結果と企業上司の推薦書に基づいて入学試験委員会で協議し、合格者を決定する。前後期２回

の学力選抜については、英語、数学および各専攻の専門科目についての学力試験を実施し、試験結果

から専攻ごとに合格者を決定している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 4-2-①-3 

（出典 専攻科推薦入学志願者の選抜基準についての申合せより）
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準学士課程４学年への高校等からの編入学については、英語、数学、専門科目（工業高校からの受

験者については、志望学科の専門に関して、普通高校からの受験者については物理あるいは化学に関

しての問題）の試験、個人面接、高校等からの内申書から評価した総合点に基づき合格者を決定して

いる（資料4-2-①-4）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 留学生の本科３学年への編入学に関しては、学則第 43 条の定めに従い（資料 4-2-①-5）、文部科

学省の資格審査に合格した外国人留学生について、入学を希望する学科ごとに審議し、受入れを行っ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

いずれの選抜方法も、アドミッション・ポリシーに沿った適切な学生の受入れシステムとなってい

る。本校ではアドミッション・ポリシーそのものの継続的な見直しに加え、入学志願者が本校の求め

る人物像あるいは基本方針に合致しているか否かについて、例えば応募者自身による調書の事前提出

あるいは入学試験時に実施するアンケート調査などの方法で確認を行うことを議論・計画している。 

 

 

資料 4-2-①-4 

（出典 平成 18 年度編入学生募集要項より抜粋） 

編入学試験案内 

 
資料 4-2-①-5 

（出典 北九州工業高等専門学校学則より）
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観点４－２－②： アドミッション・ポリシーに沿った学生の受入が実際に行われているかどうか

を検証しており，その結果を入学者選抜の改善に役立てているか。 

 

（観点に係る状況）  

 学生の受入状況の検証・改善に関しては、入学試験委員会の主導のもとに実施している。資料 4-

2-②-1 に入学試験委員会規則を示す。全ての入学者選抜において、 終合格者は、受験者の選抜に

関するすべての情報をもとに、定められた規則に従って、入学試験委員会で公正・厳格な観点から分

析・審議を行い、決定している。また、入学試験委員会では、総合的な評価点と各学科の定員数およ

び入学辞退者を勘案して合否判定ラインの決定がなされている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 4-2-②-1 

（出典 北九州工業高等専門学校入学試験委員会規則より）
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アドミッション・ポリシーに沿った学生の受入が実際に行われているかについては、現在実施して

いる入学者選抜方式が、本校の求める学生像に適合した学生を効率的に選抜する方法であるか調査し、

検証している。なお、本校の入学者選抜に対する基本的な考えとして、選抜方式を年度毎に変えるこ

とは受験する立場の学生にいたずらに混乱を招くとの考えから、大幅な矛盾が生じない限りは、でき

るだけ入学選抜規定を変更することなく継続する方針を採用している。しかし、内申書の評価が相対

評価から絶対評価に変わるなど、社会環境の変化も激しく、このような外的変化にも柔軟に対応する

ため、本校では、入学直後に重要基礎科目（数学、英語、国語）について実力試験を実施し、その結

果を評価・検討することにより、入学者の資質と本校のアドミッション・ポリシーの検証に努めてい

る（訪問調査時閲覧）。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

学生受入れの実状の検証は入学試験委員会を中心に組織的な取り組みがなされており、入学者選抜

の改善にも役立てている。また、合格者の資質が、本校の求める人物像に相応しいものかについても、

入学後の実力試験等の結果を評価することにより検証されている。 

 

 

 

観点４－３－①： 実入学者数が，入学定員を大幅に超える，又は大幅に下回る状況になっていな

いか。また，その場合には，これを改善するための取組が行われるなど，入学定

員と実入学者数との関係の適正化が図られているか。 

（観点に係る状況）  

本校の場合、準学士課程への入学志願者数は例年２倍を超える値となっている（資料4-3-①-1およ

び資料4-3-①-2）。合格者の発表は、入学辞退者の発生を勘案して、毎年各学科の定員40名に対し、

数名程度多く行っている。さらに、仮に入学辞退者が多く発生して、万一定員割れが生じても、入学

選抜段階であらかじめ定めた補欠合格者を入学させて入学定員を確保するよう配慮している。しかし、

入学辞退者によって定員割れを起こす事例はまったく生じておらず、適正数の学生が確保されている。

資料4-3-①-3に、 近の合格者数、辞退者数、入学学生数を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 4-3-①-1 

（出典 入学試験委員会資料より） 
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資料 4-3-①-3 

（出典 入学試験委員会資料より）

（入学定員）

資料 4-3-①-2 

（出典 文教速報より）

（Ｈ18．3．1 日付） （Ｈ18．5．12 日付） 
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専攻科課程については、専攻科設置当初の平成８年度～10 年度ではほぼ定員通りの入学者数であ

ったが、その後専攻科進学希望者が増加し、現在では例年ほぼ定員の２倍程度の入学者を受入れてい

る（資料 4-3-①-4）。この点に関しては、本校の場合、教員の学位取得や退職に伴う教員の補充を、

専攻科担当を念頭において実施し、現在では一般科目担当教員の一部を含め、専門学科の殆どの教員

が専攻科担当可能となっている背景がある。また、専攻科の教育内容の充実を積極的に図り、専攻科

修了生の就職ならびに進学（２大学からは大学院進学他の協定締結の申し入れがあり、本校専攻科修

了生を確保する動きがある）についての指導体制も強化しており、その結果、準学士課程の学生には

専攻科が魅力あるものとなって志望者の増加が見られたものと考えられる。 近の例としては、準学

士課程を卒業して大学３学年に編入した学生が、専攻科を再受験するケースも出てきている。 

 専攻科学生が多く在籍することは、学校にとっては科学研究費補助金採択率の向上や学外との共同

研究の拡充によって学術・教育面での量と質の高度化を図ることができ、また、専攻科生にとっても、

企業・大学との共同研究を通して企業技術者と直接交流できる利点があり、専攻科生の研究ひいては

学習意欲を高める効果につながっている。また、本校には、専攻科生を準学士課程学生の授業の演習

補助者（TA；ティーチングアシスタント）として採用するシステムがあり、年齢が近く質問しやすい

先輩との交流によって、準学士課程学生の学習効果の向上が見られ、専攻科生には、教えることは実

際に教える内容よりも深い理解が必要であるため、学力の深遠化が図られている。 

このように、数字的には実入学者が入学定員を上回ることになるが、専攻科課程学生に十分な教育

を行うに相応しい人的（教員・スタッフ）ならびに物的（施設・設備）環境が整っており、専攻科生

が多く在籍することが本校の教育・研究全体にわたる大きな活性化に繋がると考えている。なお、本

件に関しては、文部科学省（平成 16 年度まで）及び高専機構（平成 16 年度以降）とも十分に協議し、

その了解のもとに実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
資料 4-3-①-4 

（出典 専攻科課程入学者の実績資料より） 

（入学定員幅）
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（分析結果とその根拠理由）  

準学士課程の実入学者は、各学科40名の入学定員に対し、適正な数の確保がなされている。一方、

専攻科課程入学者に関しては、現状、定員を超える実入学者数となっているが、現教員での教育・研

究指導環境、施設・予算状況ならびに専攻科生への教育・研究全体にわたる活性効果、等に対する総

合的判断から、その方が学校全体としてのメリットに結びついていると考えている。 

 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

・少子化傾向が進む中にあっても常に高い入学志願者を確保し、それらの中から適正な数の優秀な

学生の確保が図られている。 

 

（改善を要する点）  

・準学士課程の学力選抜試験において、本校が求める人物像との合致をより明確化するために、入

学者選抜方法の改善について更なる検討を進めることが重要である。 

 

 

 

（３）基準４の自己評価の概要 

学生の受入に関する入学者選抜の基本方針や求める学生像などのアドミッション・ポリシーは、準

学士課程入学者選抜・編入学生選抜・専攻科入学者選抜の推薦・学力選抜のいずれにおいても、学則

をもとに明確に定められ、募集要項の出願資格・選抜方法や本校のホームページの入試案内募集要項

に記載されている。これらは、本校の教職員には全員に学生募集要項等の配布により周知徹底されて

おり、また、社会に対しては、ホームページでの公開の他に、体験入学時の学校説明会や中学校訪問、

出前授業などの機会を生かして説明を行っている。 

入学者の選抜は、準学士課程・編入学・専攻科の全ての推薦・学力選抜において、募集要項に記載

しているアドミッション・ポリシーに則して実施されている。また、実際の運用も、入学試験委員会

で定めた実施要領に従い、厳正に行われている。 

学生の受入の実状がアドミッション・ポリシーに沿っているかどうかの検証は、入学試験委員会や

運営委員会で行われており、入学者選抜方法の改善についても討議がなされている。 

入学者数と定員との関係は、準学士課程・編入学に関しては適正なものとなっている。専攻科課程

については、専攻科の教育内容の充実ならびに専攻科修了生の就職ならびに進学に対する指導体制の

強化等の努力が実を結び、準学士課程の学生には専攻科が魅力あるものとなって志望者の増加が見ら

れ、現在では定員を超える実入学者数となっている。これに関しては、専攻科課程学生に十分な教育

を行うに相応しい人的（教員・スタッフ）ならびに物的（施設・設備）環境が本校には整っており、

マイナス面としてではなく、本校の教育・研究全体の大きな活性化に繋がるプラス面と捉えている。 
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基準５ 教育内容及び方法 

（１）観点ごとの分析 

＜準学士課程＞ 

観点５－１－①： 教育の目的に照らして，授業科目が学年ごとに適切に配置（例えば，一般科目

及び専門科目のバランス，必修科目，選択科目等の配当等が考えられる。）され，

教育課程の体系性が確保されているか。また，授業の内容が，全体として教育課

程の編成の趣旨に沿って，教育の目的を達成するために適切なものになっている

か。 

（観点に係る状況）  

本校の教育課程の編成について概観すると、各学科とも、低学年時では一般科目を多く配置し、学

年があがるにつれ専門科目が多くなるくさび形の科目配置になっている（資料 5-1-①-1～5-1-①-

3）。 

準学士課程では、資料 5-1-①-4 に示すように、教育目的を達成するために具体的な教育目標 A～G

を設定し、これらの目標を達成するために科目が配置されている（資料 5-1-①-5～5-1-①-10）。 

専門科目の体系性についてみると、各学科とも基礎となる数理系科目、専門基礎科目を低学年に配

置し、高学年で専門科目を配置している。科目の内容は低学年から高学年への科目の流れを考えて決

定している（資料 5-1-①-11、5-1-①-12）。各学年の修得内容の指針は、資料 1-1-①-6 に示すよう

に、学修プログラムとしても示している。各科目では、それぞれの具体的な到達目標を設定している

（資料 5-1-①-13）。 

資料 5-1-①-2
機械工学科　（平成１８～１４年度入学生・１～５年生）

１年 ２年 ３年 ４年 ５年

物 理 Ⅱ 2 2
応 用 物 理 1 1
応 用 数 学 2 2
機 械 工 学 基 礎 1 1
情 報 処 理 4 2 2
材 料 学 2 1 1
生 物 工 学 概 論 1 1
機 構 学 1 1
工 業 力 学 2 2
材 料 力 学 4 2 2
熱 力 学 2 2
エ ネ ル ギ ー 工 学 2 2 蒸気工学・内燃機関を含む

伝 熱 工 学 2 2
水 力 学 2 2
流 体 力 学 1 1
機 械 工 作 法 3 1 2 工作機械を含む

機 械 加 工 学 1 1
設 計 工 学 3 1 2 機械要素を含む

機 械 工 学 演 習 1 1
機 械 基 礎 製 図 4 1 3
Ｃ Ａ Ｄ 演 習 3 3
設 計 製 図 4 2 2
電 気 電 子 工 学 2 2
自 動 制 御 1 1
計 測 ・ 制 御 2 2
メカトロニクス工学 1 1
振 動 工 学 1 1
工 業 英 語 2 1 1
工 学 基 礎 実 験 2 2
工 作 実 習 6 3 3
工 学 実 験 5 3 2
卒 業 研 究 10 10

80 7 10 18 22 23
応 用 物 理 特 論 1 1
複 素 関 数 1 1
Ｃ Ａ Ｅ 演 習 1 1
新 素 材 材 料 学 1 1
学 外 実 習 1 1
工 作 実 習 基 礎 1 1
流 体 機 械 1 1
確 率 ・ 統 計 基 礎 1 1
材 料 力 学 特 論 1 1 弾性力学を含む
精 密 加 工 学 1 1
基礎ディジタル回路 1 1
ロ ボ ッ ト 工 学 1 1
工 業 英 語 演 習 1 1
品 質 管 理 1 1

14 6 8
7 2 5
94 7 10 18 28 31
87 7 10 18 24 28
118 24 24 18 35 17
80 24 24 18 10 4
212 31 34 36 63 48
167 31 34 36 34 32

単位数
学  年  別  配  当

備　　　考

選 択 科 目 開 設 単 位 数 計

  授   業   科   目  

必
　
　
　
　
　
修
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
目

２単位以上修得

５単位以上修得

一 般 科 目 修 得 単 位 数 計
開 設 総 単 位 数 計
修 得 総 単 位 数 計

必 修 科 目 単 位 数 計

選
　
　
択
　
　
科
　
　
目

選 択 科 目 修 得 単 位 数 計
専 門 科 目 開 設 単 位 数 計

専 門 科 目 修 得 単 位 数 計
一 般 科 目 開 設 単 位 数 計

  （出典 平成 18 年度シラバスより）

資料 5-1-①-1
別表１
一般科目（各学科共通）(平成１８・１７年度入学生・１・２年生）　

１年 ２年 ３年 ４年 ５年

2
2
2 2
2 2
2
2
2
2 2
4
2
4
4 4
2
2 2
4
4 2 2 （　）は物質化学工学科
2
9 2 2
1
4
4
2 2
2
2 2
2 2
2 2
2 2

(26) (22)
1 1 自由選択
1 1
2 1 1
2 2 自由選択

2 2 自由選択（基礎ネットワーキング単位取得者のみ）

4 2 2
4 2 2 ４年で２単位、
4 2 2
4 2 2 ５年で２単位修得
4 2 2
4 2 2

６ 授 業 科 目 各 ２
12 12 単 位 を 開 設 し、

２ 単 位 修 得

44 29 15
6 4 2

118 35
(26) (22) （　）は物質化学工学科

(26) (22) （　）は物質化学工学科
18 10 4修 得 単 位 数 計 80

24 24

18 17

選択科目開設単位数計

選　　択 英語系

経営系

選択科目修得単位数計

開 設 単 位 数 計
24 24

一般総合 社会系

数学系
体育系

地 理 学
比 較 文 化 論

経 済 学
国語系

（　）は物質化学工学科

選
　
　
択
　
　
科
　
　
目

数 学 演 習

英 語 演 習
ド イ ツ 語 Ｂ
基礎ネットワーキング

応用ネットワーキング
法 学
民 俗 学

哲 学 （ 倫 理 学 ）

218 6
24 24

ド イ ツ 語 Ａ

必 修 科 目 単 位 数 計 74

必
　
　
　
　
　
修
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
目

国
　
語

国 語 Ⅰ

英 語 Ｂ Ⅱ

英 語 Ａ Ⅱ

理
科

英 語 Ｃ
英 語 Ｄ

英 語 Ａ Ⅲ
英 語 Ｂ Ⅰ 2

2
音 楽 1

外
　
国
　
語

英 語 Ａ Ⅰ 4
4

基 礎 情 報 処 理 2
保 健 ・ 体 育 3

物 理 Ⅰ 4
化 学 (4) (0)

4
微 分 積 分 Ⅱ

代 数 幾 何 Ⅰ 2

2
現 代 文
近 代 文 学

社
　
会

地 理 2
人 間 関 係 論 2
日 本 文 化 論 2

2
国 語 Ⅱ

歴 史 学

数
　
学

基 礎 数 学 Ⅰ 4
基 礎 数 学 Ⅱ 2
微 分 積 分 Ⅰ

代 数 幾 何 Ⅱ

  授   業   科   目  単位数
学  年  別  配  当

備　　　考

   （出典 平成 18 年度シラバスより） 
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資料5-1-①-3
電気電子工学科　（平成１８～１５年度入学生 ・ １～４年生）

１年 ２年 ３年 ４年 ５年

応 用 数 学 Ⅰ 2 2
応 用 数 学 Ⅱ 2 2
物 理 Ⅱ 2 2
応 用 物 理 2 2
電 気 電 子 製 図 2 2
情 報 処 理 Ⅰ 1 1
情 報 処 理 Ⅱ 2 2
情 報 処 理 Ⅲ 2 2
数 値 計 算 法 2 2
画 像 処 理 工 学 1 1
電 気 電 子 基 礎 演 習 2 2
電気電子工学演習Ⅰ 2 2
電気電子工学演習Ⅱ 1 1
電 気 回 路 Ⅰ 1 1
電 気 回 路 Ⅱ 2 2
電 気 回 路 Ⅲ 2 2
電 気 回 路 Ⅳ 2 2
電 気 電 子 計 測 工 学 2 2
電 気 磁 気 学 Ⅰ 2 2
電 気 磁 気 学 Ⅱ 2 2
電 子 回 路 Ⅰ 2 2
電 子 回 路 Ⅱ 2 2
電 子 工 学 2 2
半 導 体 工 学 1 1
電 気 電 子 材 料 Ⅰ 1 1
電 気 電 子 材 料 Ⅱ 2 2
電 気 機 器 Ⅰ 2 2
電 気 機 器 Ⅱ 1 1
デ ィ ジ タ ル 回 路 1 1
基 礎 制 御 工 学 Ⅰ 2 2
基 礎 制 御 工 学 Ⅱ 1 1
パワーエレクトロニクス 1 1
高 電 圧 工 学 2 2
電 力 工 学 2 2 発電工学、変電工学

電 力 シ ス テ ム 工 学 1 1
エネルギー変換工学 1 1
工 業 英 語 1 1
工 学 基 礎 実 験 2 2
電 気 電 子 基 礎 工 学 実 験 2 2
電 気 電 子 計 測 工 学 実 験 3 3
電気電子情報工学実験 3 3
電気電子制御工学実験 3 3
電気電子応用工学実験 2 2
卒 業 研 究 9 9

85 7 10 17 24 27
学 外 実 習 1 1
レ ー ザ 工 学 1 1
電気法規及び施設管理 1 1
品 質 管 理 1 1
ロ ボ ッ ト 工 学 2 2

6 1 5
0 2

( 1 ) ( 1 ) (　)は｢学外実習｣修得の者
91 7 10 17 25 32

24 29
( 25 ) ( 28 ) (　)は｢学外実習｣修得の者

118 24 24 18 35 17
80 24 24 18 10 4

209 31 34 35 60 49
34 33

( 35 ) ( 32 ) (　)は｢学外実習｣修得の者

備　　　考

選 択 科 目 開 設 単 位 数 計

  授   業   科   目  

２単位以上修得

選
択
科
目

必 修 科 目 単 位 数 計

専 門 科 目 開 設 単 位 数 計

単位数
学  年  別  配  当

87

必
　
　
　
　
　
　
修
　
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
　
目

選 択 科 目 修 得 単 位 数 計 2

一 般 科 目 開 設 単 位 数 計
一 般 科 目 修 得 単 位 数 計

開 設 総 単 位 数 計

専 門 科 目 修 得 単 位 数 計

修 得 総 単 位 数 計 167 31 34 35

7 10 17

   電子制御工学科　（平成１３年度入学生・５年生）

１年 ２年 ３年 ４年 ５年

応 用 数 学 4 2 2
物 理 Ⅱ 2 2
工 業 英 語 1 1
力 学 2 2
電 気 磁 気 学 2 2
電 気 回 路 Ⅰ 1 1
電 気 回 路 Ⅱ 2 2
電 気 回 路 Ⅲ 1 1
電 気 回 路 特 論 2 2
電 磁 波 ・ 光 工 学 2 2
電 子 基 礎 2 2
電 子 物 性 1 1
電 子 回 路 Ⅰ 2 2
電 子 回 路 Ⅱ 2 2
パ ル ス 回 路 2 2
情 報 伝 送 2 2
計 測 工 学 2 2
制 御 機 器 Ⅰ 2 2
制 御 機 器 Ⅱ 2 2
制 御 理 論 Ⅰ 2 2
制 御 理 論 Ⅱ 2 2
信 号 処 理 2 2
制 御 基 礎 2 2
情 報 処 理 Ⅰ 2 2
情 報 処 理 Ⅱ 2 2
情 報 処 理 Ⅲ 2 2
情 報 処 理 演 習 2 2
論 理 回 路 2 2
電 子 計 算 機 2 2
計 算 機 シ ス テ ム 2 2
数 値 計 算 法 2 2
制 御 工 学 演 習 1 1
シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 2 2
工 学 基 礎 実 験 2 2
電子制御工学実験実習 11 3 3 3 2
卒 業 研 究 9 9

85 7 10 16 23 29
学 外 実 習 1 1
半 導 体 工 学 1 1
シ ス テ ム 工 学 1 1
人 工 知 能 1 1
ロ ボ ッ ト 工 学 1 1

5 1 4
0 2

( 1 ) ( 1 ) (　)は｢学外実習｣修得の者
90 7 10 16 24 33

23 31
( 24 ) ( 30 ) (　)は｢学外実習｣修得の者

118 24 24 18 35 17
80 24 24 18 10 4

208 31 34 34 59 50
33 35

( 34 ) ( 34 ) (　)は｢学外実習｣修得の者

備　　　考

選 択 科 目 開 設 単 位 数 計

  授   業   科   目  

２単位以上修得

選
択
科
目

必 修 科 目 単 位 数 計

必
　
　
　
　
　
　
修
　
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
　
目

専 門 科 目 開 設 単 位 数 計

単位数
学  年  別  配  当

87

選 択 科 目 修 得 単 位 数 計 2

一 般 科 目 開 設 単 位 数 計
一 般 科 目 修 得 単 位 数 計
開 設 総 単 位 数 計

専 門 科 目 修 得 単 位 数 計

修 得 総 単 位 数 計 167 31 34 34

7 10 16

 

制御情報工学科　（平成１８～１５年度入学生・１～４年生）

１年 ２年 ３年 ４年 ５年

制 御 数 学 2 2
数 値 計 算 法 2 2
物 理 Ⅱ 2 2
情 報 処 理 2 2
コ ン ピ ュ ー タ 基 礎 2 2
ア ル ゴ リ ズ ム 2 2
図 学 1 1
力 学 2 2
材 料 力 学 Ⅰ 2 2
熱 シ ス テ ム 工 学 3 3
水 力 学 2 2
流 動 シ ス テ ム 工 学 3 3
機 素 2 2
機 械 工 作 法 2 2
セ ン サ 工 学 3 3
基 礎 制 御 工 学 2 2
制 御 工 学 2 2
電 気 電 子 基 礎 2 2
デ ィ ジ タ ル 回 路 3 3
工 業 英 語 3 1 2
基 礎 製 図 4 2 2
Ｃ Ａ Ｄ 3 3
工 学 基 礎 実 験 2 2
加 工 実 習 6 3 3
設 計 製 作 4 2 2
制 御 情 報 実 験 3 3
応 用 制 御 情 報 実 験 2 2
卒 業 研 究 9 9

77 7 10 18 20 22
学 外 実 習 1 1
材 料 力 学 Ⅱ 2 2 ２単位以上修得
コンピュータアーキテクチャ 2 2
アクチュエータ 工学 3 3
応 用 セ ン サ 工 学 3 3
シ ス テ ム 制 御 工 学 2 2 ８単位以上修得
デ ィ ジ タ ル 制 御 2 2
振 動 工 学 2 2
品 質 管 理 1 1
ロ ボ ッ ト 工 学 1 1
伝 熱 工 学 2 2

21 5 16
2 8

( 3 ) ( 7 ) (　)は｢学外実習｣修得の者

98 7 10 18 25 38
22 30

( 23 ) ( 29 ) (　)は｢学外実習｣修得の者
118 24 24 18 35 17
80 24 24 18 10 4

216 31 34 36 60 55
32 34

( 33 ) ( 33 ) (　)は｢学外実習｣修得の者

備　　　考

選 択 科 目 開 設 単 位 数 計

  授   業   科   目  

必 修 科 目 単 位 数 計

選
　
択
　
科
　
目

必
　
　
　
　
　
修
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
目

専 門 科 目 開 設 単 位 数 計

単位数
学  年  別  配  当

87

選 択 科 目 修 得 単 位 数 計 10

一 般 科 目 開 設 単 位 数 計

一 般 科 目 修 得 単 位 数 計
開 設 総 単 位 数 計

専 門 科 目 修 得 単 位 数 計

修 得 総 単 位 数 計 167 31 34 36

7 10 18

  物質化学工学科　（平成１５年度入学生 ・４年生）

１年 ２年 ３年 ４年 ５年

生 物 2 2
基 礎 化 学 演 習 Ⅰ 1 1
基 礎 化 学 演 習 Ⅱ 1 1
基 礎 化 学 演 習 Ⅲ 1 1
分 析 化 学 2 2
無 機 化 学 2 2
情 報 処 理 2 2
有 機 化 学 4 2 2
高 分 子 化 学 2 2
基 礎 生 物 化 学 1 1
基 礎 化 学 工 学 2 2
物 理 Ⅱ 2 2
応 用 物 理 2 2
物質化学工学設計製図 4 2 2
物 理 化 学 6 2 2 2
化 工 数 学 2 2
工 業 英 語 1 1
物 理 化 学 演 習 1 1
単 位 操 作 4 4
機 械 工 学 基 礎 1 1
電 気 工 学 基 礎 2 2
品 質 管 理 1 1
環境資源エネルギー工学 1 1
基 礎 生 物 化 学 工 学 2 2
生 物 反 応 工 学 1 1
工 学 基 礎 実 験 2 2
基 礎 化 学 実 験 1 1
無機・分析化学実験 2 2
有 機 化 学 実 験 2 2
物 理 化 学 実 験 2 2
卒 業 研 究 10 10

69 6 10 17 17 19
計 算 機 化 学 1 1
安 全 工 学 1 1
無 機 化 学 Ⅱ 2 2
精 密 分 離 工 学 1 1
触 媒 化 学 1 1
物 質 工 学 2 2
化 学 反 応 工 学 1 1
応 用 化 学 工 学 演 習 2 2
応 用 化 学 工 学 実 験 2 2
機 器 分 析 実 験 2 2

15 6 9
食 品 殺 菌 工 学 1 1
生 物 材 料 化 学 1 1
食 品 工 学 2 2
酵 素 工 学 1 1
発 酵 工 学 1 1
生 物 化 学 工 学 演 習 1 1
微 生 物 工 学 2 2
応 用 生 物 工 学 2 2
生 物 工 学 実 験 2 2
生 物 化 学 工 学 実 験 2 2

15 6 9
学 外 実 習 1 1
遺 伝 子 工 学 1 1
構 造 解 析 学 1 1 共通選択科目は、４・５年
高 分 子 材 料 工 学 1 1 で３単位修得
有 機 工 業 化 学 1 1

5 1 4
104 6 10 17 30 41

23 31
( 24 ) ( 30 ) (　)は｢学外実習｣修得の者

118 26 22 18 35 17
80 26 22 18 10 4

222 32 32 35 65 58
33 35

( 34 ) ( 34 ) (　)は｢学外実習｣修得の者

備　　　考

共 通 選 択 科 目 単 位 数 計

  授   業   科   目  

共
　
　
通
　
　
必
　
　
修
　
　
科
　
　
目

共 通必 修 科 目 単位 数 計

応用化学工学コース必修科目単位数計

生物化学工学コース必修科目単位数計

生
物
化
学
工
学
コ
ー

ス
必
修
科
目

共
通
選
択
科
目

専 門科 目 開 設 単位 数 計

単位数
学  年  別  配  当

87

応
用
化
学
工
学
コ
ー

ス
必
修
科
目

一 般科 目 開 設 単位 数 計
一 般科 目 修 得 単位 数 計
開 設 総 単 位 数 計

専 門科 目 修 得 単位 数 計

修 得 総 単 位 数 計 167 32 32 35

6 10 17

 

（出典 平成 18 年度シラバスより） 
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資料5-1-①-4

 
（出典 運営委員会資料より）
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（出典 教務資料より作成）
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（出典 教務資料より作成）
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資料5-1-①-7

 
（出典 教務資料より作成）
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資料5-1-①-8

（出典 教務資料より作成）
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資料5-1-①-9

（出典 教務資料より作成）
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                          （出典 教務資料より作成）
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資料5-1-①-10(その2)

 

 

                         （出典 教務資料より作成）

資料 5-1-①-11
一般科目授業科目系統図 一般科目 専門科目

* は選択科目

代数学
基礎

確率・
統計

物理
数学

エネル
ギー論

現代
物理学

応用
物理

英語
講読Ⅰ

文章
表現論

近代
文学論

アジア
地域論

経済工
学特論

技術者
倫理

力学

基礎数学Ⅰ

基礎情報処理

化学

微分積分Ⅰ

物理Ⅰ

化学

基礎数学Ⅱ 代数幾何Ⅰ

微分積分Ⅱ 応用数学

微分方程式 一般総合選択
・数学特論 *

数値計算法

化工数学

コミュニケーション
Ⅱ

　基礎
　ネットワーキング *

　応用
　ネットワーキング *

　確率・
　統計
　基礎

英語運
用能力
演習Ⅰ

制御数学

英語ＡⅠ 英語ＡⅡ

ドイツ語Ａ ドイツ語Ｂ *

英語ＢⅡ

ドイツ語Ｂ *

国語Ⅰ 国語Ⅱ 現代文

地理

後期後期

本科　２学年

人間関係論

歴史学

英語ＢⅠ

日本文化論

本科　１学年

前期

　一般総合選択
　・近代文学論 *

後期

数学演習 *

本科　４学年本科　３学年

前期 後期 前期

近代文学

英語Ｄ英語Ｃ

本科　５学年

工業英語

　一般総合選択
　・英語特論 *

英語ＡⅢ

前期

英語演習 *

後期

物理Ⅱ

前期

応用物理

専攻科　２学年

前期 後期 前期 後期

専攻科　１学年

保健

体育 体育 体育 体育

工業
化学

物理
化学
特論

音楽

　社会選択
　・法学*
　・哲学（倫理学）*
　・民俗学*
　・地理学*
　・比較文化論*
　・経済学*
　・日本事情*

　社会選択
　・法学*
　・哲学（倫理学）*
　・民俗学*
　・地理学*
　・比較文化論*
　・経済学*

　一般総合選択
　・社会特論 *
　・経営学 *

　一般総合選択
　・体育特論 *

（出典 平成 18 年度シラバスより）

資料 5-1-①-12
機械工学科（本科１年～専攻科２年）の専門科目系統図　　＜平成18年度ｶﾘｷｭﾗﾑ＞

代数学
基礎

確率・
統計

複素関数
確率・統
計基礎

ｴﾈﾙｷﾞｰ
論

物理数学
現代

物理学

応用物理
応用物理

特論
生物工学

概論
工業化学

物理化学
特論

電子ﾃﾞﾊﾞｲ
ｽ特論

材料学 材料学
新素材
材料学

固体力学
Ⅰ

固体力学
Ⅱ

材料強度
学特論

CAE
演習

材料力学
特論

燃焼
工学

機械工学
基礎

流体力学
流れ学
特論

熱流動
工学

流体機械

機械
工作法

機械
加工学

精密
加工学

生産
加工学

設計工学 品質管理
生産設計
工学特論

機構学
機械工学

演習

機械基礎
製図

設計製図
電磁気
特論

気体ﾌﾟﾗｽﾞ
ﾏ特論

工業英語 工業英語

工業英語
演習

電気
回路学Ⅰ

電気
回路学Ⅱ

基礎ﾃﾞｨｼﾞ

ﾀﾙ回路

電気電子

回路特論

振動工学 自動制御

ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ
工学

ロボット
工学

ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ
特論

工学基礎
実験

工学実験
複合工学

実験

学外実習 特別実習
技術者
倫理

現代
技術論

工作実習
基礎(注)

工作実習工作実習

卒業研究

基礎情報処理 情報処理 情報処理

機械基礎製図

設計工学

計測・制御

電気電子工学

材料力学

物理Ⅱ

工業力学

機械工作法

CAD演習

本科　１学年
前期 後期

物理Ⅰ

本科　２学年

基礎数学Ⅰ
基礎数学Ⅱ

微分積分Ⅰ
代数幾何

生産工学
特別研究Ⅱ

計測制御特論

本科　３学年
前期 後期 前期 後期

微分積分Ⅱ
微分方程式

水力学

本科　４学年 本科　５学年 専攻科　１学年

生産工学輪講Ⅰ

応用数学

熱力学

材料力学

伝熱工学

エネルギー工学

前期 後期 前期 後期

他専攻専門選択科目
放送大学科目

工学実験

生産工学
特別研究Ⅰ

設計製図

他専攻専門選択科目
放送大学科目

専攻科　２学年
前期 後期 前期 後期

情報理論基礎

専攻科特論（専攻科２年）、
専攻科特論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ（専攻科１年）

材料科学

生産工学輪講Ⅱ

 ・塗りつぶしは｢一般科目｣、破線枠は｢選択科目｣を表す。
 ・本科４年前期選択科目の｢工作実習基礎（注）｣は、
　 普通高校からの編入学生対象科目（必修）である。

（出典 平成 18 年度シラバスより）
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次に、それぞれの具体的教育目標 A～G に照らして分析を行う。     

教育目標 A「技術内容を理解できる基礎学力と自己学習能力を持つ技術者」、教育目標 B「専門分

野における基礎知識を身につけた技術者」に沿って見ると、各学科とも、数学・自然科学・情報の基

礎科目および各専門分野の工学科目を１学年から５学年に段階的に配置している。 

教育目標 C「専門工学基礎知識の上に実践的技術を学んだ技術者」に沿って見ると、全学科ともに

すべての学年で講義の進度に合わせた実験･実習科目を配置している。また、１学年には全学科共通

の工学基礎実験を置き、実験を通じて「ものづくり」の楽しさを経験させるとともに工学への興味を

高める導入教育を行っている（資料 5-1-①-14）。 

教育目標 D「身につけた工学知識をもとにして問題を解決する能力を有する技術者」に沿って見る

と、各学科に演習科目や卒業研究などの科目が配置されている。 

教育目標 E「多様な文化を理解するための教養を持ち日本語および外国語によるコミュニケーショ

ンの基礎能力を有する技術者」に沿って見ると、各学科とも１学年から５学年に英語科目を配置し、

低学年で基礎的な文法等の講義を行い、高学年になるに従い読解力や会話力が育成される科目構成に

している。また３学年から５学年にはドイツ語科目も配置している。１学年から４学年には国語関連

科目を配置し、低学年では読解と表現に必要な基礎知識を身に付け、高学年で論理的なコミュニケー

ション能力の育成を図っている。さらに、各学年には社会系科目をおき、多様な文化を理解するため

の基礎的な教養を身につけさせている（資料 5-1-①-5）。 

教育目標 F「歴史・文化・社会に関する教養を持ち、技術の社会・環境との関わりを考えることの

できる技術者」に沿って見ると、１学年から３学年に社会科目を配置し、社会と歴史、文化について

学習させている。さらに、４学年、５学年では、幅広い社会系科目から興味ある内容を選択して受講

できるよう社会選択科目を配置している（資料5-1-①-15）。また、総合学習として、国語、社会、

数学、体育、英語、経営の分野の中から選択して学習できるよう一般総合選択科目を配置している

（資料5-1-①-5）。 

教育目標 G「社会の一員としての自覚、倫理観を持ち、心豊かな人間性を有する技術者」に沿って

見ると、人間関係論（資料5-1-①-16）、保健・体育の科目が配置されており、さらに１学年から３

学年では特別活動を行っている（資料5-1-①-17）。これらの科目のほか、本目標を達成するため清

掃活動や特別講義、長期工場見学旅行などの学校行事も行われている。またクラブ活動などの課外活

動も本目標達成のために役立っている。 

資料 5-1-①-13

 
（出典 平成 18 年度シラバス・制御理論Ⅰより）
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（分析結果とその根拠理由）  

本校の教育目的を達成するために具体的な達成目標を定め、目標を達成するための科目を、段階的

な履修が可能なように、流れを考えて配置している。目標に到達するために各学年の修得内容の指針

も設定しており、科目ごとにそれぞれ具体的な達成目標も示している。 

 以上から、本校の準学士課程では、教育目的に照らして科目が学年ごとに適切に配置され、体系的

な編成となっており、授業の内容も目的を達成するために適切なものになっている。 

 

資料5-1-①-14

【教科名】工学基礎実験           【学年・学科】1 年・全工学科 
Basic Experiments of Engineering  【単位数・期間】(必修) 2 単位・前期（週 4 時間）で合計 60 時間 

【担当教員】笠間 昭夫  【教員室】 ３号館２階   【TEL】964-7254   【e-mail】kasama@kct.ac.jp 
      油谷 英明        ３号館２階       964-7271        abura@kct.ac.jp 
      吉野 慶一        ４号館５階       964-7283        yoshino@kct.ac.jp 
      脇山 正博        ８号館２階       964-7290        wakiyama@kct.ac.jp 
      後藤 宗治        ７号館２階       964-7247              goto@kct.ac.jp  
【授業目的と概要】 
 工学の導入教育の一環として各専門学科が設定した実験テーマに取り組み、専門技術を学ぶための基礎となる手作業

や計測を体験させることを目的とする。実験を通じて「もの作り」の楽しさを経験するとともに工学への興味を高める。 

【授業の進め方及び履修上の注意】（準備する道具や前提となる知識） 
 下記の５テーマを学科毎に実習する。実験を安全に行うために担当者の指導に従い、事前の注意事項を守ること。 
 実験に必要な器材（キット、用具等）を忘れることがないように心がけ、貴重品の管理には十分注意すること。 

授 業 項 目 内    容 時間 

【前期】 
１．機械工学科 

機械部品のスケッチと計測 

（１号館３階大講義室） 

 

２．電気電子工学科 

テスターキットの製作実習 

（３号館１，２階実験室） 

 

３．電子制御工学科 

LEGO ブロックを用いたコン

ピュータ制御ロボットの製作 

(４号館３階知能情報演習室） 

 

４．制御情報工学科 

自転車の分解と組み立て 

（第１工場） 

 

５．物質化学工学科 

ペットボトルロケットの製作

と保冷剤の作成 

（第２工場） 

 
部品のスケッチ、図面に用いる線と文字、投影図の描き方、部品の計測、 
図形の表し方、レポート作成 
成績評価：実験への取り組み 20％、レポート 80％ 

 
テスターの原理説明、テスターキットの作製と基本的な電気測定、レポート

作成 
成績評価：キット作製 40％、実験への取り組み 10％、レポート 50％ 
 

センサの仕組みやプログラミング等の基礎を学習し、実際に LEGO ブロッ

クを使って自分で作ったロボットの動きを、コンピュータにより制御 
成績評価：ロボット製作 15％、性能 5％、レポート 80％ 

 
 
自転車の構造説明, 車輪やブレーキの力の伝達方法を理解, 工具等の使用方

法を理解, レポートの作成 
成績評価：自転車の完成度など 50%, レポート 50% 
 
 
ペットボトルロケットの製作, 発泡入浴剤と保冷剤の作成, レポート作成 
成績評価：製作物の完成度 50%, レポート 50% 
 

 
60 

 

期末試験   
【後期】   

期末試験   
【達成目標】 
・実験を通じてもの作りの楽しさを体験するとともに工学への興味を高

めることができる。 
 

【教科書】 
 各学科で準備 
【参考書】 
 各学科で準備 

北九州高専目標 (A),  (B),  (C),  (D) 
JABEE 基準 1(1)  

成績 
評価 

【評価基準】 
 実習・レポートや作品等を評価し、60 点以上を合格とする。

【評価方法】 
 上記各学科の評価成績の平均とする。 

【オフィスアワー】 
水曜日 午後 4 時から 5 時 

  

（出典 平成18年度シラバスより）
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資料5-1-①-15 

 社会選択 授業内容のご案内 
法 学 ［テーマ］日常生活の中での法律に強くなる 

［担 当］坂口 浩 
［内 容］社会生活をおくる上でかかわる法の諸原理の講義と具体的諸問題についてに考える。 
［評 価］期末試験(再試験を含む)90％、自主レポート 10％ 
［教科書］使用しない 

哲 学 ［テーマ］人としての生き方や死に強くなる 

［担 当］安部 力 
［内 容］人として技術者として社会生活を送る上で直面する諸問題との向き合い方について考

える。 
［評 価］期末試験 40％、レポート 40％、発表 20％ 
［教科書］『論語物語』（講談社学術文庫）1,000 円 

民俗学 ［テーマ］日本の文化・風習に強くなる 

［担 当］日高一宇 
［内 容］なぜ節分に豆をまくのか。幽霊の出る時間はなぜ決まっているのか。三三九度はなぜ

新婦からのむのか、などなど。 
［評 価］前後期期末レポート 70％、発表 20％、課題 10％。 
［教科書］『図解雑学民俗学』（ナツメ社）1,470 円 

地理学 ［テーマ］日本や世界の食文化に強くなる 

［担 当］白神 宏 
［内 容］食物、料理、食事作法など食の文化的側面から、世界の多様な文化を読み解く。 
［評 価］期末試験（再試験を含む）80％、課題・レポート 20％。 
［教科書］使用しない 

比較文化論 ［テーマ］異文化コミュニケーションに強くなる 

［担 当］赤毛 勇 
［内 容］異なる社会と文化を持つ人々との相互理解の方法を解明し、違いのわかる

．．．．．．
人
．
になる。 

［評 価］期末テスト 60%、授業における発表・レポートなど 40% 
［教科書］『異文化コミュニケーション・キーワード』（有斐閣双書）1,800 円 

新科目!! 経済学 ［テーマ］経済のニュースに強くなる 

［担 当］董 宜嫺 
［内 容］経済学の基本をマスターし、経済に関するニュースや新聞が理解できるようになる。 
［評 価］期末試験 60％、小テスト 30％、レポート 10％ 
［教科書］使用しない。 

○４年次に習得した科目を、５年次に再度履修することはできません。（経済学と経済工学も同科目とします） 

○選択希望提出後の希望の変更は、原則としてできません。 

○留学生は、４年次では原則として上記の科目ではなく「日本事情」を履修するものとします。 

○皆さんの希望にもとづいて社会科で調整したのち、３月１５日に受講科目が掲示されます。  

 

（出典 平成18年度社会選択科目受講案内のクラス掲示より） 
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資料5-1-①-16

【教科名】人間関係論                      【学年・学科】2 年・全工学科 
Human Relations                 【単位数・期間】(必修)2 単位・通年（週 2 時間）で合計 60 時間  

【担当教員】安部 力    【教員室】1 号館 3 階   【TEL】      【e-mail】 

【授業目的と概要】  
現代社会において、人間関係に悩む人は多い。では何故、人間は「関係」を結ばなければならないのか。それは人間

が「どのような存在」であるからなのか。そして「関係を結ぶ」とはどういうことなのか。どうすれば「より良い」人

間関係を育めるのか。これらのことを、様々な「人間関係」を例に、その根底にあるものを見据えながら考えていく。 

【授業の進め方及び履修上の注意】（準備する道具や前提となる知識） 
 ・毎時間、事前に、テキストを指定された分だけ読んでくること。（確認形式の小テストを行なう） 
・「解答を与える」科目ではないので、問題意識を持ち、主体的に考えるという姿勢を持って授業に臨むこと。 

授 業 項 目 内    容 時間 
【前期】 
  ガイダンス 
 １ 人間と関係 
 ２ 人間という存在 
 ３ 関係の意味 
 ４ 様々な関係① 
 
 
 
 

 
・人間関係論で扱うこと（現代社会における倫理について） 

・人間は何故、関係を結ばなければならないのか。 
・人間とはどのような存在なのか。 
・「関係を結ぶ」とはどういうことなのか。 
・生きていく上で必要な関係の存在について。 
・「社会人」としての関係。 
・「親子」という関係。 
・「兄弟（姉妹、親族）」という関係。 
 

 
2 
6 
6 
6 
 

4 
4 
2 

 
期末試験   

【後期】 
 ５ 様々な関係② 
  
 
 ６「関係」に必要なこと 
 
 ７ その他の「関係」 
 
 ８「人間関係」の根底 
 

 
・「友人（仲間、同僚）」という関係。 

・「先生（学生）、上司（部下）」という関係。 
・「夫婦、恋人」という関係。 
・「関係」を構築する上で必要とされる、様々な記号について。 

（言葉、礼儀、話題、身体記号、聴く力など） 
・「人間」を取り巻く「関係」について。（求められる「人」の振る舞い） 
 （地域、自然環境、動物、見知らぬ人々との関係など） 
・人間関係を支える、根底にあるものについて。 
 

 
6 
4 
4 
8 
 

6 
 

2 
 

期末試験   
【達成目標】 
・人間がどのような存在であり、何故関係を結ばなければならないのか

について考察できる。 
・様々な「関係」に於いて必要とされる振る舞いや、身に付けるべき意

識、姿勢などを考慮することができる。 
・より良い人間関係を構築するために必要な要素を身に付けることがで

きる。 
 

【教科書】 
「修養」（タチバナ教養文庫） 

新渡戸稲造著 
  
【参考書】 
「構造倫理講座Ⅰ〈東洋〉の倫理」 

（春秋社）中村 元著  
  

北九州高専目標 (F) 
JABEE 基準 1(1)  

成績 
評価 

【評価基準】 
 人間の存在について、また、社会を形作っていく上で何が必要

とされるのかを、主体的に考え、理解できていること。  
【評価方法】 
 期末試験 40％、レポート 30％、発表 20％、 

課題（小テストを含む）10％  

【オフィスアワ－】 
水曜日 午後 3 時から 5 時 

  

（出典 平成18年度シラバスより）
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資料5-1-①-17

 

（出典 平成17年度後期特別活動実施計画書より抜粋）
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資料 5-1-②-2

（出典 九州工業大学と北九州高専の教育研究と業務運営

に関わる協定書）

観点５－１－②： 学生の多様なニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等に対応した教育課

程の編成（例えば，他学科の授業科目の履修，他高等教育機関との単位互換，

インターンシップによる単位認定，補充教育の実施，専攻科教育との連携等が

考えられる。）に配慮しているか。 

（観点に係る状況）  

他の高等教育機関で取得した単位につ

いて認定の申請があった場合は、当該申

請を教務委員会に諮り 終的に校長が認

定する。これらについては、30単位を超

えない範囲で本校における授業科目の履

修により習得したものとみなすことがで

きる（資料5-1-②-1）。さらに、平成17

年10月に九州工業大学と教育研究と業務

運営に関わる協定を結んでいる。この中

で単位互換に関わる事項について検討し

ている（資料5-1-②-2）。 

また、本校では語学検定なども教育に

取り入れている。低学年の国語では漢字

検定３級、３学年の現代文では漢字検定

２級レベルの漢字の読み書きができるこ

とを達成目標にしている。英語BⅡでは

TOEIC Bridgeで135点、英語特論（一般

総合選択）ではTOEIC370点を獲得するこ

とを達成目標にしている。５学年の英語

Dでは、英語検定、TOEICなどの取組みも

評価している（資料5-1-②-3）。１学年

から３学年に対して毎年行う実力試験で

は、TOEIC Bridgeの試験も行っている。 

４学年に５日間以上の学外実習（イン

ターンシップ）を選択として配置し、希

望者に対する実践的な教育を行っている

（資料5-1-②-4）。また低学年時から毎

年２回、近隣の企業での工場見学も行っ

ている（資料5-1-②-5）。 

専攻科教育との連携については、各学

科で学んだ専門科目は専攻科でその内容

を深めることができるように、専攻科の

目標達成のための基礎科目として位置づ

けられており、準学士課程から専攻科へ

と続くカリキュラムの流れも達成目標ご

資料5-1-②-1

（他の高等専門学校における授業科目の履修） 

第２５条 校長は、教育上有益と認めるときは、学生が他の高等専門学校において履修し

 た授業科目について修得した単位を、３０単位を超えない範囲で本校における授業科目

 の履修により修得したものとみなすことができる。 

２ 前項に関し、必要な事項は別に定める。 

 

（留学） 

第３４条 校長は、教育上有益と認めるときは、学生が外国の高等学校又は大学に留学す

 ることを許可することができる。 

２ 校長は、前項の規定により留学することを許可された学生について、外国の高等学校

 又は大学における履修を本校における履修とみなし、３０単位を超えない範囲で単位の

 修得を認定することができる。 

３ 校長は、前項の規定により単位の修得を認定された学生について、学年の途中におい

 ても、各学年の課程の修了又は卒業を認めることができる。 

４ 前３項に関し、必要な事項は別に定める。 
 

（出典 北九州工業高等専門学校電子規則集 学則）
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とに考えられている（資料5-1-②-6）。 

外国人留学生については、外国人留学生規則第３条により３年の教育課程を特別に編成できるよう

にしている（資料5-1-②-7）。また、留学生のニーズに対応するための科目として社会選択の中に日

本事情の科目も配置している（資料5-1-①-5）。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

本校教育目的「幅広い工学基礎と創造的技術開発能力の修得」のため、隣接分野や高度な内容を扱

う必要性が高まってきていることから、大学との協定を結び単位互換を行えるよう準備を進めている。

また、他の高等教育機関の履修科目は30単位まで履修科目単位として認定されるようにしている。 

また、社会のニーズに対応して、英語検定、漢字検定を教育に取り入れている。さらに学外実習、

短期工場見学などにより社会とのかかわりを経験することができる機会を設けている。留学生のニー

ズに対しては、留学生に配慮した教育課程編成を行っている。 

 以上から、学生のニーズ、学術の動向、社会からの要請に対して十分配慮した教育課程編成になっ

ているといえる。 
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資料 5-1-②-3

【教科名】英語Ｄ                              【学年・学科】5 年・電気電子工学科 
English D                           【単位数・期間】(必修) 2 単位・通年(週 2 時間)で合計 60 時間  

【担当教員】大谷 浩       【教員室】6 号館 1 階     【TEL】964-7317    【e-mail】otani@kct.ac.jp, 

【授業目的と概要】 
TOEIC への対応能力の養成を軸に、全般的な英語力の向上を図る。前期は e-learning ソフト「ネットアカデミー」

の「基礎英語コース」「初・中級コース」に取り組み、進捗度に応じて確認テストを行う。後期は時事的なプリント教

材をはじめ、COCET3300 による単語増強など、複数の教材を用いる。 
【授業の進め方及び履修上の注意】 
１ 前期はアルク社の「ネットアカデミー」を利用し、ユニットの進捗に伴ってペーパーテストを行う。  
２ 後期は選択した教材を用いるが、小テストなどで適宜定着度を確認する。  
３ 「ＣＯＣＥＴ3300」を適宜利用するので、指示に基づいて各自ＵＮＩＴを進めておくこと。    
４ リスニング問題用に各自イヤホンを持参すること。 

授 業 項 目 内    容 時間 
【前期】 
授業ガイダンス 
 
ネットアカデミー「基礎英語コ

ース」 
 
ネットアカデミー「初中級コー

ス」 

  
授業の進め方,予習復習の仕方,小テスト,参考書説明 
 
基礎英語リスニングコース 30 ユニット 
基礎英語リーディングコース 30 ユニット 
TOEIC Bridge 演習 6 回分 
リスニング力強化コース 20 ユニット 
リーディング力強化コース 20 ユニット 
演習コース 10 ユニット 
パート演習 7 ユニット  中間・終了テスト 

 
  2 
 
28 

期末試験   

【後期】 
時事問題を扱う英語記事 
単語補強、その他 
 
 

 
http://www.breakingnewsenglish.com/ からの記事を毎時間２つから３つ読

み進め、COCET3300 を利用して単語力増強を図る。 
 
 

 
30 
 
 

 

期末試験   
【達成目標】 
・TOEIC 400 点レベルの語彙を習得し、同レベルの英文を読んで理解で

きる。 
・英文読解に必要な基本的文法が理解できる。 
・簡単な日常的会話を聞き取ることができる。 
・4000 語レベルの語彙を含む英文を辞書を使って読むことができる。 

【使用 e-learning ソフト】 
「ネットアカデミー（基礎英語コース、初

中級コース）」（アルク社） 
 
【参考サイト】 
 http://www.breakingnewsenglish.com/ 
  http://cocet.nime.ac.jp/ 
 

北九州高専目標 (E)①③⑤ 
JABEE 基準 1(1) (f) 

成績 
評価 

【評価基準】 
 TOEIC で 400 点相当の得点が取れるレベルに達しているか、

平易な英文で書かれた時事記事を辞書を使って読み取れるか。 
基本的な単語力を身につけているか。 
【評価方法】 
 期末試験 70%, 小テスト 20%, 残り 10%は、TOEIC、英検、

全校一斉英単語テストなどの取り組みを英語科内規に準じて評

価する。 

【オフィスアワ－】 
水曜日 午後 3 時から 4 時 

  
（出典 平成 18 年度シラバスより）
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資料 5-1-②-5

（出典 平成 17 年度短期工場見学実施計画書より抜粋）

資料 5-1-②-4

電子制御工学科

学籍番号 氏名 企業名 実習期間 実習場所
1 4323 中山聡子 三菱電機ビルテクノサービス株式会社 ７月２６日（火）～８月５日（金） 東京都小平市
2 4340 安本　誠 NHK北九州放送局 ７月２５日（月）～７月２９日（金） 北九州市
3 4313 桑原潤一郎 株式会社カンノ製作所 ８月３日（水）～８月９日（火） 北九州市
4 4329 節原晃司 株式会社カンノ製作所 ８月３日（水）～８月９日（火） 北九州市
5 4321 手島　渉 NECテレネットワークス株式会社 ８月１日（月）～８月５日（金） 東京都
6 4328 廣川まどか 中外製薬株式会社 ８月８日（月）～８月１２日（金） 神奈川県鎌倉市
7 4332 益城　啓 ㈱有薗製作所 ８月２２日（月）～８月２６日（金） 北九州市
8 4305 今澤　潤 出光興産株式会社　徳山製油所 ７月２５日（月）～８月４日（木） 山口県周南市
9 4316 東雲輝之 株式会社イクシスリサーチ ８月２２日（月）～８月２６日（金） 神奈川県川崎市

10 4306 岩野大樹 ランテックソフトウエア ７月２５日（月）～７月２９日（金） 北九州市
11 4325 新倉直也 ランテックソフトウエア ７月２５日（月）～７月２９日（金） 北九州市
12 4333 松田翔太 Ｓｋｙ株式会社（福岡支社） ８月２２日（月）～８月２６日（金） 福岡市
13 4301 浅尾　勁 株式会社ジュピターテレコム ８月２２日（月）～８月２６日（金） 福岡市
14 4304 井口実里 株式会社ジュピターテレコム ８月２２日（月）～８月２６日（金） 福岡市
15 4310 川島　学 株式会社ジュピターテレコム ８月２２日（月）～８月２６日（金） 福岡市
16 4341 吉牟田淳基 株式会社日立ハイテクノロジーズ ７月２５日（月）～８月５日（金） 茨城県ひたちなか市

17 4320 筒井和馬 有限会社九州ＴＡＣＴ ７月２５日（月）～７月２９日（金） 北九州市
18 4319 佃　寛介 株式会社三井ハイテック ８月１日（月）～８月５日（金） 北九州市
19 4330 古本博紀 富士通株式会社 ８月８日（月）～８月１２日（金） 福岡市
20 4315 榮　亜由美 日本フィルター工業株式会社（田川工場）  ８月１７日（水）～８月２３日（火）８月２０日（土）を含む 田川市
21 4334 松浪昇平 日本フィルター工業株式会社（田川工場）  ８月１７日（水）～８月２３日（火）８月２０日（土）を含む 田川市
22 4337 森　　貴 日本フィルター工業株式会社（田川工場）  ８月１７日（水）～８月２３日（火）８月２０日（土）を含む 田川市
23 4302 安髙哲夫　 株式会社タカギ ８月８日（月）～８月１２日（金） 北九州市
24 4318 高宮　剛 株式会社タカギ ８月２２日（月）～８月２６日（金） 北九州市
25 4324 永田尚人 株式会社タカギ ８月２２日（月）～８月２６日（金） 北九州市
26 4314 小樋圭祐 キヤノン販売株式会社 ８月２２日（月）～８月２６日（金） 東京都港区
27 4303 愛宕丈史 東陶機器 ８月２２日（月）～８月２６日（金） 北九州市
28 4335 御手洗祐介 有限会社西日本カーサービス ８月２２日（月）～８月２６日（金） 北九州市

平成１７年度学外実習参加者一覧

 

（出典 教務資料 5 学科の中より抜粋）
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資料 5-1-②-6

 

 

（出典 JABEE 自己点検書引用裏付資料表 6 より抜粋）
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資料 5-1-②-7 

 

 

（出典 外国人留学生教育課程特別編成依頼通知より） 
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観点５－２－①： 教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが

適切であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされて

いるか。（例えば，教材の工夫，少人数授業，対話・討論型授業，フィールド

型授業，情報機器の活用，基礎学力不足の学生に対する配慮等が考えられ

る。） 

（観点に係る状況）  

教育目的「幅広い工学基礎と創造的技術開発力の修得」に沿って見ると、工学の基礎知識から専門

知識、創造的実践力までの修得を幅広くカバーするために、教育課程に講義、演習、実験、実習の形

態の授業が取り入れられている（資料5-2-①-1）。低学年から高学年に、基礎から応用までの専門科

目の講義を段階的に配置し、実践力育成のため、基礎から応用的なものまで、各学年の講義内容の進

度に合わせて段階的に実験・実習と演習科目を配置している（例えば資料5-1-①-14、資料5-2-①-

2）。実験実習は少人数のグループに分かれ複数の実験室で行っている。また、情報分野の知識の習

得のために、全学科とも電算機室などを利用した演習を行っている。また多くの講義科目においても

授業の中で課題・演習を行わせ、それらも評価に加えている（例えば 資料5-2-①-3）。１学年の数

学では、専攻科学生を演習補助者（TA；ティーチングアシスタント）にした演習も行っている。 

教育目的「国際社会で尊敬され、信頼される国際センスの修得」に沿って見ると、英語教育に関し

ては、読解力、記述力、会話力などのコミュニケーション能力の育成のため、授業にはe-learning、

TOEIC Bridge等を取り入れた演習を行っている。これらの授業を行うためLL教室などのマルチメディ

ア教育実習施設を整備している。また本校教員が作成に関わった「高専生のための必修英単語3300

（COCET3300）」を取り入れた授業（資料5-1-②-3）を行うほか、専門学科でも演習を中心とした工

業英語の授業を高学年で行っている（資料5-1-①-5）。国語系の科目についても漢字検定を取り入れ

るなどして演習を行いながら、読解力や表現力の育成を図っている。これらの工夫は教育研究集会な

どでも発表を行っている（資料5-2-①-4）。本校教員が開発した「COCET3300」は平成17年度高専教

員研究集会で文部科学大臣賞を受賞した（資料5-2-①-5）。 

教育目的「地球にやさしい技術を開発できる心豊かな人間性の涵養」に沿って実施されている人文

・社会系科目の授業形態は基本的には講義であるが、調査や発表、討論、レポート報告など演習や実

習を取り入れる工夫を行っている（例えば資料5-2-①-6）。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 それぞれの教育目的を達成するために、講義、演習、実験・実習の科目を適切に組み合わせ段階的

に教育課程に配置している。また、e-learningシステムや自主開発教材を利用したり、外部検定試験

を授業に取り入れるなどの工夫も行っている。講義科目でもそれぞれ課題・演習を行い学習指導上の

工夫を行っている。 

以上から、教育の目的に照らして、それぞれの授業形態のバランスは適切であり、内容に応じた適

切な工夫がなされている。 
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資料 5-2-①-1(その 1)
一般科目（各学科共通）(平成１５年度入学生・４年生）　

１年 ２年 ３年 ４年 ５年

講義 2
講義 2
講義 2 2
講義 2 2
講義 2
講義 2
講義 2
講義 2 2
講義 4
講義 2
講義 4
講義 4 4
講義 2
講義 2 2

講義(実験) 4
講義(実験) 4 2 2

演習 2
保：講義
体：実習 9 2 2

実習 1
講義 8
講義 2 2
講義 2
講義 2 2
講義 2 2
講義 2 2
講義 2 2

(26) (22)
演習 1 1 自由選択
演習 1 1
演習 2 1 1
演習 2 2 自由選択
演習 2 2 自由選択（基礎ネットワーキング単位取得者のみ）

講義 4 2 2
講義 4 2 2 ４年で２単位、
講義 4 2 2
講義 4 2 2 ５年で２単位修得
講義 4 2 2
講義 4 2 2
講義
講義
講義 12 12
実習
講義
講義

44 29 15

6 4 2

118 35
(26) (22) （　）は物質化学工学科

(26) (22) （　）は物質化学工学科

６ 授 業 科 目
各 ２単 位 を 開 設 し、
２ 単 位 修 得

授業
形態

選択科目開設単位数計

英 語 Ｂ Ⅱ

英 語 Ａ Ⅲ

社
　
会

数
　
学

基 礎 情 報 処 理

保 健 ・ 体 育

微 分 積 分 Ⅱ

選　　択
体育系

英 語 Ｂ

英 語 Ｃ

国語系
社会系

2

24
必 修 科 目 単 位 数 計

開 設 単 位 数 計

英語系
経営系

選
　
　
択
　
　
科
　
　
目

選択科目修得単位数計

数 学 演 習
英 語 演 習

数学系
一般総合

ド イ ツ 語 Ｂ

音 楽

ド イ ツ 語 Ａ

外
　
国
　
語

英 語 Ａ

英 語 Ｄ

経 済 学

基礎ネットワーキング

地 理 学
比 較 文 化 論

民 俗 学
法 学
応用ネットワーキング

哲 学 （ 倫 理 学 ）

日 本 文 化 論

理
科

歴 史 学
基 礎 数 学 Ⅰ
基 礎 数 学 Ⅱ

微 分 積 分 Ⅰ

代 数 幾 何
微 分 方 程 式
物 理 Ⅰ
化 学

単位数

国 語 Ⅰ
国 語 Ⅱ

現 代 文

  授   業   科   目  

国
　
語

近 代 文 学
必
　
　
　
　
　
修
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
目

地 理
人 間 関 係 論

4

2

備　　　考

2
2

2

学  年  別  配  当

2
2

4

4
(4) (0)
2

2
1
4 4

3

74

2

24
18 2

（　）は物質化学工学科

24 24
18 17

6

18 10 4修 得 単 位 数 計 80
24 24

 機械工学科　（平成１８～１４年度入学生・１～５年生）

１年 ２年 ３年 ４年 ５年

物 理 Ⅱ 講義 2 2
応 用 物 理 実験 1 1
応 用 数 学 講義 2 2
機 械 工 学 基 礎 講義 1 1
情 報 処 理 演習 4 2 2
材 料 学 講義 2 1 1
生 物 工 学 概 論 講義 1 1
機 構 学 講義 1 1
工 業 力 学 講義 2 2
材 料 力 学 講義 4 2 2
熱 力 学 講義 2 2
エ ネ ル ギ ー 工 学 講義 2 2 蒸気工学・内燃機関を含む

伝 熱 工 学 講義 2 2
水 力 学 講義 2 2
流 体 力 学 講義 1 1
機 械 工 作 法 講義 3 1 2 工作機械を含む

機 械 加 工 学 講義 1 1
設 計 工 学 講義 3 1 2 機械要素を含む

機 械 工 学 演 習 演習 1 1
機 械 基 礎 製 図 演習 4 1 3
Ｃ Ａ Ｄ 演 習 演習 3 3
設 計 製 図 演習 4 2 2
電 気 電 子 工 学 講義 2 2
自 動 制 御 講義 1 1
計 測 ・ 制 御 講義 2 2
メカトロニクス工学 講義 1 1
振 動 工 学 講義 1 1
工 業 英 語 演習 2 1 1
工 学 基 礎 実 験 実験 2 2
工 作 実 習 実習 6 3 3
工 学 実 験 実験 5 3 2
卒 業 研 究 実験 10 10

80 7 10 18 22 23
応 用 物 理 特 論 講義 1 1
複 素 関 数 講義 1 1
Ｃ Ａ Ｅ 演 習 演習 1 1
新 素 材 材 料 学 講義 1 1
学 外 実 習 実習 1 1
工 作 実 習 基 礎 実習 1 1
流 体 機 械 講義 1 1
確 率 ・ 統 計 基 礎 講義 1 1
材 料 力 学 特 論 講義 1 1 弾性力学を含む
精 密 加 工 学 講義 1 1
基礎ディジタル回路 講義 1 1
ロ ボ ッ ト 工 学 講義 1 1
工 業 英 語 演 習 演習 1 1
品 質 管 理 講義 1 1

14 6 8
7 2 5
94 7 10 18 28 31
87 7 10 18 24 28

118 24 24 18 35 17
80 24 24 18 10 4

212 31 34 36 63 48
167 31 34 36 34 32

一 般 科 目 修 得 単 位 数 計
開 設 総 単 位 数 計
修 得 総 単 位 数 計

必 修 科 目 単 位 数 計

選
　
　
択
　
　
科
　
　
目

選 択 科 目 修 得 単 位 数 計
専 門 科 目 開 設 単 位 数 計
専 門 科 目 修 得 単 位 数 計
一 般 科 目 開 設 単 位 数 計

単位数
学  年  別  配  当

備　　　考

選 択 科 目 開 設 単 位 数 計

  授   業   科   目  

必
　
　
　
　
　
修
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
目

２単位以上修得

５単位以上修得

授業
形態

（出典 平成 18 年度教育課程表より作成）
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資料5-2-①-1(その2)
電気電子工学科　（平成１８～１５年度入学生 ・ １～４年生）

１年 ２年 ３年 ４年 ５年

応 用 数 学 Ⅰ 講義 2 2
応 用 数 学 Ⅱ 講義 2 2
物 理 Ⅱ 講義 2 2
応 用 物 理 講義 2 2
電 気 電 子 製 図 実習 2 2
情 報 処 理 Ⅰ 講義 1 1
情 報 処 理 Ⅱ 講義 2 2
情 報 処 理 Ⅲ 講義 2 2
数 値 計 算 法 講義 2 2
画 像 処 理 工 学 講義 1 1
電 気 電 子 基 礎 演 習 演習 2 2
電気電子工学演習Ⅰ 演習 2 2
電気電子工学演習Ⅱ 演習 1 1
電 気 回 路 Ⅰ 講義 1 1
電 気 回 路 Ⅱ 講義 2 2
電 気 回 路 Ⅲ 講義 2 2
電 気 回 路 Ⅳ 講義 2 2
電 気 電 子 計 測 工 学 講義 2 2
電 気 磁 気 学 Ⅰ 講義 2 2
電 気 磁 気 学 Ⅱ 講義 2 2
電 子 回 路 Ⅰ 講義 2 2
電 子 回 路 Ⅱ 講義 2 2
電 子 工 学 講義 2 2
半 導 体 工 学 講義 1 1
電 気 電 子 材 料 Ⅰ 講義 1 1
電 気 電 子 材 料 Ⅱ 講義 2 2
電 気 機 器 Ⅰ 講義 2 2
電 気 機 器 Ⅱ 講義 1 1
デ ィ ジ タ ル 回 路 講義 1 1
基 礎 制 御 工 学 Ⅰ 講義 2 2
基 礎 制 御 工 学 Ⅱ 講義 1 1
パワーエレクトロニクス 講義 1 1
高 電 圧 工 学 講義 2 2
電 力 工 学 講義 2 2 発電工学、変電工学

電 力 シ ス テ ム 工 学 講義 1 1
エネルギー変換工学 講義 1 1
工 業 英 語 講義 1 1
工 学 基 礎 実 験 実験 2 2
電 気 電 子 基 礎 工 学 実 験 実験 2 2
電 気 電 子 計 測 工 学 実 験 実験 3 3
電気電子情報工学実験 実験 3 3
電気電子制御工学実験 実験 3 3
電気電子応用工学実験 実験 2 2
卒 業 研 究 実験 9 9

85 7 10 17 24 27
学 外 実 習 実習 1 1
レ ー ザ 工 学 講義 1 1
電気法規及び施設管理 講義 1 1
品 質 管 理 講義 1 1
ロ ボ ッ ト 工 学 講義 2 2

6 1 5
0 2

( 1 ) ( 1 ) (　)は｢学外実習｣修得の者
91 7 10 17 25 32

24 29
( 25 ) ( 28 ) (　)は｢学外実習｣修得の者

118 24 24 18 35 17
80 24 24 18 10 4
209 31 34 35 60 49

34 33
( 35 ) ( 32 ) (　)は｢学外実習｣修得の者

備　　　考

選 択 科 目 開 設 単 位 数 計

  授   業   科   目  

２単位以上修得

選
択
科
目

必 修 科 目 単 位 数 計

専 門 科 目 開 設 単 位 数 計

単位数
学  年  別  配  当

87

必
　
　
　
　
　
　
修
　
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
　
目

選 択 科 目 修 得 単 位 数 計 2

授業
形態

一 般 科 目 開 設 単 位 数 計

一 般 科 目 修 得 単 位 数 計
開 設 総 単 位 数 計

専 門 科 目 修 得 単 位 数 計

修 得 総 単 位 数 計 167 31 34 35

7 10 17

  電子制御工学科　（平成１８～１４年度入学生・１～４年生）

１年 ２年 ３年 ４年 ５年

応 用 数 学 講義 4 2 2
物 理 Ⅱ 講義 2 2
工 業 英 語 演習 1 1
力 学 講義 2 2
電 気 磁 気 学 講義 2 2
電 気 回 路 Ⅰ 講義 1 1
電 気 回 路 Ⅱ 講義 2 2
電 気 回 路 Ⅲ 講義 1 1
電 気 回 路 特 論 講義 2 2
電 磁 波 ・ 光 工 学 講義 2 2
電 子 基 礎 講義 2 2
電 子 物 性 講義 1 1
電 子 回 路 Ⅰ 講義 2 2
電 子 回 路 Ⅱ 講義 2 2
パ ル ス 回 路 講義 2 2
情 報 伝 送 講義 2 2
計 測 工 学 講義 2 2
制 御 機 器 Ⅰ 講義 2 2
制 御 機 器 Ⅱ 講義 2 2
制 御 理 論 Ⅰ 講義 2 2
制 御 理 論 Ⅱ 講義 2 2
信 号 処 理 講義 2 2
制 御 基 礎 講義 2 2
情 報 処 理 Ⅰ 講義(演習) 2 2
情 報 処 理 Ⅱ 講義 2 2
情 報 処 理 Ⅲ 講義 2 2
情 報 処 理 演 習 演習 2 2
論 理 回 路 講義 2 2
電 子 計 算 機 講義 2 2
計 算 機 シ ス テ ム 講義 2 2
数 値 計 算 法 講義 2 2
制 御 工 学 演 習 演習 1 1
シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 講義 2 2
工 学 基 礎 実 験 実験 2 2
電子制御工学実験実習 実験・実習 11 3 3 3 2
卒 業 研 究 実験 9 9

85 7 10 16 23 29
学 外 実 習 実習 1 1
半 導 体 工 学 講義 1 1
シ ス テ ム 工 学 講義 1 1
人 工 知 能 講義 1 1
ロ ボ ッ ト 工 学 講義 1 1

5 1 4
0 2

( 1 ) ( 1 ) (　)は｢学外実習｣修得の者
90 7 10 16 24 33

23 31
( 24 ) ( 30 ) (　)は｢学外実習｣修得の者

118 24 24 18 35 17
80 24 24 18 10 4

208 31 34 34 59 50
33 35

( 34 ) ( 34 ) (　)は｢学外実習｣修得の者
34

7 10 16

修 得 総 単 位 数 計 167 31 34

一 般 科 目 開 設 単 位 数 計
一 般 科 目 修 得 単 位 数 計
開 設 総 単 位 数 計

専 門 科 目 修 得 単 位 数 計

専 門 科 目 開 設 単 位 数 計

単位数
学  年  別  配  当

87

選 択 科 目 修 得 単 位 数 計 2

備　　　考

選 択 科 目 開 設 単 位 数 計

  授   業   科   目  

２単位以上修得

選
択
科
目

必 修 科 目 単 位 数 計

必
　
　
　
　
　
　
修
　
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
　
目

授業
形態

 

 
制御情報工学科　（平成１８～１５年度入学生・１～４年生）

１年 ２年 ３年 ４年 ５年

制 御 数 学 講義 2 2
数 値 計 算 法 講義 2 2
物 理 Ⅱ 講義 2 2
情 報 処 理 講義 2 2
コ ン ピ ュ ー タ 基 礎 講義 2 2
ア ル ゴ リ ズ ム 講義 2 2
図 学 講義 1 1
力 学 講義 2 2
材 料 力 学 Ⅰ 講義 2 2
熱 シ ス テ ム 工 学 講義 3 3
水 力 学 講義 2 2
流 動 シ ス テ ム 工 学 講義 3 3
機 素 講義 2 2
機 械 工 作 法 講義 2 2
セ ン サ 工 学 講義,演習 3 3
基 礎 制 御 工 学 講義 2 2
制 御 工 学 講義 2 2
電 気 電 子 基 礎 講義,演習 2 2
デ ィ ジ タ ル 回 路 講義,演習 3 3
工 業 英 語 演習 3 1 2
基 礎 製 図 演習 4 2 2
Ｃ Ａ Ｄ 講義,演習 3 3
工 学 基 礎 実 験 実験 2 2
加 工 実 習 実習 6 3 3
設 計 製 作 演習 4 2 2
制 御 情 報 実 験 実験 3 3
応 用 制 御 情 報 実 験 実験 2 2
卒 業 研 究 実験 9 9

77 7 10 18 20 22
学 外 実 習 実習 1 1
材 料 力 学 Ⅱ 講義 2 2 ２単位以上修得
コンピュータアーキテクチャ 講義 2 2
アクチュエータ 工学 演習 3 3
応 用 セ ン サ 工 学 演習 3 3
シ ス テ ム 制 御 工 学 講義 2 2 ８単位以上修得
デ ィ ジ タ ル 制 御 講義 2 2
振 動 工 学 講義 2 2
品 質 管 理 講義 1 1
ロ ボ ッ ト 工 学 講義 1 1
伝 熱 工 学 講義 2 2

21 5 16
2 8

( 3 ) ( 7 ) (　)は｢学外実習｣修得の者

98 7 10 18 25 38
22 30

( 23 ) ( 29 ) (　)は｢学外実習｣修得の者
118 24 24 18 35 17
80 24 24 18 10 4
216 31 34 36 60 55

32 34
( 33 ) ( 33 ) (　)は｢学外実習｣修得の者

36

7 10 18

修 得 総 単 位 数 計 167 31 34

一 般 科 目 開 設 単 位 数 計
一 般 科 目 修 得 単 位 数 計
開 設 総 単 位 数 計

専 門 科 目 修 得 単 位 数 計

専 門 科 目 開 設 単 位 数 計

単位数
学  年  別  配  当

87

選 択 科 目 修 得 単 位 数 計 10

備　　　考

選 択 科 目 開 設 単 位 数 計

  授   業   科   目  

必 修 科 目 単 位 数 計

選
　
択
　
科
　
目

必
　
　
　
　
　
修
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
目

授業
形態

 物質化学工学科　（平成１５年度入学生 ・４年生）

１年 ２年 ３年 ４年 ５年

生 物 講義 2 2
基 礎 化 学 演 習 Ⅰ 演習 1 1
基 礎 化 学 演 習 Ⅱ 演習 1 1
基 礎 化 学 演 習 Ⅲ 演習 1 1
分 析 化 学 講義 2 2
無 機 化 学 講義 2 2
情 報 処 理 講義 2 2
有 機 化 学 講義 4 2 2
高 分 子 化 学 講義 2 2
基 礎 生 物 化 学 講義 1 1
基 礎 化 学 工 学 講義 2 2
物 理 Ⅱ 講義 2 2
応 用 物 理 講義 2 2
物質化学工学設計製図 演習 4 2 2
物 理 化 学 講義 6 2 2 2
化 工 数 学 講義 2 2
工 業 英 語 演習 1 1
物 理 化 学 演 習 演習 1 1
単 位 操 作 講義 4 4
機 械 工 学 基 礎 講義 1 1
電 気 工 学 基 礎 講義 2 2
品 質 管 理 講義 1 1
環境資源エネルギー工学 講義 1 1
基 礎 生 物 化 学 工 学 講義 2 2
生 物 反 応 工 学 講義 1 1
工 学 基 礎 実 験 実験 2 2
基 礎 化 学 実 験 実験 1 1
無機・分析化学実験 実験 2 2
有 機 化 学 実 験 実験 2 2
物 理 化 学 実 験 実験 2 2
卒 業 研 究 実験 10 10

69 6 10 17 17 19
計 算 機 化 学 講義 1 1
安 全 工 学 講義 1 1
無 機 化 学 Ⅱ 講義 2 2
精 密 分 離 工 学 講義 1 1
触 媒 化 学 講義 1 1
物 質 工 学 講義 2 2
化 学 反 応 工 学 講義 1 1
応 用 化 学 工 学 演 習 演習 2 2
応 用 化 学 工 学 実 験 実験 2 2
機 器 分 析 実 験 実験 2 2

15 6 9
食 品 殺 菌 工 学 講義 1 1
生 物 材 料 化 学 講義 1 1
食 品 工 学 講義 2 2
酵 素 工 学 講義 1 1
発 酵 工 学 講義 1 1
生 物 化 学 工 学 演 習 演習 1 1
微 生 物 工 学 講義 2 2
応 用 生 物 工 学 講義 2 2
生 物 工 学 実 験 実験 2 2
生 物 化 学 工 学 実 験 実験 2 2

15 6 9
学 外 実 習 1 1
遺 伝 子 工 学 講義 1 1
構 造 解 析 学 講義 1 1 共通選択科目は、４・５年
高 分 子 材 料 工 学 講義 1 1 で３単位修得
有 機 工 業 化 学 講義 1 1

5 1 4
104 6 10 17 30 41

23 31
( 24 ) ( 30 ) (　)は｢学外実習｣修得の者

118 26 22 18 35 17
80 26 22 18 10 4
222 32 32 35 65 58

33 35
( 34 ) ( 34 ) (　)は｢学外実習｣修得の者

備　　　考

共 通 選 択 科 目 単 位 数 計

  授   業   科   目  

共
　
　
通
　
　
必
　
　
修
　
　
科
　
　
目

共通必修科目 単位 数計

応用化学工学コース必修科目単位数計

生物化学工学コース必修科目単位数計

生
物
化
学
工
学
コ
ー

ス
必
修
科
目

共
通
選
択
科
目

授業
形態

専門科目開設 単位 数計

単位数
学  年  別  配  当

87

応
用
化
学
工
学
コ
ー

ス
必
修
科
目

一般科目開設 単位 数計
一般科目修得 単位 数計
開 設 総 単 位 数 計

専門科目修得 単位 数計

修 得 総 単 位 数 計 167 32 32 35

6 10 17

 

（出典 平成 18 年度教育課程表より作成） 
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資料5-2-①-2 

【教科名】電子制御工学実験実習                        【学年・学科】5 年・電子制御工学科  
Experiments of Electronics & Control Engineering【単位数・期間】(必修) 2 単位・前期(週 4 時間)で合計 60 時間 

【担当教員】添田・太屋岡・井田・中島・松久保・新任教員 【教員室】4 号館 2,3,4,5 階  
【TEL】964-7280 【e-mail】soeda@kct.ac.jp 

【授業目的と概要】 
 電子制御工学の基本的知識とその応用について、実験実習を通じて経験し、習得させることを目的とする。 

【授業の進め方及び履修上の注意】（準備する道具や前提となる知識） 
 基礎的な実験実習テーマを選択し、グループに分かれて、実験実習を行う。全テーマについて報告書を提出しなけれ

ばならない。報告書は期限内に提出することが大切である。 

授 業 項 目 内    容 時間 
【前期】 
1）シミュレーションによる手

動制御と PID 制御 
2）熱系のＰＩＤ制御とオート

チューニング制御 
 
3）PIC を用いた DC モータの

速度制御 
4）ネットワークプログラミン

グ 
5）制御 CAD による制御系設計 
6）PLD ボードを用いたプロセ

ッサ動作原理の理解 

 
1）VISSIM による制御系のシミュレーションを用いて手動制御およびジグラ

ーニコルスの限界感度法による PID 制御を行って自動制御を理解する。 
2）タンク系とドライヤーを制御対象とし、それぞれ対象の特性を求め、ＰＩ

Ｄ制御系を設計し制御を行う。またオートチューニング制御を行い、オー

トチューニングについても理解を深める。 
3）PIC を用いて，DC モータの速度制御を行い，PWM，カウンタ，エンコ

ーダ制御，割り込み処理等を学習する． 
4）基本的なネットワークプログラムを作成し基礎を理解した後，ネットワー

クを使用する簡単なゲームを作成する 
5）制御系設計ソフトウェアを用いて制御系の設計を行い、各補償方法の特徴

を確認する。 
6）PLD ボードによりメモリアクセス、命令デコードなどの具体的な動作を

理解する。 

 
10 
 
10 
 
 
10 
 
10 
 
10 
 
10 

期末試験   

【後期】 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

期末試験   
【達成目標】  
・実験テーマに関して習得した基礎知識を使うことが出来る。 
・実験の計画を行うことができる。 
・実験器具や装置を使うことができる。 
・機器類、パソコンを用いてデータを収集し、処理することができる 
・実験結果を図や表，数式等を使って分析できる。 
・報告書を作成することができる。 

【教科書】 
電子制御実験実習指導書 

【参考書】  
電気、電子、情報、制御分野の科目の教

科書 

北九州高専目標 (B)②,  (C)①②③④,  (D)①,  (E)② 
JABEE 基準 1(1) (d),  (f),  (g),  (h) 

成績 
評価 

【評価基準】実験実習内容を正確に理解し実験を実施しているか

どうかを実験態度と報告書によって評価する。 
【評価方法】 
実験態度および報告書の提出状況、報告書における結果整理、

考察などのまとめ方を各テーマごとに評価し、全テーマの評価を

総合して 終評価を行う。 

【オフィスアワー】 
 水曜日 午後３時から５時及び 
 金曜日 午後４時から５時 

  

（出典 平成18年度シラバスより） 
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資料5-2-①-4

 

（出典 北九州高専研究報告 「平成16年度に発表した著書・論文・講演題目」より抜粋）

資料5-2-①-3

期末試験   
【達成目標】 
・ラプラス変換・逆変換ができる。 
・対象の伝達関数を求めることができる。 
・周波数応答特性を求めることができる。 
・過渡応答特性を求めることができる。 
・フィードバック制御系の特性を求めることができる。 
・フィードバック制御系の基本的な設計法を示し、簡単な設計計算がで

きる。 
 

【教科書】 
やさしく学べる制御工学、今井弘之著、

森北出版 
【参考書】 

メカトロニクスのための制御工学、高木

章二著、コロナ社 
演習で学ぶ基礎制御工学、森泰親、森北

出版 

北九州高専目標  (B)②,  (D)① 
JABEE 基準 1(1)  (d),  (g) 

成績 
評価 

【評価基準】 
上記目標を達成していること 

【評価方法】 
定期試験 70%、課題演習・レポート 30%で評価を行う。 

【オフィスアワ－】 
 金曜日 午後４時から６時 

  

（出典 平成18年度シラバス・制御理論Ⅰより抜粋）
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資料5-2-①-5 

 
 

（出典 文教速報 平成18年3月） 
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資料5-2-①-6

【教科名】哲学（倫理学）（社会選択）      【学年・学科】4・5 年・全工学科 
Philosophy（Ethics）              【単位数・期間】(選択) 2 単位・通年(週 2 時間)で合計 60 時間 

【担当教員】安部 力   【教員室】1 号館 3 階   【TEL】            【e-mail】 

【授業目的と概要】 
 価値観が多様化している現代社会において、人は自由に自己の価値観を選択し、構築することが出来る。しかし一方

で、「自由」であるが故の不安や困難さも感じている。そのような状況の中、「人として」「技術者として」生きていく

上で何が重要とされるのか。また、どのような姿勢が望ましいのか。このような問題意識を下敷きにしながら、自己の

在り方を見つめ、また技術者として備えるべき意識について思索を深めていく。  
【授業の進め方及び履修上の注意】（準備する道具や前提となる知識） 
 前期は下村湖人の『論語物語』を読み解きつつ、西洋哲学の知見も交えながら、「人としての在り方」について考察

する。後期は「現代社会における倫理的問題」について考察し、討論する。毎時間配付する資料を事前に読み、論点を

把握した上で授業に参加することを必要とする。  

授 業 項 目 内    容 時間 
【前期】 
  ガイダンス 
 
 １ 富める子貢 
 ２ 伯牛疾あり 
 ３ 志を言う 
 ４ 瑚璉 
 ５ 子路の舌 
 ６ 自らを限る者 

 
・「哲学」「倫理学」とはどのような学問か。また、日本人と東アジア思想文

化の関係について。 

・「経済的格差」のもたらす心理。「経済大国日本」の在り方について。 
・「人生と向き合う」ということについて。 
・「志」のもたらすもの。「高い志」とはどのようなものか。 
・人の「器」とは何か。それを決定する基準について。 
・「正義」と「正論」の意味するものと、その背後にあるものについて。 
・「自分を知る」とはどういうことか。又そのことは何を意味するのか。 

 
2 
 

6 
6 
4 
4 
4 
4 

期末試験   

【後期】 
 ７ 技術者の倫理 
 
 ８ 「死」を扱う技術① 
 ９ 「死」を扱う技術② 
 10 「生」を扱う技術① 
 11 「生」を扱う技術② 
 12 人が生きる環境と技術 

 
・現代社会が抱える倫理的問題と、それらに対して技術者が直面する問題に

ついて。 

・「脳死臓器移植」に関する倫理的課題について。 
・「安楽死」と「尊厳死」について。 
・出生前診断と人工妊娠中絶が抱える社会的背景について。 
・生殖医療技術が抱える問題について。 
・生きる上での「自然環境」と「食糧問題」について。 

 
2 
 

8 
4 
4 
8 
4 

期末試験   
【達成目標】 
・自己の価値観を再検討・省察し、社会通念に照らした上で再構築でき

る。 
・技術者として必要な「問題意識」を論理的に把握することができる。

・他者の意見に耳を傾け、自己との相違の根拠を明確にすることができ

る。 
・自己の価値観の根拠や問題意識について論理的に表現できる。 
 

【教科書】 
「論語物語」（講談社学術文庫） 
 下村湖人著    
  
【参考書】 
「論語」（岩波文庫、朝日文庫など） 
それ以外は授業中に適宜紹介する。 

北九州高専目標 (F)①③ 
JABEE 基準 1(1) (a), (b) 

成績 
評価 

【評価基準】 
 自己と他者の価値観の根拠や、その相違をみつめた上で、自己

の方向性を創出できること。またそれらに必要な問題意識を身

に付けていること。  
【評価方法】 
 期末試験 40％、レポート 40％、発表 20％  

【オフィスアワ－】 
水曜日 午後 3 時から 5 時 

  

（出典 平成18年度シラバスより）



北九州工業高等専門学校 基準５ 

- 127 - 

観点５－２－②： 教育課程の編成の趣旨に沿って，適切なシラバスが作成され，活用されている

か。 

（観点に係る状況）  

シラバスの 初に「本校１学年から５学年の学業に関わる事項」として、資料5-2-②-1に示すよう

な内容の説明を行っている。また、各学科の教育目標、教育方針、学習上の留意点などについても記

載し、それぞれの授業科目の関連・

流れがわかるように科目系統図（資

料5-1-①-11）と教育課程表を載せ

ている。 

個々の科目内容については、授業

目的と概要、授業の進め方及び履修

上の注意、授業項目と内容及び時間

数、その科目に対応する本校の教育

目標、科目の達成目標と評価基準、

評価方法を記載している。科目の達

成目標は、具体的に「・・・でき

る」という記述にしている（たとえ

ば 資料5-2-①-6）。 

シラバスの作成にあたっては、教

務委員会でその内容を検討し、各教員に様式が配布され各教員が作成する。記載内容のチェックは教

務委員会で行い、適切なシラバスができる仕組みになっている。さらに、教員間で互いに各教科の教

授内容がどのように展開されているかを把握し、科目間の連携をとり能率の良い授業を行うためと、

学生が年間を通してどのような授業内容であるかをシラバスに記述できなかった内容を含めて把握で

きるようにするため、「月割表」（資料 5-2-②-2）を各クラスに置き、ホームページでも公開して

いる。また、学生が自学自習の点検のためのガイドラインとして使用できるように、全科目の「チェ

ックリスト」（資料 5-2-②-3）を作成し示している。 

 シラバスは１学年には全員配布され、２学年以上は各ホームルームと図書館に置かれ、自由に学生

が閲覧できるようにしている。またホームページでも閲覧可能である。学生への授業アンケートでは

シラバスについて各科目ごとに資料5-2-②-4の質問を行っている。平成17年度のアンケート集計結果

によると、十分とまではいかないまでもシラバスが活用されていることが分かる（資料5-2-②-5、ア

ンケートの全科目の集計結果は訪問調査時に閲覧可能）。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

シラバスは、教育目標、学習方法、教育課程、科目の流れとともに、各科目の具体的達成目標や評

価基準・評価方法、学習内容などが学生にわかりやすく示されている。授業アンケートにおいて、シ

ラバスが十分とは行かないまでも活用されていることがわかる。さらに学生がシラバスの内容をより

把握し、学習の点検ができるように「月割表」と「チェックリスト」を作成し学生に示している。 

以上から、教育課程の趣旨に沿って適切なシラバスが作成され、活用されている。 

 

資料5-2-②-1

     本校１学年から５学年の学業に関わる事項 

                                   教務主事 

 

１．学年制、２学期制と時間割 

 

２．授業科目と学習方法について 

２．１．授業科目 

２．２．必修科目と選択科目 

２．３．高専での学習方法について 
２．４．学習の評価 

（１）授業科目の評価 
（２）実験・実習科目の評価 

 

３．課程の修了(進級)と卒業の認定について 

３．１．単位の計算方法 
３．２．科目単位の合格認定 

３．３．学年の課程の修了(進級)および卒業の認定  

（出典 平成18年度シラバス p.5～8より抜粋）



北九州工業高等専門学校 基準５ 

- 128 - 

 

 

 

 

資料5-2-②-2

 

 

（出典 月割表より抜粋）



北九州工業高等専門学校 基準５ 

- 129 - 

 

資料5-2-②-3

 

（出典 制御理論Ⅰチェックリストより）
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資料5-2-②-5

 

（出典 本校グループウェア授業アンケート集計結果より）

資料5-2-②-4 

 
 

（出典 授業アンケートより 抜粋） 
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観点５－２－③： 創造性を育む教育方法（ＰＢＬなど）の工夫やインターンシップの活用が行

われているか。 

（観点に係る状況）  

１学年の工学基礎実験（資料5-1-①-14）では、基礎的なものづくりに関する実験を行っている。

この実験では、全学生が全学科の実験を行う。たとえば電子制御工学科の実験では、ライントレース

を行うロボットを製作させ、各組（二人一組）対抗でタイムトライアルレースを行っている（資料5-

2-③-1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料5-2-③-1

 
（出典 平成17年度九州地区国立高専教員研究集会報告書「PBL教育」より）
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その他にもそれぞれの学科の事情にあわせて創造性を育成する内容が授業に組み込まれている。た

とえば、制御情報工学科では、４、５学年の設計製作（資料5-2-③-2）で、班ごとにクレーンの設計

・製作・評価・報告を行わせている。電子制御工学科の情報処理演習（資料5-2-③-3）では、学生に

チームを組ませ、ソフトウェアの企画・設計・製作・評価・報告を行わせている。 

５学年には卒業研究で、それまでに学んだ知識をもとに、ハード、ソフト、材料、生産プロセスな

どの製作や改良などを行っている（資料5-2-③-4、卒業論文およびその評価は訪問調査時閲覧）。 

インターンシップについては、４学年の選択科目の学外実習で１週間から２週間程度の実習を行っ

ている。内容は各実習受け入れ先によって異なるが、企業には、実習担当者による評価をお願いし、

評価報告書を提出してもらっている。学生は実習レポートを作成し、その内容を発表会で報告させて

いる。会社の実習報告書、提出したレポート、発表内容を総合して成績判定を行っている。電子制御

工学科の平成 17 年度学外実習先の例を資料 5-1-②-4（実習報告書は訪問調査時に閲覧）に示してい

る。 

また、本校近隣には企業・工場が多いため、全員低学年から日帰りの工場見学を行い（資料5-1-

②-5）、社会と技術の関わりを認識させている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 実験・実習科目、卒業研究、創造性を育む実践的な講義・演習科目を組み合わせることによって、

総合的に創造性の育成を行っている。インターンシップでは、企業の中で社会との関わりを経験させ、

企業が求める職業上の能力育成を図っている。また、工場見学を低学年から数回行うことにより社会

と技術の関わりを認識させ創造性の育成を図っている。 

 以上から創造性を育む教育の工夫が行われ、インターンシップの活用が行われている。 
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資料 5-2-③-2

【教科名】設計製作              【学年・学科】4 年・制御情報工学科 
Practice of Design and Manufacturing   【単位数・期間】(必修) 2 単位・後期（週 4 時間）で合計 60 時間 

【担当教員】久池井 茂  【教員室】 8 号館 3 階   【TEL】964-7259   【e-mail】kuchii@kct.ac.jp 

【授業目的と概要】 
 工学において，実際に物を製作する時に対処しなければならない問題解決方法を実践的に学ぶ。クレーンの設計・製

作を課題として，これまでに学んだ，機械工学，制御工学などを実践し総合的に応用する。 

【授業の進め方及び履修上の注意】（準備する道具や前提となる知識） 
 クラスを１０班に分け，班毎にクレーンを１台ずつ設計製作する。設計対象の説明や，設計上の注意点を説明した後

は，重要な問題点の指摘にとどめ，学生の主体性を重視する。３次元 CADを用いてクレーンを設計し，干渉チェック等

の動作実験をパソコン上で検討する。製作するクレーンの製作案報告までを実施する。 

授 業 項 目 内    容 時間 
【前期】 
 

  

   

【後期】 
1 概要説明，構想 
2 ラフスケッチ 
3 設計，強度計算 
4 組立図製図 
5 部品図製図 
6 モータ駆動回路製作 
7 製作案報告 

 
ガイダンスと設計仕様の解説を行い，設計方針の検討を行う。 

設計方針に基づきラフスケッチを作成する。 

基本的機構と基本的寸法を決定する。 

主要部分について詳細設計し，強度計算やモータにかかる負荷を検討する。 

全ての部品形状を決定し，組立図と購入部品のリストを作成する。 

回路の製作を行う。 

部品の図面，展開図などを用いてプレゼンテーションを行う。 

 
4 

8 

8 

12 

12 

8 

8 

   
【達成目標】 
・ブレーンストーミングを行うことができる。 
・製作する過程で問題点を発見できる。 
・自主的に問題やトラブルを解決できる。 
・無の状態から機械を創造・設計することができる。 
・期限までに完成させる時間感覚を身につける。 
 

【教科書】 
 
 
 
【参考書】 
 

北九州高専目標 (B) ①②, (C) ①, (D) ①②③④⑤ 
JABEE 基準 1(1) (c), (d), (e), (g), (h) 

成績 
評価 

【評価基準】 
 設計時のアイデア創出，問題解決への対応，実用的な工学的思

考を身につけていること。 
【評価方法】 
 報告書およびプレゼンテーション 40%，実習等 60% 
 

【オフィスアワ－】 
金曜日午後３時から５時 

 

（出典 平成 18 年度シラバスより）
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 資料 5-2-③-3

【教科名】情報処理演習           【学年・学科】5 年・電子制御工学科 
Information Processing Exercise  【単位数・期間】(必修) 2 単位・通年（週 2 時間）で合計 60 時間 

【担当教員】白濱 成希（松久保 潤）【教員室】4 号館 5 階【TEL】964-7340【e-mail】naruki@kct.ac.jp， jmatsu@kct.ac.jp 

【授業目的と概要】 
 Java を用いたプログラムの設計開発評価を通じ，自ら論理的に考え，能動的なモノ創りの体験・習熟を目的とする．

また，これまで学習してきた情報技術に関する授業内容の再確認も目的に含む． 
  
【授業の進め方及び履修上の注意】（準備する道具や前提となる知識） 
 課題(開発対象)→設計書の作成，結果の考察(レポートとして提出)→修正，提案(返却)→次の課題，というサイクルを

基本に徐々に課題の難易度を上げ，アルゴリズム等も各自で調査，検討させる． 

授 業 項 目 内    容 時間 
【前期】 
A1 設計の必要性など 
 
B1 課題 1 (設計概念の理解) 
 
 
B2 課題 2 (設計書法の定着 1) 
 
 
B3 課題 3 (設計書法の定着 2) 
期末レポート 

 
設計の必要性，意味について説明し，簡単なプログラムの設計書例を配布し，

その内容を解説する． 

A1 で用いた程度の簡単なプログラムについてアルゴリズム，データ構造など

を説明した上で設計書を作成させる．これをレポートとして，提出させ，レ

ポートに修正，提案を加えて返却する． 
課題の難易度を上げ，アルゴリズムを複数与えて設計させ，コーディング結

果，アルゴリズムの妥当性等について考察，レポートとして提出させる．こ

の際前回の課題レポートを回収する． 
課題の難易度を上げ，前課題と同様の作業を行う． 

 
4 
 

4 
 
 

6 
 
 

8 
8 

期末試験   

【後期】 
C1 課題 4 (実践設計 1) 
 
 
C2 課題 5 (実践設計 2) 
 
終課題 

 
 

 
演習の流れは前期と同様とする．はじめに課題のみを説明し，アルゴリズム

などは各自で調べさせる． 

 
課題の難易度を上げ，前課題と同様の作業を行う． 
 
前課題と同様の作業を行う．達成度は口頭試問及びレポートの完成度で評価

する． 
 

 
10 
 
 

10 
 

10 
 

 

期末試験   
【達成目標】 
・プログラムの設計を行える． 
・的確なアルゴリズムやデータ構造を選択できる． 
・設計書法に沿った設計書を作成できる． 
・プログラムを評価できる． 
・ 
 

【教科書】 
 書名 新ネットワーク思考 
 出版社，著者 NHK 出版，アルバート・

ラズロ・バラバシ 
【参考書】 
 情報処理 I，II，III で用いた教科書等 
  
  

北九州高専目標 (A)②,  (B)②,  (C)①②④,  (D)①④,  (E)②, 
JABEE 基準 1(1) (c),  (d),  (f),  (g),  (h) 

成績 
評価 

【評価基準】 
 上記目標の達成度 
  
【評価方法】 
 レポート(70%)とプログラム(30%)により評価 
  

【オフィスアワ－】 
水曜日 午後 4 時から 5 時 

  
（出典 平成 18 年度シラバスより）



北九州工業高等専門学校 基準５ 

- 135 - 

 

 

資料5-2-③-4

【教科名】卒業研究                       【学年・学科】５年・電気電子工学科 
Graduation Research      【単位数・期間】(必修) 9 単位 前期 6 時間・後期 12 時間通年で合計 270 時間 

【担当教員】電気電子工学科全教員   【教員室】電気電子工学科各教員室【TEL】   【e-mail】 

【授業目的と概要】 
 本研究では講義や実験等で習得した知識を総合し、各自研究テーマに取り組み、問題点の認識と解決能力, 情報収集

とコミュニケーション能力を備えた創造的かつ実践的な技術者としての基礎を培うことができる。 

【授業の進め方及び履修上の注意】（準備する道具や前提となる知識） 
 各教員から提示された研究テーマの中から自分のテーマを選ぶ。個々の学生が研究テーマの理解, 実験, 結果の解

析を行う。2月に 終発表会を実施する。時間割に掲載された時間外にも卒業研究を実施し、 低270時間を確保する。 

 

研究課題 内    容 時間 

 (田中研究室) 

電流形PWMコンバータのディジ

タル制御 

人力発電システムの開発 

 

コンバータ入力電圧の過渡振動抑制並びに 

電圧センサレス制御 

自然エネルギー援用マイクロ人力発電システムの開発 

２７０ 

 

 

 

 

（猪俣研究室） 

卓球ロボットの基礎研究 

 

打ち返す卓球ロボット製作の基礎研究をする 

 

（小城研究室） 

ダイヤモンドの気相合成 

 

 

ブタンと水素混合ガスからテトラポッド型ダイヤモンドの合成条件を実

験的に同定することを目的としている 

 

（宮川研究室） 

超音波モータの速度制御 

 

超音波モータは優れた性能と特徴を備えているが回転むらが大きく、制御

が困難である。そのため新しい制御法を用いた位置決め制御を試みる。 

 

（加島研究室） 

鉄基磁性酸化物薄膜における

誘電特性の変化 

 

高周波反応性スパッタ法で作製した Fe2O3-Bi2O3- PbTiO3 系磁性酸化物

薄膜において、磁界印加による誘電特性の変化を研究する 

 

（福澤研究室） 

ダイヤモンド作製用大気圧マ

イクロプラズマ源の試作 

メタンプラズマ中微粒子の成

長過程 

 

プラズマアシスト熱 CVD法による大粒径ダイヤモンドの高効率作製のため

のマイクロプラズマ源の試作を行う． 

閾値光電子放出法等により微粒子発生成長機構を明らかにし，新材料創製

のための知見を得る． 

 

（油谷研究室） 

圧電素子を用いた微小変位デ

バイスの試作 ・評価 

 

強誘電体・圧電体の電気的機械的特性を分域観察等から理解するとともに

圧電性を利用した微小変位デバイスの試作評価を行う。 

 

（本郷研究室） 

酸化チタン薄膜の作成 

酸化チタン薄膜の光触媒活性

の研究 

 

陽極酸化法、電界合成法により様々な酸化チタン薄膜を作成し評価を行

う。 

酸化チタン薄膜の光触媒としての活性と結晶構造、成膜条件の関係を探る 

 

（桐本研究室） 

センサーネットワーク構築の

ための信号処理 

 

センサーモジュールで取得した各種のデータの信号処理，データ解析に関

する研究を行う． 

 

 
【達成目標】 

・ 研究テーマの内容を理解できる。 

・ 資料収集、文献検索を行い問題点を把握解決ができる。 

・ 発表会で研究成果を発表することができる。 

 

【教科書】 

 

【参考書】 

北九州高専目標 (C)①②③④，(D)①④⑤，(E)②，(F)② 

ＪＡＢＥＥ基準 1(1)  (d),(f),(h) 

成

績

評

価 

【評価基準】 

卒業研究に対する学生の自主的かつ積極的な取り組みを も重視

する。 

【評価方法】指導教員による日常の取り組み姿勢，卒業論文等の評

価（70%）,全教員による発表会での発表, 質問に対する応答に対す

る評価(30%)により総合的に評価する。 

【オフィスアワ－】 

水曜日 午後３時から５時 

  
（出典 平成18年度シラバス・電気電子工学科卒業研究より）
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観点５－３－①： 成績評価・単位認定規定や進級・卒業認定規定が組織として策定され，学生に

周知されているか。また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，進級認

定，卒業認定が適切に実施されているか。 

（観点に係る状況）  

本校では、「学業成績の評価等に関する規則」（資料5-3-①-1）を定め、学業成績は、試験の成績、

平素の成績、出席状況等を総合して評価するとしている。授業科目の履修成績はA+、A、B+、B、C+、

C、D+、D、F1、F2の10種の評語をもって表し、A+、A、B+、B、C+、C、D+、Dを合格としている。学年

成績は平均評点（GPA）で計算し、課程修了の条件を、評点と科目の評語、出席時間数によって規定

している。シラバスには科目ごとの評価基準と評価方法を示し、これに沿って具体的な成績評価を行

っている。全科目の定期試験の答案は、答案返却期間を設け、その間に学生に返却し解答と配点の説

明を行っている。 

試験を受けることのできなかった者に対する追試験についても規則で規定している（資料5-3-①-

1）。 

 進級と卒業に関しては、成績判定会議を開き、各学生のデータを下に慎重に判定を行っている。科

目の評語にF1がある場合は課程修了仮認定となり、科目担当教員の指導に従って学習し、当該年度中

にDの評語を得た時点で課程修了を認める。このため年度末には再試験の期間を設定している（資料

5-3-①-2）。再試の結果については、学科で再試結果確認会議を行い、各科目の再試験問題の適切性

資料5-3-①-1
○北九州工業高等専門学校学業成績の評価等に関する規則 

（昭和５３年７月６日）

（規則 第４号）

第１章 総則 

（目的） 

第１条 この規則は、試験、学業成績の評価及び各学年の課程修了の認定等について定め

ることを目的とする。 
第２章 試験 

（試験） 

第２条 試験は、原則として定期試験及び中間試験（以下「試験」という。）とする。 

２ 定期試験は各学期の末に、中間試験は各学期の中間の時期に行う。 

３ 平素の成績で評価し得る授業科目については、試験を行わないことがある。 
（追試験） 

第３条 次の各号に掲げる事由により、試験を受けることができなかつた者については、

願い出により追試験を行うことができる。 
（１）疾病（医師の診断書を要する。） 

（２）忌引 

（３）学校が命じた場合 

（４）その他やむを得ないと認められる事由（事由の証明を要する。） 

２ 追試験を受験しようとする者は、「追試験受験願」（別紙様式）を学級担任を経て授業

担当教員に提出し、その許可を受けなければならない。 

３ 追試験の日程は、授業担当教員が定める。 
第３章 学業成績の評価 

（各授業科目の成績表示及び成績評価） 

第４条 各授業科目の成績の得点、評語及び評点は、次の区分による。 

     

得   点 評 語 評 点 

９５～１００ Ａ＋ ４ 

９０～ ９４ Ａ ４ 

８５～ ８９ Ｂ＋ ３．５ 

８０～ ８４ Ｂ ３ 

７５～ ７９ Ｃ＋ ２．５ 

７０～ ７４ Ｃ ２ 

６５～ ６９ Ｄ＋ １．５ 

６０～ ６４ Ｄ １ 

３０～ ５９ Ｆ１ ０ 

 ０～ ２９ Ｆ２ ０ 

２ 学業成績は、学期成績と学年成績とに区分し、授業科目ごとに評価する。 

３ 各授業科目の学業成績は、試験の成績、平素の成績、出席状況等を総合して得点で評

価する。 

４ やむを得ないと認められる事由により追試験を受験できなかつた者の学期成績及び学

年成績は、当該試験以外の試験の成績、平素の成績、出席状況等を総合して評価するこ

とができる。ただし、この場合の得点は７０点を限度とする。 

５ 前条第１項の各号に該当しないと認められた者又は懲戒処分を受けたため試験を受験

することができなかつた者の当該授業科目の試験の成績は０点とする。 

６ 試験において不正行為を行つた者は、当該授業科目以降の受験を認めない。また、当

該試験期間中におけるすべての試験（通常授業中に試験として実施したものを含む。）の

成績は０点とする。  

 

 

 

 

 

７ 特別活動の評価は、合格又は不合格とする。 

（平均評価） 

第５条 学期成績及び学年成績の平均評点（以下「ＧＰＡ」という。）は、次の方法で計算

する。 

   ＧＰＡ＝（科目評点×単位数）の総和／総単位数 

２ 必要数を超えて取得した選択科目がある場合は、高得点の科目から順に必要科目数の

みをＧＰＡの計算に算入し、その他の選択科目の成績は、ＧＰＡの計算から除外する。

３ 学外で取得した科目の得点は、ＧＰＡの計算から除外する。 
第４章 課程修了の認定 

（課程修了の認定） 

第６条 各学年の課程修了は、次の各号のすべてを満たした者に対して、校長が認定する。

ただし、次の各号のすべてを満たした者であつても、評語「Ｆ１」の科目がある者は課

程修了仮認定とする。 

 （１）学年ＧＰＡが１．３０以上であること。 

 （２）評語「Ｆ２」がないこと。 

 （３）特別活動の評価が、合格であること。 

 （４）欠課時間数が純授業時間数の３分の１を超えた科目がないこと。 

 （５）学校行事の出席時間数が、学校行事総時間数の３分の２以上であること。 

２ 学年ＧＰＡが１．３０未満であつても、課程修了認定に必要な科目のすべての評点が

１．０以上であれば、特例として校長は課程修了を認定する。 

３ 課程修了仮認定の者は、評語「Ｆ１」の授業担当教員の指導に従つて学習し、当該年

度中に「Ｄ」の評語を得た時点で、校長が課程修了を認める。 

４ 当該年度中に評語「Ｆ１」の科目が解消されないときは、校長はその者の課程修了仮

認定を取り消すものとする。 

 （学年の修了） 

第７条 第５学年の課程を修了した者は、全学年の課程を修了したものとする。 
（留年） 

第８条 課程修了を認定されない者は、留年とする。 

２ 休学の場合を除き、引き続き２年を超えて同一学年に在学することはできない。 
第５章 雑則 

（学業成績の通知及び証明書の交付） 

第９条 学期成績又は学年成績の保護者への通知及び学業成績証明書の交付は、評語又は

評点によるものとする。 
（雑則） 

第１０条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は、別に定める。 

 

 

 

 

 

 

  

（出典 電子規則集・北九州高専学業成績の評価等に関する規則より）
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と答案内容・評価の確認を客観的に行っている。それらの結果を及落認定・卒業認定会議に提出し認

定を行う。F1の科目が解消されない場合はその者の課程修了仮認定は取り消される（資料5-3-①-1）。 

 これらの規則は、学生便覧およびシラバスに記載し（資料5-2-②-1）、ガイダンスで説明するなど

して学生に周知を図っている。 

 図書館に、PE、FE、技術士関係の解説本や受験問題集、他大学・高専のテキスト、外国の大学テキ

ストなどを置き、これらを参考に各教員が水準の確認と維持に努めている。共通科目においては、学

内外での教科研究への参加と実践を通して水準の維持、確認と向上を図っている。試験問題の水準、

適切さについては、観点5-②-2で述べたように授業内容が、「月割表」に基づいて行われており、ま

た教科内容も「チェックリスト」で開示し、それに基づく出題であるため極端なばらつきは無いと認

識している。 

各科目のシラバスに記載した評価方法に基づく評価結果は、評価に使用した成績データ、評価算出

法とともに表にまとめ、試験問題と模範解答、採点基準と配点、各学生の答案（またはコピー）とと

もにファイルにして閲覧室に保管し教員に開示している（訪問調査時閲覧可能）。また試験問題と模

範解答および配点については試験終了後に各学科の学科長にも提出することとなっている。もし、適

切さに欠く試験などがあれば、学科、教務委員会で指導することを可能にしている。 

 平成18年度より準学士課程の一部の科目を高専機構が定めている学修単位科目にしたため、自学自

習時間を合わせ45時間が１単位認定条件になることの説明を学生に行うとともに、その説明をシラバ

スにも記載し、該当科目についてはシラバスの科目名の横に「学修単位科目」の表記をしている（資

料5-3-①-3、シラバスは訪問調査時閲覧）。 

資料5-3-①-2 

 

（出典 平成17年度後学期学校行事より抜粋） 
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（分析結果とその根拠理由）  

「学業成績の評価等に関する規則」を定め、学生便覧、シラバスに掲載して学生に周知を図ってお

り、各科目の評価基準、評価方法についてもシラバスに明示している。答案は学生に返却し、解答し

ている。各科目の試験問題と答案、評価方法とそれに基づく成績集計表をファイルにして開示し、さ

らに試験問題と解答については学科長に提出し、その適切さを学科でチェックできる体制をとってい

る。進級、卒業についてはそれぞれ判定会議を行い、各学生の成績に基づき慎重に判定を行っている。 

 以上のことから、成績評価、単位認定、進級・卒業の認定の規程が組織として策定され、学生に周

知されている。これらの規定に基づき、成績評価、単位認定、進級・卒業認定が適切に行われている。 

 

 

 
資料5-3-①-3

 
 

（出典 平成18年度シラバス 

「本校1学年から5学年の学業に関わる事項」

から抜粋）
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観点５－４－①： 教育課程の編成において，特別活動の実施など人間の素養の涵養がなされるよ

う配慮されているか。 

（観点に係る状況）  

準学士課程では、教育目標 G「社会の一員としての自覚、倫理観をもち、心豊かな人間性を有する

技術者」を育成するため、学修プログラム（資料1-1-①-6）により教育内容を具体化する指針を与え、

資料5-4-①-1に示すような科目の授業、特別活動を行っている。特別活動は１学年から３学年までの

時間割に通年１単位時間が組み込まれており、学修プログラムの指針に従い様々な指導が行われてい

る（資料5-1-①-17、資料5-4-①-1）。特別活動については、学業成績の評価等に関する規則の中で、

課程修了の条件として合格することが規定されている（資料5-4-①-2）。また、毎週水曜日には、全

学生および全教職員で清掃活動を行っている（資料5-4-①-3）。 

また低学年から毎年、授業の中で短期工場見学（日帰りの工場見学）を行い、社会性を身につけさ

せるようにもしている（資料 5-1-②-5）。その他にも、進路指導セミナー、各学科持ち回りでの特

別講義、特別講演も開催している（資料 5-4-①-4）。 

資料5-4-①-1

（出典 平成18年度前学期授業時間割より）
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（分析結果とその根拠理由）  

人間性の素養の涵用がなされるように社会性・人間性教育に関する教育目標を掲げ、具体的な指針

を学修プログラムで示し、授業、特別活動、清掃活動、特別講義などを行っている。特別活動につい

ては、学業成績の評価等に関する規則の中で課程修了条件として規定している。 

 以上のことから、教育課程の編成において、人間の素養の涵養がなされるように配慮されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料5-4-①-2 
第４章 課程修了の認定 

（課程修了の認定） 

第６条 各学年の課程修了は、次の各号のすべてを満たした者に対して、校長が認定する。ただし、次の各

号のすべてを満たした者であつても、評語「Ｆ１」の科目がある者は課程修了仮認定とする。 

 （１）学年ＧＰＡが１．３０以上であること。 

 （２）評語「Ｆ２」がないこと。 

 （３）特別活動の評価が、合格であること。 

 （４）欠課時間数が純授業時間数の３分の１を超えた科目がないこと。 

 （５）学校行事の出席時間数が、学校行事総時間数の３分の２以上であること。 

２ 学年ＧＰＡが１．３０未満であつても、課程修了認定に必要な科目のすべての評点が１．０以上であれ

ば、特例として校長は課程修了を認定する。 

３ 課程修了仮認定の者は、評語「Ｆ１」の授業担当教員の指導に従つて学習し、当該年度中に「Ｄ」の評

語を得た時点で、校長が課程修了を認める。 

４ 当該年度中に評語「Ｆ１」の科目が解消されないときは、校長はその者の課程修了仮認定を取り消すも

のとする。 

 （学年の修了） 

第７条 第５学年の課程を修了した者は、全学年の課程を修了したものとする。 

（留年） 

第８条 課程修了を認定されない者は、留年とする。 

２ 休学の場合を除き、引き続き２年を超えて同一学年に在学することはできない。  
（出典 電子規則集・北九州高専学業成績の評価等に関する規則より抜粋） 

資料5-4-①-3 

 
（出典 平成18年度前期時間割より） 

資料5-4-①-4

                    （出典 学生課資料より） 
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観点５－４－②： 教育の目的に照らして，生活指導面や課外活動等において，人間の素養の涵養

が図られるよう配慮されているか 

（観点に係る状況）  

教育目標である「社会の一員としての自覚、倫理観をもち、心豊かな人間性を有する技術者」を育

成するため、新入生集団宿泊研修、３学年オリエンテーション、４学年長期工場見学旅行、歩行大会、

体育祭、高専祭、クラスマッチ、駅伝大会など様々な学校行事が行われている（資料5-4-②-1）。こ

れらの学校行事については、学業成績の評価等に関する規則の中で、出席時間数が課程修了の条件と

して規定されている（資料5-4-①-2）。 

クラブ活動は活発に行われており、その成果として毎年多くの競技において全国高専大会に出場し、

高体連の競技でも良い成績を収めている（資料5-4-②-2、資料5-4-②-3）。英会話研究部、ブラスバ

ンド部など文化部の活動も活発である。また、ロボットコンテスト、プログラミングコンテストの活

資料5-4-②-1 

        （出典 平成18年度学生便覧より） 
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動も活発で 近５年間に全国大会に３回の出場（内1回は優勝）を果たしている（資料5-4-②-4）。

学生会活動も活発に行われており、体育祭、高専祭、クラスマッチ、駅伝大会などの学校行事は、厚

生補導委員会の指導のもとに、学生会が中心となり実施されている。 

教員は全員オフィスアワーを設定し、学生個々の生活・学習指導にあたっている（オフィスアワー

記録簿は訪問調査時に閲覧可能）。 

寮生に対しては学生寮委員会が中心になって指導しており、教員も毎日交代で宿直し、寮生の生活

・学習指導にあたっている（資料5-4-②-5）。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

社会性・人間性の育成のために様々な学校行事を実施している。学校行事への参加については、学

業成績の評価等に関する規則の中で課程修了の条件として規定している。クラブ活動やロボットコン

テスト、プログラミングコンテストなどの課外活動、学生会活動も活発で、それぞれ多くの実績を上

げている。オフィスアワーによる個々の学生指導や寮での学生指導体制も整っている。 

 以上のことから、生活指導面や課外活動等において、人間の素養の涵養が図られるように配慮され

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料5-4-②-2 

 
       （出典 本校機関誌「志遠」第44号より） 
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資料 5-4-②-3 

（出典 本校機関誌「志遠」第 45 号より）



北九州工業高等専門学校 基準５ 

- 144 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料5-4-②-4

アイデア対決・全国高専ロボットコンテスト成績一覧

回数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16
西暦 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
元号 Ｓ63 Ｈ元 Ｈ2 Ｈ3 Ｈ４ Ｈ５ Ｈ６ Ｈ７ Ｈ８ Ｈ９ Ｈ１０ Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５

テーマ
乾電池ｶｰ・
ｽﾋﾟｰﾄﾞﾚｰｽ

ｵｸﾄﾊﾟｽ・
ﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ

ﾆｭｰﾄﾛﾝ・
ｽﾀｰ

ﾎｯﾄﾀﾜｰ
ミステリー
サークル

ステップ
ダンス

スペース
フライヤー

ドリーム
タワー

ﾃｸﾉ
ｶｰﾎﾞｰｲ

花開蝶来 生命上陸
ｼﾞｬﾝﾌﾟ・ﾄｳ-･
ｻﾞ･ﾌｭｰﾁｬｰ

ﾐﾚﾆｱﾑ・
ﾒｯｾｰｼﾞ

鼎・かなえ

九州地区
大会会場

― ― ― 久留米 北九州 熊本電波 八代 都城 有明 鹿児島 佐世保 大分 久留米 北九州 熊本電波 八代

優　勝 － － － ○久留米 ○久留米 ○熊本電波 ○熊本電波 ○都城 ○佐世保 ○北九州 ○有明 ○佐世保 ○熊本電波 ○北九州 ○北九州

準優勝 － － － ○佐世保 ○佐世保 ○八代 ○佐世保    大分 ○久留米 　　八代 　　北九州 ○熊本電波 　熊本電波 　佐世保

３　位 － － － ○有明 － － － － － － － － － － － －

アイデア賞 － － － ○北九州 ○都城 ○佐世保 ○都城 ○八代 ○北九州 ○久留米 ○都城 ○久留米 　　北九州 熊本電波

技術賞 － － － 　熊本電波 ○都城 　　有明 　　有明 　熊本電波 ○北九州 鹿児島

芸術賞 － － － ○北九州 ※北九州

－ － －
優秀賞
○有明

優秀賞
○有明

ﾃﾞｻﾞｲﾝ賞
久留米

NECｸﾞﾙｰﾌﾟ
賞 八代

審査員賞
○佐世保

ﾃﾞｻﾞｲﾝ賞
※北九州B

－ － －
省ｴﾈﾙｷﾞｰ
ｾﾝﾀｰ賞
鹿児島

ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ
賞

○鹿児島

全国大会
（国技館） 出場① 出場②出場③ 出場④ × × × × 出場⑤ 出場⑥ 出場⑦

※エキジビ
ジョン出場 × 出場⑧出場⑨出場⑩

優　勝 沼津 久留米 仙台電波 東京 一関 旭川 豊田 都立航空 徳山 都城 豊田 宮城 詫間電波 北九州 東京都立

準優勝 久留米 詫間電波 久留米 徳島 岐阜 八代 奈良 米子 明石 一関 長岡 石川 岐阜

アイデア賞
一関
松江

鈴鹿
育英
松江

八戸、
ｽﾗﾊﾞﾔ電子工学

有明
徳山

豊田 都城 八代 群馬 北九州 松江 広島商船 釧路

技術賞 有明
一関

　鳥羽
八戸

佐世保
金沢 秋田 小山 鶴岡 富山商船 八戸 熊本電波 米子 北九州

アイデア
倒れ賞

東京 長岡、福島
茨城、豊田

八代
佐世保、

沼津
鳥羽
鶴岡

奈良
鶴岡

福井
鶴岡

釧路
久留米
釧路

東京都立 広島商船 長岡 豊田

芸術賞 小山 札幌市立

電気事業連
合会賞八戸

特別賞
'福井

特別賞:
北九州

完全燃賞
長岡

ﾍﾞｽﾄ
ﾃﾞｻﾞｲﾝ賞

富山

優秀賞
久留米

省ｴﾈﾙｷﾞｰ
ｾﾝﾀｰ賞

宮城

※エキジ
ビジョン出
場

大賞
ミステリー
サークル賞

都城

ステップ
ダンス賞

福井

スペース
フライヤー
賞　奈良

ドリーム
タワー賞
新居浜

ﾃｸﾉ
ｶｰﾎﾞｰｲ賞
大島商船

花開蝶来賞
福井

生命上陸
旭川

ロボコン大
賞

徳山

ロボコン大賞

長岡
ロボコン大賞

東京都立  
       （出典 北九州工業高等専門学校ホームページ ロボットコンテストより）

資料5-4-②-5 

 
（出典 宿日直割振表より） 
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＜専攻科課程＞ 

観点５－５－①： 準学士課程の教育との連携を考慮した教育課程となっているか。 

（観点に係る状況）  

専攻科は、機械工学科と電気電子工学科を母体とした生産工学専攻、電子制御工学科と制御情報工

学科を母体とした制御工学専攻、物質化学工学科を母体とした物質化学工学専攻で構成される。 

準学士課程では、専門学科の一つの専門分野の工学基礎知識・専門技術を学び、その分野の専門性

を身につける。専攻科では、これらの専門知識の深化に加え、さらにこれを核とし、他分野の工学知

識を身につけることにより、広い視野から問題をとらえ解決することができる素養を涵養する教育課

程を編成している。本校では、準学士課程４学年から専攻科２学年の間の教育課程を「生産デザイン

工学」教育プログラムとし、準学士課程と専攻科課程の連続性を考慮している。 

生産工学専攻は、機械工学と電気電子工学の分野の専門科目、制御工学専攻は、電子制御工学（電

子系）と制御情報工学（機械系）の

分野の専門科目、物質化学工学専攻

では応用化学工学と生物化学工学の

分野の専門科目の修得を行う。さら

に他分野の専門科目を修得すること

を目的として、３専攻の分野の専門

基礎科目を共通履修科目として配置

している（資料 5-5-①-1）。 

準学士課程から専攻科へ続くカリ

キュラムの流れは、それぞれの科目

の内容と関連性などから教育目標ご

とに検討されている（資料5-5-①-

2）。また、準学士課程と専攻科課

程の連続したカリキュラムの流れを

科目系統図としてシラバスにも示し

ている（資料5-1-①-11、資料5-1-

①-12）。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

専攻科では、準学士課程で身につけた専門工学の知識を深化し、さらに他分野の工学知識を修得す

ることにより広い視野から総合的に問題を解決する能力を育成する教育課程を編成している。準学士

課程から専攻科へ続くカリキュラムの流れは教育目標ごとに検討している。 

 以上のことから、専攻科の教育課程は準学士課程との連携を考慮した教育課程となっている。 

 

 

 

資料5-5-①-1

 
（平成17年JABEE自己点検書より）
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 資料5-5-①-2

 

 
 

（出典 平成17年JABEE自己点検書 表6より抜粋）
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観点５－５－②： 教育の目的に照らして，授業科目が適切に配置（例えば，必修科目，選択科目

等の配当等が考えられる。）され，教育課程の体系性が確保されているか。また，

授業の内容が，全体として教育課程の編成の趣旨に沿って，教育の目的を達成す

るために適切なものになっているか。 

（観点に係る状況）  

教育課程の編成について概観する。一般科目として、全専攻にわたって、英語、国語、社会系科目

を配置している。また、数学・自然科学・情報の科目および３専攻の専門分野の工学の基礎科目を全

専攻の共通専門基礎科目として配置している。各専攻にはそれぞれの分野の専門科目が配置されてい

る（資料5-5-②-1）。専攻科課程では、資料5-1-①-4に示すように、教育目的を達成するために具体

的な教育目標A～Fを設定しており、それぞれの具体的目標を達成するために科目が配置されている

（資料5-5-②-2、資料5-5-②-3）。 

次に教育目標に照らして分析を行う。なお、現在教育課程が学年進行で移行中であるため、ここで

は平成18年度入学生の教育課程について述べる。 

教育目標 A「技術内容の高度化に対応できる基礎学力（数学、自然科学、情報）と自己学習能力

を持つ技術者」に沿って見ると、全専攻にわたる共通科目として、工学の基礎となる数学・自然科学

・情報の理数系科目を専門基礎必修科目として１学年と２学年に配置している。 

資料5-5-②-1(その1)

講義 1 1

演習 1 1

講義 1 1

演習 1 1

講義 2 2

6 3 1 1 1

講義 2 2 ２単位以上修得

講義 2 2

4 2 2

2 以上

講義 2 2

講義 2 2

講義 2  2

講義 2 2

講義 2 2

講義 2 2

講義 1 1

実験･実習 1 1

講義 1 1

講義 1 1

講義 1 1

講義 1 1

講義 1 1

講義 1 1

20 7 5 7 1

講義 2 2

講義 2 2   

講義 2 2 ８単位以上

講義 2 2 修得

講義 2 2

講義 2 2

講義 2 2

講義 2

講義 2

講義 2

講義 1

21 0 6 0 15

8 以上

51 10 14 8 19

36 以上

授業
形態

2

2

2

1

専 攻 科 特 論 Ⅲ

専 攻 科 特 論 Ⅰ

技 術 者 倫 理

固 体 力 学 Ⅰ

専 攻 科 特 論 Ⅳ

修 得 単 位 数 計

情 報 理 論 Ⅱ

物 理 化 学 特 論

専 攻 科 特 論 Ⅴ

選
　
択
　
科
　
目

固 体 力 学 Ⅱ

電 気 回 路 学 Ⅱ

専
　
　
　
門
　
　
　
基
　
　
　
礎
　
　
　
科
　
　
　
目

選 択 科 目 開 設 単 位 数 計

開 設 単 位 数 計

単位数

英 語 講 読 Ⅱ

英語運用能力演習Ⅱ

選 択 科 目 修 得 単 位 数 計

必 修 科 目 単 位 数 計

必
　
修
　
科
　
目

代 数 学 基 礎

材 料 科 学 特 論

現 代 技 術 論

学　年　別　配　当

制 御 工 学 特 論

エ ネ ル ギ ー 論

現 代 物 理 学

確 率 ・ 統 計

選 択 科 目 修 得 単 位 数 計

選 択 科 目 開 設 単 位 数 計

英語運用能力演習Ⅰ

社 会 科 学 特 論

１　年
前期 前期 後期後期

２　年

専 攻 科 特 論 Ⅱ

一般科目及び専門基礎科目（生産工学専攻）（平成１８年度入学生）　　　　　　　

ア ジ ア 地 域 論

英 語 講 読 Ⅰ

文 章 表 現 論

必 修 科 目 単 位 数 計

一
　
　
　
般
　
　
　
科
　
　
　
目

必
修
科
目

備　　考  授   業   科   目  

材 料 科 学

複 合 工 学 実 験

電 気 回 路 学 Ⅰ

制 御 工 学 概 論

情 報 理 論 Ⅰ

工 業 化 学

物 理 数 学

選
択
科
目

 

講義 1 1

演習 1 1

講義 1 1

演習 1 1

講義 2 2

6 3 1 1 1

講義 2 2 ２単位以上修得

講義 2 2

4 2 2

2 以上

講義 2 2

講義 2 2

講義 2  2

講義 2 2

講義 2 2

講義 2 2

講義 1 1

実験･実習 1 1

講義 1 1

講義 1 1

講義 1 1

講義 1 1

講義 1 1

19 7 5 6 1

講義 2 2

講義 2 2   

講義 1 1 ７単位以上

講義 2 2

講義 2 2 修得

講義 2 2

講義 2 2

講義 2 2

講義 2

講義 2

講義 2

講義 1

22 0 6 1 15

7 以上

51 10 14 8 19

34 以上

2

2

1

物 理 数 学

複 合 工 学 実 験

電 気 回 路 学 Ⅰ

情 報 理 論 Ⅰ

工 業 化 学

制 御 工 学 概 論

エ ネ ル ギ ー 論

2専 攻 科 特 論 Ⅱ

材 料 科 学 特 論

現 代 技 術 論

固 体 力 学 Ⅰ

制 御 工 学 特 論

材 料 科 学

  授   業   科   目  
前期

社 会 科 学 特 論

選
択
科
目

授業
形態

後期

学　年　別　配　当

一般科目及び専門基礎科目（制御工学専攻）（平成１８年度入学生）　　　　　　　

ア ジ ア 地 域 論

英 語 講 読 Ⅰ

文 章 表 現 論

必 修 科 目 単 位 数 計

一
　
　
　
般
　
　
　
科
　
　
　
目

必
修
科
目

備　　考１　年 ２　年

選 択 科 目 開 設 単 位 数 計

専 攻 科 特 論 Ⅰ

現 代 物 理 学

確 率 ・ 統 計

選 択 科 目 修 得 単 位 数 計

選 択 科 目 開 設 単 位 数 計

前期 後期

単位数

英 語 講 読 Ⅱ

英語運用能力演習Ⅱ

選 択 科 目 修 得 単 位 数 計

必 修 科 目 単 位 数 計

必
　
修
　
科
　
目

代 数 学 基 礎

専 攻 科 特 論 Ⅲ

専 攻 科 特 論 Ⅳ

英語運用能力演習Ⅰ

修 得 単 位 数 計

情 報 理 論 Ⅱ

物 理 化 学 特 論

専 攻 科 特 論 Ⅴ

選
　
択
　
科
　
目

固 体 力 学 Ⅱ

電 気 回 路 学 Ⅱ

専
　
　
　
門
　
　
　
基
　
　
　
礎
　
　
　
科
　
　
　
目

開 設 単 位 数 計

技 術 者 倫 理

                              （出典 平成18年度シラバスより）
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資料5-5-②-1(その2)

講義 1 1

演習 1 1

講義 1 1

演習 1 1

講義 2 2

6 3 1 1 1

講義 2 2 ２単位以上修得

講義 2 2

4 2 2

2 以上

講義 2 2

講義 2 2

講義 2  2

講義 2 2

講義 2 2

講義 2 2

講義 1 1

実験･実習 1 1

講義 1 1

講義 1 1

講義 1 1

講義 1 1

18 6 5 6 1

講義 2 2

講義 2 2   

講義 2 2 ８単位以上

講義 2 2 修得

講義 2 2

講義 2 2

講義 2 2

講義 2

講義 2

講義 2

講義 1

21 0 6 0 15

8 以上

49 9 14 7 19

34 以上

授業
形態

2

2

2

1

  授   業   科   目  

複 合 工 学 実 験

電 気 回 路 学 Ⅰ

制 御 工 学 概 論

物 理 数 学

社 会 科 学 特 論

専 攻 科 特 論 Ⅱ

一般科目及び専門基礎科目（物質化学工学専攻）（平成１８年度入学生）　　　　　

ア ジ ア 地 域 論

英 語 講 読 Ⅰ

文 章 表 現 論

選
択
科
目

必 修 科 目 単 位 数 計

一
　
　
　
般
　
　
　
科
　
　
　
目

必
修
科
目

備　　考

材 料 科 学 特 論

現 代 技 術 論

技 術 者 倫 理

固 体 力 学 Ⅰ

情 報 理 論 Ⅰ

前期 前期 後期後期

学　年　別　配　当

制 御 工 学 特 論

エ ネ ル ギ ー 論

現 代 物 理 学

確 率 ・ 統 計

選 択 科 目 修 得 単 位 数 計

選 択 科 目 開 設 単 位 数 計

英語運用能力演習Ⅰ

１　年 ２　年

選 択 科 目 開 設 単 位 数 計

専 攻 科 特 論 Ⅰ

開 設 単 位 数 計

単位数

英 語 講 読 Ⅱ

英語運用能力演習Ⅱ

選 択 科 目 修 得 単 位 数 計

必 修 科 目 単 位 数 計

必
　
修
　
科
　
目

代 数 学 基 礎

専 攻 科 特 論 Ⅲ

専 攻 科 特 論 Ⅳ

修 得 単 位 数 計

情 報 理 論 Ⅱ

物 理 化 学 特 論

専 攻 科 特 論 Ⅴ

選
　
択
　
科
　
目

固 体 力 学 Ⅱ

電 気 回 路 学 Ⅱ

専
　
　
　
門
　
　
　
基
　
　
　
礎
　
　
　
科
　
　
　
目

 

実験 4 2 2   

実験 6 3 3

演習 2 1 1

演習 2   1 1

14 3 3 4 4

講義 2 2

講義 2  2

講義 2 2

講義 2 2

講義 2 2

講義 2 2

講義 2 2

講義 2  2

講義 2  2

講義 2 2

講義 2 2

実習 2 2

24 6 6 6 6

12 以上

38 9 9 10 10

26 以上

51 10 14 8 19

36 以上

89 19 23 18 29

62 以上

生産工学専攻　　　（平成１８年度入学生）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

開 設 総 単 位 数 計

修 得 総 単 位 数 計

選
　
　
　
択
　
　
　
科
　
　
　
目

気 体 プ ラ ズ マ 特 論

特 別 実 習

メ カ ト ロ ニ ク ス 特 論

一般科目及び専門基礎科目修得単位数計

必
修
科
目

必 修 科 目 単 位 数 計

生 産 加 工 学

燃 焼 工 学

流 れ 学 特 論

材 料 強 度 学 特 論

熱 流 動 工 学

一般科目及び専門基礎科目開設単位数計

選 択 科 目 開 設 単 位 数 計

選 択 科 目 修 得 単 位 数 計

専 門 科 目 開 設 単 位 数 計

専 門 科 目 修 得 単 位 数 計

電 磁 気 特 論

電 気 電 子 回 路 特 論

電 子 デ バ イ ス 特 論

生 産 設 計 工 学 特 論

生 産 工 学 特 別 研 究 Ⅰ

生 産 工 学 輪 講 Ⅱ

  授   業   科   目  単位数

生 産 工 学 特 別 研 究 Ⅱ

生 産 工 学 輪 講 Ⅰ

授業
形態

１２単位以上
修得

学　年　別　配　当

備　　考１　年 ２　年

前期 後期 前期 後期

 （出典 平成18年度シラバスより）



北九州工業高等専門学校 基準５ 

- 149 - 

 

 

資料5-5-②-1(その3)

実験 4 2 2   

実験 6 3 3

演習 2 1 1

演習 2   1 1

14 3 3 4 4

講義 2 2

講義 2 2

講義 2 2

講義 2 2

講義 2 2  

講義 2 2  

講義 2 2

講義 2  2

実習 2 2

18 4 4 6 4

14 以上

32 7 7 10 8

28 以上

51 10 14 8 19

34 以上

83 17 21 18 27

62 以上

制御工学専攻　　　（平成１８年度入学生）        　　　　　　　　 　

選
　
　
　
択
　
　
　
科
　
　
　
目

修 得 総 単 位 数 計

１４単位以上
修得

備　　考１　年 ２　年

前期 後期

学　年　別　配　当

制 御 工 学 特 別 研 究 Ⅰ

制 御 工 学 輪 講 Ⅱ

  授   業   科   目  単位数

制 御 工 学 特 別 研 究 Ⅱ

制 御 工 学 輪 講 Ⅰ

授業
形態

専 門 科 目 修 得 単 位 数 計

前期 後期

専 門 科 目 開 設 単 位 数 計

電 磁 ア ク チ ュ エ ー タ

知 識 情 報 処 理

計 算 幾 何 学

デ ィ ジ タ ル 画 像 解 析

デ ィ ジ タ ル 信 号 処 理

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 工 学

開 設 総 単 位 数 計

選 択 科 目 開 設 単 位 数 計

特 別 実 習

必
修
科
目

必 修 科 目 単 位 数 計

コ ン ピ ュ ー タ 制 御 論

ニューロコンピューティング

一般科目及び専門基礎科目修得単位数計

選 択 科 目 修 得 単 位 数 計

一般科目及び専門基礎科目開設単位数計

 

実験 4 2 2   

実験 6 3 3

演習 2 1 1

演習 2   1 1

14 3 3 4 4

講義 2 2

講義 2 　 2

講義 2 2

講義 2 2

講義 2 2

講義 2 2

講義 2 2

講義 2 2  

講義 2 2

講義 2 2

講義 2 2

実習 2 2

24 8 8 8 0

14 以上

38 11 11 12 4

28 以上

49 9 14 7 19

34 以上

87 20 25 19 23

62 以上

授業
形態

開 設 総 単 位 数 計

物 質 化 学 工 学 特 別 研 究 Ⅱ

物 質 化 学 工 学 輪 講 Ⅰ

必
修
科
目

必 修 科 目 単 位 数 計

量 子 化 学 Ⅰ

量 子 化 学 Ⅱ

専 門 科 目 修 得 単 位 数 計

化 学 熱 力 学

物質化学工学専攻　　　（平成１８年度入学生）　　　　　　　　　　　　　　　　　

一般科目及び専門基礎科目開設単位数計

反 応 工 学 特 論

生 物 化 学 工 学

後期 前期 後期

選 択 科 目 修 得 単 位 数 計

細 胞 工 学

応 用 微 生 物 学

修 得 総 単 位 数 計

選
　
　
　
択
　
　
　
科
　
　
　
目

特 別 実 習

有 機 化 学 特 論

機 能 材 料 化 学

専 門 科 目 開 設 単 位 数 計

選 択 科 目 開 設 単 位 数 計

高 分 子 化 学 特 論

ファインセラミックス工学

一般科目及び専門基礎科目修得単位数計

１４単位以上
修得

物 質 化 学 工 学 特 別 研 究 Ⅰ

物 質 化 学 工 学 輪 講 Ⅱ

  授   業   科   目  単位数

学　年　別　配　当

備　　考１　年 ２　年

前期

（出典 平成18年度シラバスより）
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資料5-5-②-2 

学習・教育目標達成のための専門科目(共通科目)  
 

( )内数字は単位数、選のついている科目は選択科目、ついていない科目は必修科目を表す。 
専攻科 学習・教育 

目標 1 年 2 年 

① 
エネルギー論（②） 
物理数学（②） 
技術者倫理（②） 

現代物理学（②） 
 

A 
② 

代数基礎（②） 
応用数値計算法（②） 
エネルギー論（②） 
物理数学（②） 
技術者倫理（②） 

確率・統計（②） 
現代物理学（②） 
現代技術論（②） 
 

① 物理数学（②）  
B 

② 物理数学（②）  
①   
②   
③   

C 

④   
①  現代技術論（②） 
②  現代技術論（②） 
③   
④   

D 

⑤   

① 

英語講読 I（①） 
英語運用能力演習Ⅰ（①） 
アジア地域論（選②）注８ 
[放送大学科目] 注８ 

コミュニケーションⅡ（②） 
英語講読Ⅱ（①）注９ 
英語運用能力演習Ⅱ（①）注９

近代文学論（選②）注８ 
文章表現論（選②）注８注９ 
[放送大学科目] 注８ 

② アジア地域論（選②）注８ 
 

近代文学論（選②）注８ 
現代技術論（②） 

③ 
英語講読 I（①） 
英語運用能力演習Ⅰ（①） 
[放送大学科目] 注８ 

コミュニケーションⅡ（②） 
英語講読Ⅱ（①）注９ 
英語運用能力演習Ⅱ（①）注９

[放送大学科目] 注８ 

④ 
英語講読 I（①） 
英語運用能力演習Ⅰ（①） 
[放送大学科目] 注８ 

コミュニケーションⅡ（②） 
英語講読Ⅱ（①）注９ 
英語運用能力演習Ⅱ（①）注９

[放送大学科目] 注８ 

E 

⑤ [放送大学科目] 注８ 
コミュニケーションⅡ（②） 
英語運用能力演習Ⅱ（①）注９

[放送大学科目] 注８ 

① 

アジア地域論（選②）注８ 
技術者倫理（②） 
[放送大学科目] 注８ 

近代文学論（選②）注８ 
文章表現論（選②）注８注９ 
経済工学特論（選②）注８ 
社会科学特論（選②）注８注９

[放送大学科目] 注８ 

② 
技術者倫理（②） 経済工学特論（選②）注８ 

社会科学特論（選②）注８注９

現代技術論（②） 

F 

③ 技術者倫理（②） 現代技術論（②） 
注１：物質化学工学科４年は２単位まで専門科目として開設。      
注２：一般総合選択の６科目の中から１科目２単位を取得すること。   
注３：平成 11・12 年度本科入学生は１単位。平成 13・14 年度本科入学生は２単位。 
注４：平成 11・12 年度本科入学生のみ開設。 
注５：留学生対象の選択科目。留学生は４年次で「法学」，「民俗学」，「哲学（倫理学）」，

「地理学」，「比較文化論」，「経済工学」，「日本事情」の７科目から１科目を履修す

ること。５年次では，「法学」，「民俗学」，「哲学（倫理学）」，「地理学」，「比較文化

論」，「経済工学」のうち単位未取得の１科目を履修すること。    
注６：４年次では「法学」，「民俗学」，「哲学（倫理学）」，「地理学」，「比較文化論」，「経済

工学」の６科目から１科目を履修し，５年次で単位未取得の１科目を履修すること。 
注７：「基礎ネットワーキング」の単位取得者のみ。 
注８：専攻科一般科目の選択科目については放送大学科目で読み替えることができる。選

択科目「近代文学論」，「アジア地域論」，「経済工学特論」と放送大学科目「英語基

礎 A」，「経営工学概論」，「日本国憲法」の中から２科目４単位以上取得すること。

ただし，放送大学科目の中で学習・教育目標のＥ―①③④⑤に該当するのは「英語

基礎Ａ」，Ｆ―①に該当するのは「経営工学概論」と「日本国憲法」である。 
注９：平成１９年度開講。  

（出典 平成18年度シラバスより） 
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資料5-5-②-3(その1)

（出典 平成18年度シラバスより）
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資料5-5-②-3(その2)

学習・教育目標達成のための専門科目(電気工学科※及び電気電子工学科，生産工学専攻) 

                
 

( )内数字は単位数，選のついている科目は選択科目，ついていない科目は必修科目を表す。 
専攻科 学習・教育  

目標 1 年 2 年 

① 

固体力学(選④) 
固体力学Ⅰ（①）注 10 

固体力学ＩＩ（選②）注 10 

物理化学特論(選④) 
工業化学（①）注10 

物理化学特論（選②）注 10 

電磁気特論（選②）注 11 

 

［放送大学科目］ 

計測制御特論(選④) 

制御工学概論(①）注 10  

制御工学特論（選②）注 10 

情報理論基礎(選④) 
情報理論Ⅰ(①）注 10  

情報理論ＩI（選②）注 10 

材料科学(選④) 
材料科学（①）注 10 

材料科学特論（選②）注 10 

気体プラズマ特論(選②)注17 

［放送大学科目］ 

A 

② 

固体力学(選④) 
固体力学Ⅰ（①）注 10 

固体力学ＩＩ（選②）注 10 

電気回路学(選④) 

電気回路学Ⅰ（①）注 10  

電気回路ＩI（選②）注 10 

情報理論基礎(選④) 
情報理論Ⅰ(①）注 10 

情報理論Ⅱ（選②）注10 

 

① 

固体力学(選④) 
固体力学Ⅰ（①）注 10 

固体力学ＩＩ（選②）注 10 

電気回路学(選④) 

電気回路学Ⅰ（①）注 10  

電気回路ＩI（選②）注 10 

物理化学特論(選④) 
工業化学（①）注10 

物理化学特論（選②）注 10 

材料強度学特論（選②）注 12 

生産加工学（選②） 

流れ学（選②）注 13 

燃焼工学(選②)注 19 

電磁気特論（選②）注 11 

電気電子回路特論（選②）注１４ 

複合工学実験（①）注 15 

専攻科特論ＩＩ～ＩＶ(選②)注 16 

専攻科特論Ｖ(選①)注 16 

情報理論基礎 （選④） 
情報理論Ⅰ(①）注 10 

情報理論Ⅱ（選②）注10 

計測制御特論 （選④） 
制御工学概論(①）注10  

制御工学特論（選②）注 10 

材料科学(選④) 
材料科学（①）注 10  

材料科学特論（選②） 

材料強度学特論（選②）注12 

熱流動工学（選②） 

生産設計工学特論（選②） 

燃焼工学(選②)注19 

応用電子工学Ⅰ（選②）注 18 
電子デバイス特論（選②）注 18 

気体プラズマ特論(選②)注17 

メカトロニクス特論(選②) 

専攻科特論Ｉ～ＩＶ(選②)注 16 

専攻科特論Ｖ(選①)注 16 

B 

② 

固体力学(選④) 
固体力学Ⅰ（①）注 10 

固体力学ＩＩ（選②）注 10 

電気回路学(選④) 

電気回路学Ⅰ（①）注 10  

電気回路ＩI（選②）注 10 

材料強度学特論（選②）注 12 

生産加工学（選②） 

流れ学（選②）注 13 

燃焼工学(選②)注 19 

電磁気特論（選②）注 11 

電気電子回路特論（選②）注１４ 

専攻科特論（選②) 

情報理論基礎 （選④） 

情報理論Ⅰ(①）注 10  

情報理論ＩI（選②）注 10 

計測制御特論 （選④） 

制御工学概論(①）注 10  

制御工学特論（選②）注 10 

材料強度学特論（選②）注12 

熱流動工学（選②） 

生産設計工学特論（選②） 

燃焼工学(選②)注19 

応用電子工学Ⅰ（選②）注 18 

電子デバイス特論（選②）注18 

気体プラズマ特論(選②)注17 

メカトロニクス特論(選②) 

① 

生産工学輪講Ｉ（②） 

複合工学実験（①）注 15 

生産工学輪講Ｉ（②） 

生産加工学（選②） 

材料強度学特論（選②）注 12 

電気電子回路特論（選②）注１４ 

生産工学輪講ＩＩ（②） 

生産設計工学特論 （選②） 

メカトロニクス特論(選②) 

応用電子工学Ⅰ（選②）注 18 

電子デバイス特論（選②）注18 

② 
複合工学実験（①）注 15 

生産工学特別研究Ｉ（④） 

生産工学特別研究ＩＩ（⑥） 

③ 
複合工学実験（①）注 15 

生産工学特別研究Ｉ（④） 

生産工学特別研究ＩＩ（⑥） 

C 

④ 複合工学実験（①）注 15 生産工学特別研究ＩＩ（⑥） 

D ① 

固体力学Ⅰ（①）注 10  

固体力学ＩＩ（選②）注 10 

電気回路学Ⅰ（①）注 10  

電気回路ＩI（選②）注 10 

生産加工学（選②） 

工業化学（①）注10 

物理化学特論（選②）注 10 

特別実習（選②） 

生産工学特別研究Ｉ（④） 

専攻科特論ＩＩ～ＩＶ(選②)注 16 

専攻科特論Ｖ(選①)注 16 

情報理論Ⅰ(①）注 10  

情報理論ＩI（選②）注 10 

計測制御特論 （選④） 

制御工学概論(①）注 10  

制御工学特論（選②）注 10 

材料科学（選④） 

材料科学（①）注 10  

材料科学特論（選②） 

生産設計工学特論 （選②） 

熱流動工学（選②） 

メカトロニクス特論(選②) 

生産工学特別研究ＩＩ（⑥） 

専攻科特論Ｉ～ＩＶ(選②)注 16 

専攻科特論Ｖ(選①)注 16 

 
※ 平成 14 年度 電気工学科から電気電子工学科へ学科名変更 

 
 

専攻科 学習・教育  

目標 1 年 2 年 

②

生産工学輪講Ｉ（②） 

複合工学実験（①）注 15 

特別実習(選②) 

専攻科特論ＩＩ～ＩＶ(選②)注16 

専攻科特論Ｖ(選①)注 16 

[専門基礎選択科目] 

[他専攻専門科目] 

[放送大学科目] 

生産工学輪講ＩＩ（②） 

熱流動工学(選②) 

生産設計工学特論 （選②） 

生産設計工学特論(選②) 

専攻科特論Ｉ～ＩＶ(選②)注 16 

専攻科特論Ｖ(選①)注16 

[専門基礎選択科目] 

[他専攻専門科目] 

[放送大学科目] 

③ 生産工学特別研究Ｉ（④） 生産工学特別研究ＩＩ（⑥） 

④ 生産工学特別研究Ｉ（④） 生産工学特別研究ＩＩ（⑥） 

D

⑤  生産工学特別研究ＩＩ（⑥） 

①   

②

複合工学実験（①）注 15 

生産工学特別研究Ｉ（④） 

特別実習(選②)  

専攻科特論ＩＩ～ＩＶ(選②)注16 

専攻科特論Ｖ(選①)注 16 

生産工学特別研究ＩＩ（⑥） 

専攻科特論Ｉ～ＩＶ(選②)注 16 

専攻科特論Ｖ(選①)注16 

③ 生産工学輪講Ｉ（②） 生産工学輪講ＩＩ（②） 

④  生産工学特別研究ＩＩ（⑥） 

E

⑤   

①   

②

生産工学特別研究Ｉ（④） 

生産工学輪講Ｉ（②） 

生産加工学(選②) 

燃焼工学(選②)注19 

特別実習(選②) 

専攻科特論(選②) 

専攻科特論ＩＩ～ＩＶ(選②)注16 

専攻科特論Ｖ(選①)注 16 

生産工学特別研究ＩＩ（⑥） 

生産工学輪講ＩＩ（②） 

燃焼工学(選②)注 19 

専攻科特論Ｉ～ＩＶ(選②)注 16 

専攻科特論Ｖ(選①)注16 F

③
燃焼工学(選②)注19 

特別実習(選②) 

燃焼工学(選②)注 19 

 

注１：「電気電子工学演習I(②)」は平成17 年度より開講， それ以前は 5 年「電気回路特論(①）， 電

気磁気学特論（①）」が対応する。 

注２： 平成１６年度以前は「電子機器（①）」が対応する。  

注３： 平成 1７年度以前は「基礎制御工学（②）」が対応する。 

注４： 平成 1７年度以前は「電気電子材料（②）」が対応する。 

注５： 平成１６年度以前は「電子物性（②）」が対応する。  

注６： 平成 19 年度より「基礎制御工学 II（①）」が対応する。 

注 7： 平成18 年度より開講する。   

注 8： 平成17 年度までは「電子回路特論（①）」が対応する。  

注９： 平成 16 年度は非開講。 

注 10： 通年選択科目 4 単位を平成 18 年度専攻科入学生から前期必修 1 単位＋後期選択 2 単位

へと変更する。 

注 1１：「応用電気磁気学(選②)」を名称変更し平成 18 年度より新科目名とする。 

注 12： 平成１７年度では専攻科 1 年生で開講、平成18 年度より 2 年生で開講。 

注 13： 専門基礎選択科目として平成 18 年度より開設。 

注 14： 「応用電気回路(選②)」を名称変更し平成 18 年度より新科目名とする。 

注 15： 平成 18 年度入学生から開講。 

注16： 平成１７年度より専門基礎選択科目2単位として開講、平成18年度入学生よりＩ～ＩＶ（2単位）

とＶ（1 単位）。 

注１７： 「プラズマ工学（選②)」を名称変更し平成 18 年度より新科目名とする。 

注 18： 平成 18 年度まで「応用電子工学Ｉ（選②）」を開講、平成 19 年度以降は「電子デバイス特論

(選②)」が対応する。 

注 19： 平成１７年度では専攻科２年生で開講、平成 18 年度より専攻科１年生で開講。 

 
（出典 平成18年度シラバスより）
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資料5-5-②-3(その3)

学習・教育目標達成のための専門科目(電子制御工学科、制御工学専攻) 
 

( )内数字は単位数、選のついている科目は選択科目、ついていない科目は必修科目を表す。 
専攻科 学習・教育 

目標 1 年 2 年 

① 

固体力学(選④) 
固体力学Ⅰ（①）注 6 
固体力学Ⅱ（選②）注 6 
物理化学特論(選④) 
工業化学（①）注 6 
物理化学特論（選②）注 6 
［放送大学科目］ 

計測制御特論(選④) 

制御工学概論（選①）注７ 

制御工学特論（選②）注７ 

情報理論基礎(選④) 
情報理論Ⅰ（①）注７ 

情報理論Ⅱ（選②）注７ 

［放送大学科目］ A 

② 

固体力学(選④) 
固体力学Ⅰ（①）注 6 
固体力学Ⅱ（選②）注 6 
電気回路学(選④) 

電気回路学Ⅰ(①)注 6 

電気回路学Ⅱ(選②)注 6 

情報理論基礎(選④) 
情報理論Ⅰ（①）注７ 

情報理論Ⅱ（選②）注７ 

計算幾何学(選②)注 9 

 

① 

固体力学(選④) 
固体力学Ⅰ（①）注 6 
固体力学Ⅱ（選②）注 6 
電気回路学(選④) 

電気回路学Ⅰ(①)注 6 

電気回路学Ⅱ(選②)注 6 

物理化学特論(選④) 
工業化学（①）注 6 
物理化学特論（選②）注 6 
シミュレーション工学(選②) 

複合工学実験（①）注 6 

専攻科特論Ⅱ～Ⅳ（選②）注 6 
専攻科特論Ⅴ（選①）注 6 

情報理論基礎(選④) 
情報理論Ⅰ（①）注７ 

情報理論Ⅱ（選②）注７ 

材料科学(選④) 
材料科学（①）注７ 
材料科学特論（選②）注７ 
ディジタル画像解析(選②) 

専攻科特論Ⅰ～Ⅳ（選②）注 6 
専攻科特論Ⅴ（選①）注 6 

B 

② 

固体力学(選④) 
固体力学Ⅰ（①）注 6 
固体力学Ⅱ（選②）注 6 
コンピュータ制御論(選②) 

シミュレーション工学(選②) 

知識情報処理(選②) 注 8 

専攻科特論(選②) 注 5 

計測制御特論(選④) 

制御工学概論（選①）注７ 

制御工学特論（選②）注７ 

情報理論基礎(選④) 
情報理論Ⅰ（①）注７ 

情報理論Ⅱ（選②）注７ 

ディジタル信号処理(選②) 
ニューロコンピューティング(選②) 
電磁アクチュエータ(選②) 

計算幾何学(選②)注 9 

ディジタル画像解析(選②) 

① 制御工学輪講Ⅰ(②) 

複合工学実験（①）注 6 
制御工学輪講Ⅱ(②) 

② 制御工学特別研究Ⅰ(④) 

複合工学実験（①）注 6 制御工学特別研究Ⅱ(⑥) 

③ 制御工学特別研究Ⅰ(④) 

複合工学実験（①）注 6 制御工学特別研究Ⅱ(⑥) 
C 

④ 複合工学実験（①）注 6 制御工学特別研究Ⅱ(⑥) 

① 

電気回路学(選④) 

電気回路学Ⅰ(①)注 6 

電気回路学Ⅱ(選②)注 6 

コンピュータ制御論(選②) 

シミュレーション工学(選②) 

知識情報処理(選②) 注 8 

特別実習(選②) 
専攻科特論（選②） 

専攻科特論Ⅱ～Ⅳ（選②）注 6 
専攻科特論Ⅴ（選①）注 6 
制御工学特別研究Ⅰ(④) 

計測制御特論(選④) 

制御工学概論（選①）注７ 

制御工学特論（選②）注７ 

情報理論Ⅰ（①）注７ 

情報理論Ⅱ（選②）注７ 

ディジタル信号処理(選②) 

ディジタル画像解析(選②) 

専攻科特論Ⅰ～Ⅳ（選②）注 6 
専攻科特論Ⅴ（選①）注 6 
制御工学特別研究Ⅱ(⑥) 

② 

特別実習(選②) 
制御工学輪講Ⅰ(②) 

固体力学Ⅰ（①）注 6 
電気回路学Ⅰ(①)注 6 

工業化学（①）注 6 
専攻科特論（選②） 

専攻科特論Ⅱ～Ⅳ（選②）注 6 
専攻科特論Ⅴ（選①）注 6 
複合工学実験（①）注 6 
［専門基礎選択科目］ 

［他専攻専門選択科目］ 

［放送大学科目］ 

制御工学輪講Ⅱ(②) 

情報理論Ⅰ（選①）注７ 

材料科学（選①）注７ 

専攻科特論Ⅰ～Ⅳ（選②）注 6 
専攻科特論Ⅴ（選①）注 6 
［専門基礎選択科目］ 

［他専攻専門選択科目］ 

［放送大学科目］ 

③ 制御工学特別研究Ⅰ（④) 制御工学特別研究Ⅱ(⑥) 
④ 制御工学特別研究Ⅰ(④) 制御工学特別研究Ⅱ(④) 

D 

⑤  制御工学特別研究Ⅱ(④) 

 
 

専攻科 学習・教育

目標 1 年 2 年 
①   

②

制御工学特別研究Ⅰ(④) 

特別実習(選②) 
複合工学実験（①）注 6 
専攻科特論Ⅱ～Ⅳ（選②）注 6 
専攻科特論Ⅴ（選①）注 6 

制御工学特別研究Ⅱ(⑥) 

専攻科特論Ⅰ～Ⅳ（選②）注 6 
専攻科特論Ⅴ（選①）注 6 

③ 制御工学輪講Ⅰ(②) 制御工学輪講Ⅱ(②) 
④  制御工学特別研究Ⅱ(⑥) 

E 

⑤   
①   

②

制御工学輪講Ⅰ(②) 

制御工学特別研究Ⅰ(④) 

専攻科特論（選②） 

専攻科特論Ⅱ～Ⅳ（選②）注 6 
専攻科特論Ⅴ（選①）注 6 
特別実習(選②) 
 

専攻科特論Ⅰ～Ⅳ（選②）注 6 
専攻科特論Ⅴ（選①）注 6 
制御工学輪講Ⅱ②) 

制御工学特別研究Ⅱ(⑥) 
F 

③ 特別実習(選②)  
注 1： 平成 12 年度以前の入学生は 「電気磁気学Ⅱ(②)」 

注 2： 平成 11 年度以前の入学生は 「ディジタル制御演習(①)」 

注 3： 平成 11 年度以前の入学生は 「電子制御工学実験実習(③)」 

注 4： 平成 11 年度以前の入学生は 「卒業研究(⑨)」 

注 5： 平成 17 年度より新設 

注 6： 平成 18 年度より新設 
注 7： 平成 19 年度より新設 
注 8： 平成 17 年度以前の専攻科入学生は「データ構造とアルゴリズム（選②）」 

注 9： 平成 17 年度以前の専攻科入学生は「センシング工学（選②）」 

 

 

（出典 平成18年度シラバスより）
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資料5-5-②-3(その4)

学習・教育目標達成のための専門科目(制御情報工学科、制御工学専攻)
 
 
( )内数字は単位数、選のついている科目は選択科目、ついていない科目は必修科目を表す。 

専攻科 学習・教育 

目標 1 年 2 年 

① 

固体力学(選④) 

固体力学 I（①） 注 4 

固体力学 II（選②） 注 4 

物理化学特論(選④) 

工業化学（①） 注 4 

物理化学特論（選②） 注 4 

［放送大学科目］ 

計測制御特論(選④) 

制御工学概論（選①） 注 6 

制御工学特論（選②） 注 6 

情報理論基礎(選④) 

情報理論 I(①) 注 6 

情報理論 II(選②) 注 6 

［放送大学科目］ A 

② 

固体力学(選④) 

固体力学 I（①） 注 4 

固体力学 II（選②） 注 4 

電気回路学(選④) 

電気回路学 I（①） 注 4 

電気回路学 II（選②） 注 4 

情報理論基礎(選④) 

情報理論 I(①) 注 6 

情報理論 II(選②) 注 6 

計算幾何学(選②) 注 7 

 

① 

複合工学実験（①） 注 4 

固体力学(選④) 

固体力学 I（①） 注 4 

固体力学 II（選②） 注 4 

電気回路学(選④) 

電気回路学 I（①） 注 4 

電気回路学 II（選②） 注 4 

物理化学特論(選④) 

工業化学（①） 注 4 

物理化学特論（選②） 注 4 

専攻科特論 II～IV(選②) 注 4 

専攻科特論 V(選①) 注 4 

シミュレ－ション工学(選②) 

情報理論基礎(選④) 

情報理論 I(①) 注 6 

情報理論 II(選②) 注 6 

材料科学(選④) 

材料科学(①) 注 6 

材料科学特論(選②) 注 6 

専攻科特論 I～IV(選②) 注 6 

専攻科特論 V(選①) 注 6 

ディジタル画像解析(選②) 

 

B 

② 

固体力学(選④) 

固体力学 I（①） 注 4 

固体力学 II（選②） 注 4 

専攻科特論（選②） 

コンピュ－タ制御論(選②) 

シミュレ－ション工学(選②) 

知識情報処理(選②) 注 5 

 

計測制御特論(選④) 

制御工学概論（選①） 注 6 

制御工学特論（選②） 注 6 

情報理論基礎(選④) 

情報理論 I(①) 注 6 

情報理論 II(選②) 注 6 

ディジタル信号処理(選②) 
ニューロコンピューティング(選②) 

電磁アクチュエ－タ(選②) 

計算幾何学(選②) 注 7 

ディジタル画像解析(選②) 

① 複合工学実験（①） 注 4 

制御工学輪講Ⅰ(②) 
制御工学輪講Ⅱ(②) 

② 複合工学実験（①） 注 4 

制御工学特別研究Ｉ(④) 
制御工学特別研究Ⅱ(⑥) 

③ 複合工学実験（①） 注 4 

制御工学特別研究Ｉ(④) 
制御工学特別研究Ⅱ(⑥) 

C 

④ 複合工学実験（①） 注 4 制御工学特別研究Ⅱ(⑥) 

① 

電気回路学(選④) 

電気回路学 I（①） 注 4 

電気回路学 II（選②） 注 4 

専攻科特論（選②） 

専攻科特論 II～IV(選②) 注 4 

専攻科特論 V(選①) 注 4 

制御工学特別研究Ｉ(④) 

コンピュ－タ制御論(選②) 

シミュレ－ション工学(選②) 

知識情報処理(選②) 注 5 

特別実習(選②) 注 3 

計測制御特論(選④) 

制御工学概論（選①） 注 6 

制御工学特論（選②） 注 6 

情報理論 I(①) 注 6 

情報理論 II(選②) 注 6 

専攻科特論 I～IV(選②) 注 6 

専攻科特論 V(選①) 注 6 

制御工学特別研究Ⅱ(⑥) 

ディジタル信号処理(選②) 

ディジタル画像解析(選②) 

 

② 

複合工学実験（①） 注 4 

固体力学 I（①） 注 4 

電気回路学 I（①） 注 4 

工業化学（①） 注 4 

専攻科特論（選②） 

専攻科特論 II～IV(選②) 注 4 

専攻科特論 V(選①) 注 4 

制御工学輪講Ⅰ(②) 

特別実習(選②) 注 3 

［専門基礎選択科目］ 

［他専攻専門選択科目］ 

［放送大学科目］ 

情報理論 I(①) 注 6 

材料科学(①) 注 6 

専攻科特論 I～IV(選②) 注 6 

専攻科特論 V(選①) 注 6 

制御工学輪講Ⅱ(②) 

［専門基礎選択科目］ 

［他専攻専門選択科目］ 

［放送大学科目］ 

 

③ 制御工学特別研究Ｉ(④) 制御工学特別研究Ⅱ(⑥) 

④ 制御工学特別研究Ｉ(④) 制御工学特別研究Ⅱ(⑥) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

D 

⑤  制御工学特別研究Ⅱ(⑥) 

 
 
 

専攻科 学習・教育

目標 1 年 2 年 
①   

②

複合工学実験（①） 注 4 

専攻科特論 II～IV(選②) 注 4 

専攻科特論 V(選①) 注 4 

制御工学特別研究Ｉ(④) 

特別実習(選②) 注 3 

専攻科特論 I～IV(選②) 注 6 

専攻科特論 V(選①) 注 6 

制御工学特別研究Ⅱ(⑥) 

③ 制御工学輪講Ⅰ(②) 制御工学輪講Ⅱ(②) 

④  制御工学特別研究Ⅱ(⑥) 

E 

⑤   

①   

②

専攻科特論（選②） 

専攻科特論 II～IV(選②) 注 4 

専攻科特論 V(選①) 注 4 

制御工学特別研究Ｉ(④) 

制御工学輪講Ⅰ(②) 

特別実習(選②) 注 3 

専攻科特論 I～IV(選②) 注 6 

専攻科特論 V(選①) 注 6 

制御工学特別研究Ⅱ(⑥) 

制御工学輪講Ⅱ(②) 
F 

③ 特別実習(選②) 注 3  

 
注 1： 平成 13 年度以前の入学生は 「材料強度学(選②)」 

注 2： 平成 13 年度以前の入学生は 「コンピュ－タネットワ－ク(選②)」 

注 3： 平成１6 年度より新設 
注 4： 平成１8 年度より新設 
注 5： 平成 17 年度以前の専攻科入学生は「デ－タ構造とアルゴリズム（選②）」

注 6： 平成１9 年度より新設 

注 7： 平成 17 年度以前の専攻科入学生は「センシング工学（選②）」 

 
 

 
（出典 平成18年度シラバスより）
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資料5-5-②-3(その5)

学習・教育目標達成のための専門科目(物質化学工学科、物質化学工学専攻) 
                

 
 

( )内数字は単位数、選のついている科目は選択科目、ついていない科目は必修科目を表す。 
専攻科 学習・教育 

目標 1 年 2 年 

① 

固体力学(選④) 注 1 

物理化学特論(選④) 注 1 

量子化学(選②) 注 1 

物理化学特論(選②) 注 3 

固体力学Ⅰ(①) 注 3 

固体力学Ⅱ(選②) 注 3 

量子化学Ⅰ(選②) 注 3 

 

［放送大学科目］ 

計測制御特論(選④) 注 2 

情報理論基礎(選④) 注 2 

量子分子設計学(選②) 注 2 

制御工学概論(①) 注 4 

制御工学特論(選②) 注 4 

情報理論Ⅰ(①) 注 4 

情報理論Ⅱ(選②) 注 4 

量子化学Ⅱ(選②) 注 4 

［放送大学科目］ A 

② 

固体力学(選④) 注 1 

電気回路学(選④) 注 1 

有機合成化学(選②) 注 1 

細胞工学(選②) 

固体力学Ⅰ(①) 注 3 

固体力学Ⅱ(選②) 注 3 

電気回路学Ⅰ(①) 注 3 

電気回路学Ⅱ(選②) 注 3 

有機化学特論(選②) 注 3 

情報理論基礎(選④) 注 2 

分離化学工学(選②) 注 1 

生物化学工学(選②)  

情報理論Ⅰ(①) 注 4 

情報理論Ⅱ(選②) 注 4 

 

 

 

① 

固体力学(選④) 注 1 

電気回路学(選④) 注 1 

物理化学特論(選④) 注 1 

金属錯体化学(選②) 注 1 

ﾌｧｲﾝｾﾗﾐｯｸｽ工学(選②)  

反応工学特論(選②) 

複合工学実験(①) 注 3 

固体力学Ⅰ(①) 注 3 

固体力学Ⅱ(選②) 注 3 

電気回路学Ⅰ(①) 注 3 

電気回路学Ⅱ(選②) 注 3 

物理化学特論(選②) 注 3 

専攻科特論Ⅱ? Ⅳ(選②) 注 3 

専攻科特論Ⅴ(選①) 注 3 

 

情報理論基礎(選④) 注 2 

材料科学(選④) 注 2 
化学熱力学(選②)  

情報理論Ⅰ(①) 注 4 

情報理論Ⅱ(選②) 注 4 

材料科学特論(選②) 注 4 

専攻科特論Ⅰ? Ⅳ(選②) 注 4 

専攻科特論Ⅴ(選①) 注 4 

 

B 

② 

固体力学(選④) 注 1 
専攻科特論(選②) 注 1 

量子化学(選②) 注 1 

金属錯体化学(選②) 注 1 

機器分析特論(選②) 注 1 

有機合成化学(選②) 注 1 

ﾌｧｲﾝｾﾗﾐｯｸｽ工学(選②)  

機能材料化学(選②) 

反応工学特論(選②) 

細胞工学(選②)  

応用微生物学(選②)  

固体力学Ⅰ(①) 注 3 

固体力学Ⅱ(選②) 注 3 

量子化学Ⅰ(選②) 注 3 

有機化学特論(選②) 注 3 

 

 

計測制御特論(選④) 注 2 

情報理論基礎(選④) 注 2 

化学熱力学(選②)  

量子分子設計学(選②) 注 2 

高分子化学特論(選②) 

分離化学工学(選②) 注 1 

生物化学工学(選②)  

制御工学概論(①) 注 4 

制御工学特論(選②) 注 4 

情報理論Ⅰ(①) 注 4 

情報理論Ⅱ(選②) 注 4 

量子化学Ⅱ(選②) 注 4 

① 
物質化学工学輪講Ⅰ(②) 

細胞工学(選②)  

複合工学実験(①) 注 3 

 

物質化学工学輪講Ⅱ(②) 

化学熱力学(選②) 

② 
物質化学工学特別研究Ｉ(④) 

複合工学実験(①) 注 3 

 

物質化学工学特別研究Ⅱ(⑥)  

③ 
物質化学工学特別研究Ｉ(④) 

複合工学実験(①) 注 3 

 

物質化学工学特別研究Ⅱ(⑥) 

 

C 

④ 複合工学実験(①) 注 3 

 
物質化学工学特別研究Ⅱ(⑥) 

 
 

 
 
 

専攻科 学習・教育

目標 1 年 2 年 

①

電気回路学(選④) 注 1 

専攻科特論(選②) 注 1 

物質化学工学特別研究Ｉ(④) 

特別実習(選②) 
電気回路学Ⅰ(①) 注 3 

電気回路学Ⅱ(選②) 注 3 

専攻科特論Ⅱ? Ⅳ(選②) 注 3 

専攻科特論Ⅴ(選①) 注 3 

計測制御特論(選④) 注 2 

物質化学工学特別研究Ⅱ(⑥) 

制御工学概論(①) 注 4 

制御工学特論(選②) 注 4 

情報理論Ⅰ(①) 注 4 

情報理論Ⅱ(選②) 注 4 

専攻科特論Ⅰ? Ⅳ(選②) 注 4 

専攻科特論Ⅴ(選①) 注 4 

②

固体力学Ⅰ(①) 注 3 

電気回路学Ⅰ(①) 注 3 

専攻科特論(選②) 注 1 
物質化学工学輪講Ⅰ(②) 

特別実習(選②) 
複合工学実験(①) 注 3 
専攻科特論Ⅱ? Ⅳ(選②) 注 3 

専攻科特論Ⅴ(選①) 注 3 
［専門基礎選択科目］ 

［他専攻専門選択科目］ 

［放送大学科目］ 

情報理論Ⅰ(①) 注 4 

物質化学工学輪講Ⅱ(②) 

専攻科特論Ⅰ? Ⅳ(選②) 注 4 

専攻科特論Ⅴ(選①) 注 4 

 

［専門基礎選択科目］ 

［他専攻専門選択科目］ 

［放送大学科目］ 

③ 物質化学工学特別研究Ｉ(④) 物質化学工学特別研究Ⅱ(⑥) 
④ 物質化学工学特別研究Ｉ(④) 物質化学工学特別研究Ⅱ(⑥) 

D 

⑤  物質化学工学特別研究Ⅱ(⑥) 
①   

②

物質化学工学特別研究Ｉ(④) 

特別実習(選②) 
複合工学実験(①) 注 3 

専攻科特論Ⅱ? Ⅳ(選②) 注 3 

専攻科特論Ⅴ(選①) 注 3 

物質化学工学特別研究Ⅱ(⑥) 

専攻科特論Ⅰ? Ⅳ(選②) 注 4 

専攻科特論Ⅴ(選①) 注 4 

③ 物質化学工学輪講Ⅰ(②) 物質化学工学輪講Ⅱ(②) 
④  物質化学工学特別研究Ⅱ(⑥) 

E 

⑤   
①   

②

専攻科特論(選②) 注 1 
物質化学工学特別研究Ｉ(④) 

物質化学工学輪講Ⅰ(②) 
特別実習(選②) 
専攻科特論Ⅱ? Ⅳ(選②) 注 3 

専攻科特論Ⅴ(選①) 注 3 

物質化学工学特別研究Ⅱ(⑥) 

物質化学工学輪講Ⅱ(②) 

専攻科特論Ⅰ? Ⅳ(選②) 注 4 

専攻科特論Ⅴ(選①) 注 4 F 

③ 特別実習(選②)  
注 1：平成 18 年度以降は廃止。 

注 2：平成 19 年度以降は廃止 

注 3：平成 18 年度に科目開設。 

注 4：平成 19 年度に科目開設。 

注 5：平成 12 年度以前の入学生は「工業無機化学」。 

注 6：平成 14 年度以前の入学生は 2 単位で実施。 

 
（出典 平成18年度シラバスより）
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教育目標 B「専攻分野における専門知識を身につけた技術者」に沿って見ると、準学士課程で身に

つけた専門工学知識を深めるため、各専攻分野の工学科目を専門選択科目として配置している。 

教育目標 C「専門工学知識の上に実践的技術を身に付けた技術者」に沿って見ると、複合工学実験

を1学年に、特別研究Ⅰ，Ⅱ、輪講Ⅰ，Ⅱを１学年と２学年に配置している。 

教育目標 D「幅広い視野から問題を捉え、複数分野の工学知識・技術を有機的に結び付け、総合的

に問題を解決する能力を有する技術者」に沿って見ると、１学年と２学年において、全専攻の共通科

目として専門基礎必修科目および専門基礎選択科目を配置している。これらの科目は、機械工学、電

気電子工学、制御工学、情報工学、化学工学の各分野の基礎科目であり、これらの科目を履修するこ

とにより、他分野の専門基礎知識を身につけることができ、幅広い視野の育成を図っている。また複

合工学実験により他の専門分野の実践技術も身に付けることができる。 

専門必修科目として特別研究Ⅰ、Ⅱを１学年、２学年に置き、一つの課題に対してその解決方法を

求める総合的なデザイン能力の育成を図っている。 

教育目標 E「多様な文化を理解する能力を持ち、日本語および外国語によるコミュニケーション能

力を有する技術者」に沿って見ると、一般必修科目として英語講読Ⅰ、英語運用能力演習Ⅰを１学年

に、英語講読Ⅱ、英語運用能力演習Ⅱを２学年に配置し、リスニング力、読解力、音読や要約などの

プレゼンテーション能力の強化を段階的に図っている（資料5-5-②-4、5-5-②-5）。また、文章表現

論や特別研究などによってもコミュニケーション能力の育成を行い、アジア地域論、放送大学科目に

より文化を理解する能力を育成する。 

教育目標 F「歴史・文化・社会に関する教養と頑健な心身をもち、技術の社会・環境とのかかわり

を考えることのできる技術者」に沿って見ると、一般選択科目、文章表現論、放送大学科目により、

人文・社会系の教養を身につけるほか、専門基礎必修科目の技術者倫理、現代技術論により技術の社

会・環境とのかかわりを学習する。特別実習では企業で実務経験をすることにより社会とのかかわり

を体験する。 

専門科目の体系性について見ると、生産工学専攻と制御工学専攻の専門選択科目にはそれぞれの専

攻を構成する学科の専門科目が配置され、これらの科目を履修することにより、専攻を構成する２学

科（２分野）の相互に関わる専門知識を身につけることができるようにしている。物質化学工学専攻

では、生物化学コースと応用化学コースの両分野の科目を配置し、それぞれのコースを選択してきた

学生が他コースの分野の科目を履修することにより関連する専門分野の知識を深めることを可能にし

ている。これは目標の「専攻分野における専門知識を身につけた技術者」に対応するとともに「幅広

い視野から問題を捉え、複数分野の工学知識・技術を有機的に結び付け、総合的に問題を解決する能

力を有する技術者」にも対応する。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

本校の教育目的を達成するために、具体的な達成目標を定め、科目の内容、科目間の関連性を考慮

し、目標達成のための科目の流れを考えて教育課程が編成されている。 

 以上から、専攻科課程では、教育目的を達成するために科目が適切に配置され、体系的な教育課程

の編成となっている。 
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資料5-5-②-4

【教科名】 英語購読 I            【学年・学科】専攻科１年・全工学専攻 
 Advanced English I             【単位数・期間】(必修) 1 単位・前期（週 2 時間）で合計 30 時間 

【担当教員】山本 一夫 【教員室】図書館１階視聴覚準備室 【TEL】964-7330 【e-mail】yamamoto@kct.ac.jp 

【授業目的と概要】 
 本授業では、英文読解力向上のための実践的演習を行う。具体的には、速読練習用問題や大学入試レベルの演習問題

を使い、各種資格試験（英検・TOEIC 等）にも対応できる英語力を身につけることを目的とする。 

【授業の進め方及び履修上の注意】（準備する道具や前提となる知識） 
１．速読用テキスト：1 分間 100 語以上読めるように練習する。精読の後、Review Test を実施する。 
２．英文法演習用テキスト：必ず予習をしてくること。 

  

授 業 項 目 内    容 時間 
【前期】 
１．速読１～３０ 
  
２．英文法演習（序章～１４章） 
 
 
 
 
 
 

 
１．２６２語から４０３語までの英文の速読および精読（毎時２課分を進む） 

 
２．文の要素と成り立ち、文の種類、文型、動詞の種類と活用、時制 
  受動態、助動詞、不定詞、分詞、動名詞、疑問詞、比較、関係詞 
  接続詞 
 
 
 

 

 
30 
 
 
 
 
 
 

 

期末試験   

【後期】 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
期末試験   

【達成目標】 
・直読直解力が高まり、限られた時間内で英文の大意が把握できる。 
・TOEIC や英検などで出題される文法・語法や語彙に精通する。 
・TOEIC400 点以上を獲得することまたは英検準 2 級以上（一次試験は

 70%以上）を取得することができる。 
 
 

【教科書】 
1. Sonic Reading Stage 3 
 (桐原書店、のとう修一、寺口浩) 
2. インスパイア英文法演習 (文英堂) 
【参考書】 
 Next Stage 英文法・語法問題 
 (桐原書店、瓜生豊・篠田重晃) 

北九州高専目標  (E)①③④ 
JABEE 基準 1(1)  (f) 

成績 
評価 

【評価基準】 
1 分間に 100 語以上読み、問いの正答率が 80%以上になること。

英文法や語法の丸暗記ではなく、英文の構造が把握できること。

【評価方法】 
中間・期末試験 70%、演習問題およびレポート等 30% 

【オフィスアワ－】 
水曜日 午後３時から５時 

 
 

                        （出典 平成18年度シラバスより）
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資料5-5-②-5

【教科名】 英語運用能力演習 I        【学年・学科】専攻科１年・全工学専攻 
 Seminar for Communication Skills I    【単位数・期間】(必修) 1 単位・後期（週 2 時間）で合計 30 時間 

【担当教員】山本 一夫 【教員室】図書館１階視聴覚準備室 【TEL】964-7330 【e-mail】yamamoto@kct.ac.jp 

【授業目的と概要】 
 本授業は TOEIC への対応能力の養成を軸にし、全般的な英語力の向上を図ることを目的とする。具体的には英文法

演習（前期の継続）および e-learning ソフト「ネットアカデミー」の「初・中級コース」に取り組む。 

【授業の進め方及び履修上の注意】（準備する道具や前提となる知識） 
１．英文法演習用テキスト：必ず予習をしてくること。 
２．「ネットアカデミー」：パソコン室にて行う。進捗度に応じて適宜、Review Test を行う。 

  

授 業 項 目 内    容 時間 
【前期】 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
期末試験   

【後期】 
１．英文法演習 
（１５章～２１章、および 
付章１・２） 

 
２．ネットアカデミー 

「初・中級コース」 

 
１．仮定法、特殊な構文、語法、名詞と冠詞、代名詞、形容詞・副詞 

前置詞、群動詞、文の書きかえ 
 
 
２．リスニング力強化コース 20 ユニット 

リーディング力強化コース 20 ユニット 
演習コース 10 ユニット 
パート演習 7 ユニット   
中間・終了テスト 

 
３０ 

 
 
 
 
 
 
 

 
期末試験   

【達成目標】 
・英文読解に必要な基本的文法が理解できる。 
・TOEIC や英検などで出題される文法・語法や語彙に精通する。 
・TOEIC400 点以上を獲得すること、または英検準 2 級以上（一次試験

は 70%以上）を取得することができる。 
 

【教科書】 
1. インスパイア英文法演習 (文英堂) 
2. ネットアカデミー「初・中級コース」 

 (アルク) 

【参考書】 
 Next Stage 英文法・語法問題 
 (桐原書店、瓜生豊・篠田重晃) 

北九州高専目標  (E)①③④ 
JABEE 基準 1(1)  (f) 

成績 
評価 

【評価基準】 
各種の問題演習を通して、英語の運用能力を高めること。 
【評価方法】 
中間・期末試験 70%、演習問題およびレポート等 30% 
また、単位取得の条件として以下のいずれか一つの取得が必要 
1) TOEIC 400 点以上  2) 英検準２級合格(一次試験 70%以上) 
3) 英検２級一次試験合格、または不合格でも A 判定であること

【オフィスアワ－】 
水曜日 午後３時から５時 

 
                      （出典 平成18年度シラバスより）
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観点５－５－③： 学生の多様なニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等に対応した教育課程

の編成（例えば，他専攻の授業科目の履修，他高等教育機関との単位互換，イ

ンターンシップによる単位認定，補充教育の実施等が考えられる。）に配慮し

ているか。 

（観点に係る状況）  

国内外の大学など他の高等教育機関で取得した単位および学修について認定の申請があった場合は、

当該申請を専攻科委員会に諮り 終的に校長が認定する。これらについては、16 単位を超えない範

囲で専攻科における授業科目の履修とみなされ認定される（資料 5-5-③-1）。本校においても他専

攻の専門選択科目を４単位まで取得することを可能にしている（資料 5-5-③-2）。さらに、平成 17

年 10 月に九州工業大学と教育研究と業務運営に関わる協定を結んでおり、この中で単位互換に関わ

る事項について検討している（資料 5-1-②-2）。 

本校では、語学検定も教育に取り入れている。英語ではTOEIC400点以上を獲得すること、または英

語検定準２級以上を取得することを達成目標の一つに掲げており、英語運用能力演習Ⅰではこれらの

取得または英語検定２級一次試験合格を単位取得条件にしている（資料5-5-②-5）。文章表現論では

漢字検定準２級、２級レベルの漢字の読み書きが出来ることを達成目標の一つにしている（資料5-5-

③-3）。 

全専攻の１学年の専門選択科目の中に、10日間のインターンシップを行う特別実習をおき実践的な

教育を行っている（資料5-5-③-4）。準学士課程で学外実習を履修しなかった学生は特別実習を必ず

受講するよう指導している。これまで特別

な事情によりインターンシップにいけなか

った学生については、北九州市内で開催さ

れる北九州産学連携フェアで、企業が主催

するセミナーに参加し、企業の展示会を見

学して質問をし、これらをレポートにまと

めて報告させ専攻科特論の単位として認定

を行っている（資料5-5-③-5）。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

科学技術の進展により、複数分野の内容

やより高度な内容を扱う必要性が高まって

きていることから、他専攻の授業科目の履

修を認め、他高等教育機関の取得単位及び

学修についても単位の認定を行うことを可

能にしている。また九州工業大学との協定

により単位互換の準備を進めている。社会

のニーズに対応して、TOEIC試験、英語検

定、漢字検定など外部試験も取り入れてい

る。さらに、特別実習、専攻科特論などで

技術と社会の関わりを学習させている。 

資料5-5-③-1

○北九州工業高等専門学校専攻科の授業科目の履修等に関する規則 

（平成８年９月１９日）

（規則 第１３号）

 （目的） 

第１条 この規則は、北九州工業高等専門学校学則第６３条第３項及び第６５条の規定に

基づき、専攻科の授業科目の履修方法及び成績の評価並びに修了の認定等について定め

ることを目的とする。 

 

 （大学等において修得した単位の認定） 

第８条 大学等において修得した単位は、１６単位を超えない範囲で、専攻科における授

業科目の履修とみなし、その単位を認定することができる。 

（出典 北九州工業高等専門学校専攻科の授業科目の

履修等に関する規則より） 

資料5-5-③-2

（教育課程） 

第６１条 専攻科の授業科目及びその単位数は、一般科目及び専門基礎科目については、

 別表第３、専門科目については、別表第４のとおりとする。 

２ 授業科目の単位計算方法は、１単位の履修時間を教室内及び教室外をあわせて４５時

 間とし、次の各号の基準によるものとする。 

（１）講義については、１５時間の授業をもつて１単位とする。 

（２）演習については、３０時間の授業をもつて１単位とする。 

 （３）実験、実習については、４５時間の授業をもつて１単位とする。 

３ 専攻科において教育上有益と認めるときは、別表第４の授業科目のうち、選択科目に

 ついては、４単位以内に限り、他専攻の授業科目をもつて、これに替えることができる。

（出典 北九州工業高等専門学校学則より） 
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 以上から、専攻科課程は、学生や社会のニーズ、科学技術の進展に対応した教育課程の編成に配慮

したものになっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料5-5-③-3 

【教科名】文章表現論           【学年・学科】専攻科 1 年・全工学専攻 
Japanese Writing        【単位数・期間】(必修)2 単位・前期（週 2 時間）で合計 30 時間 

【担当教員】末竹淳一郎      【教員室】 1 号館 3 階 【TEL】964－7318【e-mail】suetake＠kct.ac.jp  

【授業目的と概要】 
 実践的技術者に必要な国語表現能力を豊かにして、言語活動の向上を図る。日常生活において、文章をはじめとする

自己表現能力の充実を図る。  

【授業の進め方及び履修上の注意】（準備する道具や前提となる知識） 
 授業に辞書や便覧を持参し、広く活用することを希望する。次回学習する単元を予習してくること。質疑応答も評価

に関わるので、簡潔で明快な答えを準備すること。  

授 業 項 目 内    容 時間 
【前期】 
ガイダンス 
1 表記 1 
2 表記 2 
3 文章の整え方 1 
4 文章の整え方 2 
5 文章の整え方 3 
6 文章の整え方 4 
7 原稿用紙の使い方 1 
8 原稿用紙の使い方 2 
9 文章の書き方 1 
10 文章の書き方 2 
11 文章のかき方 3 
12 文章の書き方 4 
13 文章の書き方 5 
14 履歴書の書き方 
15 手紙の書き方 

 
授業の概要及び学習方法 

漢字の読み書き 1 
漢字の読み書き 2 
話し言葉と書き言葉 
言い切り型の文 
主述の呼応 
接続詞の使用 

実践的練習 1 
実践的練習 2 
身近なテーマで書く練習 
自己アピール文 1 
自己アピール文 2 
これからの心構え 1 
これからの心構え 2 
実践的練習 3 
実践的練習 4 

 
1 
1 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 

 
期末試験   

【後期】   

試験   
【達成目標】 
・漢検準 2 級。2 級レベルの漢字の読み書きができる。 
・本科教科書レベルの文章の要旨をまとめることができる。 
・自分の考えを論理的に述べたり書いたりすることができる。 
・文章表現の基礎（原稿用紙・履歴書・手紙の書き方等）を身につける。

 

【教科書】 
書名「パスポート国語必携」出版社（桐原

書店）著者 桐原書店編集部 
【参考書】 
書名「新訂国語便覧」出版社（第一学習社）

著者 稲賀敬二他、 

北九州高専目標 (E)①② 
JABEE 基準 1(1) (a) 

成績 
評価 

【評価基準】 
 読み書きは勿論、自己の意見を正確に発表したり書いたり、ま

た、他者の意見を理解できるようにすること。 
【評価方法】 
 定期試験 70％、課題レポート・小テスト等で総合的に評価す

る。漢字検定も加味する。 

【オフィスアワ－】 
水曜日 午後 4 時から 6 時 

 
 

                  （出典 平成18年度シラバスより） 
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資料5-5-③-4 

平成 17 年度特別実習受け入れ先企業

（ ）の数字は複数の学生受け入れの場合の人数 

生産工学専攻 
(株)陽和、(株)東洋新薬、(株)高田工業所、東亜非破壊検査(株)、
ｿﾆｰｲｰｴﾑｼｰｴｽ(株)、(株)シマノ、(株)福岡 CSK、ﾋﾞｸﾀｰｻｰﾋﾞｽｴﾝｼﾞﾆ

ｱﾘﾝｸﾞ(株)、矢崎総業(株)、(株)ｴﾑｼｰｴｽ、(株)前川製作所 

制御工学専攻 
安川情報システム(株)(3)、(株)ﾕｰｴｽｲｰ、永田ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ(株)(2)、
(株)ｶﾝﾉ製作所(2)、(株)安川情報九州、日本精工(株)、 
日本ｱｲﾋﾞｰｴﾑ(株)(2)、ﾀｿｰ(株)、(株)福岡 CSK 

物質化学工学 
専攻 

相互薬工(株)(2)、JSR(株)(2)、東燃化学(株)(2)、 
日本化学産業(株)、(株)ｶﾈｶ、日東電工(株)、(株)岡部ﾏｲｶ工業所、

ｸﾗﾚ西条(株) 
 

（出典 学生課資料より） 

資料5-5-③-5 

 
（出典 平成17年度専攻科特論レポートから抜粋） 
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観点５－６－①： 教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適

切であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている

か。（例えば，教材の工夫，少人数授業，対話・討論型授業，フィールド型授業，

情報機器の活用等が考えられる。） 

（観点に係る状況）  

教育目的「幅広い工学基礎と創造的技術開発力の修得」に沿って見ると、資料5-5-②-1に示すよう

に、専門分野および他分野の工学知識を教授するため専門の講義科目を配置し、これらの知識をもと

にした実践的技術力・総合的問題解決能力を育成するために実験実習科目を配置している。また講義

科目の多くは授業の中でも課題・演習を行わせており、それらも成績評価に加えている。 

他分野の実践的技術による問題解決の訓練をさせるため、１学年には複合工学実験をおき、各専門

学科が専攻に関わりなく経験しておくべき内容を選定し、その基礎理論から実践までを学習させてい

る（資料5-6-①-1）。ここでは、複数の専攻の学生が少人数グループを作り、５学科の実験室をまわ

って実験を行う。 

創造的実践力、デザイン能力育成のため、各学年に特別研究、輪講を配置している。輪講は、特別

研究で所属する数名の研究室の学生でその分野の文献講読などを行っている（資料5-6-①-2）。本校

では、電子ジャーナル、学術情報データベースを充実させ、専攻科生は各研究室から自由に専門分野

の文献を調べることを可能にしている。 

教育目的「国際社会で尊敬され、信頼される国際センスの修得」に沿って見ると、英語教育では、

語彙力、読解力、リスニング力や文章力、表現力を高め全体的なコミュニケーション力の育成を図っ

ている。そのため、英語科目の授業ではe-learningソフトや教員が作成に関わった「COCET3300」等

を取り入れた演習、インターネットのページの英文や雑誌の英文を読ませるなどの演習を行っている。

そのため、LL教室、マルチメディア教室、電算室などを利用して授業が行われる（資料5-5-②-4、資

料5-5-②-5）。さらに、英語運用能力演習ⅠではTOEICまたは英語検定を単位取得条件にもしており、

本校でTOEIC(IP)試験を実施している。また輪講Ⅰ、輪講Ⅱでも専門工学の英文読解を行うほか、特

別研究Ⅱでは英文による研究概要も書かせるなどして専門分野の技術英語力の育成も図っている。 

教育目的「地球にやさしい技術を開発できる心豊かな人間性の涵養」に沿って実施される人文・社

会系科目の授業形態は基本的には講義であるが、授業の中に調査や発表、課題・レポートなどの演習

や実習を取り入れ工夫を行っている。技術者倫理ではレポートのほかにグループ討論を行い、これら

を成績評価基準としている（資料5-6-①-3）。特別実習はインターンシップによる実習科目である。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

それぞれの目的達成のために、講義、演習、実験・実習を組み合わせた授業を行っている。e-

learningシステムやマルチメディア機器を利用しているほか、外部検定試験も取り入れるなど授業の

工夫を行っている。講義科目の中でも、それぞれ演習や発表、討論を取り入れるなどの工夫を行って

いる。 

以上から、教育の目的に照らして、それぞれの授業形態のバランスは適切であり、内容に応じた適

切な工夫がなされている。 
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資料5-6-①-1

                          （出典 平成18年度シラバスより）

資料5-6-①-2

                           （出典 平成18年度シラバスより）
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資料5-6-①-3

                            （出典 平成18年度シラバスより）

 

 



北九州工業高等専門学校 基準５ 

- 165 - 

観点５－６－②： 創造性を育む教育方法（PBLなど）の工夫やインターンシップの活用が行われ

ているか。 

（観点に係る状況）  

観点５-⑥-１で述べたように、１学年の複合工学実験では、エンジニアとして必要な複数分野の実

践的基礎技術を身につけるための実験実習を行っている（資料5-6-①-1）。特別研究では、一つの課

題に対し、身につけた専門工学知識を統合して問題を把握し、解決のための調査や実験を遂行し、結

果を導き出し、それらの結果を報告する一連の取組みを行わせている（資料5-6-②-1、特別研究論文、

成績評価等は訪問調査時閲覧）。特別研究Ⅱでは、特別研究論文の他に、特別研究をデザインの観点

からとらえた分析も行わせ、一連の取組におけるデザインの対象、得られた結果などをデザイン報告

書として提出させている（資料5-6-②-2、特別研究論文とデザイン報告書は訪問調査時閲覧可能）。 

インターンシップについては、１学年の特別実習で10日間以上の企業での実習を行っている。内容

は各実習受け入れ先によって異なるが、企業には、実習担当者による評価をお願いし、評価報告書を

提出してもらっている。学生は実習レポートを作成し、その内容を発表会で報告させている。会社の

実習報告書、提出したレポート、発表内容を総合して成績判定を行っている（資料5-6-②-3、実習報

告書は訪問調査時に閲覧）。観点5-5-③でも述べたように、教育目標を達成するため、準学士課程の

学外実習か専攻科の特別実習のどちらかの科目を必ず履修するよう指導している。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

２年間の特別研究で創造性を育む実践的な教育を行っている。また複合工学実験でも創造性の育成

を図っている。特別実習ではインターンシップにより技術と社会との関わりを認識させ、企業が求め

る職業上の能力育成を図っている。 

 以上から創造性を育む教育の工夫が行われ、インターンシップの活用が行われている。 
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資料5-6-②-1(その1)

                                  （出典 平成18年度シラバスより）
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資料5-6-②-1(その2)

                                     （出典 平成18年度シラバスより）
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資料5-6-②-2 

エンジニアリング・デザイン報告書  
学籍番号： 氏名：  
研究テーマ： 特別研究の研究テーマ 
（キーワード： 研究テーマのキーワード） 
（注意） 本報告書は学生による技術的提案を行なわせることを目的としている。 
１． 研究概要：特別研究の概要についての簡潔な説明  
 
 
 
 
 
２． 研究結果・成果：特別研究から得られた結果の概要 
 
 
 
 
 
３． 修得技術： 研究から学んだ知識・技術の報告 
    研究で使用した機器、生産・情報技術を説明する。使用した装置・測定技術等が該当する。  
 
 
 
 
 
 
 
４． 研究成果の応用提案：研究成果の応用を提案 
    学生が研究成果・修得技術の技術的応用への提案を行なう。 

  図（フローチャート、概念図等）、式等を用いて分かりやすく説明を行なうことが望ましい。 
 
 
 
 
 
 
 
 

記入要領 

 
（出典 エンジニアリングデザイン報告書作成通知書より） 

資料5-6-②-3 

平成 17 年度特別実習受け入れ先企業

（ ）の数字は複数の学生受け入れの場合の人数 

生産工学専攻 
(株)陽和、(株)東洋新薬、(株)高田工業所、東亜非破壊検査(株)、
ｿﾆｰｲｰｴﾑｼｰｴｽ(株)、(株)シマノ、(株)福岡 CSK、ﾋﾞｸﾀｰｻｰﾋﾞｽｴﾝｼﾞﾆ

ｱﾘﾝｸﾞ(株)、矢崎総業(株)、(株)ｴﾑｼｰｴｽ、(株)前川製作所 

制御工学専攻 
安川情報システム(株)(3)、(株)ﾕｰｴｽｲｰ、永田ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ(株)(2)、
(株)ｶﾝﾉ製作所(2)、(株)安川情報九州、日本精工(株)、 
日本ｱｲﾋﾞｰｴﾑ(株)(2)、ﾀｿｰ(株)、(株)福岡 CSK 

物質化学工学 
専攻 

相互薬工(株)(2)、JSR(株)(2)、東燃化学(株)(2)、 
日本化学産業(株)、(株)ｶﾈｶ、日東電工(株)、(株)岡部ﾏｲｶ工業所、

ｸﾗﾚ西条(株) 
 

（出典 学生課資料より） 
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観点５－６－③： 教育課程の編成の趣旨に沿って，シラバスが作成され，事前に行う準備学習，

教育方法や内容，達成目標と評価方法の明示など内容が適切に整備され，活用

されているか。 

（観点に係る状況）  

 専攻科の教育課程はJABEE認定教育プログラムと大きく関わるため、シラバスの 初に「『生産デ

ザイン工学』教育プログラムについて」として、教育目標、科目構成、目標達成のための科目群、履

修に関する注意、成績評価、学習時間などについて説明を行っている。教育課程表と科目系統図も示

している（シラバスは訪問調査時に閲覧可能）。 

個々の科目については、授業目的と概要、授業の進め方及び履修上の注意、授業項目と内容及び時

間数、その科目に対応する教育目標、科目の達成目標と評価基準、評価方法などを記載している。科

目の達成目標は、具体的に「・・・できる」という記述にしている（たとえば、資料5-6-①-3）。 

シラバスの作成にあたっては、教務委員会、専攻科委員会でその内容を検討し、各教員に様式が配

布され各教員が作成する。記

載内容のチェックは専攻科委

員会、教務委員会で行う。 

事前に行う準備学習につい

ては、シラバスに大学単位の

説明を記載するとともに（資

料5-6-③-1）、専攻科入学者

に対するオリエンテーション

において、１単位の学習時間

が45時間であることや事前事

後学習の必要性などを説明し

学生に周知を図っている。さ

らに各科目の年間を通しての

学習内容の把握と自学自習の

点検のために、全科目の「月

割表」と「チェックリスト」

を作成し、学生の事前事後学

習に役立てるようにしている。 

シラバスは、専攻科講義室

と図書館に置かれ、自由に学

生が閲覧できるようにしてい

る。またホームページでも閲

覧可能である。 

学生への授業アンケートで、

シラバスについて準学士課程

と同様の質問を行っている

（資料5-2-②-4）。平成17年

度のアンケート集計結果によると、十分とまではいかないまでもシラバスが活用されていることが分

資料5-6-③-1

                              専 攻 科 で の 勉 学 
                   ―生産デザイン工学教育プログラムとの関係 ― 
 
  本校では平成 16 年度から生産デザイン工学教育プログラムを実施していますが，専攻科はその後半

を受け持ちます。従って，学生諸君には学習・教育目標 
A  技術内容の高度化に対応できる基礎学力（数学，自然科学，情報）と自己学 

       習能力を持つ技術者 
B 専攻分野における専門知識を身につけた技術者 
C 専門工学知識の上に実践的技術を身に付けた技術者 
D 幅広い視野から問題を捉え、複数分野の工学知識・技術を有機的に結び付け， 

総合的に問題を解決する能力を有する技術者 
E 多様な文化を理解する能力を持ち，日本語および外国語によるコミュニケー 

       ション能力を有する技術者 
F 歴史・文化・社会に関する教養と頑健な心身をもち、技術の社会・環境とのか 

       かわりを考えることのできる技術者 
について，その達成の 終段階の勉学に励んでもらうこととなります。 
  専攻科で学ぶ意義を考えると，まず，高専の本科等の教育課程で得た知識や技能をさらに深めること

が挙げられましょう。しかし，ここで見落としてはならないことがあります。現在の工業技術は多くの

分野を総合した形で成立しています。従って，各自の専門分野についての学習を深めることは，それは

それで大切なことですが，それだけでは十分ではありません。上記の目標 D について良く考え，これを

重んじた学習をしてもらいたいのです。 
  専攻科の専門基礎科目は，工学に共通な基礎知識および複数分野の工学知識の学習を目的として設け

たものです。これらの科目を有効に利用して複数分野の工学知識・技術に対するセンスを磨いて下さい。

なお，これらの科目の一部は従来通年で実施してきましたが，平成 18 年度入学生から，学習の便宜を

考えて前後期の 2 科目に分割しました。 
  さらに視野を広げると，目標 E に語学力があり，F には社会・環境とのかかわりに関する学習が掲げ

られています。これらは今後ますます重視されるようになると思います。 
  このように諸君に期待されている学習項目は広い分野にわたっています。ここで注意したいのは，専

攻科での学習には基本的に自学自習が要求されているということです。専攻科科目の単位の計算法は大

学と同じで，45 時間の学習をもって１単位が与えられますが，この 45 時間には自学自習の時間が含ま

れています。例えば，座学科目の多くは 2 単位なのに授業は 30 時間しかありません。この場合は，授

業以外に 60 時間の自学自習が義務づけられていて，それも含めた合計 90 時間の学習で 2 単位が与えら

れるのです。 
  ぜひこのシラバスを活用し，自学自習の時間まで良く考えた学習計画をたてて勉学に励んで下さい。

 

（出典 平成18年度シラバスより）
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かる（全科目の集計結果は訪問調査時閲覧可能）。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

シラバスは、教育目標、学習方法、教育課程、科目の流れとともに、各科目の具体的達成目標や評

価基準・評価方法、学習内容などが学生にわかりやすく示されている。事前の準備学習についても学

生に周知を図っている。さらに学生の自学自習のために「月割表」と「チェックリスト」を作成し学

生に示している。授業アンケートにおいて、シラバスが十分とは行かないまでも活用されていること

がわかる。 
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観点５－７－①： 専攻科で修学するにふさわしい研究指導（例えば，技術職員などの教育的機能

の活用，複数教員指導体制や研究テーマ決定に対する指導などが考えられ

る。）が行われているか。 

（観点に係る状況）  

 教育目的「幅広い工学基礎を持った創造的技術開発力の修得」を達成するため、１学年と２学年の

２年間にわたり特別研究Ⅰ、特別研究Ⅱを行う。特別研究は、与えられたテーマに対して、身につけ

た専門工学知識を統合して問題を把握し、解決のための調査や実験を遂行し、結果を導き出し、それ

らの結果を報告する一連の取組みを行わせることによりデザイン能力を育む科目と位置づけている。

そのため、個々の学生に課題（テーマ）を与え、装置やソフトウェア、材料、生産プロセスなどの設

計・製作・改良、手法の検討・改良・開発

などを通じて、課題に対する何らかの結果

を導き出させ、それらの結果を報告させて

いる（資料5-6-②-1）。 

 11月には、特別研究Ⅰ、特別研究Ⅱとも

にポスターセッションによる外部公開の中

間発表会を行っている。また、特別研究Ⅱ

では大学・企業等、外部の関係者を招き公

開の 終発表会を行っている（資料5-7-

①-1、要旨集は訪問調査時に閲覧）。特別

研究の評価は、日ごろの取組みを指導教員

が、発表内容・質疑応答と論文を複数教員

で評価し成績の総合判定を行っている（た

とえば資料5-7-①-2、中間発表資料・研究

論文・成績評価表は訪問調査時に閲覧）。 

 研究指導には大学評価・学位授与機構の

審査に合格した博士の学位を持つ教員があ

たる。テーマにより必要な場合は、資格を

有する教員と博士号を有しない教員が共同

で指導にあたることもある。 

 教員は必ず学生とコンタクトを取り日ご

ろの指導を行っている。各学生には日々の

研究の取組みと教員とのコンタクトの状況

をコンタクトタイム表に記録し保管させて

いる。（コンタクトタイム表は訪問調査時

に閲覧） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

特別研究をデザイン能力育成のための科

目と位置づけ、テーマを決定し指導を行っ

ている。これらの指導には大学評価・学位

資料5-7-①-1

（出典 平成17年度 専攻科特別研究

公開発表会要旨集より）
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授与機構の資格審査に合格した博士の学位を有する教員があたっている。特別研究の評価は、日ごろ

の取組、発表内容、論文に分けて行い、複数教員で評価を行っている。また、公開の発表会も実施し

ている。 

以上のことより、研究指導が教育の目的に照らして適切に行われている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料5-7-①-2
平成17年度　専攻科　「制御工学特別研究Ⅱ」　成績  

採点方法
　成績は，①取組点を60%，②発表点の平均点を20%，③論文点の平均を20%の割合で採点した．

　③論文点は，複数教員の採点の平均点とした．
　なお，発表点は，予稿を20%，発表内容を60%，質疑応答の内容を20％の割合で採点した．

成績 (= ①取組点60% + ②発表点平均20% + ③論文点20%)

学籍番号 氏名 指導教員 総合成績 学籍番号 氏名 指導教員 取組点
B0402 白濱 92 B0402 白濱 95
B0403 真舘 82 B0403 真舘 80
B0407 古谷 85 B0407 古谷 85
B0409 古谷 94 B0409 古谷 95
B0410 吉野 94 B0410 吉野 95
B0411 添田 86 B0411 添田 86
B0412 白濱 94 B0412 白濱 95
B0415 太屋岡 84 B0415 太屋岡 80
B0416 添田 87 B0416 添田 86
B0419 太屋岡 86 B0419 太屋岡 85
B0305 真舘 92 B0305 真舘 95
B0317 太屋岡 86 B0317 太屋岡 85

②発表点 (= 予稿20% + 発表内容60% + 質疑応答20% )

学籍番号 氏名
井田 古谷 添田 中島 宮崎 松久保 太屋岡

発表点
（平均）

B0402 89 90 90 89 90 90
B0403 89 88 85 85 88 87
B0407 88 83 85 85 83 85
B0409 89 93 93 86 93 88 95 91
B0410 89 88 94 89 93 90 90 90
B0411 88 89 88 89 86 88 89 88
B0412 89 93 89 94 90 90 91
B0415 89 88 85 89 88
B0416 88 88 85 90 88
B0419 89 88 85 90 88
B0305 89 89 89 0 89
B0317 89 83 75 91 85

③論文点

学籍番号 氏名 古谷 白濱 吉野 真舘 添田 太屋岡
論文点
（平均）

B0402 80 90 90 87
B0403 85 85 85 85
B0407 80 85 85 83
B0409 90 90 95 92
B0410 95 95 95 95
B0411 80 90 85 85
B0412 90 95 95 93
B0415 90 95 90 92
B0416 90 90 95 92
B0419 85 90 90 88
B0305 75 90 95 87
B0317 90 85 90 88

　①取組点は，指導教員が採点し，②発表点は，研究発表会を行った際の複数教員の採点の平均点，

教　員　の　評　価

教　員　の　評　価

①取組点 指導教員が採点

 
 

（出典 平成17年度制御工学専攻 特別研究Ⅱ（電子制御コース）成績集計表）
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観点５－８－①： 成績評価・単位認定規定や修了認定規定が組織として策定され，学生に周知さ

れているか。また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，修了認定が適

切に実施されているか。 

（観点に係る状況） 

 本校では、「専攻科の授業科目の履修等に関する規則」を定め、学業成績は、試験、論文、レポー

ト等の成績を総合して評価を行い、優（80点以上）、良（70点以上）、可（60点以上）、不可（60点

未満）の４段階評価を実施している。可以上を合格とする基準を示し、専攻科修了に必要な単位数を

62単位と規定している（資料5-8-①-1）。なお、準学士課程はGPAによる評価に移行しており、専攻

科もGPA評価を取り入れるよう現在検討している。シラバスには科目ごとの評価基準と評価方法を示

し、これに沿って具体的な成績評価を行っている。全科目の定期試験の答案は、学生に返却し解答と

配点の説明を行っている。 

試験を受けることのできなか

ったものに対する追試験、成績

不良者に対する再試験について

も規則で規定している（資料5-

8-①-1）。 

 専攻科修了に関しては、専攻

科修了認定会議を開き、各学生

の成績、出席時間数などのデー

タを下に慎重に判定を行ってい

る（訪問調査時閲覧資料）。 

 これらの規則は、専攻科履修

要覧に記載して学生に配布し、

専攻科入学者に対するオリエン

テーションで説明するなどして

学生に周知を図っている。また、

観点5-6-③で述べたように、シ

ラバスと専攻科履修要覧に、授

業時間以外の学習をあわせて１

単位の学習時間が45時間である

ことと自学自習の必要性につい

て記載し、オリエンテーション

で説明を行い学生に周知してい

る。 

 試験問題の水準、適切さにつ

いては、図書館に、PE、FE、技

術士補関係の解説本や受験問題

集、他大学のテキスト、外国の

大学テキストなどを置き、これ

らを参考に各教員が水準の確認

資料5-8-①-1

○北九州工業高等専門学校専攻科の授業科目の履修等に関する規則 
（平成８年９月１９日）

（規則 第１３号）

 （目的） 

第１条 この規則は、北九州工業高等専門学校学則第６３条第３項及び第６５条の規定に 

基づき、専攻科の授業科目の履修方法及び成績の評価並びに修了の認定等について定め 

ることを目的とする。 

 （授業） 

第２条 専攻科の授業は、１単位時間を標準５０分とする。 

２ 授業は、講義、演習、実験及び実習のいずれか、又はこれらの併用により行うものと 

する。 

 （履修方法） 

第３条 専攻科に開設する授業科目の履修に当たつては、別に定める「受講申告書」を所 

定の期日までに、校長に提出しなければならない。 

 （試験） 

第４条 試験は、定期試験及び追試験とする。 

２ 定期試験は、各学期末に実施する。 

３ 追試験は、次の各号の一に掲げる事由により、定期試験を受験することができなかつ 

た者で、別に定める「追試験受験願」を所定の期日までに校長に提出し、その許可を得 

た者に対し実施する。 

（１）疾病（医師の診断書を要する。） 

（２）忌引 

（３）その他やむを得ない事由があると校長が認めた場合 

４ 再試験は、定期試験及び追試験の成績その他を総合した評点が３０点以上６０点未満 

であつた者に対し所定の期日までに実施する。 

 （成績の評価） 

第５条 成績は、授業科目ごとに第４条に規定する試験の成績その他を総合して評点で評 

価する。 

２ 成績の評価は、次の区分による。 

評 価 優 良 可 不可 

評 点 １００～８０ ７９～７０ ６９～６０ ５９～０ 

３ 再試験により合格した授業科目の評点は、６０点とする。 

４ 試験において不正行為を行つた者は、当該試験科目以降の受験を認めない。また、当 

該試験期間中におけるすべての試験科目の成績は０点とする。 

 （単位の認定） 

第６条 次の各号のすべてを満たした授業科目については、当該科目を修得したものとし 

て単位を認定する。 

（１）前条第２項の規定に基づき、評価が優、良及び可に評価されること。 

（２）欠課時間数が純授業時間数の３分の１を超えないこと。 

 （修了に必要な単位） 

第７条 専攻科の修了に必要な単位は、６２単位以上（そのうち、生産工学専攻について 

は一般科目は８単位以上、専門基礎科目は２８単位以上、専門科目は２６単位以上とし、 

制御工学専攻及び物質化学工学専攻については一般科目は８単位以上、専門基礎科目は 

２６単位以上、専門科目は２８単位以上とする。）とする。 

 （大学等において修得した単位の認定） 

第８条 大学等において修得した単位は、１６単位を超えない範囲で、専攻科における授 

業科目の履修とみなし、その単位を認定することができる。 

 （再履修） 

第９条 第５条に定める成績の評価が不可と評価された授業科目のうち、修得する必要が 

ある授業科目は、再履修するものとする。 

 （生産デザイン工学） 

第１０条 本校に「生産デザイン工学」教育プログラムを置く。 

２ 「生産デザイン工学」教育プログラムについては、別に定める。 

（出典 北九州工業高等専門学校電子規則集より） 
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と維持に努めている。共通科目においては、学内外での教科研究への参加と実践を通して水準の維持、

確認を図っている。 

各科目の評価結果は、評価に使用した成績データ、評価算出法とともに表にまとめ、試験問題と模

範解答、採点基準と配点、各学生の答案とともにファイルにして閲覧室に保管し教員に開示している

（訪問調査時閲覧資料）。また、試験問題と解答、配点については試験終了後に各学科の学科長にも

提出することとなっている。もし、適切さに欠く試験などがあれば、学科、専攻科委員会で指導する

ことを可能にしている。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

「授業科目の履修等に関する規則」を定め、専攻科履修要覧に掲載し、入学者に対するガイダンス

を行うなど、学生に周知を図っている。また、１単位の学習時間が45時間であることの意味について

も学生に周知を図っている。各科目の評価基準、評価方法についてはシラバスに具体的に明示してい

る。試験問題と解答については学科長に提出し、その適切さを学科でチェックできる体制をとってい

る。修了については認定会議を行い、各学生の成績に基づき慎重に判定を行っている。 

 以上のことから、成績評価や単位認定、修了認定の規程が組織として策定され、成績評価、単位認

定、修了認定が適切に行われている。 

 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

・教育目的を定め、この目的を達成するために準学士課程と専攻科に具体的な学習・教育目標を設

定している。これらの目標を達成するために科目を低学年から連続的に配置し、体系的な教育課

程を編成している。また、準学士課程と専攻科課程の連続性も考慮している。 

・シラバスで各科目に対応する教育目標を示し、具体的な科目の達成目標と評価基準、評価方法を

明示している。また、科目系統図により科目間の関連と学習の流れをわかりやすく示している。 

・学生の自学自習を支援し、さらに教員間の連携をとり効率的な授業を行うために、「月割表」と

「チェックリスト」を作成し公開している。 

・全科目の答案を学生に返却し解答を示している。また試験問題、答案コピーと解答、配点及び採

点基準、成績集計表をファイルにして資料室に保管し教員に開示している。 

・本校の地域的特性を生かし、低学年から毎年工場見学を実施し、また、企業実習、特別実習によ

るインターンシップ、長期工場見学を行うなど、低学年から高学年にわたって技術の社会との関

わりを学習させている。 

・特別研究、卒業研究では、複数教員による客観的な達成度評価を行っている。また、特別研究は

外部への公開発表会を行っている。 

・語学教育においては、TOEICや英語検定、漢字検定などの外部検定試験を取り入れた教育をおこ

ない、e-learningシステムなどのマルチメディア教材を利用した演習を行うなどの工夫を行って

いる。 

・人間性を涵養するための具体的な教育目標を掲げ、学修プログラムにより教育内容を具体化する

指針を与え、これに基づき、特別活動や様々な学校行事を行っている。 
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・課外活動、学生会活動も非常に活発で多くの実績を残している。 

・課外活動、学生会活動における教育指導や寮生の教育指導のほか、全教員がオフィスアワーを設

定し、学習・生活の両面から学生の教育指導にあたっている。 

 

（改善を要する点）  

・PBL教育をさらに充実していくことが望まれるが、現在、専攻科の複合工学実験に加えてさらに

PBL実験実習科目を配置するよう検討中である。 

 

 

 

（３）基準５の自己評価の概要 

 

教育目的を達成するために具体的な教育目標を定め、目標を達成するための科目を、段階的な履修

が可能なように科目の関連性とカリキュラムの流れを考えて体系的に配置している。目標に到達する

ために各学年の修得内容の指針を学修プログラムとして設定しており、各科目の具体的な達成目標も

示している。 

社会のニーズに対応して、他の高等教育機関の単位を取得単位として認定し、英語検定、漢字検定

なども教育に取り入れている。 

教育課程においては、講義、演習、実験・実習を各学年の教育課程に適切に配置しているほか、講

義の授業科目の中でも、演習や実習を取り入れたり、外部検定試験を取り入れるなど学習指導上の工

夫も行っている。それぞれの授業形態のバランスは適切であり、内容に応じた適切な工夫がなされて

いる。 

インターンシップでは、技術と社会との関わりを経験させ、企業が求める職業上の能力育成を図っ

ている。また、工場見学を低学年時から連続的に行うことによっても、社会と技術の関わりを経験さ

せ創造性の育成を図っている。 

専攻科では、２年間の特別研究で創造性を育む実践的な教育を行っている。特別研究をデザイン能

力育成の科目と位置づけて学生の研究テーマを決定している。これらの指導には大学評価・学位授与

機構の資格審査に合格した博士の学位を有する教員があたっている。また、卒業研究、特別研究の評

価は複数教員により客観的に行われている。 

シラバスは、全体の教育課程、科目の関連を示す科目系統図とともに、各科目の具体的達成目標や

学習内容、具体的な評価基準・評価方法を明示している。さらに、学生が科目内容をより把握し、学

習の点検が出来るように「月割表」と「チェックリスト」を作成し示している。 

学修プログラムで社会性・人間性教育の指針を定め、これに基づき特別活動や短期工場見学、清掃

活動や長期工場見学旅行、体育祭、オリエンテーションなどの学校行事を行うなど、教育課程の編成

において、人間の素養の涵養がなされるようにも配慮している。課外活動、学生会活動なども盛んに

行われており、多くの実績をあげている。 

履修等に関する規則は学生に周知され、規定に基づき、成績評価、単位認定、修了認定が適切に行

われている。 

以上のとおり、本校の教育内容は目的に沿った適切なものであり、教育方法、成績評価、単位認定

などが適切に行われている。 
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基準６ 教育の成果 

（１）観点ごとの分析 

観点６－１－①： 高等専門学校として，その目的に沿った形で，課程に応じて，学生が卒業（修

了）時に身に付ける学力や資質・能力，養成する人材像等について，その達成状

況を把握・評価するための適切な取組が行われているか。 

（観点に係る状況）  

［準学士課程］ 

 基準５でも述べたように、教育目標を達成するため、体系的な科目の流れを考慮し、それぞれの目

標を達成するための科目群を設定している（資料 6-1-①-1～資料 6-1-①-6）。卒業に必要な単位数

の科目を履修すれば、少なくとも各目標を達成するために必要な 低限の科目群が修得できるように

している。したがって、それぞれの教育目標に対応する科目群を履修し単位を取得することにより目

標は達成されたと判断している。それぞれの科目は、教育目標を達成するために、具体的な達成目標

と評価基準及び評価方法を設定し、それらに基づき合否の判定を行っている。教育目標（G）「社会

の一員としての自覚・倫理観を持ち、心豊かな人間性を有する技術者」については、目標を達成する

ために、特別活動および学校行事への参加も必要としており、特別活動の合格と学校行事の総時間数

の３分の２以上の出席を各学年の課程修了条件に加えている。学年末の及落・卒業認定会議にこれら

の成績および欠席時間数が提出され、慎重に及落・卒業認定が行われている（認定会議資料は訪問調

査時閲覧）。 

したがって、卒業生は認定会議で卒業認定が行われれば各目標を達成したと判断される。 

 

［専攻科課程］ 

 準学士課程と同様、専攻科の教育目標を達成するための科目群を設定している（資料 6-1-①-7、

資料 6-1-①-8）。「専攻科履修等に関する規則」で規定される修了に必要な 62 単位以上の科目を履

修すれば、少なくとも各目標を達成するために必要な 低限の科目群が修得できるようにしている。

これらの対応する科目を履修し単位を取得することにより目標は達成されたと判断している。それぞ

れの科目には具体的な達成目標、評価基準や評価方法などが設定されており、これらに基づき合否判

定が行われる。また、特別研究により総合的な達成度を見ることが出来るため、日頃の取組のほか、

複数教員により発表と質疑応答、および論文の内容の評価を行っている。これらの成績が学年末の修

了判定会議に提出され慎重に各学生の修了判定が行われる（修了判定会議資料は訪問調査時に閲覧）。 

したがって、修了生は修了認定が得られれば目標が達成されたと判断される。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 準学士課程、専攻科課程のそれぞれにおいて目標を達成するための科目群を配置しており、それら

の科目を履修し単位を取得すれば各目標は達成されたと判断している。各科目にはさらに具体的な達

成目標、評価基準や評価方法が定められ、それらに基づき合否判定が行われる。準学士課程では特別

活動、学校行事についても課程修了条件に加えられている。年度末にはこれらの成績が提出され、卒

業・修了認定が行われる。 

 以上から目標の達成状況を把握・評価するための適切な取組が行われている。 
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資料6-1-①-1

（出典 教務資料より作成）
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資料6-1-①-2

（出典 教務資料より作成） 
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資料6-1-①-3

 
                            （出典 教務資料より作成）
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資料6-1-①-4

                           （出典 教務資料より作成） 
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資料6-1-①-5

                          （出典 教務資料より作成）
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資料6-1-①-6(その1)

                            （出典 教務資料より作成）
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資料6-1-①-6(その2)

 

 

（出典 教務資料より作成）
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資料6-1-①-7 

学習・教育目標達成のための専門科目(共通科目)  
 

( )内数字は単位数、選のついている科目は選択科目、ついていない科目は必修科目を表す。 
専攻科 学習・教育 

目標 1 年 2 年 

① 
エネルギー論（②） 
物理数学（②） 
技術者倫理（②） 

現代物理学（②） 
 

A 
② 

代数基礎（②） 
応用数値計算法（②） 
エネルギー論（②） 
物理数学（②） 
技術者倫理（②） 

確率・統計（②） 
現代物理学（②） 
現代技術論（②） 
 

① 物理数学（②）  
B 

② 物理数学（②）  
①   
②   
③   

C 

④   
①  現代技術論（②） 
②  現代技術論（②） 
③   
④   

D 

⑤   

① 

英語講読 I（①） 
英語運用能力演習Ⅰ（①） 
アジア地域論（選②）注８ 
[放送大学科目] 注８ 

コミュニケーションⅡ（②） 
英語講読Ⅱ（①）注９ 
英語運用能力演習Ⅱ（①）注９

近代文学論（選②）注８ 
文章表現論（選②）注８注９ 
[放送大学科目] 注８ 

② アジア地域論（選②）注８ 
 

近代文学論（選②）注８ 
現代技術論（②） 

③ 
英語講読 I（①） 
英語運用能力演習Ⅰ（①） 
[放送大学科目] 注８ 

コミュニケーションⅡ（②） 
英語講読Ⅱ（①）注９ 
英語運用能力演習Ⅱ（①）注９

[放送大学科目] 注８ 

④ 
英語講読 I（①） 
英語運用能力演習Ⅰ（①） 
[放送大学科目] 注８ 

コミュニケーションⅡ（②） 
英語講読Ⅱ（①）注９ 
英語運用能力演習Ⅱ（①）注９

[放送大学科目] 注８ 

E 

⑤ [放送大学科目] 注８ 
コミュニケーションⅡ（②） 
英語運用能力演習Ⅱ（①）注９

[放送大学科目] 注８ 

① 

アジア地域論（選②）注８ 
技術者倫理（②） 
[放送大学科目] 注８ 

近代文学論（選②）注８ 
文章表現論（選②）注８注９ 
経済工学特論（選②）注８ 
社会科学特論（選②）注８注９

[放送大学科目] 注８ 

② 
技術者倫理（②） 経済工学特論（選②）注８ 

社会科学特論（選②）注８注９

現代技術論（②） 

F 

③ 技術者倫理（②） 現代技術論（②） 
注１：物質化学工学科４年は２単位まで専門科目として開設。      
注２：一般総合選択の６科目の中から１科目２単位を取得すること。   
注３：平成 11・12 年度本科入学生は１単位。平成 13・14 年度本科入学生は２単位。 
注４：平成 11・12 年度本科入学生のみ開設。 
注５：留学生対象の選択科目。留学生は４年次で「法学」，「民俗学」，「哲学（倫理学）」，

「地理学」，「比較文化論」，「経済工学」，「日本事情」の７科目から１科目を履修す

ること。５年次では，「法学」，「民俗学」，「哲学（倫理学）」，「地理学」，「比較文化

論」，「経済工学」のうち単位未取得の１科目を履修すること。    
注６：４年次では「法学」，「民俗学」，「哲学（倫理学）」，「地理学」，「比較文化論」，「経済

工学」の６科目から１科目を履修し，５年次で単位未取得の１科目を履修すること。 
注７：「基礎ネットワーキング」の単位取得者のみ。 
注８：専攻科一般科目の選択科目については放送大学科目で読み替えることができる。選

択科目「近代文学論」，「アジア地域論」，「経済工学特論」と放送大学科目「英語基

礎 A」，「経営工学概論」，「日本国憲法」の中から２科目４単位以上取得すること。

ただし，放送大学科目の中で学習・教育目標のＥ―①③④⑤に該当するのは「英語

基礎Ａ」，Ｆ―①に該当するのは「経営工学概論」と「日本国憲法」である。 
注９：平成１９年度開講。  

 

（出典 平成18年度シラバスより） 
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資料6-1-①-8(その1)

（出典 平成18年度シラバスより）
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資料6-1-①-8(その2)

学習・教育目標達成のための専門科目(電気工学科※及び電気電子工学科，生産工学専攻) 

                
 

( )内数字は単位数，選のついている科目は選択科目，ついていない科目は必修科目を表す。 
専攻科 学習・教育  

目標 1 年 2 年 

① 

固体力学(選④) 
固体力学Ⅰ（①）注 10 

固体力学ＩＩ（選②）注 10 

物理化学特論(選④) 
工業化学（①）注10 

物理化学特論（選②）注 10 

電磁気特論（選②）注 11 

 

［放送大学科目］ 

計測制御特論(選④) 

制御工学概論(①）注 10  

制御工学特論（選②）注 10 

情報理論基礎(選④) 
情報理論Ⅰ(①）注 10  

情報理論ＩI（選②）注 10 

材料科学(選④) 
材料科学（①）注 10 

材料科学特論（選②）注 10 

気体プラズマ特論(選②)注17 

［放送大学科目］ 

A 

② 

固体力学(選④) 
固体力学Ⅰ（①）注 10 

固体力学ＩＩ（選②）注 10 

電気回路学(選④) 

電気回路学Ⅰ（①）注 10  

電気回路ＩI（選②）注 10 

情報理論基礎(選④) 
情報理論Ⅰ(①）注 10 

情報理論Ⅱ（選②）注10 

 

① 

固体力学(選④) 
固体力学Ⅰ（①）注 10 

固体力学ＩＩ（選②）注 10 

電気回路学(選④) 

電気回路学Ⅰ（①）注 10  

電気回路ＩI（選②）注 10 

物理化学特論(選④) 
工業化学（①）注10 

物理化学特論（選②）注 10 

材料強度学特論（選②）注 12 

生産加工学（選②） 

流れ学（選②）注 13 

燃焼工学(選②)注 19 

電磁気特論（選②）注 11 

電気電子回路特論（選②）注１４ 

複合工学実験（①）注 15 

専攻科特論ＩＩ～ＩＶ(選②)注 16 

専攻科特論Ｖ(選①)注 16 

情報理論基礎 （選④） 
情報理論Ⅰ(①）注 10 

情報理論Ⅱ（選②）注10 

計測制御特論 （選④） 
制御工学概論(①）注10  

制御工学特論（選②）注 10 

材料科学(選④) 
材料科学（①）注 10  

材料科学特論（選②） 

材料強度学特論（選②）注12 

熱流動工学（選②） 

生産設計工学特論（選②） 

燃焼工学(選②)注19 

応用電子工学Ⅰ（選②）注 18 
電子デバイス特論（選②）注 18 

気体プラズマ特論(選②)注17 

メカトロニクス特論(選②) 

専攻科特論Ｉ～ＩＶ(選②)注 16 

専攻科特論Ｖ(選①)注 16 

B 

② 

固体力学(選④) 
固体力学Ⅰ（①）注 10 

固体力学ＩＩ（選②）注 10 

電気回路学(選④) 

電気回路学Ⅰ（①）注 10  

電気回路ＩI（選②）注 10 

材料強度学特論（選②）注 12 

生産加工学（選②） 

流れ学（選②）注 13 

燃焼工学(選②)注 19 

電磁気特論（選②）注 11 

電気電子回路特論（選②）注１４ 

専攻科特論（選②) 

情報理論基礎 （選④） 

情報理論Ⅰ(①）注 10  

情報理論ＩI（選②）注 10 

計測制御特論 （選④） 

制御工学概論(①）注 10  

制御工学特論（選②）注 10 

材料強度学特論（選②）注12 

熱流動工学（選②） 

生産設計工学特論（選②） 

燃焼工学(選②)注19 

応用電子工学Ⅰ（選②）注 18 

電子デバイス特論（選②）注18 

気体プラズマ特論(選②)注17 

メカトロニクス特論(選②) 

① 

生産工学輪講Ｉ（②） 

複合工学実験（①）注 15 

生産工学輪講Ｉ（②） 

生産加工学（選②） 

材料強度学特論（選②）注 12 

電気電子回路特論（選②）注１４ 

生産工学輪講ＩＩ（②） 

生産設計工学特論 （選②） 

メカトロニクス特論(選②) 

応用電子工学Ⅰ（選②）注 18 

電子デバイス特論（選②）注18 

② 
複合工学実験（①）注 15 

生産工学特別研究Ｉ（④） 

生産工学特別研究ＩＩ（⑥） 

③ 
複合工学実験（①）注 15 

生産工学特別研究Ｉ（④） 

生産工学特別研究ＩＩ（⑥） 

C 

④ 複合工学実験（①）注 15 生産工学特別研究ＩＩ（⑥） 

D ① 

固体力学Ⅰ（①）注 10  

固体力学ＩＩ（選②）注 10 

電気回路学Ⅰ（①）注 10  

電気回路ＩI（選②）注 10 

生産加工学（選②） 

工業化学（①）注10 

物理化学特論（選②）注 10 

特別実習（選②） 

生産工学特別研究Ｉ（④） 

専攻科特論ＩＩ～ＩＶ(選②)注 16 

専攻科特論Ｖ(選①)注 16 

情報理論Ⅰ(①）注 10  

情報理論ＩI（選②）注 10 

計測制御特論 （選④） 

制御工学概論(①）注 10  

制御工学特論（選②）注 10 

材料科学（選④） 

材料科学（①）注 10  

材料科学特論（選②） 

生産設計工学特論 （選②） 

熱流動工学（選②） 

メカトロニクス特論(選②) 

生産工学特別研究ＩＩ（⑥） 

専攻科特論Ｉ～ＩＶ(選②)注 16 

専攻科特論Ｖ(選①)注 16 

 
※ 平成 14 年度 電気工学科から電気電子工学科へ学科名変更 

 
 

専攻科 学習・教育  

目標 1 年 2 年 

②

生産工学輪講Ｉ（②） 

複合工学実験（①）注 15 

特別実習(選②) 

専攻科特論ＩＩ～ＩＶ(選②)注16 

専攻科特論Ｖ(選①)注 16 

[専門基礎選択科目] 

[他専攻専門科目] 

[放送大学科目] 

生産工学輪講ＩＩ（②） 

熱流動工学(選②) 

生産設計工学特論 （選②） 

生産設計工学特論(選②) 

専攻科特論Ｉ～ＩＶ(選②)注 16 

専攻科特論Ｖ(選①)注16 

[専門基礎選択科目] 

[他専攻専門科目] 

[放送大学科目] 

③ 生産工学特別研究Ｉ（④） 生産工学特別研究ＩＩ（⑥） 

④ 生産工学特別研究Ｉ（④） 生産工学特別研究ＩＩ（⑥） 

D

⑤  生産工学特別研究ＩＩ（⑥） 

①   

②

複合工学実験（①）注 15 

生産工学特別研究Ｉ（④） 

特別実習(選②)  

専攻科特論ＩＩ～ＩＶ(選②)注16 

専攻科特論Ｖ(選①)注 16 

生産工学特別研究ＩＩ（⑥） 

専攻科特論Ｉ～ＩＶ(選②)注 16 

専攻科特論Ｖ(選①)注16 

③ 生産工学輪講Ｉ（②） 生産工学輪講ＩＩ（②） 

④  生産工学特別研究ＩＩ（⑥） 

E

⑤   

①   

②

生産工学特別研究Ｉ（④） 

生産工学輪講Ｉ（②） 

生産加工学(選②) 

燃焼工学(選②)注19 

特別実習(選②) 

専攻科特論(選②) 

専攻科特論ＩＩ～ＩＶ(選②)注16 

専攻科特論Ｖ(選①)注 16 

生産工学特別研究ＩＩ（⑥） 

生産工学輪講ＩＩ（②） 

燃焼工学(選②)注 19 

専攻科特論Ｉ～ＩＶ(選②)注 16 

専攻科特論Ｖ(選①)注16 F

③
燃焼工学(選②)注19 

特別実習(選②) 

燃焼工学(選②)注 19 

 

注１：「電気電子工学演習I(②)」は平成17 年度より開講， それ以前は 5 年「電気回路特論(①）， 電

気磁気学特論（①）」が対応する。 

注２： 平成１６年度以前は「電子機器（①）」が対応する。  

注３： 平成 1７年度以前は「基礎制御工学（②）」が対応する。 

注４： 平成 1７年度以前は「電気電子材料（②）」が対応する。 

注５： 平成１６年度以前は「電子物性（②）」が対応する。  

注６： 平成 19 年度より「基礎制御工学 II（①）」が対応する。 

注 7： 平成18 年度より開講する。   

注 8： 平成17 年度までは「電子回路特論（①）」が対応する。  

注９： 平成 16 年度は非開講。 

注 10： 通年選択科目 4 単位を平成 18 年度専攻科入学生から前期必修 1 単位＋後期選択 2 単位

へと変更する。 

注 1１：「応用電気磁気学(選②)」を名称変更し平成 18 年度より新科目名とする。 

注 12： 平成１７年度では専攻科 1 年生で開講、平成18 年度より 2 年生で開講。 

注 13： 専門基礎選択科目として平成 18 年度より開設。 

注 14： 「応用電気回路(選②)」を名称変更し平成 18 年度より新科目名とする。 

注 15： 平成 18 年度入学生から開講。 

注16： 平成１７年度より専門基礎選択科目2単位として開講、平成18年度入学生よりＩ～ＩＶ（2単位）

とＶ（1 単位）。 

注１７： 「プラズマ工学（選②)」を名称変更し平成 18 年度より新科目名とする。 

注 18： 平成 18 年度まで「応用電子工学Ｉ（選②）」を開講、平成 19 年度以降は「電子デバイス特論

(選②)」が対応する。 

注 19： 平成１７年度では専攻科２年生で開講、平成 18 年度より専攻科１年生で開講。 

 
（出典 平成18年度シラバスより）
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資料6-1-①-8(その3)

学習・教育目標達成のための専門科目(電子制御工学科、制御工学専攻) 
 

( )内数字は単位数、選のついている科目は選択科目、ついていない科目は必修科目を表す。 
専攻科 学習・教育 

目標 1 年 2 年 

① 

固体力学(選④) 
固体力学Ⅰ（①）注 6 
固体力学Ⅱ（選②）注 6 
物理化学特論(選④) 
工業化学（①）注 6 
物理化学特論（選②）注 6 
［放送大学科目］ 

計測制御特論(選④) 

制御工学概論（選①）注７ 

制御工学特論（選②）注７ 

情報理論基礎(選④) 
情報理論Ⅰ（①）注７ 

情報理論Ⅱ（選②）注７ 

［放送大学科目］ A 

② 

固体力学(選④) 
固体力学Ⅰ（①）注 6 
固体力学Ⅱ（選②）注 6 
電気回路学(選④) 

電気回路学Ⅰ(①)注 6 

電気回路学Ⅱ(選②)注 6 

情報理論基礎(選④) 
情報理論Ⅰ（①）注７ 

情報理論Ⅱ（選②）注７ 

計算幾何学(選②)注 9 

 

① 

固体力学(選④) 
固体力学Ⅰ（①）注 6 
固体力学Ⅱ（選②）注 6 
電気回路学(選④) 

電気回路学Ⅰ(①)注 6 

電気回路学Ⅱ(選②)注 6 

物理化学特論(選④) 
工業化学（①）注 6 
物理化学特論（選②）注 6 
シミュレーション工学(選②) 

複合工学実験（①）注 6 

専攻科特論Ⅱ～Ⅳ（選②）注 6 
専攻科特論Ⅴ（選①）注 6 

情報理論基礎(選④) 
情報理論Ⅰ（①）注７ 

情報理論Ⅱ（選②）注７ 

材料科学(選④) 
材料科学（①）注７ 
材料科学特論（選②）注７ 
ディジタル画像解析(選②) 

専攻科特論Ⅰ～Ⅳ（選②）注 6 
専攻科特論Ⅴ（選①）注 6 

B 

② 

固体力学(選④) 
固体力学Ⅰ（①）注 6 
固体力学Ⅱ（選②）注 6 
コンピュータ制御論(選②) 

シミュレーション工学(選②) 

知識情報処理(選②) 注 8 

専攻科特論(選②) 注 5 

計測制御特論(選④) 

制御工学概論（選①）注７ 

制御工学特論（選②）注７ 

情報理論基礎(選④) 
情報理論Ⅰ（①）注７ 

情報理論Ⅱ（選②）注７ 

ディジタル信号処理(選②) 
ニューロコンピューティング(選②) 
電磁アクチュエータ(選②) 

計算幾何学(選②)注 9 

ディジタル画像解析(選②) 

① 制御工学輪講Ⅰ(②) 

複合工学実験（①）注 6 
制御工学輪講Ⅱ(②) 

② 制御工学特別研究Ⅰ(④) 

複合工学実験（①）注 6 制御工学特別研究Ⅱ(⑥) 

③ 制御工学特別研究Ⅰ(④) 

複合工学実験（①）注 6 制御工学特別研究Ⅱ(⑥) 
C 

④ 複合工学実験（①）注 6 制御工学特別研究Ⅱ(⑥) 

① 

電気回路学(選④) 

電気回路学Ⅰ(①)注 6 

電気回路学Ⅱ(選②)注 6 

コンピュータ制御論(選②) 

シミュレーション工学(選②) 

知識情報処理(選②) 注 8 

特別実習(選②) 
専攻科特論（選②） 

専攻科特論Ⅱ～Ⅳ（選②）注 6 
専攻科特論Ⅴ（選①）注 6 
制御工学特別研究Ⅰ(④) 

計測制御特論(選④) 

制御工学概論（選①）注７ 

制御工学特論（選②）注７ 

情報理論Ⅰ（①）注７ 

情報理論Ⅱ（選②）注７ 

ディジタル信号処理(選②) 

ディジタル画像解析(選②) 

専攻科特論Ⅰ～Ⅳ（選②）注 6 
専攻科特論Ⅴ（選①）注 6 
制御工学特別研究Ⅱ(⑥) 

② 

特別実習(選②) 
制御工学輪講Ⅰ(②) 

固体力学Ⅰ（①）注 6 
電気回路学Ⅰ(①)注 6 

工業化学（①）注 6 
専攻科特論（選②） 

専攻科特論Ⅱ～Ⅳ（選②）注 6 
専攻科特論Ⅴ（選①）注 6 
複合工学実験（①）注 6 
［専門基礎選択科目］ 

［他専攻専門選択科目］ 

［放送大学科目］ 

制御工学輪講Ⅱ(②) 

情報理論Ⅰ（選①）注７ 

材料科学（選①）注７ 

専攻科特論Ⅰ～Ⅳ（選②）注 6 
専攻科特論Ⅴ（選①）注 6 
［専門基礎選択科目］ 

［他専攻専門選択科目］ 

［放送大学科目］ 

③ 制御工学特別研究Ⅰ（④) 制御工学特別研究Ⅱ(⑥) 
④ 制御工学特別研究Ⅰ(④) 制御工学特別研究Ⅱ(④) 

D 

⑤  制御工学特別研究Ⅱ(④) 

 
 

専攻科 学習・教育

目標 1 年 2 年 
①   

②

制御工学特別研究Ⅰ(④) 

特別実習(選②) 
複合工学実験（①）注 6 
専攻科特論Ⅱ～Ⅳ（選②）注 6 
専攻科特論Ⅴ（選①）注 6 

制御工学特別研究Ⅱ(⑥) 

専攻科特論Ⅰ～Ⅳ（選②）注 6 
専攻科特論Ⅴ（選①）注 6 

③ 制御工学輪講Ⅰ(②) 制御工学輪講Ⅱ(②) 
④  制御工学特別研究Ⅱ(⑥) 

E 

⑤   
①   

②

制御工学輪講Ⅰ(②) 

制御工学特別研究Ⅰ(④) 

専攻科特論（選②） 

専攻科特論Ⅱ～Ⅳ（選②）注 6 
専攻科特論Ⅴ（選①）注 6 
特別実習(選②) 
 

専攻科特論Ⅰ～Ⅳ（選②）注 6 
専攻科特論Ⅴ（選①）注 6 
制御工学輪講Ⅱ②) 

制御工学特別研究Ⅱ(⑥) 
F 

③ 特別実習(選②)  
注 1： 平成 12 年度以前の入学生は 「電気磁気学Ⅱ(②)」 

注 2： 平成 11 年度以前の入学生は 「ディジタル制御演習(①)」 

注 3： 平成 11 年度以前の入学生は 「電子制御工学実験実習(③)」 

注 4： 平成 11 年度以前の入学生は 「卒業研究(⑨)」 

注 5： 平成 17 年度より新設 

注 6： 平成 18 年度より新設 
注 7： 平成 19 年度より新設 
注 8： 平成 17 年度以前の専攻科入学生は「データ構造とアルゴリズム（選②）」 

注 9： 平成 17 年度以前の専攻科入学生は「センシング工学（選②）」 

 

 

（出典 平成18年度シラバスより）
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資料6-1-①-8(その4)

学習・教育目標達成のための専門科目(制御情報工学科、制御工学専攻)
 
 
( )内数字は単位数、選のついている科目は選択科目、ついていない科目は必修科目を表す。 

専攻科 学習・教育 

目標 1 年 2 年 

① 

固体力学(選④) 

固体力学 I（①） 注 4 

固体力学 II（選②） 注 4 

物理化学特論(選④) 

工業化学（①） 注 4 

物理化学特論（選②） 注 4 

［放送大学科目］ 

計測制御特論(選④) 

制御工学概論（選①） 注 6 

制御工学特論（選②） 注 6 

情報理論基礎(選④) 

情報理論 I(①) 注 6 

情報理論 II(選②) 注 6 

［放送大学科目］ A 

② 

固体力学(選④) 

固体力学 I（①） 注 4 

固体力学 II（選②） 注 4 

電気回路学(選④) 

電気回路学 I（①） 注 4 

電気回路学 II（選②） 注 4 

情報理論基礎(選④) 

情報理論 I(①) 注 6 

情報理論 II(選②) 注 6 

計算幾何学(選②) 注 7 

 

① 

複合工学実験（①） 注 4 

固体力学(選④) 

固体力学 I（①） 注 4 

固体力学 II（選②） 注 4 

電気回路学(選④) 

電気回路学 I（①） 注 4 

電気回路学 II（選②） 注 4 

物理化学特論(選④) 

工業化学（①） 注 4 

物理化学特論（選②） 注 4 

専攻科特論 II～IV(選②) 注 4 

専攻科特論 V(選①) 注 4 

シミュレ－ション工学(選②) 

情報理論基礎(選④) 

情報理論 I(①) 注 6 

情報理論 II(選②) 注 6 

材料科学(選④) 

材料科学(①) 注 6 

材料科学特論(選②) 注 6 

専攻科特論 I～IV(選②) 注 6 

専攻科特論 V(選①) 注 6 

ディジタル画像解析(選②) 

 

B 

② 

固体力学(選④) 

固体力学 I（①） 注 4 

固体力学 II（選②） 注 4 

専攻科特論（選②） 

コンピュ－タ制御論(選②) 

シミュレ－ション工学(選②) 

知識情報処理(選②) 注 5 

 

計測制御特論(選④) 

制御工学概論（選①） 注 6 

制御工学特論（選②） 注 6 

情報理論基礎(選④) 

情報理論 I(①) 注 6 

情報理論 II(選②) 注 6 

ディジタル信号処理(選②) 
ニューロコンピューティング(選②) 

電磁アクチュエ－タ(選②) 

計算幾何学(選②) 注 7 

ディジタル画像解析(選②) 

① 複合工学実験（①） 注 4 

制御工学輪講Ⅰ(②) 
制御工学輪講Ⅱ(②) 

② 複合工学実験（①） 注 4 

制御工学特別研究Ｉ(④) 
制御工学特別研究Ⅱ(⑥) 

③ 複合工学実験（①） 注 4 

制御工学特別研究Ｉ(④) 
制御工学特別研究Ⅱ(⑥) 

C 

④ 複合工学実験（①） 注 4 制御工学特別研究Ⅱ(⑥) 

① 

電気回路学(選④) 

電気回路学 I（①） 注 4 

電気回路学 II（選②） 注 4 

専攻科特論（選②） 

専攻科特論 II～IV(選②) 注 4 

専攻科特論 V(選①) 注 4 

制御工学特別研究Ｉ(④) 

コンピュ－タ制御論(選②) 

シミュレ－ション工学(選②) 

知識情報処理(選②) 注 5 

特別実習(選②) 注 3 

計測制御特論(選④) 

制御工学概論（選①） 注 6 

制御工学特論（選②） 注 6 

情報理論 I(①) 注 6 

情報理論 II(選②) 注 6 

専攻科特論 I～IV(選②) 注 6 

専攻科特論 V(選①) 注 6 

制御工学特別研究Ⅱ(⑥) 

ディジタル信号処理(選②) 

ディジタル画像解析(選②) 

 

② 

複合工学実験（①） 注 4 

固体力学 I（①） 注 4 

電気回路学 I（①） 注 4 

工業化学（①） 注 4 

専攻科特論（選②） 

専攻科特論 II～IV(選②) 注 4 

専攻科特論 V(選①) 注 4 

制御工学輪講Ⅰ(②) 

特別実習(選②) 注 3 

［専門基礎選択科目］ 

［他専攻専門選択科目］ 

［放送大学科目］ 

情報理論 I(①) 注 6 

材料科学(①) 注 6 

専攻科特論 I～IV(選②) 注 6 

専攻科特論 V(選①) 注 6 

制御工学輪講Ⅱ(②) 

［専門基礎選択科目］ 

［他専攻専門選択科目］ 

［放送大学科目］ 

 

③ 制御工学特別研究Ｉ(④) 制御工学特別研究Ⅱ(⑥) 

④ 制御工学特別研究Ｉ(④) 制御工学特別研究Ⅱ(⑥) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

D 

⑤  制御工学特別研究Ⅱ(⑥) 

 
 
 

専攻科 学習・教育

目標 1 年 2 年 
①   

②

複合工学実験（①） 注 4 

専攻科特論 II～IV(選②) 注 4 

専攻科特論 V(選①) 注 4 

制御工学特別研究Ｉ(④) 

特別実習(選②) 注 3 

専攻科特論 I～IV(選②) 注 6 

専攻科特論 V(選①) 注 6 

制御工学特別研究Ⅱ(⑥) 

③ 制御工学輪講Ⅰ(②) 制御工学輪講Ⅱ(②) 

④  制御工学特別研究Ⅱ(⑥) 

E 

⑤   

①   

②

専攻科特論（選②） 

専攻科特論 II～IV(選②) 注 4 

専攻科特論 V(選①) 注 4 

制御工学特別研究Ｉ(④) 

制御工学輪講Ⅰ(②) 

特別実習(選②) 注 3 

専攻科特論 I～IV(選②) 注 6 

専攻科特論 V(選①) 注 6 

制御工学特別研究Ⅱ(⑥) 

制御工学輪講Ⅱ(②) 
F 

③ 特別実習(選②) 注 3  

 
注 1： 平成 13 年度以前の入学生は 「材料強度学(選②)」 

注 2： 平成 13 年度以前の入学生は 「コンピュ－タネットワ－ク(選②)」 

注 3： 平成１6 年度より新設 
注 4： 平成１8 年度より新設 
注 5： 平成 17 年度以前の専攻科入学生は「デ－タ構造とアルゴリズム（選②）」

注 6： 平成１9 年度より新設 

注 7： 平成 17 年度以前の専攻科入学生は「センシング工学（選②）」 

 
 

 
（出典 平成18年度シラバスより）
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資料6-1-①-8(その5)

学習・教育目標達成のための専門科目(物質化学工学科、物質化学工学専攻) 
                

 
 

( )内数字は単位数、選のついている科目は選択科目、ついていない科目は必修科目を表す。 
専攻科 学習・教育 

目標 1 年 2 年 

① 

固体力学(選④) 注 1 

物理化学特論(選④) 注 1 

量子化学(選②) 注 1 

物理化学特論(選②) 注 3 

固体力学Ⅰ(①) 注 3 

固体力学Ⅱ(選②) 注 3 

量子化学Ⅰ(選②) 注 3 

 

［放送大学科目］ 

計測制御特論(選④) 注 2 

情報理論基礎(選④) 注 2 

量子分子設計学(選②) 注 2 

制御工学概論(①) 注 4 

制御工学特論(選②) 注 4 

情報理論Ⅰ(①) 注 4 

情報理論Ⅱ(選②) 注 4 

量子化学Ⅱ(選②) 注 4 

［放送大学科目］ A 

② 

固体力学(選④) 注 1 

電気回路学(選④) 注 1 

有機合成化学(選②) 注 1 

細胞工学(選②) 

固体力学Ⅰ(①) 注 3 

固体力学Ⅱ(選②) 注 3 

電気回路学Ⅰ(①) 注 3 

電気回路学Ⅱ(選②) 注 3 

有機化学特論(選②) 注 3 

情報理論基礎(選④) 注 2 

分離化学工学(選②) 注 1 

生物化学工学(選②)  

情報理論Ⅰ(①) 注 4 

情報理論Ⅱ(選②) 注 4 

 

 

 

① 

固体力学(選④) 注 1 

電気回路学(選④) 注 1 

物理化学特論(選④) 注 1 

金属錯体化学(選②) 注 1 

ﾌｧｲﾝｾﾗﾐｯｸｽ工学(選②)  

反応工学特論(選②) 

複合工学実験(①) 注 3 

固体力学Ⅰ(①) 注 3 

固体力学Ⅱ(選②) 注 3 

電気回路学Ⅰ(①) 注 3 

電気回路学Ⅱ(選②) 注 3 

物理化学特論(選②) 注 3 

専攻科特論Ⅱ? Ⅳ(選②) 注 3 

専攻科特論Ⅴ(選①) 注 3 

 

情報理論基礎(選④) 注 2 

材料科学(選④) 注 2 
化学熱力学(選②)  

情報理論Ⅰ(①) 注 4 

情報理論Ⅱ(選②) 注 4 

材料科学特論(選②) 注 4 

専攻科特論Ⅰ? Ⅳ(選②) 注 4 

専攻科特論Ⅴ(選①) 注 4 

 

B 

② 

固体力学(選④) 注 1 
専攻科特論(選②) 注 1 

量子化学(選②) 注 1 

金属錯体化学(選②) 注 1 

機器分析特論(選②) 注 1 

有機合成化学(選②) 注 1 

ﾌｧｲﾝｾﾗﾐｯｸｽ工学(選②)  

機能材料化学(選②) 

反応工学特論(選②) 

細胞工学(選②)  

応用微生物学(選②)  

固体力学Ⅰ(①) 注 3 

固体力学Ⅱ(選②) 注 3 

量子化学Ⅰ(選②) 注 3 

有機化学特論(選②) 注 3 

 

 

計測制御特論(選④) 注 2 

情報理論基礎(選④) 注 2 

化学熱力学(選②)  

量子分子設計学(選②) 注 2 

高分子化学特論(選②) 

分離化学工学(選②) 注 1 

生物化学工学(選②)  

制御工学概論(①) 注 4 

制御工学特論(選②) 注 4 

情報理論Ⅰ(①) 注 4 

情報理論Ⅱ(選②) 注 4 

量子化学Ⅱ(選②) 注 4 

① 
物質化学工学輪講Ⅰ(②) 

細胞工学(選②)  

複合工学実験(①) 注 3 

 

物質化学工学輪講Ⅱ(②) 

化学熱力学(選②) 

② 
物質化学工学特別研究Ｉ(④) 

複合工学実験(①) 注 3 

 

物質化学工学特別研究Ⅱ(⑥)  

③ 
物質化学工学特別研究Ｉ(④) 

複合工学実験(①) 注 3 

 

物質化学工学特別研究Ⅱ(⑥) 

 

C 

④ 複合工学実験(①) 注 3 

 
物質化学工学特別研究Ⅱ(⑥) 

 
 

 
 
 

専攻科 学習・教育

目標 1 年 2 年 

①

電気回路学(選④) 注 1 

専攻科特論(選②) 注 1 

物質化学工学特別研究Ｉ(④) 

特別実習(選②) 
電気回路学Ⅰ(①) 注 3 

電気回路学Ⅱ(選②) 注 3 

専攻科特論Ⅱ? Ⅳ(選②) 注 3 

専攻科特論Ⅴ(選①) 注 3 

計測制御特論(選④) 注 2 

物質化学工学特別研究Ⅱ(⑥) 

制御工学概論(①) 注 4 

制御工学特論(選②) 注 4 

情報理論Ⅰ(①) 注 4 

情報理論Ⅱ(選②) 注 4 

専攻科特論Ⅰ? Ⅳ(選②) 注 4 

専攻科特論Ⅴ(選①) 注 4 

②

固体力学Ⅰ(①) 注 3 

電気回路学Ⅰ(①) 注 3 

専攻科特論(選②) 注 1 
物質化学工学輪講Ⅰ(②) 

特別実習(選②) 
複合工学実験(①) 注 3 
専攻科特論Ⅱ? Ⅳ(選②) 注 3 

専攻科特論Ⅴ(選①) 注 3 
［専門基礎選択科目］ 

［他専攻専門選択科目］ 

［放送大学科目］ 

情報理論Ⅰ(①) 注 4 

物質化学工学輪講Ⅱ(②) 

専攻科特論Ⅰ? Ⅳ(選②) 注 4 

専攻科特論Ⅴ(選①) 注 4 

 

［専門基礎選択科目］ 

［他専攻専門選択科目］ 

［放送大学科目］ 

③ 物質化学工学特別研究Ｉ(④) 物質化学工学特別研究Ⅱ(⑥) 
④ 物質化学工学特別研究Ｉ(④) 物質化学工学特別研究Ⅱ(⑥) 

D 

⑤  物質化学工学特別研究Ⅱ(⑥) 
①   

②

物質化学工学特別研究Ｉ(④) 

特別実習(選②) 
複合工学実験(①) 注 3 

専攻科特論Ⅱ? Ⅳ(選②) 注 3 

専攻科特論Ⅴ(選①) 注 3 

物質化学工学特別研究Ⅱ(⑥) 

専攻科特論Ⅰ? Ⅳ(選②) 注 4 

専攻科特論Ⅴ(選①) 注 4 

③ 物質化学工学輪講Ⅰ(②) 物質化学工学輪講Ⅱ(②) 
④  物質化学工学特別研究Ⅱ(⑥) 

E 

⑤   
①   

②

専攻科特論(選②) 注 1 
物質化学工学特別研究Ｉ(④) 

物質化学工学輪講Ⅰ(②) 
特別実習(選②) 
専攻科特論Ⅱ? Ⅳ(選②) 注 3 

専攻科特論Ⅴ(選①) 注 3 

物質化学工学特別研究Ⅱ(⑥) 

物質化学工学輪講Ⅱ(②) 

専攻科特論Ⅰ? Ⅳ(選②) 注 4 

専攻科特論Ⅴ(選①) 注 4 F 

③ 特別実習(選②)  
注 1：平成 18 年度以降は廃止。 

注 2：平成 19 年度以降は廃止 

注 3：平成 18 年度に科目開設。 

注 4：平成 19 年度に科目開設。 

注 5：平成 12 年度以前の入学生は「工業無機化学」。 

注 6：平成 14 年度以前の入学生は 2 単位で実施。 

 
（出典 平成18年度シラバスより）
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観点６－１－②： 各学年や卒業（修了）時などにおいて学生が身に付ける学力や資質・能力につ

いて，単位取得状況，進級の状況，卒業（修了）時の状況，資格取得の状況等か

ら，あるいは卒業研究，卒業制作などの内容・水準から判断して，教育の成果や

効果が上がっているか。 

（観点に係る状況）  

 準学士課程の各学年の留年、休学および退学状況を資料6-1-②-1に示す。平成17年度は1033名の学

生中、留年3.8%、退学3.9%、休学0.5%であり、平成16年度は1025名の学生中、留年2.6%、退学2.6%、

休学0.4%であった。ほとんどの学生は、進級・卒業要件に指定された科目を修得し進級・卒業してい

る。卒業生の進路（資料6-1-②-2）を見ると卒業生のうち約92%は理工系の分野に進学・就職をして

いる。また、専攻科課程を見ると、資料6-1-②-3に示すよう修了者全員が理工系の分野に就職・進学

している。これらからほとんどの学生が、各目標を達成するために指定された科目群を修得すること

により基礎学力、工学の専門知識・技術などを身につけているといえる。総合的な問題解決能力につ

いては、卒業研究、特別研究において、各学生が課題に対して何らかの結果を導き出し論文にまとめ

報告している（資料6-1-②-4）。その日頃からの取組を指導教員が、発表会における発表内容および

質疑応答と 終提出された論文を複数教員が評価することにより客観的に評価している。 

これらの評価結果を見ると、問題解決能力も身についていることがわかる（卒業論文、特別研究論

資料6-1-②-1

休学・退学・留年の状況 

休学 退学 留年 休学 退学 留年 休学 退学 留年

機械工学科 2
（内海外留学2）

7 12 1 10 4 0 7 6

電気電子工学科 2
（内海外留学1）

12 7 1 1 5 2
（内海外留学2）

7 12

電子制御工学科 1
（内海外留学1）

4 5 1 6 8 2 9 4

制御情報工学科 1 4 8 0 1 5 3 11 9

物質化学工学科 0 2 5 1 9 5 3
（内海外留学1）

7 8

合計 6 29 37 4 27 27 10 41 39

平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度

 
 

平成１７年度休学内訳 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 合計
機械工学科 0
電気電子工学科 1 1 2
電子制御工学科 1 1 2
制御情報工学科 1 1 1 3
物質化学工学科 1 2 3
合計 0 3 2 3 2 10

平成１７年度退学内訳 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 合計
機械工学科 3 2 1 1 7
電気電子工学科 3 3 1 7
電子制御工学科 2 1 6 9
制御情報工学科 7 4 11
物質化学工学科 4 1 2 7
合計 5 17 15 4 0 41

平成１７年度留年内訳 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 合計
機械工学科 2 3 1 6
電気電子工学科 5 4 2 1 12
電子制御工学科 3 1 4
制御情報工学科 6 3 9
物質化学工学科 3 5 8
合計 0 10 16 8 5 39  

                   （休学者数は海外留学によるものを含む） 

（出典 学生課資料より）
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文、発表予稿集、各学生の評価は訪問調査時に閲覧）。特別研究は学会など外部での発表件数も多い

（資料 6-1-②-5）。 

コミュニケーション能力については、英語および国語科目で具体的な達成目標をかかげ、設定した

評価基準、評価方法のもとに評価を行っており、これらの科目の単位を取得することにより身につい

ていることがわかる（答案及び成績評価表は訪問調査時閲覧資料）。平成 17 年度「伊藤園おーいお

茶新俳句大賞」に国語の課題で書いたものを応募した結果５名が入賞した（資料 6-1-②-6）。これ

も一つの教育成果といえる。 

専攻科課程では平成 17 年度より英語科目の単位取得条件に TOEIC400 点取得を入れている。平成

17 年度修了生が一回目の対象学年となったが、修了予定者 57 名の内７名が TOEIC400 点に達さない

ため単位を取得できなかった。これについては、今後学校全体での指導体制を整備していくことにし

ている。 

また、コミュニケーション能力は卒業研究、特別研究の発表の評価点を見ることによっても確認で

きる（資料 6-1-②-7）。 

専攻科修了生の学士号取得率はほぼ 100%に近く、このことからも専攻科の教育の成果が上がって

いることがわかる（資料 6-1-②-8）。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 ほとんどの学生が、本校で定める条件を満たして進級・卒業・修了をしており、卒業生・修了生の

ほとんどが理工系、技術系の分野に進学・就職をしている。卒業研究、特別研究、専門科目などの評

価を見るとそれぞれ目標とする力が身についていることがわかる。専攻科の英語科目において

TOEIC400 点に満たない者があったものの、全体的には教育の成果は上がっている。 

資料6-1-②-3

（出典 平成17年度学校要覧より）

資料6-1-②-2

（出典 平成17年度学校要覧より）
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   資料6-1-②-4(その1)

 
 

  （出典 本校機関誌「志遠」第45号より）
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 資料6-1-②-4(その2)

 
（出典 本校機関誌「志遠」第45号より）
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資料6-1-②-5

 

専攻科生の特別研究の外部発表 

 

発表件数 Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６

論文 5 3 3

口頭 3 3 3

学生数（２学年） 13 19 22

論文 4 4 6

口頭 16 18 20

学生数（２学年） 31 37 41

論文 4 6 6

口頭 20 27 26

学生数（２学年） 21 23 31

制御工学専攻

物質化学工学専攻

生産工学専攻

 

（出典 平成17年度 専攻科実務者会議承合事項より抜粋）

資料6-1-②-6

 

（出典 文教ニュース 平成17年9月19日）
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資料6-1-②-7
平成17年度　専攻科　「制御工学特別研究Ⅱ」　成績  

採点方法
　成績は，①取組点を60%，②発表点の平均点を20%，③論文点の平均を20%の割合で採点した．

　③論文点は，複数教員の採点の平均点とした．
　なお，発表点は，予稿を20%，発表内容を60%，質疑応答の内容を20％の割合で採点した．

成績 (= ①取組点60% + ②発表点平均20% + ③論文点20%)

学籍番号 氏名 指導教員 総合成績 学籍番号 氏名 指導教員 取組点
B0402 白濱 92 B0402 白濱 95
B0403 真舘 82 B0403 真舘 80
B0407 古谷 85 B0407 古谷 85
B0409 古谷 94 B0409 古谷 95
B0410 吉野 94 B0410 吉野 95
B0411 添田 86 B0411 添田 86
B0412 白濱 94 B0412 白濱 95
B0415 太屋岡 84 B0415 太屋岡 80
B0416 添田 87 B0416 添田 86
B0419 太屋岡 86 B0419 太屋岡 85
B0305 真舘 92 B0305 真舘 95
B0317 太屋岡 86 B0317 太屋岡 85

②発表点 (= 予稿20% + 発表内容60% + 質疑応答20% )

学籍番号 氏名
井田 古谷 添田 中島 宮崎 松久保 太屋岡

発表点
（平均）

B0402 89 90 90 89 90 90
B0403 89 88 85 85 88 87
B0407 88 83 85 85 83 85
B0409 89 93 93 86 93 88 95 91
B0410 89 88 94 89 93 90 90 90
B0411 88 89 88 89 86 88 89 88
B0412 89 93 89 94 90 90 91
B0415 89 88 85 89 88
B0416 88 88 85 90 88
B0419 89 88 85 90 88
B0305 89 89 89 0 89
B0317 89 83 75 91 85

③論文点

学籍番号 氏名 古谷 白濱 吉野 真舘 添田 太屋岡
論文点
（平均）

B0402 80 90 90 87
B0403 85 85 85 85
B0407 80 85 85 83
B0409 90 90 95 92
B0410 95 95 95 95
B0411 80 90 85 85
B0412 90 95 95 93
B0415 90 95 90 92
B0416 90 90 95 92
B0419 85 90 90 88
B0305 75 90 95 87
B0317 90 85 90 88

　①取組点は，指導教員が採点し，②発表点は，研究発表会を行った際の複数教員の採点の平均点，

教　員　の　評　価

教　員　の　評　価

①取組点 指導教員が採点

 

（出典 平成17年度制御工学専攻 特別研究Ⅱ成績集計表（電子制御コース））

資料6-1-②-8

専攻科 学位取得者人数

年 度 専攻科修了者数 学位取得者数 学位取得率（%） 
平成 15 年度 40 38 95.0 
平成 16 年度 34 34 100 
平成 17 年度 47 45 95.7 
  

（出典 専攻科資料より）
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観点６－１－③： 教育の目的において意図している養成しようとする人材像等について，就職や進

学といった卒業（修了）後の進路の状況等の実績や成果から判断して，教育の成果

や効果が上がっているか。 

（観点に係る状況）  

平成 16 年度の準学士課程卒業生の進路調べ（資料 6-1-③-1）を見ると、185 名の卒業生の内、進

学（専攻科進学および大学編入学）者は 76 名（41％）、就職者は 93 名（51%）である。進学状況

（資料 6-1-③-2、6-1-③-3）を見ると、全員が理工系の専門分野に進学しており、就職状況（資料

6-1-③-4、6-1-③-5）を見るとほとんどが工業・技術系の企業に就職していることがわかる。 

平成 16 年度の専攻科修了生の進路調べ（資料 6-1-③-1）を見ると、修了者 34 名の内、進学者が

17 名（50%）、就職者が 17 名（50%）である。進学状況（資料 6-1-③-6、6-1-③-7）に示すように、

全員、理工学系の大学院に進学しており、資料 6-1-③-8 および資料 6-1-③-9 に示すように、全員が

工業・技術系の企業に就職している。 

以上のように、進路先は大学、企業ともに工学・技術系分野であり、本校の教育が生かされる進路

先となっている。 

さらに平成 17 年度に実施した企業へのアンケート（資料 6-1-③-10）を見ると、本校から採用実

績のある企業の卒業生の仕事に対する評価では高い評価を得ており、多くの企業が、本校から就職し

た卒業生に対して専門知識、実践力などの工学の専門性と、協調性や誠実さなどの人間性・社会性を

高く評価している。 

これらから、本校が目標としている工学の専門性を身につけ、社会性、人間性の涵養においても教

育成果が上がっていることがわかる。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 卒業生のほとんどが専門性を身につけ、本校の教育が生かされる企業、大学、大学院に就職・進学

している。企業の本校卒業生に対する評価も高い。以上から、本校の教育の成果が上がっていること

がわかる。 

資料6-1-③-1

（出典 平成17年度学校要覧より）
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資料6-1-③-2 

 
              （平成16年度 準学士課程進学状況） 

（出典 本校機関誌「志遠」42号より） 

資料6-1-③-3

 
                                           （平成17年度 準学士課程進学状況） 

（出典 本校機関誌「志遠」45号より）
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資料6-1-③-4

 

（平成16年度 準学士課程卒業生 就職状況）

                                            （出典 本校機関誌「志遠」42号より） 
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資料6-1-③-5

（平成17年度 準学士課程卒業生 就職状況）

                                            （出典 本校機関誌「志遠」45号より） 
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資料6-1-③-7

 

（平成17年度 専攻科修了生 進学状況）

（出典 本校機関誌「志遠」45号より）

資料6-1-③-6

 
            

  （平成16年度 専攻科修了生 進学状況）

（出典 本校機関誌「志遠」42号より）
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資料6-1-③-9 

 
（平成17年度 専攻科修了生 就職状況） 

（出典 本校機関誌「志遠」45号より） 

資料6-1-③-8 

 
（平成16年度 専攻科修了生 就職状況） 

（出典 本校機関誌「志遠」42号より） 
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資料6-1-③-10

① 製 造 業 （ 28 ） ② 情報サービス業 （ 4 ） ③ その他サービス （ 5 ） ④ 電気・ガス・水道 （ 1 ） ⑤ 通 信 （ 0 ）

⑥ 運 輸 （ 3 ） ⑦ そ の 他 （ 4 ）

① 0 名 （ 5 ） ② 1 ～ 2 名 （ 8 ） ③ 3 ～ 5 名 （ 8 ） ④ 5 ～ 10 名 （ 7 ） ⑤ 10 名 以 上 （ 17 ）

① 設 計 （ 22 ） ② 研 究 ・ 開 発 （ 15 ） ③ 製 造 ・ 生 産 技術 （ 28 ） ④ 生 産 管 理 （ 13 ） ⑤ 品 質 管 理 （ 20 ）

⑥ システムエンジニア （ 12 ） ⑦ セ ー ル ス エ ン ジ ニ ア （ 4 ） ⑧ 営 業 ・ 販 売 （ 2 ） ⑨ マ ー ケ テ ィ ン グ ・ 調 査 （ 0 ） ⑩ 商品企画・デザイン （ 0 ）

⑪ 教 育 （ 1 ） ⑫ 人事・総務・経理・購買 （ 1 ） ⑬ そ の 他 （ 6 ）

① 非 常 に 満 足 （ 14 ） ② 満 足 （ 13 ） ③ 普 通 （ 5 ） ④ 不 満 （ 0 ） ⑤ 非 常 に 不 満 （ 0 ）

① 非 常 に 満 足 （ 3 ） ② 満 足 （ 4 ） ③ 普 通 （ 2 ） ④ 不 満 （ 0 ） ⑤ 非 常 に 不 満 （ 0 ）

① 専 門 知 識 （ 12 ） ② 実 践 力 （ 23 ） ③ 創 造 力 （ 4 ） ④ 開 発 力 （ 5 ） ⑤ 企 画 力 （ 2 ）

⑥ 複 眼 点 視 野 （ 1 ） ⑦ 総 合 力 （ 5 ） ⑧ 指 導 力 （ 1 ） ⑨ 教 養 ・ 一 般 常識 （ 3 ） ⑩ 協 調 性 （ 13 ）

⑪ 誠 実 さ （ 17 ） ⑫ 語 学 力 （ 0 ） ⑬ プレゼンテーション能力 （ 1 ） ⑭ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 全 般 （ 5 ） ⑮ パソコン等による情報処理技術の能力 （ 5 ）

⑯ そ の 他 （ 1 ） →　（生産技術力）

① 専 門 知 識 （ 3 ） ② 実 践 力 （ 5 ） ③ 創 造 力 （ 1 ） ④ 開 発 力 （ 2 ） ⑤ 企 画 力 （ 1 ）

⑥ 複 眼 点 視 野 （ 1 ） ⑦ 総 合 力 （ 4 ） ⑧ 指 導 力 （ 4 ） ⑨ 教 養 ・ 一 般 常識 （ 0 ） ⑩ 協 調 性 （ 3 ）

⑪ 誠 実 さ （ 5 ） ⑫ 語 学 力 （ 1 ） ⑬ プレゼンテーション能力 （ 1 ） ⑭ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 全 般 （ 2 ） ⑮ パソコン等による情報処理技術の能力 （ 2 ）

⑯ そ の 他 （ 0 ） →　（研究・開発（劣っているのではなく大卒がすぐれている））

① 専 門 知 識 （ 3 ） ② 実 践 力 （ 0 ） ③ 創 造 力 （ 1 ） ④ 開 発 力 （ 3 ） ⑤ 企 画 力 （ 6 ）

⑥ 複 眼 点 視 野 （ 4 ） ⑦ 総 合 力 （ 1 ） ⑧ 指 導 力 （ 1 ） ⑨ 教 養 ・ 一 般 常識 （ 1 ） ⑩ 協 調 性 （ 1 ）

⑪ 誠 実 さ （ 0 ） ⑫ 語 学 力 （ 9 ） ⑬ プレゼンテーション能力 （ 7 ） ⑭ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 全 般 （ 3 ） ⑮ パソコン等による情報処理技術の能力 （ 2 ）

⑯ そ の 他 （ 0 ）

① 専 門 知 識 （ 2 ） ② 実 践 力 （ 0 ） ③ 創 造 力 （ 0 ） ④ 開 発 力 （ 0 ） ⑤ 企 画 力 （ 0 ）

⑥ 複 眼 点 視 野 （ 1 ） ⑦ 総 合 力 （ 0 ） ⑧ 指 導 力 （ 0 ） ⑨ 教 養 ・ 一 般 常識 （ 0 ） ⑩ 協 調 性 （ 0 ）

平成１７年度北九州工業高等専門学校の教育に関するアンケート集計結果

【 優 れ て い る 点 ／本 科】

【 優 れ て い る 点 ／ 専 攻 科 】

４．北九州高専の本科卒業生、専攻科修了生に対し、平均的な仕事に対する評価（勤務成績）についてお選び下さい。

５．北九州高専の本科卒業生あるいは専攻科修了生を、大学の卒業生と比較した場合優れていると感じる点、劣っていると感じる点をお答えください。（複数回答可

【 本 科 】

１．貴社の業種を番号でお選び下さい。

２．北九州高専あるいは他高専からの最近5年間での採用実績を番号でお選び下さい。

【 専 攻 科 】

３．高専卒業生の平均的な職種は（複数回答可）

【 劣 っ て い る 点 ／ 本 科 】

【 劣 っ て い る 点 ／ 専 攻 科 】

 

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

　高度な技術内容は必要であると思います。それを生かす「人間力」も育成頂ければと思います。

　地元の産業の発展に寄与できる人材の育成をお願いします。

　日本のものづくりのDNAを継承できる人材育成を（教育）今後もお願いしたい。

「北九州高専の教育に望む」ことに限定する必要のない「社会人としての教育」が必要と考えています。
具体的には、「マナー」「モラル」「法律(規則)」の基本的なことを理解した上で、エンジニアとして成長していくために、どのように取り組めば良いかが教育として欲しいところです。

　新卒業生が過去入社されていませんので、現状のレベルが把握できていません。
一つ望む事と言えば、即戦力として応用の利く技術者を期待しています。

　社会、技術などの変化や進化に柔軟に対応できる能力を開拓して下さい。仲間とのコミュニケーションを活発に行い、「目標、目的」,「現状の課題」を共有することが、組織活動の成功の
鍵になることを伝えてください。

　高専生＝実践力を持ち合わせた即戦力と理解しています。学校での実習・実務、いわゆる現場での経験を積ませて欲しいと念願します。

教育に対して望む事は、専攻分野における専門知識の習得はもちろんの事、それより、学生個人が自発的に考え、行動できるようになる能力が身につく教育が必要かと考えます(討議
ディスカッション)。
※学生教育全体としての意見になります。

心身の健康と高い倫理観、コミュニケーション能力を養われ、高い専門知識を有する人材の育成を望むとともに、就学期間中の各種国家資格取得の慫慂をお願いしたいと考えます。

　弊社が御校の卒業生の皆様に求めるものは、専門的知識をベースとした実践的技術と柔軟な発想に基づく独創力にあります。
従って、御校の教育基本理念のひとつである、「技術の変化に対応できる開拓型エンジニアの育成」には、心から賛同致します。

　国際的に通用する技術者の育成が重要であると考えます。

９．北九州高専の教育に望まれることがあればご記入下さい。

　高専生であるという自覚を持ち、一般の高校生とは違うという事を認識し、日々の学校生活を送っていただければと思います。特に目的志向であるVEなどを授業
に組み飲んで頂ければと思います。

　御校の教育への熱意が感じられるすばらしい達成目標だと思います。専門知識と自ら考え答えを導き出す教育を是非続けて下さい。

　今後とも貴校の発展的な教育体系を期待しております。

（出典 平成17年度企業アンケート集計結果より抜粋）
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６－１－④： 学生が行う学習達成度評価等から判断して，学校の意図する教育の成果や効果が上

がっているか。 

（観点に係る状況）  

本校では、学生自身による学習達成度評価を把握する方法の一つとして、以前より教務委員会主導

の下に、個々の教員による授業アンケートを実施してきた。しかし、平成15年度に自己点検・自己評

価委員会が発足したことを受けて、より系統的にそれらを評価・判断するためのシステムが構築され

た（資料6-1-④-1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 6-1-④-1 

（出典 授業アンケートまえがきより抜粋） 
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自己点検・自己評価委員会が前・後期、通年と年３回すべての科目について実施（資料6-1-④-2）

する授業アンケートの内容には、『この科目のシラバスに記されている達成目標に対する達成度はど

の程度でしたか？』の項目（資料6-1-④-3）があり、その結果を分析・解析することにより、本校が

意図する教育の成果や効果について判断を行っている。資料6-1-④-4は、その一例を示したものであ

る。本校教員は、本結果をホームページを通して、担当科目はもちろん担当外の科目についても自由

に閲覧することができ、学生の達成状況を把握し、授業に反映するうえで有効なものとなっている

（資料6-1-④-5）。平成17年度の結果では、「ある程度達成できた」あるいは「十分達成できた」と

答えた学生の割合は、全学科、全科目平均が７割を超える回答が得られた（資料6-1-④-6）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 6-1-④-2 

（出典 授業アンケート実施要領より抜粋）
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（出典 授業アンケートより抜粋） 

資料 6-1-④-3 

（達成度に関する項目） 
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（出典 授業アンケート結果より抜粋） 

資料 6-1-④-4 
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（出典 本校グループウェアより） 

資料 6-1-④-5 

（授業アンケート結果） 

資料 6-1-④-6 

（出典 学生による達成度評価より集計） 

（７割ライン） 
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また、17年度からは卒業・修了時の学生を対象に、教育目標等の 終達成度に関する調査（資料6-

1-④-7）を実施しており、７～８割程度の学生がほぼ達成できたと回答している（資料6-1-④-8）。 

さらに、学校生活全般に対する学生の満足度も高い評価が得られており、本校の特色の一つである

『全人的早期理工系教育』の成果の高いことが伺える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 6-1-④-7 

準学士課程卒業者 

専攻科課程修了者 

（出典 平成 17 年度卒業・修了時アンケート調査より） 
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資料 6-1-④-8 

（出典 平成 17 年度卒業・修了時アンケート調査結果より） 

準学士課程

専攻科課程
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（分析結果とその根拠理由）  

 学生自身が行う授業アンケートの中の学習達成度評価結果、ならびに卒業・修了時に実施される教

育目標に対するアンケート調査結果から、７割以上の学生がほぼ達成できたと回答しており、この結

果から本校が意図する教育の成果や効果は十分であると判断される。 

 

 

 

観点６－１－⑤： 卒業（修了）生や進路先などの関係者から，卒業（修了）生が在学時に身に付

けた学力や資質・能力等に関する意見を聴取するなどの取組を実施しているか。

また，その結果から判断して，教育の成果や効果が上がっているか。 

（観点に係る状況）  

 卒業（修了）生や就職先企業ならびに編入学先大学等からの学力や資質・能力に関する意見聴取の

取組としては、「教員による企業訪問」、「企業人事担当者の来訪」あるいは「学協会活動における

企業・大学関係者会との懇談」等の場を各学科が有効に活用して、日常的に実施されている。そこで

得られた情報は、学科会議等で話し合いがなされ、重要なものについては運営委員会等の会議で学科

長から報告がなされている。 

このような学科毎の個々の活動

に加え、本校では平成16年度（平

成17年１月に実施）に全学的な取

組として、卒業（修了）生に対す

るアンケート調査実施し、教育の

成果ならびに効果についての検証

を行った（資料6-1-⑤-1）。  

その結果、英語を中心とする語

学教育の充実（授業時間数の増加

等）を望む声が多く寄せられ（資

料6-1-⑤-2）、この点を受けて、

本校では、現在、総合科学科を中

心に語学資格（TOEIC Bridge、

TOEIC(IP)など）の取得に力を入

れた教育を行うなどの改善に努め

ている。また、専攻科生に対して

は、「英語運用能力演習Ⅰ・Ⅱ」

（必修科目）を設定し、TOEIC400

点以上あるいは英語検定準２級以

上などの条件を単位修得の評価基

準に定めて語学力の向上改善を図

っている（資料6-1-⑤-3）。 

 

 

資料 6-1-⑤-1（その 1） 

（次頁に続く） 
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（一部転載） 

（一部転載） 

（出典 平成 17 年度卒業（修了）生アンケート結果より抜粋） 

資料 6-1-⑤-2 

（出典 平成 17 年度卒業(修了)生アンケート調査より抜粋） 

資料 6-1-⑤-1（その 2）
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（専攻科の修了には上記科目の単位修得が必須） 

資料 6-1-⑤-3 

（出典 シラバス及び専攻科履修要覧より抜粋） 

【教科名】 英語運用能力演習 I        【学年・学科】専攻科１年・全工学専攻 
 Seminar for Communication Skills I    【単位数・期間】(必修) 1 単位・後期（週 2 時間）で合計 30 時間 

【担当教員】山本 一夫 【教員室】図書館１階視聴覚準備室 【TEL】964-7330 【e-mail】yamamoto@kct.ac.jp 

【授業目的と概要】 
 本授業は TOEIC への対応能力の養成を軸にし、全般的な英語力の向上を図ることを目的とする。具体的には英文法

演習（前期の継続）および e-learning ソフト「ネットアカデミー」の「初・中級コース」に取り組む。 

【授業の進め方及び履修上の注意】（準備する道具や前提となる知識） 
１．英文法演習用テキスト：必ず予習をしてくること。 
２．「ネットアカデミー」：パソコン室にて行う。進捗度に応じて適宜、Review Test を行う。 

  

授 業 項 目 内    容 時間 
【前期】 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
期末試験   

【後期】 
１．英文法演習 

（１５章～２１章、および 
付章１・２） 

 
２．ネットアカデミー 

「初・中級コース」 

 
１．仮定法、特殊な構文、語法、名詞と冠詞、代名詞、形容詞・副詞 

前置詞、群動詞、文の書きかえ 
 
 
２．リスニング力強化コース 20 ユニット 

リーディング力強化コース 20 ユニット 
演習コース 10 ユニット 
パート演習 7 ユニット   
中間・終了テスト 

 
３０ 

 
 
 
 
 
 
 

 
期末試験   

【達成目標】 
・英文読解に必要な基本的文法が理解できる。 
・TOEIC や英検などで出題される文法・語法や語彙に精通する。 
・TOEIC400 点以上を獲得すること、または英検準 2 級以上（一次試験

は 70%以上）を取得することができる。 
 

【教科書】 
1. インスパイア英文法演習 (文英堂) 
2. ネットアカデミー「初・中級コース」 

 (アルク) 

【参考書】 
 Next Stage 英文法・語法問題 
 (桐原書店、瓜生豊・篠田重晃) 

北九州高専目標  (E)①③④ 
JABEE 基準 1(1)  (f) 

成績 
評価 

【評価基準】 
各種の問題演習を通して、英語の運用能力を高めること。 
【評価方法】 
中間・期末試験 70%、演習問題およびレポート等 30% 
また、単位取得の条件として以下のいずれか一つの取得が必要 
1) TOEIC 400 点以上  2) 英検準２級合格(一次試験 70%以上) 
3) 英検２級一次試験合格、または不合格でも A 判定であること

【オフィスアワ－】 
水曜日 午後３時から５時 
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また、平成17年度には主な就職先企業に対する企業アンケートを実施し、現在そのまとめが行われ

ている（資料6-1-⑤-4）。これらの結果は、今後の教育活動に積極的に取り入れる予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 卒業（修了）生や就職・編入先などの関係者から、卒業（修了）生が在学時に身に付けた学力や資

質・能力等に関する意見を聴取する取組は積極的に行われている。これらの取組の中で得られた意見

（例えば、英語を中心とする語学教育の充実に対する要望）については、既に教育カリキュラムの中

に取り込むなどの措置が行われており、教育の成果や効果の改善につながっている。 

 

資料 6-1-⑤-4 

（出典 平成 17 年度実施企業アンケートより抜粋） 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

・準学士課程、専攻科課程ともに、それぞれの教育目的ならびに教育目標を達成するための科目

群が配置され、それら科目を履修・単位取得を行うことによって本校の教育目的が達成される

学習教育課程（カリキュラム）がきちんと構築されている。 

・卒業（修了）生のほとんどが製造業などの企業や理工系、技術系の大学・大学院を進路先とし

て選択し、受け入れ先での評価も非常に高いことから、本校の教育目的の成果・効果は非常に

優れている。 

 

（改善を要する点）  

 特になし。 

 

 

 

（３）基準６の自己評価の概要 

準学士課程、専攻科課程ともに、それぞれの教育目的ならびに教育目標を達成するための科目群が

配置され、それら科目を履修・単位取得を行うことによって本校の教育目的が達成されるシステムが

構築されている。さらに、各科目には具体的な達成目標、評価基準や評価方法が定められており、そ

れに基づき合否判定が実施されている。また、準学士課程では特別活動、学校行事についても課程修

了の重要な条件となっている。年度末にはこれらすべての評価が総合的に判断されて、卒業あるいは

修了の認定が行われており、教育目的および目標の達成状況を把握・評価するための取組は適切に実

施されている。 

 卒業生・修了生のほとんどが専門性を十分身につけ、本校の教育が生かされる製造業などの企業へ

の就職あるいは理工系、技術系の大学・大学院に進学し、高い評価を受けていることから、本校の教

育の成果や効果は十分であると言える。 

また、学生を対象に行われる授業アンケートの中の学習達成度評価ならびに卒業時に実施される教

育目標に対するアンケート調査などの結果から、７割以上の学生がほぼ達成できたと回答しており、

本校が意図する教育の成果や効果については十分であると判断される。さらに、卒業（修了）生や就

職・編入先などの関係者から、卒業（修了）生が在学時に身に付けた学力や資質・能力等に関する意

見を聴取する取組は、アンケート調査を用いて積極的に行われており、これらの取組の中で得られた

意見（例えば、英語を中心とする語学教育の充実に対する要望）については、教育カリキュラムの中

に取り込むなどの措置が行われ、教育の成果や効果の改善に結び付けられている。 

以上のことから、教育の成果や効果は十分上がっているといえる。 
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基準７ 学生支援等 

（１）観点ごとの分析 

観点７－１－①： 学習を進める上でのガイダンスが整備され，適切に実施されているか。ま

た，学生の自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制が整備され，機

能しているか。 

（観点に係る状況）  

 入学当初には新入生オリエンテーションや新入生集団宿泊研修を通して就学に関する導入を行い、

入学後においては学級および副担任による個別指導が行われている（資料 7-1-①-1）。また３学年

には３学年オリエンテーションを実施し、担任および専門学科教員による就学上の注意や心構え等の

指導を行っている（資料 7-1-①-2）。 

 また、専攻科においても専攻科新入生オリエンテーションの中で、専攻科履修要覧に基づいて履修

上の注意や本校「生産デザイン工学」教育プログラム（JABEE 教育プログラム）の説明を行っている。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 7-1-①-1 

  

（出典 新入生集団宿泊研修実施要項資料より） 
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授業科目の学習方法については、科目担当教員からシラバスや「月割表」を利用した学習指導が行

われ（資料 7-1-①-3）、授業の進行状況や重要ポイントの把握が分かるように「チェックリスト」

を作成し、学生自身が重要ポイントのチェックができるように指導している（資料 7-1-①-4）。 

また、全教員（常勤）がシラバスに明記されたオフィスアワーの時間帯で学生の質問等を受け付け

ている。教員室は、学生の質問や相談などに対応するため、いつでも自由に訪れることができるよう

にしており、質問に対する説明や補講、相談に対する対応や個人面談、卒業研究生や専攻科生との研

究打合せなどを行っている。 

 

 

 

 

 

資料 7-1-①-2 

  

 

（出典 ３学年オリエンテーション実施要領資料より） 
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資料 7-1-①-4 

    

（出典 チェックリストより） 

 資料 7-1-①-3

    

（出典 月割表より）
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さらに、本校では専攻科生を準学士課程学生の演習補助者（TA；ティーチングアシスタント）とし

て募集し、本科生の学習教育支援を行う制度があり、平成 17 年度には情報処理あるいは実験・実習

などの専門科目を対象に延べ 20 名以上の専攻科生が参加し、効果を挙げている(資料 7-1-①-5 およ

び資料 7-1-①-6)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

学生が自主的学習を進める上で、シラバス以外に月別の学習進行状況が把握できる「月割表」、さ

らに学習上の重要ポイントが確認できる「チェックリスト」を配布して教員自身も学生の理解度を把

握できるようなシステムづくりができている。学生の個人指導についても、担任を始め、各教科の指

導教員がオフィスアワーにおいて懇切丁寧に学生の質問や疑問に対応している。また TA による演習

補助は、学生が担当教員に質問しにくい点などを気軽に聞けて学生からの評判も良好である。 

このように、学生の自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制が整備され、機能しており非

常に優れていると思われる。 

 

 

 

 

資料 7-1-①-5

   

  （出典 平成 17 年度 TA 実施計画書より）

資料 7-1-①-6

   

（出典 平成 17 年度 TA（専門科目）

実施一覧表より） 
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観点７－１－②： 自主的学習環境（例えば，自主学習スペース，図書館等が考えられる。）

及び厚生施設，コミュニケーションスペース等のキャンパス生活環境等が整

備され，効果的に利用されているか。 

（観点に係る状況） 

 自主学習スペースとしては準学士課程４・５学年に対してはホームルームとしての各教室が使用で

き、専攻科生全員に対しては研究室に机、椅子、ロッカー（３点セット）が貸与されており、授業の

準備はもちろんのこと特別研究の準備や実験データの整理など自学自習ができる環境が与えられてい

る。 

共有の自習施設としては図書館閲覧室がある。図書館は平日 21 時まで、さらに学生への便宜を図

るため土曜日も 17 時まで開館しており、学生の自学・自習に益している(資料 7-1-②-1、資料 7-1-

②-2)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、IT 教育情報センター演習室は放課後 18 時まで学生に開放しており、学生はレポート作成や

インターネットによる情報検索、プログラミングの練習、ワード、エクセル等の各種アプリケーショ

ンソフトの利用等を行っている (資料 7-1-②-3、資料 7-1-②-4) 。 

 

 

 

資料 7-1-②-1

 

（出典 北九州工業高等専門学校図書室利用規則より抜粋）

資料 7-1-②-2

 

（出典 平成 17 年度学校要覧より抜粋） 
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資料 7-1-②-3 

（出典 北九州工業高等専門学校 IT 教育総合情報センター利用規則より抜粋） 

資料 7-1-②-4 

 

        （出典 平成 17 年度学校要覧より抜粋） 
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 学生のキャンパス生活支援として福利施設（雄志台会館）があり、食堂、保健室、売店（以上１階

に設置）、学生相談室（２階）が設置されている(資料 7-1-②-5)。また学生の休憩および自習のた

めの場としてのコミュニティースペース（4・6・7 号館、福利施設 2F、図書館 1F）および屋外休憩

設備（コミュニティ広場）を有しており、学生憩いの場として活用されている(資料 7-1-②-6)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

    本学においては学生を主体とした学習ならびに厚生施設等の生活環境整備が充実しており、その

利用実績も極めて高く、学生のための校内環境は優れていると判断される。 

資料 7-1-②-5 

  
            

       （出典 平成 17 年度学校要覧より抜粋） 

資料 7-1-②-6 

  

コミュニティ広場 
 

（出典 平成 17 年度学校要覧より抜粋） 
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観点７－１－③： 学習支援に関する学生のニーズ（例えば，資格試験や検定試験受講，外国

留学等に関する学習支援等が考えられる。）が適切に把握されているか。 

（観点に係る状況）  

学生の学習支援に関する要望に配慮する仕組みについては授業アンケートの自由記述欄が中心とな

る。アンケートの結果は自己点検・自己評価委員会が科目ごとに集計し、担当の教員にフィードバッ

クされる。これを受けて各担当教員は自己点検を行うと共に、学生の要望を把握することができる

(資料 7-1-③-1)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 7-1-③-1

 

  

                   （出典 授業アンケート集計資料より）
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 その他には、学校全般に関する学生からの要望に対しては、学内２カ所に提案箱を設置し、無記名

で投函された学生の意見を聞くことができるようになっている (資料 7-1-③-2) 。 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

図書館蔵書の購入に関しては、ブックハンティング（学生が書店に出向いて調査）によって購入を

希望する書籍を図書館にリクエストしたり、あるいは希望書籍をリクエスト票に記載して図書館カウ

ンターに提出したりすることができる。また、図書館ホームページ上からもリクエストが可能で、学

生の要望に対する回答は、購入状況を記載して図書館の掲示板に公開されている (資料7-1-③-3) 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          資料 7-1-③-2

（出典 一般棟に設置された提案箱写真より）

 

（出典 提案箱外観写真より）

（出典 図書館館資料より）

資料 7-1-③-3

 

（出典 図書館資料より）
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また、日常の要望等に関しては主に学級担任・卒業研究指導教員・特別研究指導教員を通じて各種

委員会に図られ対処される。さらに、校長・主事と卒業生予定代表者との懇談会は、卒業をひかえた

学生が学校生活を振り返って総合的な意見･要望を率直に校長と議論する場である(資料 7-1-③-4)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 学生の要望に対処するため、授業担当教員、厚生補導委員会、担任、卒業・特別研究担当教員、図

書館等の多方面からの支援があり、学生のニーズが適切に把握されており優れていると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           資料 7-1-③-4 

 

           （出典 平成 18 年３月 20 日 文教ニュースより） 
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観点７－１－④： 資格試験や検定試験受講，外国留学のための支援体制が整備され，機能し

ているか。 

（観点に係る状況）  

 資格試験や検定試験については各試験の特異性もあることから、各専門学科において担当教員が受

験案内、受験指導等について支援を行っている。現在実施されているものは TOEIC(IP)、英語検定、

漢字検定、工業英検、電気工事士資格などである。このうち TOEIC(IP)、漢字検定、工業英検につい

ては、本校で試験が受けられるよう物理的な配慮を行い学生が受験しやすい環境づくりに努力してい

る(資料 7-1-④-1)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 一方、外国留学の支援に関しては、教務係において留学受入れ校のポスターを掲示したり、留学の

ための奨学金受給案内等の紹介を行っている。過去５年間の実績では、年平均２～３名の学生が米

国やオーストラリアなどの英語圏に留学しており、留学希望あるいは予定の学生に対して、英語担

当教員が留学先の学校紹介や、留学に対する心構えなどの助言を与えている（資料7-1-④-2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 7-1-④-1 

 

（出典 平成 17 年度資格試験実施状況） 
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（分析結果とその根拠理由） 

TOEICについては１学年から３学年には英語の実力テストにTOEIC Bridge を取り入れ、４学年以上

から専攻科生にはTOEIC(IP)による受験指導を行うなど、コミュニケーション能力の充実に対応する

ため緻密な指導が行われている。また、外国留学のための支援については、留学前の情報提供ならび

に留学に関する指導を行うなどの体制は整っていると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 7-1-④-2

  

 

（出典 学生課保管記録より）

過去５年間の留学実績一覧表 
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観点７－１－⑤： 特別な学習支援が必要な者（例えば，留学生，編入学生，社会人学生，障

害を持つ学生等が考えられる。）がいる場合には，学習支援体制が整備され，

機能しているか。 

（観点に係る状況）  

本校では外国人留学生委員会が設置されており、外国人留学生の受入れ、教育指導、厚生補導、そ

の他外国人留学生に関することについて支援を行う体制が整っている (資料 7-1-⑤-1) 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本科 3 学年へ編入した留学生に対しては、学力を補うための措置として必要に応じて 3 学年の教育

課程の特別編成を行っている (資料 7-1-⑤-2) 。 

 また、留学生については、一般科目の選択科目として「日本事情（４学年・２単位）」を履修させ

るなど日本文化にとけ込みやすいような科目を設けている (資料 7-1-⑤-3) 。 

 

 

資料 7-1-⑤-1 

（出典 北九州工業高等専門学校学外国人留学生委員会規則より抜粋） 
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資料 7-1-⑤-2 

   

      （出典 平成 17 年度編入留学生の教育課程特別編成一覧） 

資料 7-1-⑤-3 

 

（出典 総合科学科「日本事情」シラバスより） 
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各留学生にはクラスメートの中から指名された学生のチューターがつき、該当学科の指導教員と共

に学習や生活面の相談や学校生活の手助けを行っている(資料 7-1-⑤-4、資料 7-1-⑤-5)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 7-1-⑤-4 

 

（出典 北九州工業高等専門学校外国人留学生規則より抜粋） 

資料 7-1-⑤-5 

    

（出典 外国人留学生資料より） 
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 また、工業高校、普通高校から本科４学年編入学生に対しては、事前に講座説明を実施しており、

その中で入学前に理解すべき科目・内容について指導を行っている（資料 7-1-⑤-6）。さらに入学

後は学級担任が個別に学習指導を行っている。特に普通高校出身者に対しては、工業系（機械工学

科）の実習等をやっていないため編入学後の夏期休暇時に集中で実習を行う体制を取っている (資料

7-1-⑤-7)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 本校では留学生ならびに編入生が学習を進める上で、環境や履修科目の違いによる不利益を生じな

い配慮にこころがけており、その支援体制は優れていると言える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 7-1-⑤-7

（出典 機械工学科「工作実習基礎」シラバスより）

資料 7-1-⑤-6

  

 

 

（出典 編入学生への講座説明案内より）
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観点７－１－⑥： 学生のクラブ活動や学生会等の課外活動に対する支援体制が整備され，機

能しているか。 

（観点に係る状況） 

 本校の特色の一つとして全人的早期理工系教育が挙げられる。単なる理工学知識の蓄積のみでなく、

豊かな感性、強固な意志を持った開拓型エンジニアの育成を目指している。そのためにも本校は学生

のクラブ活動や学生会の活動に全面的な支援を行っている。 

その支援体制として、厚生補導委員会の指導のもと学生会が組織されており、学生が充実した学校

生活を送れるよう課外活動や学生会活動の支援を行っている (資料 7-1-⑥-1、資料 7-1-⑥-2)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

資料 7-1-⑥-1 

  

（出典 北九州工業高等専門学校厚生補導委員会規則より抜粋） 
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資料 7-1-⑥-3

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、本校の支援組織ばかりでなく、本校

の後援会組織からも援助を頂いており、内部、

外部を含めた支援体制が整っている。 

一方、クラブへの加入率は、体育、文化系

ともに５割を超える高い値となっており、本

校が目指している『課外活動等を通しての全

人的早期理工系教育』実践の成果の一つと評

価できる(資料 7-1-⑥-3)。 

各クラブの活動は活発で、特に運動部では

高専大会の九州大会は勿論のこと全国大会に

も多くの選手が出場し上位の成績をおさめて

いる (資料 7-1-⑥-4) 。 

 

 

資料 7-1-⑥-2

  
 

（出典 管理組織体制より抜粋） 

（出典 学生課資料より）
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また、ロボットコンテストおよびプログラミングコンテストにむけてはロボットコンテスト・プロ

グラミングコンテスト支援委員会が組織され、委員および教職員の支援のもと意欲的な学生を中心と

して活動がおこなわれている(資料 7-1-⑥-5、資料 7-1-⑥-6)。特に、ロボットコンテスト活動に対

しては、技術支援のみならず、技術専門職員による安全教育が行われている（資料 7-1-⑥-7）。 

なお、本校はロボットコンテスト全国大会の常連校になっている。 

 

 

資料 7-1-⑥-4

    

                  （出典 本校機関誌「志遠」第 44 号より） 
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資料 7-1-⑥-6

         出典（北九州工業高等専門学校ホームページ・ロボットコンテストより）

資料 7-1-⑥-5 

  

（出典 北九州工業高等専門学校ロボットコンテスト・プ

ログラムコンテスト支援委員会規則より抜粋） 
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学生会についても、学生選挙で選出された学生会長と執行部を中心に、学校行事（体育祭、高専祭

など）の企画、準備、実施まで精力的に活動している。さらに毎年２月には学生会を中心として学生

会・クラブリーダー研修会を開催し、各クラブのリーダーの意識高揚を図っている(資料 7-1-⑥-8)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 7-1-⑥-8 

 

  

（出典 学生会・クラブリーダ研修会案内より抜粋） 

資料 7-1-⑥-7 

（出典 ロボコン活動に対する安全教育より） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 運動クラブの実績として毎年本校から多くの学生が高専大会の全国大会に参加しており、優秀な成

績を残している。ロボットコンテストは、ここ数年九州大会で優勝して全国大会の出場を果たし、

2002 年には全国優勝の栄誉に輝いている。また、学生会の企画する体育祭には年々見学する保護者

の数が増加し、高専祭のイベントも高い評価を受けている。上記に述べたような観点から、本校のク

ラブ活動や学生会活動に対する支援体制は非常に優れており、数多くの実績を残している。 
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観点７－２－①： 学生の生活や経済面に係わる指導・相談・助言を行う体制が整備され，機

能しているか。 

（観点に係る状況）  

 保健室(福利施設１階)では毎年の定期健康診断をはじめ、授業時ないし課外活動時における負傷者

や体調不良者に対応し、学生の安全・健康管理の中心機関として機能している。 

学生相談室(福利施設２階)では学生相談室委員会の運営のもと、毎週水曜日に来校するカウンセラ

ー１名（平成 16 年度）をはじめとして、各学科の教員からなる学生相談員７名および看護師１名が

学生の心のケアにあたってきた。学生への対応は直接面談の他、電話やメールでも相談を受け付けて

おり、関連委員会・担任との連絡体制も整えている。なお、平成 17 年度には来校するカウンセラー

が１名増員され、カウンセラー２名体制（勤務曜日：月、水、金）で心のケアにあたっている(資料

7-2-①-1、資料 7-2-①-2)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 7-2-①-1 

（出典 北九州工業高等専門学校学生相談室規則より抜粋） 
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経済面に関する支援として、学生の経済状況と学業成績に応じて入学料・授業料を減免するシステ

ムがある。また日本学生支援機構をはじめとする様々な奨学金制度に学生を推薦している(資料 7-2-

①-3)。 

 特に、経済的に困窮している学生には、図書館の非常勤職員として採用し、経済的な支援ができる

ようになっている。 

 

 

資料 7-2-①-2 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生相談室の案内より） 
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（分析結果とその根拠理由） 

 本校においては、学生の精神面や肉体的なケアを行う学生相談室、保健室の体制が確立されており、

極めて細かな指導が行われている。また、経済面についても授業料の免除、奨学金制度の活用などの

経済的支援が受けられるよう、学生課、厚生補導委員会を中心に積極的な支援活動が行われている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 7-2-①-3 

     

 

（出典 奨学金受給状況資料より） 
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観点７－２－②： 特別な支援が必要な者（例えば，留学生，障害を持つ学生等が考えられ

る。）がいる場合には，生活面での支援が適切に行われているか。 

（観点に係る状況）  

 留学生は原則として寮において生活する。平成 17 年度は７名（男子５名、女子２名）の留学生が

在籍しており、一般の寮生と同様に日課表に従って寮生活を送っている(資料 7-2-③-4)。留学生へ

の生活面の支援として、寮務主事が寮務主事補、寮事務員と共に日頃のケアに努めている。食事につ

いては宗教上の理由により食堂が利用できない留学生のため、彼らが自炊するための設備を提供して

いる（前述資料 7-1-⑤-1 参照）。 

また、日本文化に親しんでもらうための日本国内実地見学旅行を企画・運営することや、留学生経

費により留学生用図書や新聞を購入すること等の支援を行っている。 

大きな障害を持った学生の入学事例は過去にはなく、途中の事故等で一時障害を受けた学生を除け

ば現在のところ該当者はいない。しかし、今後、障害を持った学生の受け入れを考えなければならな

い場合のバリアフリー対策として管理棟・一般棟（１号館）、電子制御工学科棟（４号館）では段差

解消とエレベーター設置がなされている。また図書館については、現在バリアフリー施設になってい

ないため、身障者のための利用サービス手順を策定して身障者の利用に対応できるようにしている

(資料 7-2-②-1) 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 上述のように留学生に対する生活面の支援については、留学生担当の寮務委員によるケアーの他に、

寮内のライフマスターによる助言や支援がなされており十分優れているものと思われる。 

障害者に対する学校生活の支援に関しては、平成 18 年度に改修が完了する機械・電気電子棟（３

号館）のエレベータ設置をはじめ、順次バリアフリー化を進めているが、今後も、図書館をはじめと

するバリアフリー未対応建物の改修、段差のある渡り廊下の改修、再設置及び、校内敷地の段差の克

服等、敷地を含む学校全体のバリアフリー化を推し進めていく予定である。 

資料 7-2-②-1 

 

（出典 図書館：身体の不自由な方へのサービスより） 
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観点７－２－③： 学生寮が整備されている場合には，学生の生活及び勉学の場として有効

に機能しているか。 

（観点に係る状況）  

 広域からの入寮志願学生に対応するため 165 名収容可能な学生寮（浩志寮）が寮務主事の指導のも

と学生寮委員会を中心に運営されている。毎朝学生寮委員が交代で巡回し各部屋の点検を行う他、毎

晩教職員が宿直し、木曜日は女性教員による宿直も並行して行われる。また土曜・日曜には日直も行

い、学生の指導にあたっている (資料 7-2-③-1、資料 7-2-③-2) 。 

寮学生の生活面での支援は、寮学生による寮生会が組織されており、ライフマスターによる寮生活

全般の指導が行なわれているほか、宿直教員による在室点呼時や宿直指導室における生活指導も頻繁

に行われている(資料 7-2-③-3)。このような支援体制のもと寮学生は日課表に基づいた寮生活を送

っている(資料 7-2-③-4)。また寮生活のなかで寮マッチや納涼大会、クリスマス会などのイベント

を通して寮学生間の親睦を図っている(資料 7-2-③-5)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 7-2-③-1

 

（出典 北九州工業高等専門学校学生寮規則より抜粋）

資料 7-2-③-2

 

 

（出典 学生寮委員会資料より抜粋）
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資料 7-2-③-3

（出典 寮生会役員組織より）

資料 7-2-③-4

（出典 学生寮委員会資料より抜粋）

資料 7-2-③-5

 

（出典 学生寮委員会資料より抜粋）
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 学習指導については、学生寮委員（学習担当）の指導のもと、寮の上級生が中心となって勉強会、

読書会を開き、特に下級生の学習指導を行って実力向上に努めている(資料 7-2-③-6)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、寮施設内のパソコン室にて学生に開放されたパソコン（総数６台）は、構内 LAN を通じて本

校ホームページなどの校内情報にアクセス可能であり、インターネットによる検索やメールの交換は

特に留学生にとって母国の情報収集等に欠かせないものとなっている。 

一方で学生の寮生活の問題点として、一部の居室が老朽化しており、冷暖房設備や防犯設備につい

ても改修・改善が必要な時期を迎えている。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 寮務主事を中心とした学生寮委員会が組織され、月に１度の会議を開き適切な学生支援が行われる

体制が整っている。また学生による寮生会が組織されており、これも月に１度の総務会議を開いて寮

内の諸行事、清掃等自主的に運営されている。 

 また、寮内の生活環境については、一部居室の老朽化に加え、光熱（冬場の暖房など）のための需

要が増え電気容量の不足が懸念されるが、今後の予算措置などで順次対応できるものと思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 7-2-③-6

        

 

（出典 浩志寮読書会「読書感想文集 第四集」より抜粋）
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資料 7-2-④-1

  

（出典 北九州工業高等専門学校事務組織図より）

観点７－２－④： 就職や進学などの進路指導を行う体制が整備され，機能しているか。 

（観点に係る状況）  

 事務組織としての就職・進学に関する支援では、資料 7-2-④-1 に示すような支援体制が整備され

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学生課入試・就職対策室では、学生の進学・就職への意識を高め、参考となる情報を提供するため、

進路指導委員会の企画のもとに、外部から講師を招聘し、「進路指導セミナー」講演会を年数回開催

しており、平成 17 年度は企業ならびに大学から講師を招き５回開催している(資料 7-2-④-2)。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 7-2-④-2 

  

 （出典 平成 17 年度 進路指導セミナー実施記録より） 
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また、直接的な学生の進学・就職活動については各学科の学科長、担任が中心となり指導を行って

いる。進学希望者に対しては、進学先の決定に関する相談に応じたり、入学選抜試験についての指導

を行っている。また、受験に向け、専門科目、数学、英語、物理など入学試験科目の内容については、

総合科学科の教員、専門学科の教員がそれぞれ質問に応じたり、補講を行ったりするなどの指導も行

っている。 

進学・就職先の情報提供としては雄志台会館内に進学資料棚を設けており、各学科にも進学・就職

資料閲覧コーナーを設け、過去の入学試験や入社試験の受験情報や受験報告書なども閲覧できるよう

になっている (資料 7-2-④-3、資料 7-2-④-4) 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就職希望者に対しては進学希望者と同様に、学生と面談の上、求人のあった企業への推薦を行うと

共に、会社説明会への参加やネット検索等を利用した情報収集など積極的な対応を指導している。さ

らに進学・就職の受験対策として各学科では専門教員による模擬面接指導が実施されている(資料 7-

2-④-5)。 

 なお、就職状況としては一昨年までの経済状況の低迷にもかかわらず、例年個人的な事情による場

合を除き、ほぼ 100％を達成している(資料 7-2-④-6)。 

また、進学状況に関しては、準学士課程では 55％の学生が大学３年次の編入または本校専攻科へ

資料 7-2-④-3

（出典 雄志台会館内の進学資料棚写真より） 

資料 7-2-④-4

（出典 学科内の進学・就職資料閲覧風景写真より）

資料 7-2-④-5

  

 

 （出典 模擬面接開催案内より抜粋）
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入学し、専攻科課程では 43％の学生が大学院へ編入しており、進学を希望するもののほぼ 100％が更

なる勉学にいそしんでいる。準学士課程から大学３年次への編入に関しては、JABEE 認定を受けた本

校「生産デザイン工学」教育プログラムの修得単位が大学における単位として認定されるようになっ

たことから、進学希望者の大学編入への道を拡げているものと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

  

 

 

資料 7-2-④-6

  

（出典 本校機関誌「志遠」第 45 号より）
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（分析結果とその根拠理由）  

 上述のように、学生は、学科長、学級担任以外の教員にも、将来の事や、会社・大学・専攻科につ

いての内容、具体的な就職・進学面談の仕方などさまざまな事を相談しており、全学を上げた指導・

支援を行っている。その成果として、昨今の極めて厳しい経済状況にもかかわらず、ほぼ 100％の学

生が卒業時にはその進路が決定できる状況にある。したがって、学生の進路指導への支援体制は優れ

ていると判断される。 

 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

 ・学生の自主的学習を進める上で「月割表」や「チェックリスト」を導入し、学生自身が授業の進

捗状況が把握できるようになっている。 

・クラブ加入率、競技大会の出場数やこれまでの活動実績から課外、学生会活動に対する支援が非

常に優れている。 

     

（改善を要する点）  

 特になし。 

 

 

 

（３）基準７の自己評価の概要 

自主的学習の支援では「月割表」や「チェックリスト」を導入することで学生自身が授業の進捗状

況が把握できるようになっており、学生の自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制が整備さ

れ，機能しており非常に優れている。 

 学生のための校内環境整備については学習面、生活面の両方においてよく整備されており、寮学生

の生活環境も整っている。バリアフリー化による障害を持った学生の対応も考慮され、留学生や編入

学生の学習・生活支援体制も優れていると思われる。 

 課外、学生会活動に対する支援では本校内外の支援体制が確立しており、クラブ加入率、競技大会

の出場数やこれまでの活動実績から非常に優れていると判断できる。 

 学生の進路指導への支援では事務組織と各学科間の連携が密接に行われ、進学、就職共にほぼ

100％に近い学生の進路が決定している。このことからも支援体制が十分機能していると考えられる。 

 以上のことから、本校での学生支援に関しては学習面、生活面、進路指導すべてにおいて必要な支

援体制が存在し、内外に開示され、現実に活動している。 
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基準８ 施設・設備 

（１）観点ごとの分析 

観点８－１－①： 学校において編成された教育課程の実現にふさわしい施設・設備（例えば，校

地，運動場，体育館，教室，研究室，実験・実習室，演習室，情報処理学習のた

めの施設，語学学習のための施設，図書館等，実験・実習工場さらには職業教育

のための練習船等の設備等が考えられる。）が整備され，有効に活用されている

か。 

（観点に係る状況）  

 校地、運動場、体育館、教室、研究室、実験・実習室、演習室、情報処理学習のための施設、語学

学習のための施設、図書館、第１・第２工場（実習工場）など、高等専門学校の設置基準において必

須とする校地・校舎や施設・設備は整備されている（資料 8-1-①-1）。 

 

  

 

                                資料 8-1-①-1

 

                             敷地面積：95,497 ㎡ 

                 （出典 北九州工業高等専門学校配置図）
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 施設の老朽化に対する対応としては、平成９年４月の教育環境改善計画、平成 12 年６月に作成し

た北九州工業高等専門学校施設長期計画に基づき、以下のような改善整備を図っている（資料 8-1-

①-2、資料 8-1-①-3 および資料 8-1-①-4）。 

 

 

                                  資料 8-1-①-2 

 

     （出典 会計課資料より）
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                                   資料 8-1-①-3

 

                             （出典 会計課資料より） 
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                            資料 8-1-①-4

                    （出典 平成 12 年度施設長期計画書より）
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平成 12 年３月に低学年棟の校舎改修を終え、学生一人当たりの面積を拡大すると共に安全性に配

慮した教室の狭隘解消。マルチメディア学習室や大講義室を整備した情報化対応。また、女子学生対

応施設の充実等の環境改善。その後、高学年、専門科目の教育環境改善へと施設整備を進め、平成

12 年 10 月に学内共用施設として総合研究実験棟、平成 14 年 10 月に地域共同テクノセンターが新営

され、共同利用のための実験・研究室も充実された。平成 14 年 11 月には７号館の改修工事を完了し

狭隘解消、教育環境の改善を行ってきた。平成 16 年度と平成 17 年度には講義室に空調設備を設置し、

３号館を除く全ての教室、講義室に空調設備を整え環境改善に取り組んでいる。なお、３号館につい

ては、平成 17 年度補正予算で改築費が措置され、平成 18 年度中には改修工事を完了し、狭隘解消及

び空調機の設置等教育環境の改善を行う。 

また、主な施設及び設備は、資料 8-1-①-5 および資料 8-1-①-6 に示すとおりであり、校舎・施設

・設備等の有効活用に関しては、施設管理運営委員会において利用状況を調査し、同委員会及び運営

委員会において施設の有効活用の促進を図っている（資料 8-1-①-7～資料 8-1-①-9）。 

 

 

 

                                   資料 8-1-①-5

 

                       （出典 施設管理運営委員会資料より） 

 

施 設 一 覧 表 
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                                  資料 8-1-①-6 

 

                             （出典 会計課資料より）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 8-1-①-7 

（出典 北九州工業高等専門学校施設 

管理運営委員会規則より） 
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                                資料 8-1-①-8

 

                           （出典 会計課資料より）

 

                                資料 8-1-①-9

 
                   （出典 IT 教育総合情報センター資料より）
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（分析結果とその根拠理由）  

 講義室の狭隘解消及び空調設備の設置による学習環境の改善については、平成 18 年度に行われる

３号館の改修工事を以って概ね完了する。また、テニスコートやグラウンド等の運動施設についても

各々平成２年と平成６年に大規模な改修工事を行い、良好な状態を維持している。しかし、今後もよ

り高度な教育・研究環境を確保するため、細胞工学センターの新営をはじめ、実習工場、体育館の改

修等、順次概算要求を行い、今後一層の改善を図る計画を進めている。 

 また、設備面においても機器の更新を行い、また、各講義室に液晶プロジェクタを設置する等、教

育環境を整備するため、予算の確保に努めている。 

 

 

観点８－１－②： 教育内容，方法や学生のニーズを満たす情報ネットワークが十分なセキュリテ

ィ管理の下に適切に整備され，有効に活用されているか。 

（観点に係る状況）  

 平成 14 年度から、情報処理教育を実施していた「電子計算機室」を再編成し、校内 LAN 及び図書

館、各学科の情報処理教室、端末等を統括する組織として、「IT 教育総合情報センター」を設置し、

内部組織として「IT 教育室」、「LAN 管理室」を設け、前者が IT 教育全般、後者が LAN 管理全般を

担当し、各学科から室員を確保することで、全学的な意思疎通を図りながら適切な運営が行われるよ

うにしている。また、これらの室員からなる専門委員会には、それぞれ学内の関連組織として「教務

委員会」からの委員、「事務情報化推進室」の室長を委員とし、事務及び各種委員会との協調運用を

図っている。 

これらの委員会の委員長は、副センター長と位置付け、両専門委員会からの代表委員数名と事務各

課の課長を委員とする「IT 教育総合情報センター委員会」でセンター全体の運営方針その他を審議

している（資料 8-1-②-1）。 

                                資料 8-1-②-1 

 

（出典 IT 教育総合センター委員会資料より）
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  センターの発足と同時に、校内 LAN は、各建屋間の幹線を光ケーブルによるギガビットネットワー

ク、建屋内を 100MBPS とし、高速ネットワークの運用を開始した。校内 LAN 再構築に伴い、対外接続

も 10MBPS の VLAN 接続で SINET と接続している。また、学生の便宜を図るため、各ホームルームには

無線 LAN を設置しており、平成 18 年度中には合同講義室、図書館、専攻科棟等の場所にも導入する

予定であり、使用する PC についても、貸し出し用 PC を用意し対応できるようにしている。対外接続

に関する LAN 関連設備もセキュリティ対策及び可用性を中心に見直し、ファイヤーウォールを用いて、

対外接続部、外向けサーバ類を設置する DMZ 部、及び内部とネットワークを切り分け、各部を通過す

るデータのアクセス制御を行っている。 

また、これらのネットワークを監視するモニター系も整備し、特に電子メールについては、送受信

共にウィルスのチェックを行い、感染発信を防ぐようにしている。各 PC にもウィルス対策ソフトの

利用を義務付け、各科 LAN 管理室員の指導により感染の疑いのあるときの各人の対応もスムーズに行

われている。可用性については、幹線部にあたるサーバ・ネットワーク機器を２重化もしくは対外/

内部と切り分けることで障害に強く設計されている。平成 16 年度からは、独立行政法人化に伴い、

財務会計処理用に別回線を準備し、事務系ネットワークと教育系ネットワーク間にもファイヤーウォ

ールを設置し、情報の漏洩対策も行われている（ネットワーク図については、訪問調査時閲覧）。 

なお、本校では平成 15 年度にセキュリティポリシーを策定している（資料 8-1-②-2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（次頁に続く）

資料 8-1-②-2 
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（出典 IT 教育総合センター委員会資料）
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 教育用電子計算機においては、授業に用いている教室として、IT 教育総合センターが直接管理し

ている「センター演習室」、「マルチメディア学習室」（PC 各 50 台）のほか、「CAE 演習室」（３

号館、機械・電気工学科棟）、「CAD 演習室」（８号館、制御情報工学科棟）、「知能情報演習室」

（４号館、電子制御工学科棟）があり、自学自習のための情報端末を「情報化対応室」（７号館、物

質化学工学科棟）、「実験室端末コーナー」（３号館、機械・電気工学科棟）及び図書館、寮に準備

している（資料 8-1-②-3～資料 8-1-②-11）。 

 

資料 8-1-②-3 

 

資料 8-1-②-4 

 

 

資料 8-1-②-5 

 

 

資料 8-1-②-6 

 

 

 

  

（CAE 演習室） 

（センター演習室） （マルチメディア学習室）

（CAD 演習室） 
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資料 8-1-②-7 

 

 

資料 8-1-②-8 

 

資料 8-1-②-9 

 

資料 8-1-②-10 

 

資料 8-1-②―11 

 

 

 

（知能情報演習室） （情報化対応室） 

（図 書 館）（実験室端末コーナー）

（学 生 寮） 



北九州工業高等専門学校 基準８ 

- 260 - 

また、平成 15 年度後半より、e-learning を用いた英語教育用サーバを運用し授業及び自学自習を

行えるようにし、全学生、教職員の利用を可能にしている。平成 16 年度には「教育用電算機システ

ム」の更新を行い、「情報リテラシー教育」「（狭義の）情報処理教育」「高度な専門 IT 技術修

得」が行え、利用できるソフトウェア及び演習室での教育管理ソフトウェアを整備するだけでなく、

Windows 系 OS 以外に 新の UNIX 系 OS も利用できる環境を整えた。 

 学外の組織と共同で教育改革を進める為、「SINET」上流の九州工業大学とのメーリングリストで

の意思疎通、九州地区を取り纏めている九州大学の「情報ネットワーク協議会」への参加のほか、

NIME（メディア教育開発センター）のコンソーシアムである「高専 IT コンソーシアム」への参加、

他高専と共同での「現代 GP」等へのプロジェクト参加を行っている。また、NPO 組織である ILA（イ

ンターネットラーニング協議会）に参加し、ILA の支援を受け、ネットワーク業界のスタンダード資

格である「CCNA（Cisco Certified Network Associate）；ネットワークアソシエイト」を取得する

手助けとして、「CCNA 実施校」となり、「基礎・応用ネットワーク」の選択科目を高学年の学生に

提供している。 

 なお、各施設は、授業での活用はもちろん、放課後の学生の復習・予習あるいは卒業研究、特別研

究の実施など、多岐の目的に利用されている（資料 8-1-②-12～資料 8-1-②-15）。 

 

資料 8-1-②-12

（出典 IT 教育総合情報センター資料より）

資料 8-1-②-13

（出典 施設管理運営委員会資料より）
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資料 8-1-②-14

 

（出典 施設管理運営委員会資料より）

資料 8-1-②-15

 

（出典 施設管理運営委員会資料より）

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

「IT 教育総合情報センター」の設立以降、IT 教育及び情報通信で関連する学内組織との協調も良

好に行われている。各学科、各部署に設置されている情報教材、情報機器の運用においても全学的観

点から予算的措置が行われ、可用性が増している。IT 技術の急速な進歩に合わせた卒業生を送り出

すために相応の機材等の導入保守が必要なため、IT 関連の費用が増加してきているが、良好な予算

措置がとられている。 

「教育用電算機システム」の更新にあたっては、各学科担当者でワーキンググループを作り、教育

ニーズを拾い上げ、 適な物を提供できた。また、同じ CAD 系の演習室については、統合を計画して

いる。現在は、制御情報工学科の CAD 室においては、全学科に開講している「ネットワーク授業」と

の機材の共用を行っている。 

「情報セキュリティ」においては、機器での管理のみでなく、セキュリティポリシーに則り、初年

度での情報処理授業における学生への啓蒙教育及び「LAN 管理室」から教職員への情報の徹底により、

感染被害、外部への加害、情報漏洩等の事故は殆ど生じていない。しかし、LAN 導入機材が老朽化し

てきているため、LAN 全体を見直したネットワーク再構築が必要になる。 
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観点８－２－①： 図書，学術雑誌，視聴覚資料その他の教育研究上必要な資料が系統的に整備さ

れ，有効に活用されているか。 

（観点に係る状況）  

 図書館では、約 67,000 冊の図書、約 370 種の雑誌、及び約 1500 点の視聴覚資料を所蔵し、一部閉

架書庫に保管している図書及びバックナンバーの雑誌を除き常時開架している（資料 8-2-①-1）。

特に、シラバス掲載資料や授業で必要となる参考資料等及び TOEIC 等各種の資格取得に関係した資料

については、でき得る限り購入し、学習利用への利便性を図っている。 

 

                                資料 8-2-①-1

 

 

（出典 図書館資料より）

 

また、資料については全て図書館システムで管理しており、検索システムで容易に検索でき閲覧可

能となっており、閲覧室には視聴覚資料の閲覧や蔵書を検索するために視聴覚メディア用 AV 機器５

台、蔵書検索用パソコン１台、CD-ROM 用パソコン３台、ホームページ接続用パソコン８台（うちノ

ート型パソコン７台）を設置している（資料 8-2-①-2）。 

１．図書

区分 和書 洋 計

総　　記 7,687 179 7,866

哲  　学 2,879 101 2,980

歴  　史 5,484 97 5,581

社会科学 5,217 258 5,475

自然科学 13,862 1,808 15,670

工　  学 13,804 1,832 15,636

産　  業 1,028 4 1,032

芸    術 1,970 39 2,009

語　　学 2,450 556 3,006

文　　学 6,868 562 7,430

合計 61,249 5,436 66,685

２．雑誌

和　書 247 ビデオ 601

洋　書 122 L    D 121

計 369 C    D 188

ＤＶＤ 570

図書館蔵書数　

                　　                       （平成１８年 ５ 月 １ 日現在）

雑誌種類数（種） 視聴覚資料数（点）

３．視聴覚資料

図書分類別蔵書割合

語学 4%
文学 11%

産業 2%

芸術 3%

工学 22%

歴史 9%

哲学 5%

総記 13%

社会科学
9%

自然科学
22%
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                                資料 8-2-①-2

 

      （出典 北九州工業高等専門学校ホームページ 図書館 館内地図より） 

  

図書館ホームページサイトには、図書館ニュース・購入希望図書の申込み・各種申請書書式の他、

長岡技術科学大学とのコンソーシアムに参加している電子ジャーナル、文献データベース等にも接続

し、また、関連リンクとして、各種蔵書検索及び特許情報、各種書店へのリンク、雑誌リンクとして

系統別にわかりやすく整備したリンクページを用意している（資料 8-2-①-3～資料 8-2-①-5）。 

 

                                資料 8-2-①-3

 

     （出典 北九州工業高等専門学校ホームページ 図書館より）
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                                資料 8-2-①-4

 

     （出典 北九州工業高等専門学校ホームページ 図書館関連リンク集より） 

 

 

                                資料 8-2-①-5

 

      （出典 北九州工業高等専門学校ホームページ 図書館雑誌リンク集より）
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 図書館利用オリエンテーションは、図書館の一般的な利用方法について４月に準学士課程１学年全

員を対象にクラス単位に実施し、電子ジャーナル、文献データベースの説明及び利用方法については

５月に専攻科１学年に対し実施している。 

 開館時間は、月曜から金曜は 8:45 から 21:00（春・夏・冬季休業期間中は 17:00 まで）、土曜は

10:00 から 17:00 としており、学外の方にも開放し貸出も行っている。また、カウンター業務（貸出

・返却）及び配架整理等は市民ボランティアの方に行ってもらっており、地域との連携を深めている。 

 学生からの要望や図書の購入希望については、図書館内に投書箱を置くと同時に、購入希望につい

ては図書館ホームページサイトからも申し込めるようにしている。また、年に一度ブックハンティン

グを開催し、学生に直接、購入希望図書を選ばせることも行っている。 

図書館の年間利用者は、過去５年間５～６万人を超える状況で、これは学生一人が少なくとも年に

２ヶ月以上図書館を利用していることを意味しており、また、利用者の２割強が夜間での活用となっ

ていることは、開館時間の延長が極めて効果のあることを表している（資料 8-2-①-6）。 

 

                                資料 8-2-①-6

 

                             （出典 図書館資料より）
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（分析結果とその根拠理由）  

 図書や視聴覚資料など学習教養資料は毎年、全学科の教員からの推薦、雑誌については図書館委員

会で検討し整備している。また、シラバス掲載資料についても購入し、授業との関連を深めている。

電子ジャーナル及び文献データベースの充実度は全国的にみてかなり高い。学習・研究支援のためオ

リエンテーションや電子ジャーナル・文献データベース講習会などを開催し利用指導を行っている。 

 以上のことから、本校図書館では教育研究上必要な資料が系統的に整備され、有効に活用されてい

る。 

 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

・共同利用のための実験・研究室が充実している。 

・狭隘解消及び空調機の設置等教育環境の改善が18年度で概ね完了する。 

・洋書を多数配架しており、また、電子ジャーナル、文献データベースも充実している。 

・図書館への学生の要望や希望図書を把握するため、投書箱の設置や図書館ホームページからの申

込みに対応しているほか、ブックハンティングを開催している。 

・時間外の利用時間の拡大等、自学自習の機会を拡大し、また、外部の利用者も受け入れている。 

・情報ネットワークについて、組織、ハード、ソフトを整備することでセキュリティを強化し、安

全に利用できるようにしている。 

 

（改善を要する点）  

  特になし。 

 

 

 

（３）基準８の自己評価の概要 

 教育課程に対応して施設、設備は整備されてきており、平成 18 年度の３号館改修を以って、教室

の狭隘化対策による学生１人当り面積の拡大と安全性の確保ができ、それと同時に、全教室に空調機

が設置され、当面の教育・研究環境の改善が完了する。しかし、敷地を含めたバリアフリー対策の実

施、実習工場、体育館等未改修施設の改修工事による安全性の確保やより有効な活用法を考えていく

必要がある。 

情報技術活用のための超高速ネットワークについても整備され、かつセキュリティーについても今

現在考え得る対応は行っている。しかし、今後の教育・研究の更なる進展、創造教育の充実を図るた

めには、更なる設備の充実と効果的利用法の改善が必要である。 

図書、学術雑誌、視聴覚資料その他の教育研究上必要な資料の整備については、図書館において蔵

書数の確保や、学習の利便性に配慮した図書の整備と開架がなされており、環境は整っている。また、

図書館への学生の要望を把握し、購入希望を聞くための投書箱の設置や図書館ホームページからの申

込みに対応しているほか、ブックハンティングを実施し、その結果を図書館運営に反映している。 
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基準９ 教育の質の向上及び改善のためのシステム 

（１）観点ごとの分析 

観点９－１－①： 教育の状況について，教育活動の実態を示すデータや資料が適切に収集・蓄積

され，評価を適切に実施できる体制が整備されているか。 

（観点に係る状況） 

資料9-1-①-1は、本校における教育活動の点検と検証を行う体制を示したもので、教育の点検・

改善体制は太枠で示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 9-1-①-1

 

予算委員会
教員

学科

人事委員会

教員会議

FD委員会

〔学生支援関連施設〕
図書館
技術センター
細胞工学センター

　　ＩＴ教育総合情報センター
地域共同テクノセンター
学科（教室・実験室）

〔学生支援関連委員会〕
厚生補導委員会
学生相談室
学生寮委員会
広報委員会

外部評価委員会

自己点検・自己評価委員会
運営委員会
主事会議

安全衛生
委員会

施設管理運営
委員会

入学試験委員会

学生

教務委員会

専攻科委員会

ＪＡＢＥＥ委員会

予算の効率的運用

学習・教育目標

科目の達成
目標による
成績評価

授業アンケート
教育研究プロジェクト経費
教育研究重点化促進経費

安全点検・改善

点検・改善

学内公開

点検・改善

全体的な点検・改善

点検・評価

検証

検証

検証

卒業生・企業

アンケート

学生支援の点検・改善

教員の資質向上

教育の点検・改善

点検・評価

検証

全体的な点検・改善

検証

（平成18年4月18日修正）

（出典 点検改善システムより）
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その中で、具体的な教育活動の実態を示すデータや資料を収集・蓄積・評価する体制・組織として

は、教務委員会、専攻科委員会、JABEE 委員会及び自己点検・自己評価委員会が挙げられる。 

資料 9-1-①-2 は、各委員会における教育活動に関する項目と、データや資料の収集・蓄積・評価

の流れを示したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まず、教育状況の把握として教務委員会では、基準７．学生支援等（観点7-1-①）で前述した学生

の自己学習のための「月割表」と「チェックリスト」を授業担当教員に作成させ、各教員が授業の進

捗状況や重要ポイントの確認を行うための資料として活用できるようにしており、その資料は教務委

員会が一括して収集している。 

学生の成績、出席状況は、教務係においてキャンパスアシスト（パソコンによる教務事務システ

ム）の導入によって迅速な処理と集計が行われ、学科長、ならびに担任は学科および受け持ち学生の

状況をいち早く確認することができるようになっている。なお、集計処理されたデータは進級・卒業

の判定資料として、全教員による進級・卒業の判定会議において審議が行われる（進級・卒業の判定

会議の資料は訪問調査時に閲覧）。 

 次に、教育活動に関するものとして教務委員会並びに専攻科委員会では、これまで新任および昇任

教員に対して公開授業を実施しており、教員のスキルアップに寄与している。また、新たな試みとし

て平成17年度からは新任教員に対する指導の一貫として、同類の教科を担当するベテラン教員の公開

授業と並行して行うことにしている。これら公開授業の評価は参観教員によって行われ、その報告書

は教務委員会において報告され、蓄積されている（資料9-1-①-3）。 

 

 

資料 9-1-①-2

  

                                   （出典 収集・蓄積・評価する体制・組織図）
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さらに、本校の教育目標の１つである「社会人の一員としての自覚、倫理観を持ち、心豊かな人間

性を有する技術者」育成のための教育として１学年から３学年では特別教育活動を実施しているが、

教務委員会は各学級担任に特別活動計画書を提出させ収集・蓄積している（資料 9-1-①-4）。さら

に、その評価として平成 18 年度からその実績報告書も合わせて蓄積する予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                           資料 9-1-①-3

        
（出典 公開授業計画書と公開授業報告書）



北九州工業高等専門学校 基準９ 

- 270 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、自己点検・自己評価委員会は学生に対する授業アンケート（資料9-1-①-5）を実施し、そ

の集計を行っている。アンケートの集計結果は授業科目ごとに集計・蓄積され、各クラス並びに学

内のホームページに開示されている。そして、17年度には16年度授業アンケートに対する調査が実

施され、自己点検・自己評価委員会にて評価を行っている（資料9-1-①-6）。 

 

 

資料 9-1-①-4

  

（出典 特別活動計画書のより抜粋）
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資料 9-1-①-5

     

（出典 授業アンケート用紙より）

資料 9-1-①-6

     

 （出典 平成 16 年度授業アンケート報告書より抜粋）
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以上述べたような教育活動の実態を示すデータや資料は、各委員会において蓄積・評価され、さ

らに各委員会の自己点検報告に基づいて、自己点検・自己評価委員会がその評価を行った上で自己

点検・自己評価報告書を作成し運営委員会に提出される。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 上述のように、本校における教育活動の実態を示すデータや資料は適切に収集・蓄積されており、

教務委員会、専攻科委員会、JABEE委員会及び自己点検・自己評価委員会において広範囲にわたり

分析評価する体制が整備されている。 
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観点９－１－②： 学生の意見の聴取（例えば，授業評価，満足度評価，学習環境評価等が考えら

れる。）が行なわれており，教育の状況に関する自己点検・評価に適切な形で反

映されているか。 

（観点に係る状況）  

学生からの意見の聴取の方法としては、前述の授業アンケート、卒業研究・特別研究アンケートな

らびに卒業・修了に際しての 終達成度調査、さらには「校長・主事と卒業予定代表者との懇談会」

や「保護者懇談会」における意見聴取などが挙げられる。 

 授業アンケートは、年１回、卒業研究・特別研究を除く全ての授業科目に対して、３回に分けて実

施している（資料 9-1-②-1、授業アンケートの資料は訪問調査時に閲覧）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業アンケートの項目の中で、 

１）「学生のこの授業に対する取り組み姿勢や考え方」 

２）「実施された授業および教員の取り組みについて」の集計結果については、学生の授業評価

や満足度がグラフにより示される。 

また、 

３）「学生の感想、意見（良い点や改善してほしい点）など」の項目では直接学生の意見が汲み

取れるよう、記述による回答を課している。 

 以上の３項目は学生によるアンケートの回答結果であるが、自己点検・自己評価委員会は各授業科

目のアンケート集計結果を各授業担当教員へフィードバックする。各教員はフィードバックされた集

計結果の項目 

４）「担当教員による分析と課題、および来年度に向けた改善方針」 

に対して各教員は自己点検ならびに評価を行い、コメントを記入した上で再度自己点検・自己評価委

資料 9-1-②-1

 

４．担当教員による分析と課題、および来年度に向けた改善方針 

・１項目は授業で心がけていることです。 

・２項目は、教えていると思いますが、より丁寧に解説していきたいと

思います。 

・この教科は機械工学の中でも形に見えないところの問題が多く、理解

するのに時間がかかるが、興味を持たせるような解説を心がけてい

る。 

（出典 授業アンケートへの回答例より） 
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員会へ転送されることになる。この時点でアンケートの集計結果が、各教員の次年度の教育内容や授

業の進め方等の改善に反映されることになる。 

なお、現在実施されている授業アンケート以外に卒業研究・特別研究に関しては別途アンケートお

よびそれぞれの達成度調査を行い集計を行っている（資料 9-1-②-2、資料 9-1-②-3）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 9-1-②-2（その 1）

 

このアンケートは皆さんの意見から今後の卒業研究の在り方を改善していくた
めに使われます。

１．　テーマの設定について　　卒業研究のテーマは興味あるものでしたか？

1 2 3 4

全く興味がない あまり興味がない 興味があった 大変興味があった

３．指導体制について　　卒業研究の担当教員の指導は適切でしたか？

1 2 3 4

４．研究環境について　　卒業研究を行うのに十分な環境が整備されていましたか？

1 2 3 4

十分であった整備されていない ある程度不足があった ほぼ十分であった

５．　卒業研究での発表の機会は十分用意されていましたか？

1 2 3 4

全くなかった 足りなかった ほぼ十分であった 十分であった

６．取り組み　　自分自身の卒業研究への取り組みは十分でしたか？

1 2 3 4

全くなかった 足りなかった ほぼ十分であった 十分であった

７．成果　　卒業研究における研究成果は満足できるものが得られましたか？

1 2 3 4

満足できない 少し満足できない ほぼ満足 十分に満足

８．成果　　卒業研究発表は満足なものが出来ましたか？

1 2 3 4

満足できない 少し満足できない ほぼ満足 十分に満足

4

２．実施時間　　卒業研究に用意されていたカリキュラム上の時間は十分なものでしたか？

1 2 3 4

９．成果　　卒業研究の研究論文（レポート）は満足なものが出来ましたか？

1 2 3

アンケート　Ｉ　　　　Ｈ17年度　卒業研究アンケート

学科【　Ｍ，Ｅ，Ｄ，Ｓ，Ｃ　】

1 2 3

進路【　進学　　・　　就職　】

「卒業研究」の実施状況、成果、達成度の観点から質問が設定されています。
各設問で該当する番号に丸をしてください。ご協力をお願いします。

十分であった

９．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

1３．　卒業研究は実践的技術を学ぶのに役に立ちましたか？

全くなかった ある程度役に立った 十分役に立った 大変役に立った

11．　　卒業研究ではそれまでの座学で得られた知識が活用されましたか？

1 2 3 4

全くなかった ある程度 十分活用された 大変活用された

12．　卒業研究ではそれまでに工学実験で得られた知識・経験が活用されました？

1 2 3 4

全くなかった ある程度 十分活用された 大変活用された

１４．　卒業研究に関する自由記述：感想、提案など真摯な意見をお願いします。

　１．　工学知識 　２．　実践的技術 　３．　情報工学技術 　４．　計画性

全く足りなかった あまり足りなかった ほぼ十分であった

10．成果　　卒業研究を通じて得られたものに丸をつけてください(複数回答）

4

全く足りなかった あまり足りなかった ほぼ十分であった 十分であった

満足できない 少し満足できない ほぼ満足 十分に満足

　５．　発表技法 　６．　報告書作成力 　７．　チームワーク 　８．  創造性

 

（出典 卒業研究アンケートより）

資料 9-1-②-2（その 2）

 

　①　幅広い工学基礎と創造的技術開発力の修得　　　　

　②　国際社会で尊敬され、信頼できる国際センスの修得

　③　地球にやさしい技術を開発できる心豊かな人間性の涵養

教育目標に関して

学生生活について以下の設問にお答えください

不足していた ある程度不足 ほぼ十分であった 十分であった

1 2 3 4

1 2 3 4

９．　北九州高専における勉強以外の学生生活に満足していますか？

不満 やや不満 おおむね満足 満足

1 2 3 4

３．　自己的・継続的な学習能力（自己学習能力）

余り身に付いていない 少し身に付いた ある程度身についた 身に付いた

1 2 3 4

８．歴史・文化・社会に関する教養と技術と社会・環境との関わりについての理解

余り身に付いていない 少し身に付いた ある程度身についた 身に付いた

1 2 3 4

７．　多様な文化への理解力、日本語及び外国語によるコミュニケーション

余り身に付いていない 少し身に付いた ある程度身についた 身に付いた

1 2 3 4

６．　幅広い視野と総合的に問題を解決する能力

余り身に付いていない 少し身に付いた ある程度身についた 身に付いた

1 2 3 4

５．　実験実習を通じての実践的技術

余り身に付いていない 少し身に付いた ある程度身についた 身に付いた

1 2 3 4

余り身に付いていない 少し身に付いた ある程度身についた 身に付いた

４．　専門分野における専門知識

２．　技術内容の高度化に対応できる基礎学力（数学、自然科学、情報）

余り身に付いていない 少し身に付いた ある程度身についた 身に付いた

1 2 3 4

アンケート　ＩＩ　　卒業に際しての最終的達成度の調査

　本校の教育目的は以下の3つです。この３つの目標達成のために総合科目、
専門科目、実験・実習からなるカリキュラム、体育祭・文化祭などの学校行事、
クラブ等の課外活動が実施されています。北九州高専における教育で得られ
た総合的な達成度の調査にご協力ください。

１．　本校の３つの目的を十分知って学生生活を送ることが出来ましたか？

ほとんど出来なかった あまり出来なかった ある程度できた 十分できた

教育目的

教育目的に関して

3 4

上記３つの目的達成のため以下の２～８の７つの目標があり、その達成が必
要とされていいます。達成度を評価してください。

１1．　北九州高専における学生生活に関して学校の支援体制は十分でしたか？

１0．　北九州高専における学生生活に関して学校の施設・環境は十分でしたか？

不満 やや不満 おおむね満足 満足

1 2

2 3 4

ご協力ありがとうございました

１2．　北九州高専に関する自由記述：感想、提案など真摯な意見をお願いします。

1

 

（出典 卒業研究達成度調査アンケートより）
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 総括的な学生意見の聴取を行う場としては、観点 7-1-③で述べたように、校長・主事と卒業生予

定者との懇談会が設けられており、率直な意見交換がなされている。 

資料 9-1-②-3（その 1） 

 

0% 25% 50% 75% 100%

1.テーマへの興味

2.実施時間

3.指導体制

4.研究環境の整備

5.発表機会

6.自身の取り組み

7.研究成果

8.研究発表

9.研究論文

11.座学の活用

12.工学実験の活用

13.実践技術の修得

４：十分

３：ほぼ十分

２：ある程度十分

１：十分でない

卒業研究アンケート結果

　達成度・満足度高い 低い

(平均：3.03）

(2.97）

(2.78）

(2.61）

(2.56）

(2.92）

(3.28）

(2.94）

(3.02）

(2.63）

(2.36）

(2.35）

 

（出典 卒業研究に対するアンケート結果より抜粋） 

資料 9-1-②-3（その 2） 

0% 25% 50% 75% 100%

目的の認識

基礎学力

自己学習能力

専門知識

実践技術

総合的問題解決能力

コミュニケーション力

教養と倫理

学生生活

学校施設・環境

学校の支援体制

4:十分身についた／満足
3:ほぼ身についた／満足

2:ある程度身についた／満足
１：ほとんど身につかない／不満足

卒業に際しての達成度調査（５学科) 171回答

身
に
付
け
る
べ
き
能
力

学
生
生
活
・
環
境

　達成度・満足度
高い 低い

目
的 （平均:　2.37）

（2.69）

(2.41)

（2.81)

(2.76)

(2.76)

(2.14)

(2.43)

(3.17)

(2.98)

(2.93)

 

（出典 卒業アンケート結果より抜粋） 
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 さらに、学生の意見のみならず、毎年行われている「保護者と専門学科との懇談会」において本校

の教育に関して「保護者に対するアンケート」を実施している。その集計結果は各学科の学科会議資

料として提出され、保護者から見た学科に対する要望や意見が学科としての教育の改善に反映できる

ようにしている（資料 9-1-②-4）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

以上のような学生からの意見聴取は各委員会や各学科で集約され、自己点検・自己評価を行った上

で、それぞれの自己点検報告書として自己点検・自己評価委員会へ報告される。 

資料 9-1-②-5 は、機械工学科における「学生の学習達成度評価に対する取組」の具体的な実施内

容を示した自己点検報告の一例であるが、このような形で自己点検・自己評価に反映されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 9-1-②-4 

 

 

（出典 保護者と専門学科・担任との懇談会報告書の抜粋） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 学生の授業アンケート等により直接学生の意見の聴取が行われており、自己点検・自己評価委員会

によるその集計結果が各教員の次年度の授業方針に反映されるような体制づくりがなされている。 

また、「保護者懇談会」における保護者の意見や「校長・主事と卒業予定代表者との懇談会」の意

見も聴取されており、教務委員会から各学科および教員に報告され、教育の状況に関する自己点検・

自己評価報告書に反映されている。 

 

 

 

資料 9-1-②-5

 
（出典 平成 17 年度自己点検・自己評価報告書より抜粋）
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観点９－１－③： 学外関係者（例えば，卒業（修了）生，就職先等の関係者等が考えられる。）

の意見が，教育の状況に関する自己点検・評価に適切な形で反映されているか。 

（観点に係る状況）  

学外関係者の学校としての意見聴取は外部評価委員会及び卒業生・企業アンケートにより行われて

いる。その他に、専門学科では求人で訪れた企業及び本校 OB からの意見聴取も行っている。 

外部評価委員会は、地域企業・学識経験者・行政機関有識者（及び卒業生）で構成され、年１回、

学校運営・教育研究活動・地域との連携活動等に関してあるいはテーマを限定して意見を聴取してい

る（資料 9-1-③-1、資料 9-1-③-2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 9-1-③-1 

 

 
（出典 北九州工業高等専門学校外部評価実施規則より抜粋） 
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有識者を含む外部評価委員会は平成７年度より実施されており（資料 9-1-③-3）、平成 15 年度に

は「教育目標や教育理念はより具体的な表現の方がよい」という指摘を受けた。その後、教育プログ

ラムの整備において学習・教育目標（A）から（F）に対して具体的な表現の小項目①～⑤が定められ

たが、この中にこれらの指摘が反映されている（資料 9-1-③-4、その他の事例は後述資料 11-2-①-

4）。 

 

 

 

 

資料 9-1-③-2 

 

（出典 北九州工業高等専門学校ホームページ 外部評価より） 
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資料 9-1-③-3 

 

 

（出典 北九州工業高等専門学校ホームページ 外部評価より） 

資料 9-1-③-4 

   

        （出典 シラバスより学習・教育目標の変更事例より） 
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また、授業アンケートについては、平成 17 年度の外部評価委員会において審議事項として取り上

げられ、講評結果をもとに自己点検・自己評価に反映されている（資料 9-1-③-5）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他の外部評価として、平成 16 年度には卒業生（専攻科修了生）へのアンケートを実施し、自

己点検・自己評価委員会においてその集計を行った（資料 9-1-③-6、資料 9-1-③-7）。  

 

 

 

 

 

 

資料 9-1-③-5

 

（出典 北九州工業高等専門学校ホームページ 平成 17 年度外部評価委員会 講評より）



北九州工業高等専門学校 基準９ 

- 282 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 9-1-③-6

     

（出典 平成 16 年度 卒業生アンケート）

資料 9-1-③-7

   

              （出典 平成 16 年度卒業生アンケート報告書より抜粋）
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さらに、平成 17 年度には JABEE 委員会の要請で、求人活動で本校を訪れた企業に対して企業アン

ケートを実施している（資料 9-1-③-8）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 9-1-③-8

① 製 造 業 （ 28 ） ② 情報サービス業 （ 4 ） ③ そ の他サービス （ 5 ） ④ 電気・ガス・水道 （ 1 ） ⑤ 通 信 （ 0 ）

⑥ 運 輸 （ 3 ） ⑦ そ の 他 （ 4 ）

① 0 名 （ 5 ） ② 1 ～ 2 名 （ 8 ） ③ 3 ～ 5 名 （ 8 ） ④ 5 ～ 10 名 （ 7 ） ⑤ 10 名 以 上 （ 17 ）

① 設 計 （ 22 ） ② 研 究 ・ 開 発 （ 15 ） ③ 製 造 ・ 生 産 技術 （ 28 ） ④ 生 産 管 理 （ 13 ） ⑤ 品 質 管 理 （ 20 ）

⑥ システムエンジニア （ 12 ） ⑦ セ ー ル ス エ ン ジ ニ ア （ 4 ） ⑧ 営 業 ・ 販 売 （ 2 ） ⑨ マ ー ケ テ ィ ン グ ・ 調 査 （ 0 ） ⑩ 商品企画・デザイン （ 0 ）

⑪ 教 育 （ 1 ） ⑫ 人事・総務・経理・購買 （ 1 ） ⑬ そ の 他 （ 6 ）

① 非 常 に 満 足 （ 14 ） ② 満 足 （ 13 ） ③ 普 通 （ 5 ） ④ 不 満 （ 0 ） ⑤ 非 常 に 不 満 （ 0 ）

① 非 常 に 満 足 （ 3 ） ② 満 足 （ 4 ） ③ 普 通 （ 2 ） ④ 不 満 （ 0 ） ⑤ 非 常 に 不 満 （ 0 ）

① 専 門 知 識 （ 12 ） ② 実 践 力 （ 23 ） ③ 創 造 力 （ 4 ） ④ 開 発 力 （ 5 ） ⑤ 企 画 力 （ 2 ）

⑥ 複 眼 点 視 野 （ 1 ） ⑦ 総 合 力 （ 5 ） ⑧ 指 導 力 （ 1 ） ⑨ 教 養 ・ 一 般 常識 （ 3 ） ⑩ 協 調 性 （ 13 ）

⑪ 誠 実 さ （ 17 ） ⑫ 語 学 力 （ 0 ） ⑬ プレゼンテーション能力 （ 1 ） ⑭ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 全 般 （ 5 ） ⑮ パソコン等による情報処理技術の能力 （ 5 ）

⑯ そ の 他 （ 1 ） →　（生産技術力）

① 専 門 知 識 （ 3 ） ② 実 践 力 （ 5 ） ③ 創 造 力 （ 1 ） ④ 開 発 力 （ 2 ） ⑤ 企 画 力 （ 1 ）

⑥ 複 眼 点 視 野 （ 1 ） ⑦ 総 合 力 （ 4 ） ⑧ 指 導 力 （ 4 ） ⑨ 教 養 ・ 一 般 常識 （ 0 ） ⑩ 協 調 性 （ 3 ）

⑪ 誠 実 さ （ 5 ） ⑫ 語 学 力 （ 1 ） ⑬ プレゼンテーション能力 （ 1 ） ⑭ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 全 般 （ 2 ） ⑮ パソコン等による情報処理技術の能力 （ 2 ）

⑯ そ の 他 （ 0 ） →　（研究・開発（劣っているのではなく大卒がすぐれている））

① 専 門 知 識 （ 3 ） ② 実 践 力 （ 0 ） ③ 創 造 力 （ 1 ） ④ 開 発 力 （ 3 ） ⑤ 企 画 力 （ 6 ）

⑥ 複 眼 点 視 野 （ 4 ） ⑦ 総 合 力 （ 1 ） ⑧ 指 導 力 （ 1 ） ⑨ 教 養 ・ 一 般 常識 （ 1 ） ⑩ 協 調 性 （ 1 ）

⑪ 誠 実 さ （ 0 ） ⑫ 語 学 力 （ 9 ） ⑬ プレゼンテーション能力 （ 7 ） ⑭ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 全 般 （ 3 ） ⑮ パソコン等による情報処理技術の能力 （ 2 ）

⑯ そ の 他 （ 0 ）

① 専 門 知 識 （ 2 ） ② 実 践 力 （ 0 ） ③ 創 造 力 （ 0 ） ④ 開 発 力 （ 0 ） ⑤ 企 画 力 （ 0 ）

⑥ 複 眼 点 視 野 （ 1 ） ⑦ 総 合 力 （ 0 ） ⑧ 指 導 力 （ 0 ） ⑨ 教 養 ・ 一 般 常識 （ 0 ） ⑩ 協 調 性 （ 0 ）

平成１７年度北九州工業高等専門学校の教育に関するアンケート集計結果

【 優 れ て い る 点 ／本 科】

【 優 れ て い る 点 ／ 専 攻 科 】

４．北九州高専の本科卒業生、専攻科修了生に対し、平均的な仕事に対する評価（勤務成績）についてお選び下さい。

５．北九州高専の本科卒業生あるいは専攻科修了生を、大学の卒業生と比較した場合優れていると感じる点、劣っていると感じる点をお答えください。（複数回答可

【 本 科 】

１．貴社の業種を番号でお選び下さい。

２．北九州高専あるいは他高専からの最近5年間での採用実績を番号でお選び下さい。

【 専 攻 科 】

３．高専卒業生の平均的な職種は（複数回答可）

【 劣 っ て い る 点 ／ 本 科 】

【 劣 っ て い る 点 ／ 専 攻 科 】

 

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

　高度な技術内容は必要であると思います。それを生かす「人間力」も育成頂ければと思います。

　地元の産業の発展に寄与できる人材の育成をお願いします。

　日本のものづくりのDNAを継承できる人材育成を（教育）今後もお願いしたい。

「北九州高専の教育に望む」ことに限定する必要のない「社会人としての教育」が必要と考えています。
具体的には、「マナー」「モラル」「法律(規則)」の基本的なことを理解した上で、エンジニアとして成長していくために、どのように取り組めば良いかが教育として欲しいところです。

　新卒業生が過去入社されていませんので、現状のレベルが把握できていません。
一つ望む事と言えば、即戦力として応用の利く技術者を期待しています。

　社会、技術などの変化や進化に柔軟に対応できる能力を開拓して下さい。仲間とのコミュニケーションを活発に行い、「目標、目的」,「現状の課題」を共有することが、組織活動の成功の
鍵になることを伝えてください。

　高専生＝実践力を持ち合わせた即戦力と理解しています。学校での実習・実務、いわゆる現場での経験を積ませて欲しいと念願します。

教育に対して望む事は、専攻分野における専門知識の習得はもちろんの事、それより、学生個人が自発的に考え、行動できるようになる能力が身につく教育が必要かと考えます(討議
ディスカッション)。
※学生教育全体としての意見になります。

心身の健康と高い倫理観、コミュニケーション能力を養われ、高い専門知識を有する人材の育成を望むとともに、就学期間中の各種国家資格取得の慫慂をお願いしたいと考えます。

　弊社が御校の卒業生の皆様に求めるものは、専門的知識をベースとした実践的技術と柔軟な発想に基づく独創力にあります。
従って、御校の教育基本理念のひとつである、「技術の変化に対応できる開拓型エンジニアの育成」には、心から賛同致します。

　国際的に通用する技術者の育成が重要であると考えます。

９．北九州高専の教育に望まれることがあればご記入下さい。

　高専生であるという自覚を持ち、一般の高校生とは違うという事を認識し、日々の学校生活を送っていただければと思います。特に目的志向であるVEなどを授業
に組み飲んで頂ければと思います。

　御校の教育への熱意が感じられるすばらしい達成目標だと思います。専門知識と自ら考え答えを導き出す教育を是非続けて下さい。

　今後とも貴校の発展的な教育体系を期待しております。

 

（出典 平成 17 年度企業アンケート集計結果より抜粋）
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なお、卒業生アンケートおよび企業アンケートの分析・評価については、今後自己点検・自己評価

委員会及び JABEE 委員会を中心に実施される予定である。 

 このように、これまでのところ各委員会や各学科においてそれぞれが自己点検・自己評価を行って

いるが、これらが適切な形で反映されることが望まれており、今後は自己点検・自己評価委員会によ

る一元化を図るべく現在準備中である。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

これまでのところ、外部から聴取された意見は各委員会が取りまとめを行い、運営委員会に報告さ

れた後、各学科長より各学科へ報告され、全教員が周知することにより教育の状況に関する自己点検

・自己評価に役立てられている。今後は自己点検・自己評価委員会を中心とした自己点検・自己評価

を目指して改善に取り組むことにしている。 
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観点９－１－④： 各種の評価（例えば，自己点検・評価，教員の教育活動に関する評価，学生に

よる達成度評価等が考えられる。）の結果を教育の質の向上，改善に結び付けら

れるようなシステムが整備され，教育課程の見直しなど具体的かつ継続的な方策

が講じられているか。 

（観点に係る状況）  

本校において、各種評価結果を教育の質の向上・改善に結び付ける組織図を資料 9-1-④-1 に示す。 

 同図に示すように、各委員会や学科会議において教育改善に関する事項が審議、実行され、それぞ

れが計画、実施、評価、改善へと循環するシステムが整備されている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 9-1-④-1

     

 

（出典 評価組織図より）
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このシステムが機能した代表的な具体的事例として、 

 

・平成 14 年度：準学士課程学生の成績評価に GPA（Grade Point Average）制度を導入し、成績を

単位の重みを掛けた数値として学生に示し、達成度をより分かりやすくした（資料 9-1-④-2）。 

 ・平成 16 年度：外部評価による、より具体的な教育目標の設定を行った（前述資料 9-1-③-3）。 

・平成 17 年度：４、５学年および専攻科の「生産デザイン工学」教育プログラム（JABEE 教育プ

ログラム）に関したカリキュラムと学則の変更を行い、教育目標の達成度を高めるようにした  

(資料 9-1-④-3) 。 

・平成 18 年度：授業時間の変更（90 分を 50 分に）に伴う時間割の変更を行い、数学、英語等反

復学習が重要な科目について週 1 回であった授業を週２回行うことにより、学生（特に低学年）

の集中力を高め、理解度と達成度を確保するようにした（資料 9-1-④-4）。 

・平成 17 年度、平成 18 年度：総合科学科（数学）と専門学科との意見交換を行い、専門分野に要

求される数学的知識、能力を専門学科と総合科学科（数学）と共同して教育する体制の強化を図

った（資料 9-1-④-5）。 

 

等が挙げられ、教育改善のための具体的かつ継続的な方策が講じられ機能している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 9-1-④-2

     

（出典 平成 18 年度学生便覧より抜粋）
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資料 9-1-④-3

   

 

（出典 平成 18 年度学則改正新旧対照表）



北九州工業高等専門学校 基準９ 

- 288 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 9-1-④-4

   

 （出典 平成 17 年度と平成 18 年度の時間割変更に関する資料より）

資料 9-1-④-5

 

（出典 総合科学科（数学）と専門学科（制御情報工学科）との意見交換議事録より）
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資料 9-1-⑤-1
【資料】平成１７年度に実施された教員の授業改善内容と改善効果 
  実施内容 

・通年科目であった５M 必修「工学実験」は、平成 16 年度から実験テーマ数を減らし前期のみで

実施していたが、本校の学習・教育目標の趣旨に則り実践教育の充実を図るために、平成 19

年度からは再び通年で実施するように改善計画している。 

・4M・5M 必修「工学実験」において、各実験テーマ毎に作成していた実験手引書の書式を統一し

て、平成 16 年度から継続して冊子にまとめている。（H16 年度中期報告より） 

・機械工学科「CAE 演習室」にファイルサーバを設備し、PC 利用の授業での学生保存ファイルを

一元管理できるようにした。（H16 年度中期報告より） 

・5M 必修「工学実験」の「振動制御試験」において、平成 17 年度から「自動計測による振動現

象の視覚化」に取組み、実験と同時に波形・応答曲線がオンラインでしかもビジュアルに表示

され、実験に関連する座学で学習した内容を素早く理解できるように、ディジタル振動計測の

技法を組み込んだ。（JABEE 委の調査より、教育改善に関連） 

・3M 必修「工業英語」において、予習を兼ねて次回の授業内容のプリントを課題として毎回提出

させているが、人のものを写して提出する学生も見受けられたので、次週の授業始めに単語の

試験を毎回行うようにした。（JABEE 委の調査より、教育改善に関連） 

・5M 必修「工学実験」の「金属材料のねじり試験」において、単に学生に講義し実験を進めると

いう形ではなく、学生が積極的に参加し考える、いわゆる学生参加型の授業とするために、「①

今日まで提案されている主な破壊法則」、「②引張りと曲げ・ねじりの耐力が異なる理由」、「③

材質表記の意味」、「④自作ねじり試験機の工夫点を各自で発見し、その効果等の説明」などを

調査するように工夫を行った。（JABEE 委の調査より、教育改善に関連） 

・担当している座学において、授業が一段落した時点でレポ－トを課し、真に各自の力で作成し

たかどうかを確認するため、レポ－ト回収後必ず同類内容の小試験を実施し、その結果を参考

にして、レポ－ト評価行っている。（JABEE 委の調査より、教育改善に関連） 

・シラバスへの関心がなかったので、授業開始時に全員にシラバスを配布し、ノートに貼らせる

ようにした。また、試験問題の出題も工夫した。（JABEE 委の調査より、教育改善に関連） 

・テキストに出てくる例題などについては、具体的にどのような実際問題に対応するかなど、身

近にあるものを例に挙げながら説明している。成績不振者に対して、定期試験前に４時間程度

の「勉強会」を行った。授業内容等についての疑問に対しては、オフィスアワーにこだわらず

受付けている。（JABEE 委の調査より、教育改善に関連） 

（出典 平成 17 年度 自己点検・自己評価報告書）

（分析結果とその根拠理由）  

各種の評価結果を教育の向上・改善に結び付けるシステムは整備されており、具体的かつ継続的な

方策が講じられている。 

 

 

 

観点９－１－⑤： 個々の教員は，評価結果に基づいて，それぞれの質の向上を図るとともに，授

業内容，教材，教授技術等の継続的改善を行っているか。また，個々の教員の改

善活動状況を，学校として把握しているか。 

（観点に係る状況） 

授業アンケートは自己点検・自己評価委員会で集計後、非常勤講師を含む全授業担当教員へ集計結

果が送付され、担当教員は集計結果や学生の感想、意見を自己分析して授業内容や教材、教授技術等

に反映させるシステムになっている。平成 17 年度の自己点検・自己評価では、各科ごとに授業内容

や教材、教授技術等の改善活動状況を点検しており、例えば機械工学科では、工学実験の実施期間や

一部テーマの内容変更、小試験の実施等の改善がなされており（資料 9-1-⑤-1）、継続的な改善が

なされている。 

 また、公開授業についても、準学士課程の科目では実施教員が所属する科の教務委員会委員、専攻

科課程では専攻科委員と公開授業科目と関連する科目を担当する教員が必ず聴講し、公開授業終了後

に実施教員と聴講した教員との検討会を開催して教材や教授技術等について意見交換し、実施教員に

フィードバックしている（資料 9-1-⑤-2）。これらの内容は報告書にまとめられ、教務委員会およ

び専攻科委員会に提出して委員会

で確認しており、活動状況を学校

として把握している。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 授業アンケート結果は全担当教

員にフィードバックされて授業内

容や教材、教授技術等の改善に結

び付けており、自己点検・自己評

価で改善活動状況を点検し、学校

として把握している。また、公開

授業についても公開授業終了後に

実施教員と聴講した教員で検討

会を開催し、教材や教授技術等

について意見交換して実施教員

にフィードバックしており、そ

の結果を報告書にまとめて教務

委員会および専攻科委員会で確

認している。これらのことから、

個々の教員は、評価結果に基づい
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て、それぞれの質の向上を図るとともに、授業内容、教材、教授技術等の継続的改善を行っており、

学校として把握できている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観点９－１－⑥： 研究活動が教育の質の改善に寄与しているか。 

（観点に係る状況） 

 教員による授業内容や教授法に関する研究は活発に行われており（資料 9-1-⑥-1）、例えば、本

校の英語担当教員がメンバーの一人として開発に取り組んだ、「全高専生のための Web 英単語学習シ

ステム；COCET3300」は平成 17 年８月の高専教員研究集会で文部科学大臣賞を受賞した（資料 9-1-

⑥-2）。これらの研究や開発成果は、教育の質の向上に大きく貢献している。 

 また、細胞工学センターや地域共同テクノセンター、物質化学工学科での新エネルギー・産業技術

総合開発機構(NEDO)からの補助事業による研究開発事項や個々の教員の研究活動が卒業研究、特別研

究と結びついた例は非常に多く、卒業研究や特別研究の内容の質的向上に寄与している。そのため、

研究内容のレベルや学生のモチベーションも向上し、専攻科生を中心に学生が学外で講演発表を行う

件数も多く（資料 9-1-⑥-3）、ポスターセッションやコンテストで優秀な成績を修め、表彰された

実績もある（資料 9-1-⑥-4）。このように積極的に講演発表に取り組ませることにより、プレゼン

テーション能力やコミュニケーション能力の向上にも大いに役立っている。 

 

 

資料 9-1-⑤-2（その 1）

 

資料 9-1-⑤-2（その 2）

（出典 平成 17 年度公開授業・意見交換会報告書）
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資料 9-1-⑥-1

１．研究発表関係

年度 題　　　　目 掲載誌等
工業高等専門学校における文学サークルの活動意義と指
導の試み　　－北九州工業高等専門学校の文学愛好会の
場合－

平成15年度高等専門学校教
育研究集会講演論文集

高等専門学校におけるインターハイを目指したトレーニ
ングプログラムの検討

平成15年度高等専門学校教
育研究集会講演論文集

TOEICとコミュニケーション能力
全国高等専門学校英語教育
学会京都研究大会発表論文
集

三次元CAD/CAM/DNC導入における教育・研究事例と今後
の展望

論文集「高専教育」第28号

短距離走における指導実践 論文集「高専教育」第28号

工業高専における文学サークル指導の試み
－文学愛好会の活動を中心に－

論文集「高専教育」第28号

電子制御工学実験におけるパーソナルロボットキットの
活用

北九州高専研究報告第38号

体育授業における教師の言語行動の分析
－同一教材（陸上運動・障害走）での教師間比較－

北九州高専研究報告第38号

北九州高専低学年における平成16年度TOEIC Bridge 実
施とその結果について

北九州高専研究報告第38号

国語学習への資格試験導入とその効果
－漢字検定の構内受検と授業への連動－

平成16年度高等専門学校教
育研究集会講演論文集

学習者用英文法の体系化とWeb-based testsの活用
全国英語教育学会長野研究
大会発表論文集

OpenGLを用いた3Dモデル化に関する学習教育 論文集「高専教育」第29号

多人数クラスにおける自己表現技術のスキルアップ指導
－高専から大学・大学院への継続性を視野に－

論文集「高専教育」第29号

歴史教育における日中関係史認識の再構築について 北九州高専研究報告第39号

3個のステッピングモーターを用いたクレーンの設計製
作

九州沖縄地区国立工業高等
専門学校教員研究集会報告

北九州高専電子制御工学科学生実験へのPBL導入の試み
九州沖縄地区国立工業高等
専門学校教員研究集会報告

２．表彰関係

年度 表彰対象 表彰名

平成17年度 全高専生のためのWeb英単語学習システム；COCET3300 文部科学大臣賞

平成15年度

平成16年度

平成17年度

 

（出典 各学術雑誌等より）

資料 9-1-⑥-2

 

 

            (出典 文教速報 平成 18 年 3 月)

資料 9-1-⑥-3

１．専攻科生の発表件数

専　　　攻 区分 平成14年度 平成15年度 平成16年度

生産工学専攻 論文 5 3 3

口頭 3 3 3

学生数（２学年） 13 19 22

制御工学専攻 論文 4 4 6

口頭 16 18 20

学生数（２学年） 31 37 41

物質化学工学専攻 論文 4 6 6

　　 口頭 20 27 26

学生数（２学年） 21 23 31

２．学生の表彰実績

平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度

2

1 2 1

1
日本機械学会流体工学部門
主催　流れの夢コンテスト

優秀賞

表彰名

化学関連支部合同九州大会
ポスター賞

化学工学会学生発表会
講演の部優秀賞

 

 

（出典 北九州高専研究報告等より）

資料 9-1-⑥-4

 

（出典 文教速報 平成 16 年 12 月）
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資料 9-2-①-1

年度 開催日 講演題目

8月30日 高等教育ファーストステージにおける英語教育

10月4日
今日の若者意識の傾向－「みんな一緒」意識と，「わ
たし的」意識と，「引きこもり」－

7月25日 JABEE審査の現状と対策

10月6日 ある大学におけるJABEEプログラムの実践状況

人権啓発ビデオ鑑賞「心のめがね，曇っていません
か」

国立学校におけるセクシャル・ハラスメント防止につ
いて

8月20日 教育と人権について

12月15日 情報社会の先端事情について

3月16日 心のリスク・マネージメント

FD研修会実績

平成14年度

平成15年度

平成16年度

2月26日

（出典 FD 推進委員会議事録より）

（分析結果とその根拠理由） 

 本校では、授業内容や教授法に関する研究や開発も活発であり、文部科学大臣賞を受賞したソフト

の開発や研究発表等の実績があり、それらの成果は教育の質の向上に貢献している。また、個々の教

員やセンター等の組織による多くの研究活動が卒業研究、特別研究と結び付いて卒業研究や特別研究、

教育の質の向上に寄与しており、専攻科生を中心とした学外での講演発表やポスターセッション、コ

ンテストでの表彰実績も多い。これらのことから、個々の教員やセンター等の組織による研究活動が

教育の質の改善に寄与している。 

 

 

 

観点９－２－①： ファカルティ・ディベロップメントについて，組織として適切な方法で実施さ

れているか。 

（観点に係る状況） 

 本校の FD 活動は、従来から、学校改革推進委員会に属する FD 推進専門委員会をはじめ、教務委員

会や専攻科委員会、自己点検・自己評価委員会、JABEE 委員会が中心となって FD 研修会の開催や各

種アンケートの実施、公開授業、一般科目担当教員と専門学科教員との懇談会の開催などの活動を実

施している。FD 研修会では、外部から講師を招聘して幅広い視点からの講演会の開催や人権啓発ビ

デオ鑑賞等を行っている（資料 9-2-①-1）。また、アンケート活動では、従来からの授業アンケー

トに加え、平成 16 年度に卒業生アンケート（資料 9-1-③-6、資料 9-1-③-7）を実施し、さらに平成

17 年度には卒業、修了時の達成度アンケート（資料 9-2-①-2）と企業アンケート（資料 9-1-③-8）

を実施し、より広範囲な意見を収集して FD 活動に反映させる予定である。 

 教務および専攻科委員会での FD 活動としては、公開授業と一般科目担当教員と専門学科教員との

懇談会がある。平成 17 年度は６件の公開授業を実施し、授業終了後の実施教員と聴講した教員との

検討会を通して教材や教授技術等について実施教員にフィードバックしている。また、教員間連絡ネ

ットワークである一般科目担当教員と専門学科教員との懇談会を開催し、授業内容や教授法などに関

する検討のほか、必要に応じてカリキュラムについても検討している。さらに平成 17 年度の外部評

価委員会では、本校の学習教育目標や授業アンケート結果について検討し（資料 9-2-①-3）、指摘

事項を今後の FD 活動に反映させる。 

 このように、従来から FD 活動に取り組

んでいるが、一層の活動の推進を図るため、

平成 17 年度から FD 委員会を発足させ、組

織を一元化させた。委員会規則（資料 9-

2-①-4）に示すように、本委員会は教務主

事（副校長）を委員長として本校の管理運

営を担当する他の主事と庶務及び学生課長

に加え、教務及び学生主事補の代表各 1 名、

その他校長が必要と認めた者を委員とする

構成であり、本校の点検・改善システム

（資料 9-2-①-5）に示すように、全学的

な立場から FD 活動を検討し、推進させる。 
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 平成 17 年度は九州沖縄地区高専のシンガポ－ル工学教育視察団によるポリテク校での教育の視察

を主体とした「シンガポ－ル視察報告」（資料 9-2-①-6）と、「クラス経営、生活指導」（資料 9-

2-①-7）の研修会を実施したほか、新たな取り組みとして学外の PBL 講習会への教員の派遣を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 9-2-①-2

　①　幅広い工学基礎と創造的技術開発力の修得　　　　

　②　国際社会で尊敬され、信頼できる国際センスの修得

　③　地球にやさしい技術を開発できる心豊かな人間性の涵養

教育目標に関して

アンケート　ＩＩ　　卒業に際しての最終的達成度の調査

　本校の教育目的は以下の3つです。この３つの目標達成のために総合科目、
専門科目、実験・実習からなるカリキュラム、体育祭・文化祭などの学校行事、
クラブ等の課外活動が実施されています。北九州高専における教育で得られ
た総合的な達成度の調査にご協力ください。

教育目的

教育目的に関して

１．　本校の３つの目的を十分知って学生生活を送ることが出来ましたか？

ほとんど出来なかった あまり出来なかった ある程度できた 十分できた

1 2 3 4

上記３つの目的達成のため以下の２～８の７つの目標があり、その達成が必
要とされていいます。達成度を評価してください。

２．　技術内容の高度化に対応できる基礎学力（数学、自然科学、情報）

余り身に付いていない 少し身に付いた ある程度身についた 身に付いた

1 2 3 4

３．　自己的・継続的な学習能力（自己学習能力）

余り身に付いていない 少し身に付いた ある程度身についた 身に付いた

1 2 3 4

４．　専門分野における専門知識

余り身に付いていない 少し身に付いた ある程度身についた 身に付いた

1 2 3 4

５．　実験実習を通じての実践的技術

余り身に付いていない 少し身に付いた ある程度身についた 身に付いた

1 2 3 4

６．　幅広い視野と総合的に問題を解決する能力

余り身に付いていない 少し身に付いた ある程度身についた 身に付いた

1 2 3 4

７．　多様な文化への理解力、日本語及び外国語によるコミュニケーション

余り身に付いていない 少し身に付いた ある程度身についた 身に付いた

1 2 3 4

 

学生生活について以下の設問にお答えください

８．歴史・文化・社会に関する教養と技術と社会・環境との関わりについての理解

余り身に付いていない 少し身に付いた ある程度身についた 身に付いた

1 2 3 4

９．　北九州高専における勉強以外の学生生活に満足していますか？

不満 やや不満 おおむね満足 満足

1 2 3 4

１１．　北九州高専における学生生活に関して学校の施設・環境は十分でしたか？

不満 やや不満 おおむね満足 満足

1 2 3 4

１２．　北九州高専における学生生活に関して学校の支援体制は十分でしたか？

不足していた ある程度不足 ほぼ十分であった 十分であった

１３．　北九州高専に関する自由記述：感想、提案など真摯な意見をお願いします。

ご協力ありがとうございました

1 2 3 4

 

資料 9-2-①-3
２ 外部評価委員会評価事項 
 

１．教育プログラムの学習・教育目標について 

 

 

【評価事項】 

(1)６つの学習・教育目標（A～F）は３つの教育目的に沿って適切に設定されているか。 

(2)学習教育目標は、社会の要求や卒業生の活躍分野などを考慮したものになっているか。 

(3)（資料１）３頁の①②・・・で示した具体的達成目標は社会の求める卒業生の能力、教育水準など

に対して適切なものになっているか。 

 

 

２．教育の内容について 

 

 

【評価事項】 

(1)カリキュラムは学生が学習・教育目標を達成できるように設計されているか。（資料 2，3参照） 

(2)シラバスは、授業目的、学習教育目標との関連、達成目標、授業内容、評価など学生にとって   

わかりやすいものになっているか。（資料 4参照） 

(3)学生への支援体制（学習面、環境面）は十分整っているか。（資料 5，6参照） 

 

 

 

 

本校では、「明るい未来を創造する開拓型エンジニアの育成」の教育理念を掲げ、３つの教育目的 

   （１）幅広い工学基礎と創造的技術開発力の修得 

   （２）国際社会で尊敬され、信頼される国際センスの修得 

   （３）地球にやさしい技術を開発できる心豊かな人間性の涵養 

に沿って、6 つの学習・教育目標（A～F）を設定しています。＜資料 1 p.1-3＞ 

また、これらの目標をさらに具体化し、目標とする達成内容（何をどこまで達成させるかの具体的

達成目標）を示しています。（A①，②，B①，②・・・ など）＜資料 1 p.3 ＞  
これらの具体的達成目標に到達するように学習・教育を行います。 

教育プログラムでは、１で掲げた学習教育目標を達成するように、学習・教育を行います。 
本校の本科 1 年から専攻科 2 年までの各学科の授業科目の流れを科目系統図に示しています。 

＜資料 2 p.4-9 ＞ 

また、「教育プログラムの学習・教育目標達成のための科目の流れ」＜資料 3 p.10-20＞ では、

A から F の各学習・教育目標の達成に寄与する科目がどのように配置されているかを科目間の関係と

ともに示しています。 
それぞれの授業科目においては、上記のように対応付けられた学習・教育目標を十分に考慮し、そ

の上で授業の目的を設定しています。対応する学習・教育目標と授業目的、授業科目の中での具体的

な達成目標、評価基準と評価方法などはシラバスに記載し、学生に周知しています。各科目の評価は

記載した基準と方法により行われます。シラバスの記載例を＜資料 4  p.21-25＞に示します。 
本校では＜資料 5 p.26 ＞に示すように教育面、環境面から学生の支援を行っています。教育環

境施設・設備は、図書館、地域共同テクノセンター、IT 教育総合情報センター、細胞工学センター、

実習工場、各学科の実験室・情報演習室の施設・設備などがあります。＜資料 6 p. 27-34 ＞ な

お、ここでは資料の冗長を避けるため機械工学科の実験室および実験・実習設備を例示しています。

（その他の学科の施設・設備は参考資料） 

 

（出典 平成 16 年度外部評価委員会評価事項）（北九州

工業高等専門学校ホ－ムペ－ジ 外部評価より）
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資料 9-2-①-4（その 1）

（出典 学内 LAN 共通掲示板）

資料 9-2-①-4（その 2）

（出典 学内 LAN 共通掲示板）

資料 9-2-①-5

予算委員会
教員

学科

人事委員会

教員会議

FD委員会

〔学生支援関連施設〕
図書館
技術センター
細胞工学センター

　　ＩＴ教育総合情報センター
地域共同テクノセンター
学科（教室・実験室）

〔学生支援関連委員会〕
厚生補導委員会
学生相談室
学生寮委員会
広報委員会

外部評価委員会

自己点検・自己評価委員会
運営委員会
主事会議

安全衛生
委員会

施設管理運営
委員会

入学試験委員会

学生

教務委員会

専攻科委員会

ＪＡＢＥＥ委員会

予算の効率的運用

学習・教育目標

科目の達成
目標による
成績評価

授業アンケート
教育研究プロジェクト経費
教育研究重点化促進経費

安全点検・改善

点検・改善

学内公開

点検・改善

全体的な点検・改善

点検・評価

検証

検証

検証

卒業生・企業

アンケート

学生支援の点検・改善

教員の資質向上

教育の点検・改善

点検・評価

検証

全体的な点検・改善

検証

（平成18年4月18日修正）

（出典 JABEE 委員会資料）

資料 9-2-①-6

 

 

 

 

 

（出典 文教速報 平成 18 年 1 月）
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（分析結果とその根拠理由） 

 本校では、従来から FD 推進専門委員会をはじめ、教務委員会や専攻科委員会、自己点検・自己評

価委員会、JABEE 委員会が中心となって適切な方法で FD 活動を実施している。また、さらに活動

を推進するため、平成 17 年度から本校の管理運営を担当する４主事と庶務及び学生課長等を中心と

する FD 委員会を発足させて組織の一元化を図って全学的な立場から FD 活動を推進しており、ファカ

ルティ・ディベロップメントについて、組織として適切な方法で実施されている。 

 

 

 

観点９－２－②： ファカルティ・ディベロップメントが，教育の質の向上や授業の改善に結び付

いているか。 

（観点に係る状況） 

 授業アンケートに基づく担当教員による改善については、平成 17 年度の自己点検・自己評価にお

いて各科ごとに点検し、資料 9-2-②-1 に示すような改善事例がある。また、公開授業については、

教務もしくは専攻科委員と関連科目担当教員が聴講し、公開授業終了後に実施教員と聴講した教員で

教材や教授技術等について検討を行い、改善事項があれば指摘して改善を求めている。公開授業の概

資料 9-2-①-7

ＦＤ研修会                           平成 18 年 3 月 14 日（火） 

「クラス経営・生活指導について」  １３：３０～１３：５５ 白神 宏 

１３：５５～１４：３０ 坂口 浩 

クラス経営に関わる諸問題          国立教育政策研究所総括研究官 森 充 

・大学の教育：学習指導のみ、しかし生徒指導も必要になってきている←「社会性」の低下 
・小中高の教育：学習指導＋生徒指導 

└「社会性」の育成、こちらの比重が増大→しかし、問題多発 
「いじめ」「暴力」「不登校」「学外での非行」 
どの学校、どのクラス、どの子どもにも起こりうる。この子は大丈夫と思っている子が・・・ 

 
エリア４（予防教育的） 

加害者に共通「自分のことが嫌い」「自分のことはどうでもいい」 
他者とのきずな（人間関係）を保とうとする意欲に欠けている 

「自己有用性」＝人と繋がっている糸、この糸が多いほど好ましい人間関係→「社会性」 
 
不登校に対する取り組み 

・なってしまったら、カウンセリング（エリア１＝事後治療的） 
・ならないような居場所づくり－体罰やいじめ・暴力のないクラスづくり（エリア２＝予防治療的） 
・ならないような絆づくり－すべての子どもが「自己有用感」を獲得する（エリア４＝予防教育的） 
「自己有用感」があると誘惑に負けない 

 
「自己有用感」を育む 

・サークル活動は非常に有効 
・年長者による年少者へのお世話・お手本「日本のピア・サポート・プログラム」 

年長者「お世話をさせられて、お礼を言われて、ちょっと嬉しい」→「自己有用感」を獲得 
 
参考資料 http://www.nier.go.jp/a000110/   http://peer-support.hp.infoseek.co.jp/book.html 

平成17年度 独立行政法人国立高等専門学校機構高等専門学校教員研修 
（クラス経営・生活指導研修会）        会場：独立行政法人教員研修センター（つくば市） 
 9 月 13 日（火） 9 月 14 日（水） 9 月 15 日（木） 

 情報モラルに関する問題 規範意識を高める指導のあり方 
午
前 クラス経営に関わる諸問題 情報モラルに関する指導 薬物乱用・性非行への対応 

研修講師となるための知識・技術 生活指導上の危機管理 
午
後 

青年の心理と学生理解 
生活指導上の法的諸問題 

 

生徒指導に関わる諸実践の類型 

 大人介入型 生徒自主性型 

問題行動 
への対応 
（治療） 

エリア１（事後治療的） 
個別指導、カウンセリング 

ある個人の「病的な状態」に対処すること
によって問題状況を改善する 

エリア３ 

先輩による相談活動・宿泊研修指導 
子ども集団の「病的になりやすい状態」に
対処することによる問題の予防 

好ましい行動 
の育成 
（予防） 

エリア２（予防治療的） 
校則指導、道徳教育 

子ども集団の「病的になりやすい状態」に
対処することによる問題の予防 

エリア４（予防教育的） 
 

子ども集団を「病的になりにくい状態」に
することによる問題の回避（免疫力） 

（出典 FD 研修会配布資料）

資料 9-2-②-1

＜資料：具体的な実施内容＞ 

・卒業研究の中間発表を平成 16 年度から継続して実施しており、学生には発表概要作成、口頭発表

と質疑応答をさせている。 

・卒業研究において、PBL 的要素を盛り込んだテーマを実施している。 

・専攻科学生による設計製図教育・情報処理教育への TA（ティーチングアシスタント）の実施を継

続的に行っており、TA 担当の専攻科学生自身にはコミュニケーション能力を育成できた。一方、

対象学生の本科学生にとっては、本校先輩から教わることで新鮮味とともに親近感をもって接す

ることができて、学習意欲の向上にも繋がった。（H16 年度中期報告より） 

・5M 必修「設計製図」は機械工学を学ぶ学生の設計製図能力の総まとめと位置付けており、図面作

成時に人間工学的な美的感性を折り込み、さらに図面読解能力を身につけるように教育している。

（JABEE 委の調査より、デザイン能力育成に関連） 

・4M 必修「工学実験」の「金属材料の硬度および組織」において、平成 14 年度から継続して「プ

レゼンテーションの練習」を兼ねて、各人が課題調査に取組み、グループ内で口頭説明させてい

る。調査内容は少しでも興味を持ってくれるように、材料系以外にも多岐にわたる項目を設定し

ている。当該学生にとってそれまでにプレゼン経験がないため戸惑いも感じるようであるが、「調

査内容をまとめる」・「口頭による説明」・「他の人の説明を聞く」・「疑問点を口に出して伝える」

ことは、その後のプレゼンのためにも良い刺激になっている。この取組みは、卒業研究の中間発

表・ 終発表における資料作成・説明要領などの点で、その成果が現れてきたと考えている。（JABEE

委の調査より、デザイン能力育成に関連） 

・5M 必修「卒業研究」において、将来の創造教育（実習）実施に向け、CAD 設計－NC 工作機械によ

る製作－試運転（評価）という「ものづくり教育」の準備として、エンジン試運転装置の製作を

テーマとして実施している。（JABEE 委の調査より、教育改善に関連） 

・通年の授業では、前期末時の成績などを踏まえて、説明要領・質問時間確保などに工夫を加えた。

その結果として、アンケート結果での「理解度」・「説明」・「試験勉強」・「熱心さ」に、いずれも

高評価が現れた。（JABEE 委の調査より、教育改善に関連） 

・授業時間内に数多くの小演習とともに、授業時間外課題（宿題や休業中の課題）を実施し、長期

休業明けにはそれまでの復習テストを行った。これらの小演習・課題・復習テストならびに定期

試験については、作成した回答例を配付した上で解説した。勿論、演習等の実施日に欠席した学

生にも配付・解説している。（JABEE 委の調査より、教育改善に関連） 

・本校実施の授業アンケートとは別に、「minutes paper」と称する独自アンケートを本科４M の通

年科目で実施した。教授方法に対する評価に加え、その日の授業要点と疑問点の筆記、個人の取

組み・クラスの取組みに対する自己評価などを確認できるようにしたものである。この独自アン

ケートの利用は、その日の授業についての要点や疑問点を速やかに把握することができて、次の

授業時間には対応ができるメリットはある。授業への取組みに対する学生自身・クラス全体の自

己評価も行っているので、授業に集中する学生は少しずつ増えてきた感がある。（JABEE 委の調査

より、教育改善に関連） 

・答案返却時に、答案の素点と演習・課題、学習ノートの記録を評価した総合点を同時に知らせる

ようにしている。総合点が素点よりも低い学生は、授業への取組み態度が良くないことが反映し

ている。総合点が良い学生の数が多いので、不真面目な学生に対して直接警告が与えられる点が

長所である。 

（出典 平成 17 年度自己点検・自己評価報告書）
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要と検討会での検討内容は報告書にまとめられ（資料 9-1-⑤-2）、教務もしくは専攻科委員会で内

容や指摘事項等を確認している。 

 次に、一般科目担当教員と専門学科教員との懇談会については学科ごとに開催しており、授業内容

や実施時期、教授法等に対する意見交換のほか、必要に応じて授業内容の一部変更を行っている（資

料 9-2-②-②）。その内容や検討結果は報告書にまとめられ、教務委員会で確認している。さらに、

学生の英会話能力向上や国際性を養うために、九州沖縄地区高専のシンガポ－ル工学教育視察を踏

まえて本年８月に実施される九州沖縄地区高専シンガポ－ル語学研修旅行への学校としての参

画を決め、学生に斡旋を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 本校では、平成 17 年度自己点検・自己評価で授業アンケートに基づく担当教員による改善内容と

改善効果について自己点検し、改善実績がある。また、公開授業については、教務もしくは専攻科委

員と関連科目担当教員が聴講し、公開授業終了後に実施教員と聴講した教員で教材や教授技術等につ

いて検討を行い、改善すべき事項があれば指摘して改善を求めている。さらに一般科目担当教員と専

門学科教員との懇談会を学科ごとに開催しており、授業内容や実施時期、教授法等に対する意見交換

のほか、必要に応じて授業内容の一部変更を行っている。これらのことから、本校で実施しているフ

ァカルティ・ディベロップメントは、教育の質の向上や授業の改善に結び付いている。 

資料 9-2-②-2（その 1）

 

 

資料 9-2-②-2（その 2）

（出典 平成 17 年度数学科と専門学科との懇談会報告

物質化学工学科実施分（抜粋）） 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

・授業アンケートに加え、卒業生アンケート、企業アンケート、卒業及び修了時の 終的達成度の

調査アンケートを実施しており、教育活動の実態や学生、学外関係者からの幅広い意見を聴取

している。 

・各種の評価結果を教育の改善等に反映させるシステムが整備され、自己点検・自己評価で具体的

な改善内容や改善効果を自己点検し、改善事例を確認している。 

・さらに活動を推進するため、平成 17 年度から FD 委員会を発足させて組織の一元化を図り、全学

的な立場から FD 活動を推進している。 

 

（改善を要する点） 

・卒業生アンケートや企業アンケート、卒業および修了生に対する 終的達成度調査アンケートの

集計結果に対する、学校全体での改善活動の強化。 

 

 

 

（３）基準９の自己評価の概要 

 教育の質の向上及び改善に対して、本校では、学校改革推進委員会に属する FD 推進専門委員会を

はじめ、教務委員会や専攻科委員会、自己点検・自己評価委員会、JABEE 委員会が中心となって以下

のような様々な点検、評価及び改善活動を実施している。 

 自己点検・自己評価委員会では授業アンケートを中心とするアンケート活動を掌握し、授業アンケ

ートは委員会で集計後、非常勤講師を含む全授業担当教員に送付する。担当教員は集計結果を分析し

て授業内容や教材、教授技術等に反映させるとともに、分析結果と感想、意見に対する回答を学生、

学内の全教職員および非常勤講師に対して学内ホームページ上や回答を綴じたファイルにより公開し

ている。 

また、平成 16 年度より卒業生アンケートを、平成 17 年度より企業アンケートと卒業、修了生に対

する達成度調査アンケートを実施しており、今後の改善活動に反映させる。 

 また、公開授業に関しては、教務委員会と専攻科委員会で管轄し、聴講する教員を定めて公開授業

終了後に実施教員と聴講教員との検討会を開催して教材や教授技術等について意見交換し、実施教員

にフィードバックして改善を図っている。 

 教員の資質向上と教育の質の向上を図るためのファカルティ・ディベロップメントについては、上

述したアンケートや公開授業の結果を教員にフィードバックして改善活動に反映させるとともに、FD

推進専門委員会による研修会の開催や一般科目担当教員と専門学科教員との懇談会の開催、外部評価

委員会による評価等を実施して教員の資質向上と教育の質の向上を図っている。このように本校では

継続的な FD 活動を実施してきたが、一層の向上を図るために平成 17 年度より FD 委員会を発足させ

て組織の一元化を図り、全学的な立場から FD 活動を推進している。 

 これらの改善活動や改善事例については、自己点検・自己評価委員会による自己点検・自己評価や

外部評価委員会による外部評価によって確認しており、学校として改善活動とその効果を把握してい

る。 
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基準10 財務 

（１）観点ごとの分析 

観点10－１－①： 学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行できる資産を有しているか。

また，債務が過大ではないか。 

（観点に係る状況）  

 本校の資産については、文部科学省から出資された土地及び建物・設備等であり、平成 16 年度末

における財産額は、土地・建物等は約 82 億 2 千万円（評価額）、設備・備品類は約 1 億 8 千万円

（期末帳簿価格）である（資料 10-1-①-1）。また、入学料、授業料、検定料等の収入及び高専機構

本部から配分される運営費交付金、施設整備費補助金により経常的な収入が確保され、その範囲内で

支出されている。債務については、長期借入金が 413,871 千円あったが、平成 17 年度末に一括返済

を行った。 

 

 

                                資料 10-1-①-1 

 

                            （出典 会計課資料） 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 法人化に伴い不動産（旧国有財産）の鑑定を行い、出資財産評価委員会により評価され、資産とし

て土地・建物及び設備が良好に管理運営されている。また、長期借入金については、法人化以前の債

務を承継していたが、平成 17 年度末に一括返済を行った。 
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観点 10－１－② 学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行するための，経常的収入が継

続的に確保されているか。 

（観点に係る状況） 

 平成 16 年度の法人化に伴い、事業遂行に必用な経費から収入額を差し引いた金額が「運営費交付

金」として措置されている。過去の歳入歳出決算額及び平成 16 年度の運営費交付金については、資

料 10-1-②-1 のとおりである。また、運営費交付金、施設整備費補助金の確保に加え、寄附金、共同

研究、受託研究、科学研究費補助金等の外部資金を獲得することにより、教育研究活動を円滑に遂行

するための資金を確保している。 

なお、平成 13 年度以降の外部資金の取得状況は、資料 10-1-②-2 のとおりである。 

 

資料 10-1-②-1

                          （出典 会計課資料より）

 

資料 10-1-②-2（その 1）

                          （出典 会計課資料より）
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                          （出典 会計課資料より）

 

（分析結果とその根拠理由） 

 運営費交付金及び施設整備費補助金の基本的財源の確保はできている。外部資金の獲得については、

平成 12 年 10 月に設置された地域共同テクノセンター（地域企業等との共同研究・受託研究の推進）

を中心に積極的に取り組んでおり、件数、金額共に安定した競争的資金を確保しており、全国 55 高

専の中でもトップクラスを維持している。また、科学研究費補助金の採択率でも高い実績を残してい

るが、更なる向上を目指し、平成 17 年度からは、日本学術振興会から講師を招き説明会を開催して

いる。 

 

 

 

観点 10－２－① 学校の目的を達成するための活動の財務上の基礎として，適切な収支に係る計

画等が策定され，関係者に明示されているか。 

（観点に係る状況） 

 本校では、自己収入（入学料、授業料、検定料等）を含め、高専機構から配分された運営費交付金

を予算の範囲で効率的、効果的かつ適切な執行に努めるため、予算委員会で予算配分に関することを

検討している。また、予算委員会で検討された本校の基本方針に基づく予算配分については、運営委

員会で審議、承認し、各学科会議で報告している。決算についても、同様の過程を踏んでいる。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 自己収入及び運営費交付金の配分並びに決算については、予算委員会で検討し、運営委員会で審議、

承認し、各学科会議で報告することで、適切な収支計画を策定し、関係者に明示している。 

 

 

 

観点 10－２－② 収支の状況において，過大な支出超過となっていないか。 

（観点に係る状況） 

 予算の配分に当たっては、予算委員会で配分事項及び配分額を十分に吟味し、運営委員会において

承認を受けた上で配分している。また、支出超過とならないため、配分予算を決定する際、収入予定

額超過分（平成 16 年度約 520 万円、平成 17 年度約 600 万円）及び一定額（600 万円）を留保し、11

月及び２月に追加配分を行うことにより支出超過を防いでいる（資料 10-2-②-1）。 

資料 10-1-②-2（その 2）
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資料 10-2-②-1

                          （出典 会計課資料より）

 

（分析結果とその根拠理由） 

適正な予算管理を行っている。 

 

 

 

観点 10－２－③ 学校の目的を達成するため，教育研究活動（必要な施設，設備の整備を含む）

に対し，適切な資源配分がなされているか。 

（観点に係る状況） 

学内の予算配分においては、教育研究活動の活性化を図るため、高専機構本部から当初配分された

運営費交付金（その他経費）を人件費的支出（非常勤講師等手当，超過勤務手当等）、教育研究費、

教育支援経費、一般管理費、留保に区分し、教育研究経費については、基盤的な配分と傾斜配分的な

教育研究重点化促進経費、校長裁量経費に大きく二分化され、教育研究重点化促進経費は、教育、研

究、運営等への貢献度について、調査票に基づき、各教員が自己評価を行い、その内容について校長

が査定し、各々の貢献度を４段階に評価した上で配分している（資料 10-2-③-1）。また、校長裁量

経費は、教育・研究プロジェクト経費、若手教員教育・研究プロジェクト経費、学生実験機器更新経

費、その他に分かれ、公募により校長がヒアリングを行い査定している（訪問調査時閲覧）。 

また、通常の予算では措置できない高額設備については、高専機構本部（従前は文部科学省）に特

別教育研究経費の予算要求行い、必要な大型設備の獲得を図っている（資料 10-2-③-2）。 
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                               資料 10-2-③-1 

                        （出典 予算委員会資料より）

 

 

                               資料 10-2-③-2 

  （出典 会計課資料より）
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（分析結果とその根拠理由） 

 校長のリーダーシップのもと教育研究活動の活性化を図るために競争的環境を設け、教育・研究の

質の向上に応じた有効な配分がなされている。校長裁量経費を優先的に配分することにより、施設・

設備等の環境も改善されている。 

 

 

 

観点 10－３－① 学校を設置する法人の財務諸表等が適切な形で公表されているか。 

（観点に係る状況） 

高専機構本部が全国高専を集計し、財務諸表及び決算報告書をホームページ上で公表している（資

料 10-3-①-1、資料 10-3-①-2）。 

 

                                資料 10-3-①-1 

 （次頁に続く）



北九州工業高等専門学校 基準10 

- 304 - 

 

                （出典 高専機構ホームページ 情報公開より）

 

                                資料 10-3-①-2 

 

                （出典 高専機構ホームページ・情報公開より）
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（分析結果とその根拠理由） 

 財務諸表及び決算報告書は、全国高専を取りまとめた上で、文部科学省の審査を受け、適切な形で

一般に公表されている。 

 

 

 

観点 10－３－② 財務に対して，会計監査等が適正に行われているか。 

（観点に係る状況） 

 高専機構会計規則第 45 条（資料 10-3-②-1）及び北九州工業高等専門学校会計監査実施規則（資

料 10-3-②-2）に基づき、毎会計年度に１回内部監査を実施している。平成 13 年度からは、大分工

業高等専門学校と相互監査を実施している。また、平成 16 年度からは、科学研究費補助金に係る内

部監査も実施している。 

 

                               資料 10-3-②-1 

（出典 高専機構会計規則抜粋）

 

                               資料 10-3-②-2 

          （出典 北九州工業高等専門学校会計監査実施規則より抜粋）

 

（分析結果とその根拠理由） 

 大分工業高等専門学校と相互監査を実施することにより、学外者の目を入れることで、適正な監査

が行われている。 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

 （優れた点） 

・教育研究活動を達成するための財源の確保並びに予算の適正配分及び効率的、効果的かつ適切な

予算執行を行っている。 

・教育研究重点化経費の配分に当たり、教育、研究、運営について各教員が自己点検を行い、結果

を元に資金を配分している。 

・競争的経費（教育・研究プロジェクト経費）については、翌年度教員会議で研究成果報告を実施

することで、効率を高めている。 

・外部資金の獲得では、全国 55 高専の中でもトップクラスを維持している。 

・特許の出願により、知的財産を広く社会に還元することで、国民の福祉向上、経済社会の発展等、

社会に貢献している。 

 

 （改善を要する点） 

  特になし。 

 

 

 

（３）基準１０の自己評価の概要 

 本校の目的に沿った教育研究活動を円滑に遂行するために必要な土地、建物、設備等の資産を有し、

かつ良好に管理されている。授業料等の収入は、収入予算以上に確保されており、また、高専機構本

部からの運営費交付金により経常的な収入が確保されている。さらには、地域企業等との共同研究、

受託研究等の外部資金獲得は、全国 55 高専の中でもトップクラスを維持している。 

 その予算についても適切な配分及び適正な執行経理がなされ、関係教職員に明示されている。債務

の長期借入金については、法人化以前の債務を承継していたが、平成 17 年度末に一括返済を行った。 
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基準11 管理運営 

（１）観点ごとの分析 

観点11－１－①： 学校の目的を達成するために，校長，各主事，委員会等の役割が明確になって

おり，効果的な意思決定が行える態勢となっているか。 

（観点に係る状況） 

（1）校長及び主事の役割 

 本校では、学校教育法施行規則第 73 条の３に基づく教務主事、学生主事および寮務主事と、学内

措置として専攻科主事を設けている。学校教育法では高等専門学校の校長は校務を掌り、所属職員を

監督する（第 70 条の７第３項）とあり、本校でも学則で学校教育法その他の法令の定めるところに

よる（学則第４条第２項）とし、校長の職務は学校教育法と同一としている。また、教務主事、学生

主事および寮務主事については、職務を学則に下記のように規定している。 

・教務主事：校長の命を受け、教育計画の立案その他教務に関することを掌理する。 

      （学則第５条第２項） 

・学生主事：校長の命を受け、学生の厚生補導に関すること（寮務主事の所掌に属するものを除

く）を掌理する。（学則第５条第３項） 

・寮務主事：校長の命を受け、学生寮における学生の厚生補導に関することを掌理する。 

      （学則第５条第４項） 

 さらに３主事の詳細な職務については北九州工業高等専門学校主事規則に、専攻科主事については

北九州工業高等専門学校専攻科主事規則にそれぞれ明記している。 

 また、本校では校長の補佐体制を充実させるため、学内措置として教務主事を副校長、学生主事お

よび寮務主事を校長補佐として位置づけ、校長の広範な職務を支えている。 

（2）委員会等の役割 

 本校では 38 の委員会等が設置され、各委員会等の審議事項や構成員等については規程で定められ

ており、学内 LAN に接続されたデータベース等で周知されている。いずれの委員会からの審議結果は

校長に報告されるとともに、全校的な意思決定機関として機能している運営委員会でも報告される。 

（3）意思決定と周知 

 意思決定と周知に関しては、資料 11-1-①-１に示すように、まず、校長と４主事、部課長による

主事会議があり、ここで校務運営上の重要な事項を協議するとともに、校長の職務補佐の機能も有し

ている。また、校長が本校の運営上、必要と認めた事項について審議するための校長、主事、学科長、

主要な委員会委員長、事務部長等により構成される運営委員会があり、主事会議や各委員会等からの

審議結果が諮られ、決定の上、実施に移される。これらの会議を通して効果的な意思決定が行われる

とともに、運営委員会や他の委員会を通して決定事項が学科や関連委員会、事務組織等に伝達され、

周知を行っている。教育関係の検討を例にとり、企画・立案から意思決定までの過程を資料 11-1-

①-2 に示す。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 本校では、各管理運営機関に関係する規定が整備されており、規定に定められた手順等に従って

主事、委員会、組織等が運営されている。また、これらの委員会によって研究教育上の意思決

定が円滑に行なわれており、校長を中心として各主事、委員会、施設等の役割が明確に規定され、

各規定に沿って運営され、効果的な意思決定が行われている。 
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資料 11-1-①-１

 

（出典 平成 18 年度学校組織図）
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資料 11-1-①-2 
企画・立案から意思決定までの流れ（例：教育関係の流れ）

学科会議 教務委員会 専攻科委員会 厚生補導委員会 事務部

教務委員会 専攻科委員会 厚生補導委員会 学科会議

校　長 主事会議

運営委員会

学　　科 委員会 事務部

4

5

過　　程

・問題提起
・改善要望

該当委員会等

1

2

3

・問題点の集約
・対応策の検討
・原案作成

・検討結果の報告

・原案の検討，修正
・原案の了承

・実施

 
 

（出典 教育関係フローチャートより） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観点11－１－②： 管理運営に関する各種委員会及び事務組織が適切に役割を分担し，効果的に活

動しているか。 

（観点に係る状況） 

本校には、意思決定に当たって資料 11-1-②-１に示すような運営委員会や教務委員会、厚生補導

委員会、学生寮委員会、専攻科委員会等の 38 委員会等があり、それぞれ資料に示す事項を審議して

役割を分担している。審議、検討結果は校長に報告されるとともに、全校的な意思決定機関である運

営委員会に諮られ、審議と学内への周知がなされている。 

 また、事務組織としては庶務課、会計課、学生課があり、さらに各課に必要な係を設けている。事

務組織は資料 11-1-②-2 に示すような本校で定める事務組織規則に則った学校運営に必要な業務を行

なうとともに、関連する委員会に部長や課長、係長等が出席し、事務に関する事項を分担している。 

 これらの委員会や事務組織を通して、管理運営に関する事項を分担するとともに、委員会活動や業

務等を効果的に進めている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 本校では、各委員会等は学内規則で明確に所掌事項が定められ、規則に基づいて会議や諸活動がな

されている。また、事務組織は学内規則で明確に所掌事項が定められ、規則に基づいて業務がなされ

ており、各委員会や事務組織はそれぞれに所掌事項を定めて業務を分担し、必要に応じて活動してい

る。 

 

 

観点11－１－③： 管理運営の諸規定が整備されているか。 

（観点に係る状況） 

本校では、資料 11-1-③-1 に示すように管理運営に関する委員会等や事務部についての規則が制定

され、規則に従って活動を行っている。また、種々の理由から必要性が生じた場合には規則の改正や

制定が行なわれ、その都度、関係委員会や運営委員会で審議され、合意を得た上で実施されている。 
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資料 11-1-②-１（その 1）

管理運営に関する委員会，会議等の所掌事項，構成員一覧

委員会・会議名称 委員長・議長 所掌事項 構成員

①教員の選考に関する事項，②教員公募に関する事項，③教員定員に関する事項，④教
員任用計画に関する事項，⑤教員人事の重要事項に関する事項

校長，教務主事，学生主事，寮務主事，専攻科主事，各学科長及び総合科学科長，事務部
長

学年の課程修了及び卒業の認定に関し審議する。 校長，教授、助教授及び専任の講師，事務部長，学生課長

専攻科の単位の認定及び修了の認定及び「生産デザイン工学」教育プログラム修了の認
定に関し審議する。

校長，教務主事，学生主事，寮務主事，専攻科主事，各学科長及び総合科学科長，専攻科
主事補，事務部長，学生課長，ＪＡＢＥＥ委員長

①ＳＣＳ利用推進のための基本方針に関すること。②教育上のＳＣＳ利用施策に関するこ
と。③研究上のＳＣＳ利用施策に関すること。④その他ＳＣＳ利用推進に関する必要な事項
に関すること。

校長，教務主事，専攻科主事，各学科長及び総合科学科長，ＩＴ教育総合情報センター長，
事務部長，学生課長

①情報公開に係る規則の制定及び改廃に関すること。②情報公開の実施体制に関するこ
と。③開示・不開示の判断基準に関すること。④行政文書の開示・不開示に関すること。⑤
開示実施手数料の減額又は免除に関すること。⑥不服申立て及び訴訟に関し、協議するこ
と。⑦法人文書の管理に関すること。⑧その他情報公開の実施に関すること。

校長，教務主事，学生主事，寮務主事，専攻科主事，各学科長及び総合科学科長，図書館
長，実習工場長，地域共同テクノセンター長，ＩＴ教育総合情報センター長，広報委員長，学
生相談室長，事務部長

本校における教育に関する事項について連絡・周知することを目的とする。 全ての教授，助教授，専任の講師及び助手

人事委員会で審議された公募条件に基づき教員候補者の公募を行い、応募者の中から複
数の教員候補者を選考し、教員候補者推薦書（別紙様式）により順位を付して校長に推薦

学生主事、寮務主事又は専攻科主事のうちから校長が指名した者　１名，教員選考を発議
した学科長又は総合科学科長（文科系又は理科系），教員選考を発議した学科又は総合科
学科（文科系又は理科系）の教授

校長の委託を受けて、教員候補者推薦委員会から推薦された候補者について、本校教員
選考基準に基づき資格審査を行い、資格審査結果報告書により審査結果並びに審査経過
を校長に報告

教務主事，教員選考を発議した学科長又は総合科学科長（文科系又は理科系），教員選考
を発議した学科又は総合科学科以外の教授のうちから校長が指名した者　１名，選考され
る教員の専門分野を熟知する本校の教授又は本校外の有識者のうちから校長が指名した
者　若干名

校務運営上重要な事項及び将来構想に関することを協議するとともに、校長の職務を補佐
することを目的とする。

校長，教務主事，学生主事，寮務主事，専攻科主事，事務部長，庶務課長，会計課長，学
生課長

進路指導委員会
①求職調査に関すること。②就職先の開拓に関すること。③就職あっせん及び就職指導に
関すること。④編入学等の受入大学の調査に関すること。⑤進学指導に関すること。⑥その
他進路指導に関すること。

校長，教務主事，学生主事，専攻科主事，各学科長及び総合科学科長，事務部長，学生課
長

①入学者の募集に関すること。②入学試験に関すること。③その他入学者の選抜に関する
こと。

校長，教務主事，学生主事，寮務主事，専攻科主事，各学科長及び総合科学科長，事務部
長，学生課長

校長，教務主事，学生主事，寮務主事，専攻科主事，各学科長及び総合科学科長，自己点
検・自己評価委員長，図書館長，実習工場長，地域共同テクノセンター長，ＩＴ教育総合情報
センター長，広報委員長，予算委員長，学生相談室長，事務部長

校長が本校運営上必要と認めた事項について審議する機関で、最上位の会議として位置
付けられる。各委員会の協議事項を審議し、報告事項については周知する。

校長

委員互選
①教育，研究に関すること，②地域との連携、産官学連携に関すること，③管理運営に関す
ること，④その他必要と認める事項

大学等教育研究機関の関係者，地域の教育関係者，地方公共団体の関係者，地域産業
界等の関係者，その他校長が必要と認めた者

①専攻科の教育課程の編成に関すること。②専攻科学生の試験に関すること。③その他専
攻科に関すること。

専攻科主事，専攻科主事補７人，教務委員会委員１人，学生課長

①学生の入退寮に関すること。②寮生の教育・生活指導に関すること。③寮生の健康管理
及び福利厚生に関すること。④学生寮に関する諸規程の制定及び改廃に関すること。⑤そ
の他学生寮の運営に関すること。

寮務主事，寮務主事補，学生課長

主事会議 校長

1 外部評価委員会

認定会議

10

人事委員会

　教員候補者推薦委員会

専攻科認定会議

スペース・コラボレーショ
ン・システム利用推進委員
会

情報公開委員会

学生主事，学生主事補，学生課長

①ロボットコンテストの製作・選考　②プログラムコンテストの製作・選考
教務主事，学生主事，寮務主事，庶務課長，会計課長，学生課長，その他校長が指名した
者

①「教育プログラム」に関すること。②認定・実地審査に関すること。③その他認定審査に関
すること。

専攻科主事，各学科の代表者各１名並びに総合科学科の文科系及び理科系の代表者各１
名，庶務課長，学生課長，その他校長が必要と認めた者(教務主事）

教務主事，学生主事，寮務主事，専攻科主事，教務主事補、学生主事補のうち当該各主事
が指名した者各1名，庶務課長，学生課長，その他校長が必要と認めた者（自己点検・自己
評価委員長）

教務主事，学生主事，寮務主事，専攻科主事，外国人留学生受入学科長，総合科学科
長，外国人留学生指導教員の代表者２人，学生寮委員会委員のうち留学生指導を担当す
る者，学生課長

教務主事，学生主事，寮務主事，専攻科主事，各学科長及び総合科学科長，実習工場長，
事務部長，会計課長，学生課長

教務主事，教務主事補，学生課長

校長

校長

校長

校長

校長

校長

校長

地域共同テク
ノセンター長

19

21

教務主事

学生主事

寮務主事

専攻科主
事

①技術移転事業者の役員等の兼業，②研究成果活用企業の役員等の兼業，③株式会社
等の監査役の兼業，④その他営利企業役員兼業に関する重要事項

教務主事 ①人権教育の調査研究、資料整備、②人権教育の研修の企画、③人権教育の啓蒙

教務主事，専攻科主事，各学科長及び総合科学科長の中から４名，地域共同テクノセン
ター長及びＩＴ教育総合情報センター長，事務部長，会計課長，その他校長が必要と認めた
者

副校長（教務主事），地域共同テクノセンター委員長，各学科及び総合科学科の専任の教
授又は助教授の中から推薦された者各１名，事務部長，庶務課長，その他校長が特に必
要と認める者若干名

教務主事，学生主事，寮務主事，専攻科主事，各学科の代表者各１人，総合科学科の代
表者２人，事務部長，庶務課長，会計課長，学生課長

図書館長

運営委員会

入学試験委員会

教員会議

教務主事

①学生の課外活動に関すること。②学生会活動に関すること。③学生の交通安全教育に関
すること。④入学料、授業料及び寄宿料の免除及び猶予に関すること。⑤奨学金に関する
こと。⑥学生の補導、健康及び福祉に関すること。⑦学生相談室に関すること。⑧その他厚
生補導に関すること。

教育の改善、教員の意識改革の推進を図るため、ＦＤに関する事項及び研修会等に関する
こと。

①外国人留学生の受入れ，教育指導，厚生補導に関すること。②その他外国人留学生に
関すること。

①校内の環境保全の基本施策の企画、立案及び実施、②教育及び研究時における安全管
理及び安全教育、③排出水及び廃棄物の処理、④校舎内外の清掃保持、⑤体育施設の健
全な利用を図るための維持、管理及び整備、⑥施設、設備等の適切な使用及び管理の指
導育成、⑦その他校内環境の保護及び整備

①土地利用、施設の将来計画，②施設の管理運営，③施設の点検・評価、施設の有効利
用，④施設整備及び営繕に関すること，⑤その他施設管理運営

①教育課程の編成、②授業時間割編成、③学生の試験、④学校行事、⑤その他教務関係

①本校の予算配分に関すること。②概算要求に関すること。③その他予算に関すること。
図書館長，地域共同テクノセンター長，ＩＴ教育総合情報センター長，各学科及び総合科学，
会計課長

①図書資料等の選択に関すること。②研究報告の編集及び発行に関すること。③その他図
書館の管理運営に関すること。

図書館長，図書室主任，視聴覚教育主任，各学科並びに総合科学科の文科系及び理科系
の代表者各１人。（ただし、図書室主任及び視聴覚教育主任を選出した各学科並びに総合
科学科の文科系及び理科系を除く。），庶務課長，学生課長，図書係長

①共同研究、受託研究、技術相談等、②民間技術者リフレッシュ教育・技術研修、③科学
技術情報の提供、④創造教育、共同研究活動への

センター長，センター各部門長，実習工場長，庶務課長，会計課長，学生課長，その他セン
ター長が必要と認めた者技術支援基本計画策定、⑤各部門の連絡調整、⑥センターの管
理運営

地域共同テクノセンター
委員会

外国人留学生委員会

学生主事

ＪＡＢＥＥ委員会

厚生補導委員会

学生寮委員会

予算委員会

専攻科委員会

教務主事

教務主事

教務主事

図書館委員会 図書館長

　資格審査委員会

教務主事

校長

FD委員会

3

4

11

17 営利企業役員兼業審
査委員会

18 人権教育推進委員会

13

22

20
ロボットコンテスト・プログ
ラミングコンテスト支援委
員会

15 環境保全委員会

16 施設管理運営委員会

教務委員会

14

専攻科主事

24

25

26

23

2

5

6

7

8

9

12

 

（出典 各委員会等規則）



北九州工業高等専門学校 基準11 

- 311 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 11-1-②-１（その 2）

技術センター委員会

事務部長，校長が指名した衛生管理者，校長が指名した安全管理者，校長が指名した産
業医，庶務課長，教職員のうち，本校教職員の過半数を代表する者の推薦に基づき校長
が指名した者４名

①センターの管理運営、②センターの業務、③センター員の研修、④センターの重要事項
技術センター長，各学科長及び総合科学科長(理科系)，実習工場長，ＩＴ教育総合情報セン
ター長，地域共同テクノセンター長，事務部長，学生課長，技術長及び各技術グループ長

室長，相談員，カウンセラー，学生課長

事務部長，三課長，専門員，各専門職員，各係長，技術長及び各技術グループ長

三課長，専門員，各専門職員，各係長，技術長及び各技術グループ長

庶務課長，会計課長，学生課長，事務情報化推進室長，事務部各課職員（課長を除く。）の
うち当該課長が推薦し、委員長が適当と認めた者

①事務情報化の実施計画，②事務用電子計算機の運用，③汎用システムの導入，④その
他事務情報化に関すること

①事務処理の点検及び評価，②事務改善事項の整理，③事務改善計画の策定，④効率
的な事務組織の再編計画の策定に関すること，⑤その他事務の改善及び合理化に関する
こと

事務部長，庶務課長，会計課長，学生課長，専門員，各専門職員及び各係長，技術長及び
各技術グループ長

各学科及び総合科学科の代表者各１人，庶務課長，会計課長，学生課長，庶務課、会計
課及び学生課の代表者各１人，技術職員の代表者１人，女子職員の代表者１人

①職員のレクリエーションの実施事項

①窓口サービス、②施設利用サービス、③サービス向上関係

①教職員等の職務発明等に係る発明の特許性及び市場性の評価並びに帰属の予備審
査，②知的財産の権利化，③知的財産の活用に関すること，④その他本校における知的財
産に関すること

地域共同テクノセンター長，各学科長及び総合科学科長（理科系），庶務課長，会計課長，
その他校長が必要と認めた者　若干名

32

技術セン
ター長

センター長，各学科及び総合科学科から選出された者　各１名，事務部長，その他センター
長が必要と認めた者

細胞工学センター長， 事務部長， 生物系教員の中から校長が指名する者１名， 総合科学
科の社会科学系教員の中から校長が指名する者１名， 遺伝子組み換え実験を実施する者
が所属しない学科（総合科学科を除く。）の教員の中から、校長が指名する者若干名

センター長，副センター長，ＩＴ教育室の職員　３名，ＬＡＮ管理室の職員　３名，庶務課長，
会計課長，学生課長

①自己点検・自己評価の基本方針、実施体制、実施方法、結果の活用、公表②外部評価
に関すること。

教授、助教授のうちから校長が指名した者　１人，各学科の代表者　各１人，総合科学科の
文科系及び理科系の代表者　各１人，事務部長，庶務課長

①「志遠」及び「学校要覧」の編集及び発行に関すること。②インターネット上のホームペー
ジに関すること。③公開講座に関すること。④地域との交流に関すること。⑤その他広報に
関すること。

教授のうちから校長が指名した者１人，各学科の代表者各１人，総合科学科の文科系及び
理科系の代表者各１人，庶務課長及び学生課長

事務部長

庶務課長

自己点検・自己評価
委員会

校長指名

広報委員会 広報委員長

事務部長

事務部長

学生相談
室長

学生相談室の運営に関する事項

①事務部の諸問題の協議、②各課の所掌事務の連絡調整

①教職員の健康障害防止・危険防止対策、②教職員の健康保持増進対策、③労働災害原
因、再発防止対策上の安全・衛生関連、④健康障害防止、健康保持増進及び危険防止に
係る重要事項

①実験に関する構内規則の制定及び改廃，②実験計画の省令及び指針に対する適合性，
③実験に係る教育訓練・健康管理，④事故発生の際の必要な措置及び改善策に関するこ
と、⑤その他実験の安全及び倫理の確保に関し必要な事項

ＩＴ教育総合
情報センター

長

①センターの管理運営に関すること。②センターの利用計画に関すること。③センターの施
設整備に関すること。④センターの予算に関すること。⑤その他センターに関すること。

細胞工学
センター長

①センター運営の基本方針に関すること。②センター職員の選考に関すること。③センター
の予算方針に関すること。④その他センターの運営に関すること。

事務連絡協議会

遺伝子組換え実験安全
倫理委員会

学生相談室委員会

ＩＴ教育総合情報セン
ター委員会

細胞工学センター委員
会

安全衛生委員会

　事務改善検討委員会

地域共同テク
ノセンター長

細胞工学
センター長

職員レクリエーション
委員会

知的財産委員会

　事務情報化推進委員会

38

35

27

29

さわやか行政サービス
推進委員会

28

31

36

33

37

34

30

（出典 各委員会等規則）

資料 11-1-②-2（その 1）

事務組織と所掌事項，職員配置数一覧

部 課 係 職員配置数

1 学校の事務に関し，総括し，及び連絡調整すること。
2 機密に関すること。
3 儀式その他の行事に関すること。
4 学則その他諸規則の制定及び改廃に関すること。
5 運営委員会その他の会議に関すること。
6 内地及び在外研究員等に関すること。
7 学術団体等との連絡に関すること。
8 渉外に関すること。
9 公文書類の接受，発送，編集及び保管に関すること。
10 公印の管守に関すること。（会計機関の公印の管守に関することを除く。）
11 宿・日直に関すること。
12 公開講座に関すること。
13 広報に関すること。
14 職員の健康管理及び福利厚生に関すること。
15 調査統計その他諸報告に関すること。
16 構内の警備取締りに関すること。
17 職員の任免，分限，懲戒及び服務等に関すること。
18 職員の給与に関すること。
19 職員の定員に関すること。
20 職員の研修及び勤務評定に関すること。
21 職員の福祉及び災害補償に関すること。
22 退職者の共済組合の長期給付及び退職手当に関すること。
23 栄典及び表彰に関すること。
24 人事記録に関すること。
25 図書館資料の受け入れ並びに整理及び保存等に関すること。
26 図書館資料の閲覧及び貸出し等利用に関すること。
27 図書館における参考奉仕（検索指導，読書相談等）に関すること。
28 図書館の管理及び利用に関すること。
29 その他他の課の所掌に属しない事務を処理すること。

所掌事項

定員内10名
定員外6名

庶 務 係
人 事 係
図 書 係

企画調査室

庶務課

 

（出典 事務組織規則）



北九州工業高等専門学校 基準11 

- 312 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの規則は学内 LAN に接続されたデータベース等で学内の教職員に公開され、周知を図ってい

る。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 本校では、学校運営に必要な規則が整備され、その構成員も明確化されており、必要に応じて関係

の委員会等で審議の上、制定、改正が行なわれている。これらのことから、本校の管理運営の諸規則

は整備され、必要に応じて制定、改正が行なわれており、さらに学内への公開も行なわれている。 

 

 

 

資料 11-1-②-2（その 2）

1 予算及び決算に関すること。
2 会計の監査に関すること。
3 共済組合に関すること。（長期給付に関することを除く。）
4 会計関係諸規則に関すること。
5 会計機関の公印の管守に関すること。
6 債権の管理に関すること。
7 収入，支出及び計算証明に関すること。
8 歳入歳出外現金及び有価証券に関すること。
9 前渡資金に関すること。
10 給与等の支給及び所得税等の徴収に関すること。
11 科学研究費等の経理及び委任経理に関すること。
12 物品の管理に関すること。
13 契約に関すること。
14 支出負担行為（給付等の完了の確認）及び支出決議書の作成に関すること。
15 自動車に関すること。
16 不動産に関すること。
17 土地及び建物の借入れに関すること。
18 宿舎の管理に関すること。
19 土地，建物及び工作物の整備復旧に関すること。
20 土地，建物及び工作物の維持保全に関すること。
21 学校環境の整備保全に関すること。
22 事務処理についての電子計算機の利用に関し，総括し，及び連絡調整に関すること。
23 事務処理システムの分析・開発に関すること。
24 事務用電子計算機システム及び事務処理システムの運用管理に関すること。
25 電子計算機システムの利用に係る知識・技術の普及並びに情報の収集及び整理に関すること。
26 電子計算機システムのセキュリティ対策の確立・実施に関すること。
27 その他会計経理及び営繕に関する事務を処理すること。
1 入学者の選抜に関すること。
2 学生の修学指導に関すること。
3 教育課程の編成及び授業に関すること。
4 学生の学業成績の整理及び記録に関すること。
5 学生の学籍に関すること。
6 学生の実習に関すること。
7 学生のカウンセリングに関すること。
8 学生の課外教育に関すること。
9 学生及び学生団体の指導監督に関すること。
10 学生に対する奨学金並びに入学料及び授業料等の減免及び猶予並びに経済援助に関すること。

11 学生の厚生施設の管理運営及び厚生事業に関すること。
12 学生の保健管理及び保健施設の管理運営に関すること。
13 学生に対する職業指導及び就職あつせんに関すること。
14 学生旅客運賃割引証に関すること。
15 日本学校安全会の事務に関すること。
16 学生寮の管理運営に関すること。
17 学生の入・退寮に関すること。
18 寮生の指導監督に関すること。
19 外国人留学生に関すること。
20 実験・実習補助及び技術指導に関すること。
21 職員の研究補助に関すること。
22 卒業研究の補助に関すること。
23 教材及び実験装置作成に関すること。
24 実験・実習用諸材料の準備及び保管に関すること。
25 実習工場及び実験室の機械器具類の保守，管理に関すること。
26 実習工場及び実験室の安全保持に関すること。
27 専攻科の特別研究，実験・実習補助及び技術指導に関すること。
28 その他教務，厚生補導，寮務及び実験・実習に関する事務を処理すること。

定員内16名
定員外1名

定員内26名
定員外5名

事務部

総 務 係
出 納 係
用 度 係
施 設 係

事務情報化推進
室

教 務 係
学 生 係
寮 務 係

入試・就職対策室
技 術 班

会計課

学生課

 

（出典 事務組織規則）
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資料 11-1-③-1（その 1）

目  次 
 
第１章 学則 
○北九州工業高等専門学校学則               （昭和５０年４月１日    規則 第１号） 
 
第２章 管理運営組織 
○北九州工業高等専門学校運営委員会規則          （平成９年３月２１日    規則 第１７号） 
○北九州工業高等専門学校主事会議規則           （平成１２年１月１３日   規則 第１号） 
○北九州工業高等専門学校教員会議規則           （昭和４５年１０月１日   規則 第５号） 
○北九州工業高等専門学校事務連絡協議会規則        （平成１２年９月２１日   規則 第１７号） 
○北九州工業高等専門学校事務改善検討委員会規則      （平成１２年９月２１日   規則 第１８号） 
○北九州工業高等専門学校さわやか法人サービス推進委員会規則（平成１１年１２月１６日  規則 第２５号） 
○北九州工業高等専門学校人権教育推進委員会規則      （平成１１年１２月１６日  規則 第２３号） 
○北九州工業高等専門学校自己点検・自己評価委員会規則   （平成１５年７月２４日   規則 第１８号） 
○北九州工業高等専門学校広報委員会規則          （平成１１年１２月１６日  規則 第２２号） 
○北九州工業高等専門学校情報公開委員会規則        （平成１３年３月１９日   規則 第１２号） 
○北九州工業高等専門学校地域共同テクノセンター委員会規則 （平成１２年９月２１日   規則 第１５号） 
○北九州工業高等専門学校ＪＡＢＥＥ委員会規則       （平成１６年４月２２日   規則 第７号） 
○北九州工業高等専門学校知的財産委員会規則        （平成１７年２月１６日   規則 第２号） 
○北九州工業高等専門学校遺伝子組換え安全倫理委員会規則  （平成１７年３月１５日   規則 第７号） 
○北九州工業高等専門学校ＦＤ委員会規則          （平成１７年１１月２４日  規則 第１４号） 
○北九州工業高等専門学校人事委員会規則          （平成１４年６月２０日   規則 第１５号） 
○北九州工業高等専門学校職員レクリエーション委員会規則  （平成１１年１２月１６日  規則 第２７号） 
○北九州工業高等専門学校図書館委員会規則         （平成１１年１２月１６日  規則 第２０号） 
○北九州工業高等専門学校予算委員会規則          （平成１５年１０月２３日  規則 第２１号） 
○北九州工業高等専門学校環境保全委員会規則        （平成１１年１２月１６日  規則 第１５号） 
○北九州工業高等専門学校施設管理運営委員会規則      （平成１６年３月１８日   規則 第６号） 
○北九州工業高等専門学校事務情報化推進委員会規則     （平成１０年３月１９日   規則 第４号） 
○北九州工業高等専門学校教務委員会規則          （平成１１年１２月１６日  規則 第１３号） 
○北九州工業高等専門学校専攻科委員会規則         （平成１１年１２月１６日  規則 第１９号） 
○北九州工業高等専門学校ＩＴ教育総合情報センター規則   （平成１４年２月２１日   規則 第２号） 
○北九州工業高等専門学校スペース・コラボレーション・システム利用推進委員会規則 
                             （平成１１年１２月１６日  規則 第１２号） 
○北九州工業高等専門学校入学試験委員会規則        （平成１１年１２月１６日  規則 第１０号） 
○北九州工業高等専門学校進路指導委員会規則        （平成１１年１２月１６日  規則 第１２号） 
○北九州工業高等専門学校厚生補導委員会規則        （平成１１年１２月１６日  規則 第１７号） 
○北九州工業高等専門学校ロボットコンテスト・プログラミングコンテスト支援委員会規則 
                             （平成１３年３月１９日   規則 第１７号） 
○北九州工業高等専門学校学生寮委員会規則         （平成１１年１２月１６日  規則 第１８号） 
○北九州工業高等専門学校外国人留学生委員会規則      （平成１１年１２月１６日  規則 第１４号） 
○北九州工業高等専門学校技術センター委員会規則      （平成１３年３月１９日   規則 第６号） 
 
第３章 庶務 
○北九州工業高等専門学校事務組織規則           （昭和５４年１２月２０日  規則 第３号） 
○北九州工業高等専門学校事務組織細則           （昭和５４年１２月２０日  規則 第４号） 
○北九州工業高等専門学校文書処理規則           （昭和５４年１２月２０日  規則 第５号） 
○北九州工業高等専門学校公印規則             （昭和５４年１２月２０日  規則 第６号） 
○北九州工業高等専門学校法人文書管理規則         （平成１３年３月１９日   規則 第１０号） 
○北九州工業高等専門学校法人文書管理細則         （平成１４年３月２８日   規則 第１０号） 
○北九州工業高等専門学校主事規則             （昭和５４年１２月２０日  規則 第７号） 
○北九州工業高等専門学校専攻科主事規則          （平成９年３月２１日    規則 第１９号） 
○北九州工業高等専門学校学科長・学年主任・学級担任規則  （昭和５４年１２月２０日  規則 第８号） 
○北九州工業高等専門学校宿・日直規則           （昭和５４年１２月２０日  規則 第１１号） 
○北九州工業高等専門学校学生寮宿・日直規則        （昭和５４年１２月２０日  規則 第１２号） 
○北九州工業高等専門学校構内交通規制要項         （昭和６１年３月２０日   裁定） 
○北九州工業高等専門学校構内交通規制内規         （昭和６１年３月２０日   裁定） 
○北九州工業高等専門学校職員の財産形成貯蓄等関係事務取扱要項 
                             （昭和４７年６月１２日   裁定） 
○北九州工業高等専門学校後援名義使用許可基準       （平成１１年１２月２４日  校長決裁） 
○北九州工業高等専門学校感謝状贈呈要項          （平成１２年１１月１６日  規則 第１９号） 
○北九州工業高等専門学校安全衛生管理規則         （平成１６年４月２２日   規則 第８号） 
○北九州工業高等専門学校職員服務規則           （昭和５４年１２月２０日  規則 第９号） 
○北九州工業高等専門学校教育職員服務内規         （昭和５４年１２月２０日  裁定）  

（出典 学内 LAN 共通掲示板）
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資料 11-1-③-1（その 2）

○北九州工業高等専門学校に勤務する職員の勤務時間等に関する規則
                             （平成６年９月１日     規則 第２号） 
○北九州工業高等専門学校における行政機関の休日に開庁する部門を定める規則 
                             （平成８年３月２８日    規則 第８号） 
○北九州工業高等専門学校警務員服務規則          （昭和５４年１２月２０日  規則 第１０号） 
○北九州工業高等専門学校永年勤続者表彰規則        （昭和５０年１０月２５日  規則 第３号） 
○北九州工業高等専門学校名誉教授称号授与規則       （昭和４９年４月１日    規則 第１号） 
○北九州工業高等専門学校名誉教授称号授与内規       （昭和４９年４月１日    裁定） 
○北九州工業高等専門学校放射線障害防止規則        （平成５年１０月２１日   規則 第２号） 
○北九州工業高等専門学校教員選考規則           （平成１４年６月２０日   規則 第１６号） 
○北九州工業高等専門学校教員候補者推薦委員会規則     （平成１４年６月２０日   規則 第１７号） 
○北九州工業高等専門学校審査委員会規則          （平成１４年６月２０日   規則 第１８号） 
○北九州工業高等専門学校教員選考基準           （平成１４年６月２０日   裁定） 
○北九州工業高等専門学校功労者表彰規則          （平成１５年６月１９日   規則 第１２号） 
○北九州工業高等専門学校営利企業役員兼業審査委員会規則  （平成１５年６月１９日   規則 第１３号） 
○北九州工業高等専門学校における技術専門官及び技術専門職員に関する規則 
                             （平成１０年３月１９日   規則 第５号） 
○北九州工業高等専門学校における技術専門官及び技術専門職員の選考に関する要項 
                             （平成１０年３月１９日   規則 第６号） 
○北九州工業高等専門学校自己点検・自己評価規則      （平成１５年７月２４日   規則 第１７号） 
○北九州工業高等専門学校地域共同テクノセンター規則    （平成１２年９月２１日   規則 第１４号） 
○北九州工業高等専門学校地域共同テクノセンター利用規則  （平成１４年９月１９日   規則 第２６号） 
○北九州工業高等専門学校細胞工学センター規則       （平成１５年１０月２３日  規則 第２２号） 
○北九州工業高等専門学校ホームページ運用要項       （平成１３年３月１９日   規則 第１６号） 
○北九州工業高等専門学校外部評価実施規則         （平成１６年６月２４日   規則 第９号） 
○北九州工業高等専門学校遺伝子組換え安全倫理規則     （平成１７年３月１５日   規則 第６号） 
○北九州工業高等専門学校情報公開取扱要項         （平成１８年２月１６日   規則 第４号） 
○北九州工業高等専門学校図書館規則            （昭和６１年２月２０日   規則 第７号） 
○北九州工業高等専門学校図書室利用規則          （昭和６１年３月２０日   規則 第１０号） 
○北九州工業高等専門学校図書館附属施設使用規則      （昭和６１年３月２０日   規則 第１１号） 
○北九州工業高等専門学校図書室利用要項          （平成５年１０月１８日   裁定） 
○北九州工業高等専門学校図書室文献複写取扱要項      （平成１２年１０月１日   裁定） 
○北九州工業高等専門学校研究報告編集要項         （昭和５２年４月１日    裁定） 
○北九州工業高等専門学校研究報告投稿要項         （昭和４６年１２月９日   裁定） 
 
第４章 会計 
○北九州工業高等専門学校会計監査実施規則         （昭和６０年１２月１９日  規則 第６号） 
○北九州工業高等専門学校学術奨励基金運用規則       （平成３年６月２０日    規則 第３号） 
○北九州工業高等専門学校寄附金取扱規則          （平成１７年２月１６日   規則 第３号） 
○北九州工業高等専門学校受託研究実施規則         （平成１７年２月１６日   規則 第４号） 
○北九州工業高等専門学校共同研究実施規則         （平成１７年２月１６日   規則 第５号） 
○北九州工業高等専門学校毒物及び劇物取扱要項       （平成１０年９月１０日   裁定） 
○北九州工業高等専門学校自動車運行管理規則        （平成１６年７月２６日   規則 第１０号） 
○北九州工業高等専門学校における物品管理役等を定める規則 （平成１６年１２月１５日  規則 第１５号） 
○北九州工業高等専門学校防災管理規則           （昭和４８年４月１日    規則 第１号） 
○北九州工業高等専門学校施設等使用規則          （昭和４２年１０月１日   規則 第７号） 
○北九州工業高等専門学校プール管理規則          （昭和４４年６月１６日   規則 第５号） 
○北九州工業高等専門学校有害廃水等取扱要項        （昭和５９年６月２１日   裁定） 
○北九州工業高等専門学校施設管理運営要項         （平成１４年９月１９日   裁定） 
○北九州工業高等専門学校共用施設使用基準         （平成１４年９月１９日   裁定） 
○北九州工業高等専門学校不動産管理規則          （平成１６年９月１６日   規則 第１３号） 
○北九州工業高等専門学校不動産貸付取扱要項        （平成１６年９月１６日   裁定） 
○北九州市学校建設コンサルタント選定委員会規則      （平成１６年１２月１５日  規則 第１６号） 
○北九州工業高等専門学校競争参加資格等審査委員会規則   （平成１６年１２月１５日  規則 第１７号） 
○北九州工業高等専門学校公正入札調査委員会規則      （平成１６年１２月１５日  規則 第１８号） 
○北九州工業高等専門学校自家用電気工作物保安規定     （平成１６年１２月１５日  規則 第１９号） 
○北九州工業高等専門学校事務情報化推進室要項       （平成１０年３月１９日   規則 第３号） 
○北九州工業高等専門学校事務用電子計算機業務処理要項   （平成１３年１２月１３日  裁定）  

（出典 学内 LAN 共通掲示板）
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観点11－２－①： 外部有識者の意見が適切な形で管理運営に反映されているか。 

（観点に係る状況） 

本校では、管理運営に外部有識者の意見を取り入れるために従来から外部評価委員会（平成 15 年

度までは学外有識者との懇談会）を実施しており（資料 11-2-①-1）、教育研究活動や産官学連携、

管理運営等を中心に議題として諮り、幅広く意見を収集している。外部評価委員会は外部評価実施規

則（資料 11-2-①-2）に基づいて行われており、校長より委嘱された大学等教育研究機関関係者、地

域の教育関係者、地域産業界等の関係者等により構成される。また、この外部評価委員会は資料 11-

2-①-3 に示す本校の点検、改善システムに組み込まれており、収集された意見は校長及び主事会議

で分析され、検討や改善が必要な指摘事項を関連委員会等で審議して改善に結び付けている。 

資料 11-1-③-1（その 3）

第５章 学生 
○北九州工業高等専門学校学生準則             （昭和４０年６月１日    規則 第８号） 
○北九州工業高等専門学校学業成績の評価等に関する規則   （昭和５３年７月６日    規則 第４号） 
○北九州工業高等専門学校認定会議規則           （昭和５４年２月１５日   規則 第１７号） 
○北九州工業高等専門学校専攻科の授業科目の履修等に関する規則 
                             （平成８年９月１９日    規則 第１３号） 
○北九州工業高等専門学校研究生規則            （昭和５９年３月３１日   規則 第４号） 
○北九州工業高等専門学校聴講生規則            （昭和５９年３月３１日   規則 第５号） 
○北九州工業高等専門学校科目等履修生規則         （平成５年５月２０日    規則 第１号） 
○北九州工業高等専門学校ＩＴ教育総合情報センターＩＴ教育室規則 
                             （平成１４年５月１６日   規則 第１２号） 
○北九州工業高等専門学校ＩＴ教育総合情報センターＬＡＮ管理室規則 
                             （平成１４年５月１６日   規則 第１３号） 
○北九州工業高等専門学校ＩＴ教育総合情報センター利用規則 （平成１４年５月１６日   規則 第１４号） 
○北九州工業高等専門学校専攻科認定会議規則        （平成１４年７月２５日   規則 第１９号） 
○北九州工業高等専門学校特別聴講学生規則         （平成１５年９月１８日   規則 第２０号） 
○北九州工業高等専門学校「生産デザイン工学」教育プログラム履修規程 
                             （平成１７年７月２７日   規則 第１１号） 
○北九州工業高等専門学校職業紹介業務運営規則       （昭和４４年１月１日    規則 第１号） 
○北九州工業高等専門学校授業料等の免除及び徴収猶予に関する規則 
                             （昭和４０年４月１日    規則 第３号） 
○北九州工業高等専門学校入学料免除取扱規則        （昭和５３年４月２７日   規則 第３号） 
○北九州工業高等専門学校車両通学等規制要項        （平成元年３月１６日    裁定） 
○北九州工業高等専門学校学生掲示規則           （昭和４２年１０月１日   規則 第１３号） 
○北九州工業高等専門学校学生施設・設備使用規則      （昭和４４年１２月１日   規則 第６号） 
○北九州工業高等専門学校プール使用要領          （昭和５４年１２月２０日  裁定） 
○北九州工業高等専門学校福利施設利用規則         （昭和５７年４月１日    規則 第１３号） 
○北九州工業高等専門学校学生相談室規則          （平成１４年７月２５日   規則 第２０号） 
○北九州工業高等専門学校専攻科車両通学規制要項      （平成１１年３月１９日   裁定） 
○北九州工業高等専門学校学生寮規則            （昭和４０年４月２４日   規則 第６号） 
○北九州工業高等専門学校学生寮細則            （昭和４０年４月２４日   裁定） 
○北九州工業高等専門学校外国人留学生規則         （平成２年１０月１１日   規則 第４号） 
○北九州工業高等専門学校技術センター規則         （平成１３年３月１９日   規則 第５号） 
 
第６章 学生会及び寮生会 
○北九州工業高等専門学校学生会会則            （昭和４６年１０月２２日  承認） 
○北九州工業高等専門学校学生会選挙細則          （昭和４６年１０月２２日  承認） 
○北九州工業高等専門学校「浩志寮」寮生会会則       （昭和４４年９月１日    承認）  

（出典 学内 LAN 共通掲示板）
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具体的には、資料11-2-①-4

に示すように地域共同テクノセ

ンターの設置や学校環境の整備、

充実等の実績があり、外部有識

者の意見が管理運営に反映され

ている。 

なお、平成16年度と17年度の

外部評価委員会の議事録等につ

いては、本校のホームページに

掲載し、公開している。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 本校では、外部評価委員会が

定期的に開催され、意見等を本

校の管理運営に反映させるシス

テムが存在している。また、管

理運営に反映させるシステムが

機能し、改善実績が存在してお

り、外部有識者の意見を取り入

れ、本校の管理運営に適切に反

映させるシステムが存在し、機

能している。 

 

資料 11-2-①-1

 
北九州工業高等専門学校外部評価委員会開催実績　（平成7年度以降）

（平成15年度までは学外有識者との懇談会）

年度 実施日時 テーマ 委員数

平成8年2月26日

10：30～13：30

平成9年10月31日

10：00～13：00

平成10年10月30日 ・専攻科について－第1回修了生を送り出すことによって－

10：00～13：00 ・産学官連携の推進について

平成11年11月2日 ・北九州工業高等専門学校の教育改革について

10：00～13：00 　　－現状と充実・発展のための方策－

平成12年10月27日

10：00～13：00

平成13年11月14日

10：00～13：00

平成14年12月2日 ・教育研究体制の改革について

10：00～13：00 　　－来るべき独立行政法人化に備えて－

平成15年12月1日

10：00～16：00

平成16年12月13日

10：00～16：00

平成17年12月1日

10:00～13:00
17 ・北九州高専の授業アンケート及び卒業生アンケートについて 9

15 ・教育研究の在り方について 13

7・JABEE受審に向けて16

17

12 ・地域は北九州高専にどのような技術者を求めているか。 18

18

7
・外部から見た『北九州高専』の評価と今後の歩むべき方向につい
て

10

14 13

9 ・地域社会の一員としての北九州高専は何をすべきか 18

13 ・北九州高専の現状と充実･発展のための課題 12

18

11

（出典 北九州高専ホームページ 外部評価より）

資料 11-2-①-2

○北九州工業高等専門学校外部評価実施規則 
（平成１６年６月２４日）

（規則第９号）
 （趣旨） 
第１条 この規則は、北九州工業高等専門学校（以下「本校」という。）自己点検・自己評価規則第７条の

規定に基づき、本校における教育研究に係る自己点検及び自己評価の結果等について、外部の有
識者による検証（以下「外部評価」という。）を行い、本校の教育研究体制等の改善、充実に資す
ることを目的とする。 

 （委員会） 
第２条 本校の教育研究活動等の外部評価を行うため、外部評価委員会（以下「委員会」という。）を置く。
 （任務） 
第３条 委員会は次に掲げる事項について検証、評価を行う。 
（１）教育に関すること。  
（２）研究に関すること。  
（３）地域との連携、産官学連携に関すること。 
（４）管理運営に関すること。 
（５）その他必要と認める事項。 
 （組織） 
第４条 委員会は、次の各号に掲げる者のうちから校長が委嘱した委員をもって組織する。 
（１）大学等教育研究機関の関係者 
（２）地域の教育関係者 
（３）地方公共団体の関係者 
（４）地域産業界等の関係者 
（５）その他校長が必要と認めた者 
２ 委員会に委員長を置き、委員の互選により選出する。 
３ 委員長は、委員会を招集し、その議長になる。 
 （任期） 
第５条 委員の任期は、原則として１年とし、再任を妨げない。 
 （実施方法） 
第６条 委員は、資料による調査、ヒアリング及び実地調査等で現状を検証し、評価を行う。 
 （評価報告書） 
第７条 委員会は、前項の評価が終了したときは、報告書を作成し、校長に提出するものとする。 
 （庶務） 
第８条 委員会の事務は、庶務課企画調査室において処理する。 
 （雑則） 
第９条 この規則に定めるもののほか、外部評価に関し必要な事項は、校長が別に定める。 
   附 則 
この規則は、平成１６年６月２４日から施行する。 

（出典 学内 LAN 共通掲示板）

資料 11-2-①-3

予算委員会
教員

学科

人事委員会

教員会議

FD委員会

〔学生支援関連施設〕
図書館
技術センター
細胞工学センター

　　ＩＴ教育総合情報センター
地域共同テクノセンター
学科（教室・実験室）

〔学生支援関連委員会〕
厚生補導委員会
学生相談室
学生寮委員会
広報委員会

外部評価委員会

自己点検・自己評価委員会
運営委員会
主事会議

安全衛生
委員会

施設管理運営
委員会

入学試験委員会

学生

教務委員会

専攻科委員会

ＪＡＢＥＥ委員会

予算の効率的運用

学習・教育目標

科目の達成
目標による
成績評価

授業アンケート
教育研究プロジェクト経費
教育研究重点化促進経費

安全点検・改善

点検・改善

学内公開

点検・改善

全体的な点検・改善

点検・評価

検証

検証

検証

卒業生・企業

アンケート

学生支援の点検・改善

教員の資質向上

教育の点検・改善

点検・評価

検証

全体的な点検・改善

検証

（出典 点検改善システムより） 
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観点11－３－①： 自己点検・評価（や第三者評価）が高等専門学校の活動の総合的な状況に対し

て行われ、かつ、それらの評価結果が公表されているか。 

（観点に係る状況） 

 本校では自己点検・自己評価委員会を設置し、資料 11-3-①-1 に示す規則に基づいて学校の活動全

般に関する自己点検・自己評価と、学生に対する授業アンケートを実施している。平成 14 年度は学

内の全委員会、学科、組織に対して大規模な自己点検・自己評価を実施し、点検結果を委員会で検討、

評価して緊急性の高い改善事項等を分類して校長に答申するとともに、公開用に自己点検・自己評価

結果を冊子にまとめた。平成 16 年度及び平成 17 年度も自己点検を実施しており、自己点検・自己評

価結果を冊子にまとめている（自己点検・自己評価報告書は訪問調査時閲覧資料）。これらの自己点

検・自己評価結果の一部については外部評価委員会にかけられ、委員会の評価を受けている。 

 また、本校では外部機関による評価の一環として、平成 17 年度に日本技術者教育認定機構

（JABEE）による審査を受けて認定されており、その結果は JABEE のホームページ（URL 

http://www.jabee.org/）に公表されている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 本校では、自己点検・自己評価が定期的に実施されており、自己点検・自己評価報告書を発行して

いる。また、自己点検・自己評価結果について、外部評価による点検を受けているとともに、第三者

機関である日本技術者教育認定機構（JABEE）による審査を受けて認定されており、本校の活動の総

合的な状況について自己点検・評価（や第三者評価）が行われ、かつ、それらの評価結果が公表され

ている。 

資料 11-2-①-4

 

外部評価委員会からの指摘事項に対する改善例

（平成15年度までは学外有識者との懇談会）

年度 指摘事項 改善策

11
・今後の高専には特徴が必要である。特徴ある高専に
するための具体的な提案をしてもらいたい。

・学科及び専攻科ごとの具体的な教育目標の設定及
び評価体制の確立。

・実験・実習設備の近代化（マルチメディア教室，CIM
実験室等）。

・情報技術（ネットワークシステム技術等）に関する授
業の導入。

・自己点検・自己評価の継続的実施。

・FD研修会の実施。

・公開授業の継続的実施及び改善。

9 ・国際化対応するために，英語教育にも力を入れる。 ・教育目標へのコミュニケーション能力の反映。

11
・語学に弱点がある。実践的英語教育の推進が必要
である

・専攻科を中心したTOEICの導入及び専攻科の一部
の英語科目におけるTOEIC400点相当取得の条件
化。

11 ・倫理教育・社会道徳の涵養をお願いしたい。 ・教育目標への倫理感の反映。

12 ・立派な技術者になるためには倫理は大切。 ・専攻科における技術者倫理の開講。

・教育にイマジネーションを取りいれることが重要であ
る。具体的な教育目標（英語・国家資格等）の設定が
必要である。

・授業方法改善・工夫が必要である。

11

11

 

（出典 平成 13 年度学外有識者との懇談会配布資料

より作成、その他は訪問調査時閲覧） 

資料 11-3-①-1

○北九州工業高等専門学校自己点検・自己評価委員会規則 
                                    （平成１５年７月２４日）
                                    （規則第１８号） 
 
 （趣旨） 
第１条 北九州工業高等専門学校自己点検・自己評価規則第３条第２項に基づき、自己点検・自己評価委員

会（以下「委員会」という。）の組織、運営等に関し必要な事項を定める。 
 （目的） 
第２条 委員会は、次の各号に掲げる事項について審議、検討する。 

（１）自己点検・自己評価の基本方針に関すること。 
（２）自己点検・自己評価の実施体制及び実施方法に関すること。 
（３）自己点検・自己評価の結果の活用及び公表に関すること。 
（４）外部評価に関すること。 
（５）その他自己点検・自己評価に関すること。 

 （組織） 
第３条 委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

（１）教授、助教授のうちから校長が指名した者 １人 
（２）各学科の代表者 各１人 
（３）総合科学科の文科系及び理科系の代表者 各１人 
（４）事務部長 
（５）庶務課長 

２ 第１号から第３号の委員の任期は１年とし、再任を妨げない。 
３ 前項の委員に欠員が生じた場合の後任の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 
 （委員長等） 
第４条 委員会に委員長及び副委員長１人を置く。 
２ 委員長は前条第１項第１号の委員をもって充てる。 
３ 委員長は、委員会を招集し、その議長となる。 
４ 副委員長は、前条第１項第２号及び第３号に掲げる委員のうちから委員長が指名する。 
 （委員以外の者の出席） 
第５条 委員長が必要と認めたときは、委員以外の者を出席させ、その意見を聴くことができる。 
 （専門部会） 
第６条 委員会に専門的事項を調査検討させるため、必要に応じて専門部会を置くことができる。 
２ 専門部会に関し必要な事項は、委員長が別に定める。 
 （事務） 
第７条 委員会に関する事務は、庶務課企画調査室において処理する。 
 （雑則） 
第８条 この規則に定めるもののほか必要な事項は、校長が別に定める。 
   附 則 
１ この規則は、平成１５年７月２４日から施行し、平成１５年４月１日から適用する。 
２ この規則により初めて選出された第３条第１項第１号から第３号の委員の任期は、第３条第２項にかか

わらず平成１６年３月３１日までとする。 

（出典 学内 LAN 共通掲示板）
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資料 11-3-②-1

予算委員会
教員

学科

人事委員会

教員会議

FD委員会

〔学生支援関連施設〕
図書館
技術センター
細胞工学センター

　　ＩＴ教育総合情報センター
地域共同テクノセンター
学科（教室・実験室）

〔学生支援関連委員会〕
厚生補導委員会
学生相談室
学生寮委員会
広報委員会

外部評価委員会

自己点検・自己評価委員会
運営委員会
主事会議

安全衛生
委員会

施設管理運営
委員会

入学試験委員会

学生

教務委員会

専攻科委員会

ＪＡＢＥＥ委員会

予算の効率的運用

学習・教育目標

科目の達成
目標による
成績評価

授業アンケート
教育研究プロジェクト経費
教育研究重点化促進経費

安全点検・改善

点検・改善

学内公開

点検・改善

全体的な点検・改善

点検・評価

検証

検証

検証

卒業生・企業

アンケート

学生支援の点検・改善

教員の資質向上

教育の点検・改善

点検・評価

検証

全体的な点検・改善

検証

 

資料 11-3-②-2

平成15年度自己点検・自己評価委員会による指摘事項と改善事例（抜粋）

自己点検・自己評価委員会の指摘事項 改善策及び具体的な取り組み

1
教育環境；旧機械電気棟は改修はあるのか。せめて学生
の授業で使用する教室，コンピュータ室，製図室の夏季
冷房設備の設置は必要。

平成17年度までに機械工学科と電気電子工学科の4，5
年次を除く，他のホームルームの冷房設備の設置を完
了し，残りは平成18年度中に完了予定。

2
教務委員会；公開授業を活発に行うだけでなくどのよう
に生かすかなどを検討し，実施することが必要だと思わ
れる。

関連科目担当教員等の聴講教員が必ず聴講し，公開授
業終了後に検討会を開催し，実施教員にフィードバッ
クするシステムに変更。

3 物理は工学の基礎でありながら物理教官は不足。化学の
ように学科の応援があればよいが不十分である。

物理のカリキュラム変更に合わせて，3年次の物理の一
部を専門学科教員で担当している。

4 図書館；書庫不足。工学系の図書館としては不十分，充
実するべきである。

国内の大学等でテキストとして使用されている書籍に
加え，洋書の参考書籍やFE，PE関係の書籍を充実させ
た。

5

応募時期の早まりに対応し，４年次学年末から５年次に
かけての円滑な進路指導が取れるように工夫する必要が
ある。一案として，「従前のように，学科長と５年生担
任はわける。４年次担任が引き続き，５年次の担任をす
る。」などの，校務分掌の変更を検討する。

校務として5年担任を設け，学科長と5年担任を分け
た。

（出典 平成 15 年度自己点検・自己評価委員会活動実績報告書より作成）

観点11－３－②： 評価結果がフィードバックされ，高等専門学校の目的の達成のための改善に結

び付けられるようなシステムが整備され，有効に運営されているか。 

（観点に係る状況） 

 本校では、自己点検・自

己評価を行い、評価結果を

フィードバックして改善に

反映させるシステムとして

資料 11-3-②-1 に示す点検、

改善システムがある。点検

機能としての自己点検・自

己評価委員会からの自己点

検・自己評価結果は校長に

提出され、運営委員会で校

長より報告されて改善が必

要な事項については該当の

委員会や学科などに改善の

指示がなされる。また、外

部評価委員会からの評価結

果についても同様な手順で

校長より指示がなされる。

指摘を受けた該当委員会や

学科では指摘事項について

検討して改善し、その効果

を各種アンケートや自己点

検・自己評価等で確認、評

価し、このようなサイクル

を通して改善が進められて

いる。さらに、平成 15 年

度より JABEE 委員会が主と

して教育面の自己点検・自

己評価を分担しており、自

己点検・自己評価委員会と

合わせて改善に結びつける

システムが存在している。 

 具体例としては、平成

14 年度の自己点検・自己

評価結果に基づいて自己点

検・自己評価委員会で検討

した緊急性の高い改善指摘

事項に対する改善事例があ

（出典 点検改善システムより）
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り（資料 11-3-②-2）、学校全般に対して改善がなされている。また、主として教育面が主体である

が、平成 17 年度の自己点検・自己評価ではこれまでの評価結果に基づく継続的改善についての自己

点検・自己評価を実施している（資料 11-3-②-3）。同資料に示すように、多くの改善事例が報告さ

れ、上記の点検、改善システムが実際に有効に機能している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 11-3-②-3

◎評価結果に基づく継続的改善の点検 （機械工学科） 

 
 教員に対する評価として、学生による授業アンケート等が挙げられる。学生による授業アンケート結果は

自己点検委員会の集計により、各授業担当教員へフィードバックされ、各教員はこのアンケートの集計結果

をもとに、授業内容、教材、教授技術等の改善に取り組んでいる。【資料】は、このアンケート結果を受けて、

平成１７年度に各教員が行った改善の内容である。このように、学生の授業アンケートは毎年実施されるこ

とから、各教員は継続した質の向上と授業内容、教材、教授技術等の改善に努めることになる。 

 授業アンケートの集計結果は学内 LAN の掲示板に掲載され、個々の教員の改善に対する取り組みが確認

出来るようになっている。 

 
【資料】平成１７年度に実施された教員の授業改善内容と改善効果 

 実施内容 

・通年科目であった５M必修「工学実験」は、平成 16 年度から実験テーマ数を減らし前期のみで実施してい

たが、本校の学習・教育目標の趣旨に則り実践教育の充実を図るために、平成 19 年度からは再び通年で実

施するように改善計画している。 

・4M・5M 必修「工学実験」において、各実験テーマ毎に作成していた実験手引書の書式を統一して、平成 16

年度から継続して冊子にまとめている。（H16 年度中期報告より） 

・機械工学科「CAE 演習室」にファイルサーバを設備し、PC 利用の授業での学生保存ファイルを一元管理で

きるようにした。（H16 年度中期報告より） 

・5M 必修「工学実験」の「振動制御試験」において、平成 17 年度から「自動計測による振動現象の視覚化」

に取組み、実験と同時に波形・応答曲線がオンラインでしかもビジュアルに表示され、実験に関連する座

学で学習した内容を素早く理解できるように、ディジタル振動計測の技法を組み込んだ。（JABEE 委の調査

より、教育改善に関連） 

・3M 必修「工業英語」において、予習を兼ねて次回の授業内容のプリントを課題として毎回提出させている

が、人のものを写して提出する学生も見受けられたので、次週の授業始めに単語の試験を毎回行うように

した。（JABEE 委の調査より、教育改善に関連） 

・5M 必修「工学実験」の「金属材料のねじり試験」において、単に学生に講義し実験を進めるという形では

なく、学生が積極的に参加し考える、いわゆる学生参加型の授業とするために、「①今日まで提案されてい

る主な破壊法則」、「②引張りと曲げ・ねじりの耐力が異なる理由」、「③材質表記の意味」、「④自作ねじり

試験機の工夫点を各自で発見し、その効果等の説明」などを調査するように工夫を行った。（JABEE 委の調

査より、教育改善に関連） 

・担当している座学において、授業が一段落した時点でレポ－トを課し、真に各自の力で作成したかどうか

を確認するため、レポ－ト回収後必ず同類内容の小試験を実施し、その結果を参考にして、レポ－ト評価

行っている。（JABEE 委の調査より、教育改善に関連） 

・シラバスへの関心がなかったので、授業開始時に全員にシラバスを配布し、ノートに貼らせるようにした。

また、試験問題の出題も工夫した。（JABEE 委の調査より、教育改善に関連） 

・テキストに出てくる例題などについては、具体的にどのような実際問題に対応するかなど、身近にあるも

のを例に挙げながら説明している。成績不振者に対して、定期試験前に４時間程度の「勉強会」を行った。

授業内容等についての疑問に対しては、オフィスアワーにこだわらず受付けている。（JABEE委の調査より、 

（出典 平成 17 年度自己点検・自己評価報告書）
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 また、一層の改善を促すため、平成17年度の外部評価委員会において授業アンケートについて検討

し、点検、改善効果について評価を受け、今後、評価結果を分析して必要に応じて改善につなげる予

定である。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 本校では、自己点検・自己評価結果をフィードバックして改善を図るシステムが存在し、実際に改

善された実績がある。また、点検や評価結果および改善事例について外部評価を受けており、評価結

果がフィードバックされ、本校の目的の達成のための改善に結びつく改善システムが整備され、有効

に運営されている。 

 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

 ・主事会議を設け、校長をサポートすると共に、意思決定や諸活動の迅速化を図っている。 

 ・自己点検・自己評価を定期的に行い、点検、評価結果をフィードバックして改善に結びつける点

検、改善システムが存在し、有効に機能している。 

 ・定期的に学外有識者による外部評価を実施し、評価結果を学校運営にフィードバックして改善に

結びつけている。 

 

（改善を要する点） 

  特になし。 

 

 

 

（３）基準11の自己評価の概要 

 本校では、校長と主事の役割が学則に明確に規定され、さらに各委員会についても所掌事項や構成

員等が学内規定に明記されて周知されると共に、規則や規定に明記された活動を行っている。 

各委員会での検討結果は校長に報告され、意思決定を行う。また、主事会議が校長の意思決定や委

員会、学科等への指示のサポートを行っている。 

 事務組織については庶務、会計、学生の３課から構成され、定められた規則に基づいて業務を行い、

学校全体の円滑な運営をサポートしている。 

 さらに本校では、社会の要請に応えるために有識者や民間企業等の関係者により構成される外部評

価委員会を開催し、評価結果を改善のために役立てている。 

 このように、本校には点検結果を学校運営に反映させるシステムが存在し、有効に機能している。 
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Ⅳ 選択的評価事項に係る目的 

選択的評価事項Ａ「研究活動の状況」に係る目的 

 

本校の教員が行う研究活動には、大きく分けて次の３つの目的がある。 

 

(1) 高度な実践的技術を教授するための教育水準の維持向上 

(2) 地域産業界との共同研究による地域への貢献と学生のものづくり教育の推進 

(3) 専門技術分野への学術的な貢献 

 

(1)の目的は、急激に進歩する技術を学生に教授するための教員の能力向上である。近年、複合科学時代・高度情報

化社会を迎え、卒業後の学生の多くは、多様化した産業界において常に新しい技術を担っていかなければならない。

また、産業界における技術の革新は年を追うごとに激しくなり、技術者には幅広い工学知識と、創造性、多様性、学

際性、国際性に富む実践的で高度な技術が求められている。そのような時代背景において、教員は、単に文献や技術

情報から知識を得るだけでなく、自らが研究を行うことによって、 先端のものづくり技術の本質を体得するととも

に、学会等への成果の公表・討議等の研究活動を通じて、学生に対する教授能力を高める必要がある。 

(2)の目的は、共同開発や共同研究などの地域連携活動を通じた地域産業界への貢献にあるが、本校では準学士課

程学生の卒業研究あるいは専攻科学生の特別研究に組み込むことによって、学生のものづくり教育の推進に積極的に

役立てている。すなわち、本校では、本研究活動を通じて、地域における高度研究機関の一つとして地域企業との共

同研究や技術支援を行うことにより地域に貢献するとともに、学生の実践的かつ開拓型技術者能力の育成に活用して

いる。 

(3)の目的は、各教員が専門とする学術分野への貢献である。本校では、教員自らが科学研究費補助金やその他の

外部資金を積極的に獲得・活用して学術的な貢献を行うことを奨励し、そのための支援体制も十分に整っている。し

かし、この目的の推進に際しては、高等専門学校設置基準に定められている研究目的、すなわち「その教育内容を学

術の進展に即応させるため、必要な研究が行われるように努める」を考慮して、上記(1)あるいは(2)の目的を常に意

識し、それらと連携させる形で実施する配慮がなされている。 
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選択的評価事項Ｂ「正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況」に係る目的 

 

本校では、本校の教育理念の社会貢献目標に謳われている「本校の様々な人的・物的資産を開放し、多様な地域

社会への貢献の具体化を進める」に基づき、正規課程の学生以外に対する各種の教育サービスを企画し、実施して

いる。それらを実施する主たる目的は、本校が保有する様々な人的・物的資産を広く社会に開放し、多様な地域社

会への貢献を図ることにある。 

本校が実施している正規課程の学生以外に対する教育サービス活動の内容は、大きく以下の３つにわけて考える

ことができる。 

 

（ⅰ）本校が主催・提供する教育サービス活動 

（ⅱ）他機関・団体と連携して実施する教育サービス活動 

（ⅲ）本校の開設授業科目ならびに教育施設・設備の開放による教育サービス活動 

 

上記（ⅰ）に関するものとしては、小・中学生を対象とした「出前授業」、「体験入学」あるいは一般人向けに

開設する「公開講座」などが挙げられる。これらは、科学技術に対する潜在能力を有する一人でも多くの優れた人

材を早期に発掘し、本校の使命である日本の将来を背負う優秀な実践的技術者の育成、ならびに本校の教員が有す

る技術や知識を地域住民の生涯学習に役立てることで、大きな地域貢献に繋がることを目的に実施している。 

（ⅱ）に関しては、北九州市や九州経済産業局との共同で実施する「民間機関等技術者の再教育・研修講座」や

九州地区高等専門学校が行う「高専フォーラム」などがあり、地域産業の発展に寄与することを目的に実施してい

る。 

また、（ⅲ）については、主として、図書館や体育施設などの物的資産を地域住民に開放することによって地域

との密接な連携や地域福祉の向上に貢献するとともに、公的資産の有効活用を図ることを目的としている。 
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選択的評価事項Ａ 

 研究活動の状況 

（１）観点ごとの分析 

観点Ａ－１－①： 高等専門学校の研究の目的に照らして，研究体制及び支援体制が適切に整備さ

れ，機能しているか。 

（観点に係る状況）  

北九州工業地帯に位置する本校における研究活動は技術者教育のみならず、科学技術の進歩を通じ

ての社会への貢献という側面を有する。本校の教員が行う研究活動には、大きく分けて次の３つの目

的がある。 

 

（1）高度な実践的技術を教授するための教育水準の維持向上 

（2）地域産業界との共同研究による地域への貢献と学生のものづくり教育の推進 

（3）専門技術分野への学術的な貢献 

 

(1)に該当する研究活動は教員による研究活動はもとより、準学士課程における卒業研究および専

攻科課程における特別研究が中心となる。卒業研究、特別研究は学科・専攻単位で教授、助教授、講

師の指導の下に研究を通じて実践的工学教育が実施され、各研究分野は教員の専門性と準学士課程を

構成する学科の工学領域から、準学士課程においては機械工学、電気電子工学、電子制御工学、制御

情報工学、物質化学工学、専攻科においては生産工学（機械工学・電気電子）、制御工学（電子制御

・制御情報）、物質化学工学（物質化学工学、生物化学工学）の多岐に渡る。これらの研究がその分

野における動向と技術的進展に伴い、内容の見直しを行いながら継続的に実施されており、研究に携

わる教員の知識・技術水準は高いレベルに維持されている。卒業研究、特別研究の実施と教員自身に

よる研究活動から得られた成果・知見は教育活動に還元されて相乗効果を図れるよう配慮されており、

教育内容を学術の進展に即応させるための必要な技術的水準を維持するという「高等専門学校設置基

準」に定められた本来の役割を果たしている。 

(2)に関しては北九州工業地帯に位置し、多くの研究設備・施設を有する高等教育機関としての研

究活動を通じての貢献と「ものづくり教育」を進めることを目的としている。産業界・研究機関との

共同研究・技術交流により、地域・産業の発展に寄与し「独立行政法人国立高等専門学校機構法」に

おいて定められた「機構以外の者から委託を受け、又はこれと共同して行う研究の実施、その他の機

構以外の者との連携による教育研究活動を行う」を推進するとともに、高専における「ものづくり教

育」及び研究活動の活性化を促進する。卒業研究・特別研究及び各教員による研究もこれら研究活動

に関連しているが、全学的な取組として「地域共同テクノセンター」や「細胞工学センター」が設立

されている。 

(3)は高度な研究活動を通じての学術的な貢献を行うことを目的としている。各教員による自主的

な研究活動に加え、本校に設置された「地域共同テクノセンター」や「細胞工学センター」を中心に

国内外に渡る学術研究活動を推進し、そこで得られた成果の多くが各専門技術分野への学術的な貢献

を果たしている。 

本校における教員の研究テーマを資料 A-1-①-1 に、研究実施・支援体制を資料 A-1-①-2 に示す

（全研究テーマ一覧表は訪問調査時に閲覧）。卒業研究、特別研究の実施は準学士課程における機械

工学科、電気電子工学科、電子制御工学科、制御情報工学科、物質化学工学科の５学科と専攻科課程
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における生産工学専攻、制御工学専攻、物質化学工学専攻の３専攻で行われており、研究活動の実施

・運営に関する事項はその必要に応じて各学科の学科会議、教務委員会、専攻科委員会での議論を経

て運営委員会において検討・了承を得る。 

研究実施のため、各教員の研究室、共同研究室が整備されるとともに教育研究設備の整備・拡充に

ついては毎年運営費交付金や外部資金などの予算を投じており（観点 10-2-③にて詳述）、      

運営費交付金の効率的な運用を行うことを目的に平成 16 年度より予算委員会（資料 A-1-①-3）が設

置された。各学科より提出のあった機器の更新などについては校長裁量経費から実験機器更新経費が

充てられ、学生実験実習経費や実習工場経費、教育研究設備維持運営費などの教育研究設備運営のた

めの経費は教育研究費から配分されている。これらに加え、各高等専門学校からの要求に基づき配分

される「高度実践技術教育設備費」が 新の工学知識・技術の教育・研究のための実験・実習設備整

備のために充てられ、本校では平成 11 年度に知能化 CIM 実験実習システム、平成 12 年度に精密金型

実験実習システム、平成 13 年度に共焦点レーザー走査蛍光顕微鏡システムが導入されている。平成

18 年度概算要求については、特別教育研究経費として「GPC 分析システムの導入による地域企業との

共同研究の活性化」など３件のプロジェクトの申請を行っている（訪問調査時閲覧）。 

また、これら研究予算の有効活用を目的として本校においては校内教育・研究プロジェクト制度が

設けられている (資料 A-1-①-4) 。この制度では各教員及び研究グループにより提案された教育・

研究課題に対して校長による査定に基づき重点的研究費配分がなされるが、申請時の校長によるヒア

リングは研究に関する意見･要望を汲み上げ場として機能している。プロジェクトを通じての成果は

研究報告書（訪問調査時に閲覧）にまとめられ、重点研究テーマについては教員会議において成果発

表が行われるなど本校における研究活動を推進する役割を担っている。 

学科、専攻とは別に研究組織として地域共同テクノセンター及び細胞工学センターが設置され研究

活動の一役を担うとともに産学交流を推進している。地域共同テクノセンターは地域産業の振興、新

製品開発を積極的に支援するために地域企業との共同研究を推進する目的で設立され、本校における

共同研究・受託研究の中心的役割を果たしている（資料 A-1-①-5）。細胞工学センター（資料 A-1-

①-6）はバイオテクノロジーを研究開発し、バイオ産業に貢献するために設立された学内研究機関で

あり、ヒト細胞による物質生産技術「スーパーセル構想」による細胞工学の研究開発事業と機器開発

事業を統合した先端バイオ開発を経済産業省、福岡県、北九州市、関連企業・大学等との産官学連携

の下に推し進め、その活動は国内外の広範囲に及んでいる (資料 A-1-①-7) 。 
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資料 A-1-①-1

職員氏名 所属 職名 主な研究分野 主な研究テーマ

あ 赤毛　勇 総合科学 教授

浅尾　晃通 機械工学 助教授 精密加工学・設計論，
精密測定

①旋削加工における加工誤差を実験的・解析的に検証し高精度化を
図る
②設計・誤差測定から補正までを一元化されたデータで管理する
他

油谷　英明 電気電子 助教授 材料科学,　精密工学

い 石井　伸一郎 総合科学 助教授 応用数学 ①力学系の挙動解析・分類

磯村　計明 物質化学 教授 有機化学、有機機能材料 ①ピラジンを含む蛍光物質の開発

井田　利浩 電子制御 助教授 数理情報，ニューロコン
ピューティング

①位相保存分類学習による不変認識の構成
②位相保存分類学習による時系列状態認識

井上　祐一 物質化学 助教授 細胞工学、動物細胞培養、
遺伝子工学

①ヒト細胞を用いた有用物質生産技術の開発
②ヒト細胞の分化・脱分化制御技術の開発　　　　　　　　　他

猪俣　靖 電気電子 教授 リモートセンシング ①リモートセンシングデータの分類

入江　司 機械工学 助教授 自由噴流の流動特性，衝撃
波の干渉

①超音速ノズルから噴出する噴流の非定常特性に関する研究
②衝撃波および圧縮波の管開口端からの放射現象に関する研究

位田　絵美 総合科学 助教授 近世日本文学、近世日本
史学

①作家井原西鶴が描く大坂から見た「唐人」「異国」認識の研究
②長崎から見た英雄像と従来型の英雄像の比較研究            他

う 内田　武 機械工学 助教授 ①高分子材料の破壊じん性、破断面形態に及ぼす変位速度の影響

②高分子材料の疲労特性に及ぼす負荷応力・繰返し速度の影響　他

お 大谷　浩 総合科学 助教授 ①英語学習教材研究・開発

②英語力定着を促す授業のあり方、自主学習の取り組み指導法

大津　修一郎 総合科学 教授 体育学 ①スポーツにおける体重移動について

乙部　由美子 制御情報 助手  流体工学 ①数値計算を用いて不足膨張噴流の特性を解明する

小畑　賢次 物質化学 助手 化学センサ、
ファインセラミックス

①環境ガスセンサの開発

か 笠尾　大作 機械工学 教授

笠間　昭夫 機械工学 教授  鉄鋼製造法（製鋼部門）、
金属（鉄鋼）材料、耐熱材
料（超合金）、界面現象

①Nb基先進耐熱材料の開発

樫村　秀男 制御情報 教授

加島　篤 電気電子 助教授 電子・電気材料工学 ①高周波反応性スパッタ法による鉄基磁性酸化物薄膜の作製
②磁性酸化物薄膜の電気磁気効果に関する研究　　　　　他

川原　浩治 物質化学 教授

独語独文学/トーマス･マン
の言語芸術作品/反ユダヤ
主義/ 多文化共生社会/
地域事情/異文化理解

①超音波モータの設計試作と評価
②強誘電体の分域に関する研究　　　　　他

細胞工学、動物細胞培養、
遺伝子工学

①ヒト細胞を用いた有用物質生産技術の開発
　 →細胞融合、遺伝子導入・発現技術を用いた生産技術
②ヒト細胞の分化・脱分化制御技術の開発　　　　　　　　　　　　他

教員研究テーマ一覧

熱的安定性解析，スターリ
ングサイクルエンジン，強制
対流熱伝達

①強制冷却超伝導導体の安定性解析
②蒸気タービンノズルの性能向上 　　　　　他

圧縮性流体工学、
衝撃波工学

①管内を伝ぱする圧力波の管開口端からの放射
②超音速噴流の特性　　　　　　　　他

材料力学、破壊力学、
雪氷工学

英語教育、応用言語学、
理論言語学

①　アイザック・Ｂ・シンガー原作/バーブラ・ストライザンド製作、監督、
脚本、歌唱、主演の１９８３年ゴールデン・グローブ（ミュージカル部門
作品賞、監督賞と音楽賞）受賞作品「愛のイエントル」におけるイエント
ルの愛の変遷を、エーリヒ・フロムの愛の理論を用いて分析する。
他

 

（出典 本校教員総覧資料より作成）
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地域共同テクノセンター

地域共同テクノセンター委員会：
◎センター長、各学科代表，実習工場長，
事務部

技術センター

技術センター委員会：
◎技術センター長、各学科長、各センター
長、実習工場長、技術専門職員、事務部

細胞工学センター

細胞工学センター委員会：
◎センター長、各学科代表，事務部

遺伝子組換え実験
安全倫理委員会

◎細胞工学センター長、　　
生物系、社会科学系教員、
事務部

知的財産委員会
◎テクノセンター長
各学科長、事務部

図書館

会計課
施設係

安全衛生委員会
◎事務部長、衛生管理者（教員）、
安全管理者（事務員)、事務部、　　
産業医、他IT教育総合情報センター

・・・

予算委員会
◎図書館長、各学科長、地域共同テク
ノセンター長、IT教育総合情報センター
長、事務部

広報委員会
◎広報委員長、　　
各学科代表、事務部

実習工場

技術専門職員

環境保全委員会
◎教務・学生・寮務・専攻科主事、　
各学科長、実習工場長、事務部長

庶務課庶務係
企画調査室

自己点検・自己評価
委員会

地
域
企
業
・
産
業
界

大
学
・
高
専
・
研
究
機
関

教員

学生
・
・

研究室

教員

学生
・
・

研究室

学科・専攻

関連会議･委員会
学科会議
教務委員会
専攻科委員会

知的財産の管理

情報の開示

物品購入依頼・予算執行

各種研究申請情報
申請手続き

情報検索・
資料の整備

受託研究・共同研究
研究活動の窓口

安全倫理の管理情報環境の
整備・管理

安全衛生・研究環境の整備・管理

アンケート
要望・意見

分析結果の開示・改善指導

各実験・実習・研究実施
に関する審議・決定

共
同
研
究

予算の申請・配分

工作物の依頼・作製
授業・研究に
おける支援

受託・共同研究に
おける支援

工作物の依頼・作製

研究を通じての教育

研究を通じての教育

受託研究・共同研究の実施

施設の管理維持

研究に関わる事項
の検討・報告

審議・検証

施設管理運営委員会
◎副校長・専攻科主事、　各学科
長、地域共同テクノセンター長、ＩＴ
センター長、事務部長、会計課長

工作物の作製

施設・研究環境の整備・運営

(◎：委員長）

 

 

 

資料 A-1-①-3

 
○北九州工業高等専門学校予算委員会規則 (抜粋) 

（設置）                         （平成１５年１０月２３日）
第１条 北九州工業高等専門学校（以下「本校」という。）に、本校予算に関すること

を審議するため、北九州工業高等専門学校予算委員会（以下「委員会」という。）を置
く。 

 
（審議事項） 
第２条 委員会は、校長の諮問に応じ、次の各号に掲げる事項について審議する。 
（１）本校の予算配分に関すること。 
（２）概算要求に関すること。 
（３）その他予算に関すること。 
 
（組識） 
第３条 委員会は、次の各号に掲げる委員をもつて組識する。 
（１）図書館長 
（２）地域共同テクノセンター長 
（３）ＩＴ教育総合情報センター長 
（４）各学科及び総合科学科の教授及び助教授のうちから互選された者各１名。 
   ただし、総合科学科については、文科系及び理科系から各１名。 
（５）事務部長 
（６）会計課長 

  （以下 略）  
 

（出典 北九州工業高等専門学校予算委員会規則）

資料 A-1-①-2 

（出典 本校組織図より作成） 
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資料 A-1-①-4

 

教育・研究プロジェクト経費及び若手教員教育・研究プロジェクト経費の公募通知メール 

 

                                                      平成１６年 ６月２５日 

       

    教   員    各  位 

       

                                            校       長 

平成１６年度教育・研究プロジェクト経費及び若手教員 

教育・研究プロジェクト経費の公募について 

   このことについて、平成１６年度予算配分方針のうち、次の経費を公募により配分します

ので、経費の配分を求める場合には、下記により要求書を提出してください。 

   また、採択者においては、報告書の提出を求めますので、申し添えます。 

   

１．教育・研究プロジェクト経費（予算額 １２,０００千円） 

本校の理念・目標を達成するために校内共同で行う教育研究プロジェクトで、基 

盤的、戦略的に重要な事業に対して、全校的な視点から校長の判断により必要な 

経費を配分する。 

 

２．若手教官教育・研究プロジェクト経費（予算額１,０００千円） 

平成１６年４月１日現在で３７歳以下の者の事業の中から教育研究の助成を目的とし

て校長の判断により必要な経費を配分する。 

  

 

記 

 

   ・提出期限     (1)要求書  平成１６年７月３０日（金）(様式１) 

                         (2)報告書  平成１７年４月２８日（木）(様式２) 

 

    ・提 出 先     会計課総務係 

 

 

                              （出典 会計課資料より）
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                             資料 A-1-①-5（その 1）

 

○北九州工業高等専門学校地域共同テクノセンター規則 （抜粋） 

（平成１２年９月２１日）

 （設置） 

第１条 北九州工業高等専門学校（以下「本校」という。）に共同利用施設として、北九

州工業高等専門学校地域共同テクノセンター（以下「センター」という。）を置く。 

 （目的） 

第２条 センターは、民間等外部の機関（以下「民間機関等」という。）との研究及び技

術の交流並びに学内共同研究を推進し、技術開発及び技術教育の発展並びに地域産業の振

興に寄与するとともに、本校における教育研究活動の推進に資することを目的とする。 

 （業務） 

第３条 センターは、次の各号に掲げる業務を行う。 

 （１）民間機関等との共同研究及び受託研究に関すること。 

 （２）民間機関等に対する技術相談に関すること。 

 （３）民間機関等の技術者に対するリフレッシュ教育及び技術研修に関すること。 

 （４）民間機関等に対する科学技術情報の提供に関すること。 

 （５）本校における創造教育及び共同研究活動に対する技術開発支援の基本計画の策定 

及び実施に関すること。 

 （６）本校のシーズを活かした高専発ベンチャーの支援に関すること。 

 （７）その他センターの管理運営に関すること。 

 （部門） 

第４条 センターに次に掲げる部門を置く。 

 （１）総合管理部門 

 （２）共同研究部門 

 （３）ＩＴ化推進部門 

 （４）技術相談部門 

 （５）リフレッシュ教育部門 

 （６）将来技術教育推進部門 

 （７）高専発ベンチャー支援部門 

２ センターの各部門に専門的事項を調査研究するため、研究室を置くことができる。 

  なお、高専発ベンチャー支援部門についてはインキュベーションルームを置くことが 

できる。 

 

（以下 略） 

 

           （出典 北九州工業高等専門学校地域共同テクノセンター規則） 
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資料 A-1-①-5（その 2）

 

 

          （出典 北九州工業高等専門学校地域共同テクノセンターパンフレット）
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資料 A-1-①-5（その 3）

 

 

（出典 北九州工業高等専門学校地域共同テクノセンターパンフレット）
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資料 A-1-①-6（その 1）

 

○北九州工業高等専門学校細胞工学センター規則(抜粋) 

（平成１５年１０月２３日）

（設置） 

第１条 北九州工業高等専門学校（以下「本校」という。）に教育研究施設として、北九

州工業高等専門学校細胞工学センター（以下「センター」という。）を置く。 

 

（目的） 

第２条 センターは、細胞工学に関する基礎的及び応用的研究を推進することにより、本

校の教育研究活動及び学術交流の推進を図り、併せて地域社会における技術開発及び技術

教育の振興に資することを目的とする。 

 （業務） 

第３条 センターは、次の各号に掲げる業務を行う。 

（１）本校学生に対する実践的教育及び研究指導に関すること。 

（２）細胞工学に係る共同研究、受託研究等の実施に関すること。 

（３）細胞工学に係る産官学諸機関との技術開発に関すること。 

（４）高度な技術教育及び研修に関すること。 

（５）その他センターの業務に関すること。 

（部門） 

第４条 センターに、次に掲げる部門を置く。 

（１）細胞工学部門 

（２）バイオシステム開発部門 

（職員） 

第５条 センターに次の職員を置く。 

（１）センター長 

（２）部門長 

（３）兼任の教員 

（４）その他センター長が必要と認めた職員 

 （委員会） 

第８条 センターの円滑な運営を図るため、センターに北九州工業高等専門学校細胞工学

センター委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

２ 委員会は、次に掲げる事項を審議する。 

 （１）センター運営の基本方針に関すること。 

 （２）センター職員の選考に関すること。 

 （３）センターの予算方針に関すること。 

（以下 略） 

 

（出典 北九州工業高等専門学校細胞工学センター規則）
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資料 A-1-①-6（その 2）

 

           

 

       （出典 北九州工業高等専門学校ホームページ 細胞工学センターより）
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資料 A-1-①-7 

 

 

（出典 北九州工業高等専門学校ホームページ 細胞工学センターより）
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研究に関連する委員会については、地域共同テクノセンターと細胞工学センターそれぞれに委員会

が設置され、その全学的運営がなされるとともに、広報委員会が本校ホームページ上で産学連携の案

内、研究シーズ紹介のための研究内容や研究成果の公開(資料 A-1-①-8)、教員総覧の外部への配布、

知的財産委員会（資料 A-1-①-9）が研究によって得られた知的財産の管理、安全衛生委員会及び環

境保全委員会が安全性と環境保全の維持に努めている。また、細胞工学センターの運営に関しては遺

伝子組み換え実験安全倫理委員会が設置され、安全面のみならず倫理問題に関する対応体制が整備さ

れている (資料 A-1-①-10) 。 

研究支援組織としては技術専門職員からなる技術センターが平成 13 年度に設置され、それまで各

学科に分散していた技術専門職員の集中化が図られ、工学実験における技術指導をはじめ、本校の研

究教育活動への全面的支援を行っている。付設の実習工場には、汎用旋盤・ボール盤・フライス盤・

プレス機・溶接機器・木工機器等の各種機器が設備され、実験・研究用として利用する装置・部品の

製作と修理等のほか、学校備品類の修理、学生によるロボットコンテスト用機器類の製作・加工等に

広く活用されている(資料 A-1-①-11)。また、IT 教育総合情報センターは校内 LAN をはじめとした情

報環境の整備・管理、図書館における電子ジャーナルの整備など研究活動の支援体制を整備している

（資料 A-1-①-12）。 

事務系支援組織としては会計課が物品購入等の予算の執行にあたり、施設係は施設の管理維持とと

もに大型実験機器の導入に伴う施設の変更等に対応している。学生課教務係が教務委員会・専攻科委

員会の運営を補佐し、庶務課庶務係及び企画調査室が科学研究費補助金を含む外部研究費募集情報、

研究関連情報を全教員にメール送付して外部資金獲得の機会を広げるとともに申請時には事務的手続

きの支援を果たしている（例として資料 A-1-①-13） 。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

学科、専攻による研究、地域共同テクノセンター、細胞工学センターの設立による学外機関との共

同研究の実施体制、技術センター等の支援が組織及び施設面から整備され、本校の目的に即した研究

活動が行える体制が適切に整えられている。 
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資料 A-1-①-8

 

 

          （出典 北九州工業高等専門学校ホームページ 教員総覧より）
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資料 A-1-①-9

○ 北九州工業高等専門学校知的財産委員会規則（抜粋） 

 (平成１７年２月１６日)

(規則第２号) 

（設置） 

第１条 この規則は、独立行政法人国立高等専門学校機構知的財産権取扱規則（平成１６年独

立行政法人国立高等専門学校機構規則第４０号）及び独立行政法人国立高等専門学校機構知的

財産ポリシー（平成１７年独立行政法人国立高等専門学校機構理事長裁定）に基づき、北九州

工業高等専門学校（以下「本校」という。）に、本校における知的財産の管理に係る重要事項

を審議するため、知的財産委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

（審議事項） 

第２条 委員会は、次の事項を審議する。 

（１）教職員等の職務発明等に係る発明の特許性及び市場性の評価並びに帰属の予備審査に関

すること。 

（２）知的財産の権利化に関すること。 

（３）知的財産の活用に関すること。 

（４）その他本校における知的財産に関すること。 

（組織） 

第３条 委員会は、次の委員をもって組織する。 

（１）地域共同テクノセンター長 

（２）各学科長及び総合科学科長（理科系） 

（３）庶務課長及び会計課長 

（４）その他校長が必要と認めた者 若干名 

（以下 略） 

 

            （出典 北九州工業高等専門学校知的財産委員会規則より抜粋）
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資料 A-1-①-10 

○北九州工業高等専門学校遺伝子組換え実験安全倫理規則 (抜粋)    

（平成１７年３月１５日）

 （目的） 

第１条 この規則は，遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関

する法律（平成１５年法律第９７号），遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の

多様性の確保に関する法律施行規則（平成１５年財務省・文部科学省・厚生労働省・農林

水産省・経済産業省・環境省令第１号）及び研究開発等に係る遺伝子組換え生物等の第二

種使用等に当たつて執るべき拡散防止措置等を定める省令（平成１６年文部科学省・環境

省令第１号。以下「省令」という。）に基づき，北九州工業高等専門学校（以下「本校」

という。）において遺伝子組換え生物等の使用等，情報提供について遵守すべき事項を定

め，もつて遺伝子組換え生物等の安全かつ適切な管理を図ること，及び，ヒトゲノム・遺

伝子解析研究に関する倫理指針（平成１３年３月２９日文部科学省・厚生労働省・経済産

業省告示第１号，平成１６年１２月２８日全部改正），ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関

する倫理指針の施行等について（平成１３年３月２９日付け文部科学省研究振興局長・厚

生労働省大臣官房厚生科学課長・経済産業省製造産業局長連名通知），ヒトゲノム・遺伝

子解析研究に関する倫理指針の改正等について（平成１６年１２月２８日付け文部科学省

研究振興局長・厚生労働省大臣官房厚生科学課長・経済産業省製造産業局長連名通知），

ヒトＥＳ細胞の樹立及び使用に関する指針（平成１３年９月２５日文部科学省告示第１５

５号），ヒトに関するクローン技術等の規制に関する法律（平成１２年１２月６日法律第

１４６号），ヒトに関するクローン技術等の規制に関する法律施行規則（平成１３年１２

月５日文部科学省令第８２号），特定胚の取扱いに関する指針（平成１３年１２月５日文

部科学省告示第１７３号），遺伝子治療臨床研究に関する倫理指針（平成１４年３月２７

日文部科学省・厚生労働省告示第１号），疫学研究に関する倫理指針（平成１４年６月１

７日文部科学省・厚生労働省告示第２号），疫学研究に関する倫理指針の施行等について

（平成１４年６月１７日付け文部科学省研究振興局長・厚生労働省大臣官房厚生科学課長

連名通知）に基づき，遵守すべき事項を定め，もつてヒト細胞研究等を倫理上，適切に管

理することを目的とする。 

（中略） 

 （遺伝子組換え実験安全倫理委員会） 

第４条 本校に，遺伝子組換え実験安全倫理委員会（以下「委員会」という。）を置く。

２ 委員会は，実験の安全かつ適切な実施の確保に努めなければならない。 

３ 委員会に関する事項は，別に定める。 

（以下 略） 

 

         （出典 北九州工業高等専門学校遺伝子組換え実験安全倫理規則） 
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                                資料 A-1-①-11

○北九州工業高等専門学校技術センター規則 (抜粋) 

（設置）                        （平成１３年３月１９日）

第１条 北九州工業高等専門学校（以下「本校」という。）に、北九州工業高等専門学校

技術センター（以下「センター」という。）を置く。 

（目的） 

第２条 センターは、本校の教育・研究活動における技術的業務を行い、当該活動の推進

及び充実発展に資することを目的とする。 

（業務） 

第３条 センターは、次の各号に掲げる業務を行う。 

（１） 実験・実習補助及び技術指導に関すること。 

（２） 教員の研究補助に関すること。 

（３） 卒業研究の補助に関すること。 

（４） 教材及び実験装置作成に関すること。 

（５） 実験・実習用諸材料の準備及び保管に関すること。 

（６） 実習工場及び実験室等の機械器具類の保守、管理に関すること。 

（７） 実習工場及び実験室等の安全保持に関すること。 

（８） 専攻科の特別研究、実験・実習及び技術指導に関すること。 

（９） その他センターの事務に関すること。 

（組織等） 

第４条 センターに技術センター長(以下「センター長」という。)、技術長、技術グルー

プ長及びセンター員を置く。 

２ センター長は、教務主事をもって充て、センターの業務を統括する。 

３ 技術長は、技術専門職員をもって充て、センターの業務を総括し、連絡調整すると共

に、センター員に対し技術的な指導及び育成に当たる。 

４ 技術グループ長は、技術専門職員をもって充て、当該グループの業務を遂行すると共

に、センター員に対し技術的な指導及び育成に当たる。 

５ センター員は、センターの業務に従事する。 

（業務分掌） 

第５条 センターにその所掌を分掌させるため次に掲げる技術班を置く。 

（１） 機械系技術グループ 

（２） 電気系技術グループ 

（３） 物質系技術グループ 

（技術センター委員会） 

第６条 センターの円滑な運営を図るため、北九州工業高等専門学校技術センター委員会

（以下「委員会」という。）を置く。 

（以下 略） 

 

             （出典 北九州工業高等専門学校技術センター規則）
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資料 A-1-①-12

 

 

              （出典 北九州工業高等専門学校ホームページ 図書館より） 
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資料 A-1-①-13 

    

教員への研究情報の提供例 

 

 

（出典 庶務課企画調査室からのメール連絡より）
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観点Ａ－１－②： 研究の目的に沿った活動の成果が上げられているか。 

 （観点に係る状況） 

本校教員の各専門分野に関する教育研究成果は、学会誌論文や学会発表等の形で公表されている

（資料 A-1-②-1）。平成 17 年度の実績は著作刊行物４件、論文発表 64 件、本校研究論文 36 件、学

会講演発表 134 件、特許出願１件となっており、その活動は研究報告書(資料 A-1-②-2)にまとめら

れている。また、学生による外部発表は口頭発表が 49 件、論文が 15 件（平成 16 年）あり、実践的

技術者教育としての成果が確認できる(資料 A-1-②-3)。これらの研究活動で得た知見は卒業研究・

特別研究の指導のみならず、教員それぞれの分野に関連した授業科目を担当することにより、学生に

還元されている (資料 A-1-②-4) 。 

研究活動成果の評価の指標となる外部研究資金の獲得に関しては、平成 17 年度には 15 件の科学研

究費補助金が採択されている(資料 A-1-②-5)。科学研究費補助金申請については、本校では教育研

究重点化促進経費（教員研究費重点配分）の配分において、共同研究や受託研究、寄附金の獲得、科

学研究費補助金の応募・採択、地域への貢献実績などに高い大きな評価を与え、各教員の取り組みを

より活発なものにするように努め、更なる成果の達成を目指している（訪問調査時閲覧）。 

本校における共同研究及び地域社会との連携は地域共同テクノセンターが窓口となり進められてい

る。平成 17 年度の受託研究、共同研究はそれぞれ 3 件の計 6 件であり (資料 A-1-②-6)、その研究

費は全国高専でもトップクラスである。本校では特に環境、生物及びエネルギーの分野において精力

的に他研究機関との共同研究・連携が推進されており、北九州市、福岡県、経済産業省、新エネルギ

ー・産業技術総合開発機構(NEDO)の支援の下に研究活動を行っている。環境における研究では地域共

同テクノセンターにおいてバイオリアクターの研究が行われており、環境保全技術確立のための研究

が行われている。生物分野では平成 15 年度に設立された細胞工学センターが北九州市、福岡県の科

学技術振興の柱のひとつとして重点的支援を受け、「スーパーセル構想」によるヒト細胞機能の制御、

ヒト細胞を用いた物質生産、ヒト細胞の生産物質の分析・精製、次世代医薬品や食品素材の研究開発

が行われている。また、同センターに国内、国外企業から顧問が就任していることに代表されるよう

に、国際的な連携を深めるとともに、地域において事業化に直結する技術開発を促進することを目的

とした経済産業省の平成 17 年度 地域新生コンソーシアム研究開発事業及び地域新規産業創造技術開

発費補助事業、「もの創りバイオ」産業中核人材育成 F/S 調査事業等を通じてバイオ支援機器開発へ

と具現化可能な人材の育成の中核的な役割を果たしている。エネルギー分野の研究では色素増感太陽

電池の研究が新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）の地域コンソーシアム事業の研究プロジ

ェクトとして採択され、関連する大学・研究機関とともに太陽電池の高効率化が進められ成果を上げ

るとともに高い評価を受けている (資料 A-1-②-7) 。 

これら研究活動状況については本校における外部評価委員会、また平成 17 年度に行われた日本技

術者教育認定機構（JABEE）による審査の際にも高く評価されている。また、地域コンソーシアム事

業に関しても九州地区の高専としては唯一、大学等の研究機関とともに経済産業省に評価されている 

(資料 A-1-②-8) 。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

研究活動を継続的に行っており、その教育研究成果は学会誌論文や学会発表等の形で公表されてい

る。また、学生による学会発表も行われ、実践的技術者教育としての成果を上げている。 
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これらの研究活動で得た知見は卒業研究・特別研究の指導のみならず、授業等の教育活動に還元さ

れている。本校における共同研究及び地域社会との連携は地域共同テクノセンターが窓口となり進め

られている。本校では特に環境、生物及びエネルギーの分野において精力的に共同研究・他研究機関

と連携が推進されており、細胞工学センター等における地域コンソーシアム事業に関しても経済産業

省に高く評価されている。 

 

 

資料 A-1-②-1

 

研究発表件数（最近3年間）
Ｔｈｅ Ｎｕｍｂｅｒ ｏｆ Ｒｅｓｅａｒｃｈｅｓ ａｎｄ Ｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎｓ　（Ｆｏｒ Ｔｈｅ Ｌａｓｔ ３ Ｙｅａｒｓ） (単位：件数）

30 28 57

学会講演発表
Ｏｒａｌ Ｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ ａｔ
Ａｃａｄｅｍｉｃ Ｍｅｅｔｉｎｇｓ

学会誌等論文
Ｏｒｉｇｉｎａｌ　Ｐａｐｅｒｓ

本校研究論文
Ｔｈｅ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ

Ｒｅｐｏｒｔｓ　ｏｆ　ＫＣＴ

題目
Title

年度
Ｙｅａｒ

著　　　　作
Ｂｏｏｋｓ

平成15年度
(2003)

2

87
平成16年度

(2004)
1 45 28

134
平成17年度

(2005)
4 64 36

 

                     （出典 平成 17 年度学校要覧より）
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資料 A-1-②-2

 

 

 

(出典 平成 17 年度 北九州工業高等専門学校 研究報告書)
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                                  資料 A-1-②-3

 

学生による学会発表 

 専攻科生の特別研究の外部発表 

 

発表件数 Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６

生産工学専攻 論文 5 3 3

口頭 3 3 3

学生数（２学年） 13 19 22

制御工学専攻 論文 4 4 6

口頭 16 18 20

学生数（２学年） 31 37 41

物質化学工学専攻 論文 4 6 6

　　 口頭 20 27 26

学生数（２学年） 21 23 31  

（出典 平成17年度 専攻科実務者会議承合事項より抜粋）

 

 

              （出典 本校機関紙「志遠」第 41 号より）

 

 

 

 

（出典 平成 17 年度専攻科実務者会議承合事項より抜粋） 
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資料 A-1-②-4

卒業研究・特別研究と教育の関連　（電気電子工学科）

研究テーマ 関連科目
田中 良明 電流形PWMコンバータのディジタル制御

制御システム工学
人力発電システムの開発

猪俣 靖 卓球ロボットの基礎研究 画像処理工学

小城 左臣 ダイヤモンドの気相合成 気体プラズマ特論

宮川 隆寛 超音波モータの速度制御 基礎制御工学I

加島 篤 鉄基磁性酸化物薄膜における誘電特性の変化 電子デバイス特論

福澤 剛
高電圧工学

メタンプラズマ中微粒子の成長過程 レーザ工学

本郷 一隆 酸化チタン薄膜の作成
電気磁気学II

酸化チタン薄膜の光触媒活性の研究

油谷 英明 圧電素子を用いた微小変位デバイスの試作 ・評価 応用物理

桐本 賢太 センサーネットワーク構築のための信号処理 数値計算法

教
授

助
教
授

ダイヤモ ンド作製用大気圧マイクロプ ラズマ 源
の試作

 

 

（出典 電気電子工学科資料より作成）

 

資料 A-1-②-5 

 

 

 

(出典 平成 17 年度 学校要覧より)
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資料 A-1-②-6

 

(出典 平成 17 年度 学校要覧より)

1.  民間企業等との共同研究

年
度

研　　究　　題　　目 研  究  者 共同研究機関 金  額 契約年月日

固体色素レーザー発振素子の素材
開発

山 根 大 和 ㈱正興電機製作所 300 17.6.1～17.8.30

窒素除去型汚泥減容システムの実
証

畑 中 千 秋 ㈱クラレ 1,050 17.6.1～18.3.31

高分子フィルムへのプラズマ蒸着 山田　憲二 三菱樹脂(株) 1,000 17.10.17～18.3.31

ヒト細胞を用いたタンパク質生産
受託事業の構築

川 原 浩 治 ㈱キューリン 4,000 17.10.18～18.3.31

タンパク質マーカーのマウスモノ
クローナル抗体作製

川 原 浩 治 (株)森永生科学研究所 1,000 18.2.18～19.1.31

（計） ３件 7,350

2.  民間企業等からの受託研究

太陽光発電技術研究開発
革新的次世代太陽光発電システム
技術研究開発
半導体電極に注目した高機能色素
増感太陽電池の研究開発

山田憲二

独立行政法人
新エネル
ギー・産業技
術総合開発機
構

10,190 17.5.26～18.3.20

ロボットの移動軌跡誤差改善のた
めの動作 適化

浜松　弘
（財）北九州
産業学術推進
機構

988 17.5.26～18.3.20

平成１７年度地域新生コンソーシ
アム研究開発事業「細胞内タンパ
ク質高速定量解析顕微鏡の開発」

川原浩治
独立行政法人
北九州産業学
術振興機構

11,960 17.10.28～18.3.28

計 ３件 23,138

H17

H17

 

 (出典 庶務課資料より作成)
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資料 A-1-②-7

 

 

                          （出典 読売新聞掲載記事より）
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                                 資料 A-1-②-8

 

 

                  （出典 経済産業省九州経済産業局 公開資料）
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観点Ａ－１－③：  研究活動等の実施状況や問題点を把握し，改善を図っていくための体制が整備

され，機能しているか。 

（観点に係る状況） 

本校における研究活動の状況は各学科、各専攻において把握され、必要に応じて学科会議、教務委

員会、専攻科委員会で問題点等に対する検討がなされている。また、地域共同テクノセンターには地

域共同テクノセンター委員会が、細胞工学センターについては細胞工学センター委員会及び遺伝子組

換え実験安全倫理委員会が組織され、それらにおける研究活動の運営が行われている。本校における

研究活動においては安全衛生委員会が研究環境の安全性の確保を図り、環境保全委員会により廃液処

理等の環境へ対策が行われている（訪問調査時閲覧資料）。 

研究活動の改善に関しては各学科の学科会議が中心的役割を果たしているとともに、前述の教育研

究重点化促進経費および校内教育・研究プロジェクト研究経費の申請を通じて研究に関する意見を汲

み上げる体制が整えられている (資料 A-1-③-1) 。 

学生に関しては卒業研究及び特別研究における年２回の研究発表会を通じて研究成果のみならず研

究の進捗状況等の情報を多くの教員が共有し、学科・専攻としての運営に当たる他に、これら研究に

従事する学生からの要望に対しては卒業研究アンケート及び特別研究アンケートが行われている (資

料 A-1-③-2)（訪問調査時閲覧資料）。これらのアンケートでは研究の指導・実施体制、研究設備に

関する項目と自由記述欄を設け、学生からの意見を研究活動に反映させるともに学生自身の達成度も

調査し、研究体制の改善が図られている。 

 

(分析結果とその根拠理由) 

研究活動が学科、専攻、関連する委員会において全学的体制のもとに運営されている。また、地域

共同テクノセンター及び細胞工学センターに関しても運営にあたる委員会が整備されている。これら

の会議、委員会において研究に関する問題点の検討が行われるとともに、学生へのアンケートの実施

により研究環境の改善を図る体制が整備、機能している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



北九州工業高等専門学校 選択的評価事項Ａ 

- 350 - 

 

安
全
衛
生
委
員
会

◎
事
務
部

長
、
衛
生
管

理
者
（
教
員
）
、

安
全
管
理

者
（
事
務
員
)、

事
務
部
、

産
業
医
、
他

・・
・

予
算
委
員
会

◎
図
書

館
長
、
各
学

科
長
、
地
域

共
同
テ
ク
ノ

セ
ン
タ
ー
長
、
IT
教

育
総
合

情
報
セ
ン
タ
ー
長
、

事
務
部

環
境
保
全
委
員
会

◎
教
務
・
学
生
・
寮

務
・
専
攻
科

主
事
、

各
学
科
長
、
実

習
工
場

長
、
事

務
部
長

卒
研
・
特
別

研
究

ア
ン
ケ
ー
ト

学
科
・
専

攻

分
析

結
果
の

開
示
・
改

善
指

導

各
実
験
・
実
習
・
研
究
実
施
に

関
す
る
審

議
・
決

定

審
議
・
検

証

教
務
委
員
会

◎
教
務

主
事
、
各
学

科
代
表
(教

務
主

事
補
)

専
攻
科
委
員
会

◎
専
攻

科
主
事
、

各
学
科

代
表
(専

攻
科
主
事

補
)

◎
学

科
長
(議

長
)

教
授
、
助

教
授
、
講

師
、
助
手

教
員

学
生 ・ ・

研
究

室

教
員

学
生 ・ ・

研
究

室

教
員

学
生 ・ ・

研
究

室

学
科

会
議

学
科
・
専
攻
に
お
い
て
研
究

実
施
に
関
す
る
問
題
の
検
討

巡
回
に
よ
る
安
全

指
導
（
例
：
換
気
ダ
ク
ト
の

設
置
指

導
)

環
境

保
全
に
関
す
る
指

導
（
例
：
廃
液

に
関

す
る
指

導
)

施
設
管
理
運
営
委
員
会

◎
副

校
長
・
専
攻

科
主
事
、

各
学

科
長
、
地

域
共

同
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
長
、
ＩＴ

セ
ン
タ
ー
長
、
事

務
部
長
、
会

計
課

長

施
設
・
研
究
環

境
の

整
備
・
運
営

担
当

組
織

？
？

要
望
・
意

見

施
設
・
研

究
環
境

に
関
す
る
要
望

(例
：
改
修
に
伴
う
研
究
室

確
保
と
施

設
の
調

整
）

設
備

整
備

の
た
め
の

予
算

申
請

予
算

配
分

研
究

に
関

す
る

審
議
・

検
討

研
究

に
関

す
る

審
議
・

検
討

分
析
結

果
の
開

示
・
改

善
指

導

校
長

研
究
に
関

わ
る
事

項
の

検
討
・
報

告

教
育
・
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
費
の
申
請
・
審
査

（
ヒ
ア
リ
ン
グ

）
を
通
じ

て
の

研
究

実
施
に
関
す
る
意

見
交
換

Ｆ
Ｄ
委
員
会
、
自
己
点
検
・
自

己
評

価
委

員
会

本
校

に
お
け
る
研

究
に
関

す
る
改

善
体

制

 （出典 本校組織図より作成） 

資料 A-1-③-1 
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                                資料 A-1-③-2 

専攻【　生産　・　制御　・　物質化学　】

1３．　特別研究は実践的技術を学ぶのに役に立ちましたか？

全くなかった ある程度役に立った 十分役に立った 大変役に立った

12．　特別研究ではそれまでの工学実験で得られた知識・経験が活用されました？

全くなかった ある程度 十分活用された 大変活用された

　５．総合的問題解決能力 　６．　創造性 　７．　発表技法 　８．報告書・論文作成力

10．成果　　特別研究を通じて得られたものに丸をつけてください(複数回答）

　１．　工学知識 　２．　実践的技術 　３．幅広い工学的視野 4.複数分野の工学的知識

1 2 3 4

９．成果　　特別研究の研究論文（レポート）は満足なものが出来ましたか？

満足できない 少し満足できない ほぼ満足 十分に満足

1 2 3 4

８．成果　　特別研究発表は満足なものが出来ましたか？

満足できない 少し満足できない ほぼ満足 十分に満足

1 2 3 4

７．成果　　特別研究における研究成果は満足できるものが得られましたか？

満足できない 少し満足できない ほぼ満足 十分に満足

1 2 3 4

６．取り組み　　自分自身の特別研究への取り組みは十分でしたか？

全くなかった 足りなかった ほぼ十分であった 十分であった

1 2 3 4

５．　特別研究での発表の機会は十分用意されていましたか？

全くなかった 足りなかった ほぼ十分であった 十分であった

1 2 3 4

４．研究環境　　特別研究を行うのに十分な環境が整備されていましたか？

整備されていない ある程度不足 ほぼ十分であった 十分であった

1 2 3 4

３．指導体制について　　特別研究の担当教員の指導は適切でしたか？

全く足りなかった あまり足りなかった ほぼ十分であった 十分であった

1 2 3 4

２．　特別研究に用意されていたカリキュラム上の時間は十分なものでしたか？

全く足りなかった あまり足りなかった ほぼ十分であった 十分であった

1 2 3 4

１．　テーマの設定について　　特別研究のテーマは興味あるものでしたか？

全く興味がない あまり興味がない 興味があった 大変興味があった

進路【　進学　　・　　就職　】

このアンケートは皆さんの意見から今後の特別研究の在り方を改善していく
ために使われます。

アンケートは「特別研究」の実施状況、成果、達成度の観点から質問が設定
されています。各設問で該当する番号に丸をしてください。ご協力をお願いし
ます。

アンケート　Ｉ　　　　Ｈ17年度　特別研究アンケート

11．　　特別研究ではそれまでの座学で得られた知識が活用されましたか？

1 2 3 4

全くなかった ある程度 十分活用された 大変活用された

1 2 3 4

2 3 4

１４．　特別研究に関する自由記述：感想、提案など真摯な意見をお願いします。

1

ご協力ありがとうございました

　９．　チームワーク １０．　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

 

                  （出典 特別研究学生アンケートより）

 

研究指導･実施に関して 

研究環境に関して 

研究環境に関して 

自由記述 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

本校における研究活動は活発であり、平成 17 年度の実績は著作刊行物４件、特許出願１件、学会

誌等への論文発表 64 件、本校研究論文 36 件、学会講演発表 134 件の報告がなされている。  

これらの研究活動に学生が携わることで実践的工学教育がなされている。また、その成果は学生へ

の講義、実験・実習、卒業研究、特別研究指導などに改めて還元・活用され、教育水準を高いものと

して、その目的を達成している。全学的に推進している細胞工学センターでは国内外との産官学連携

が推進され、九州地区におけるバイオ分野の研究拠点として高い評価を得ているほか、色素増感太陽

電池の研究が新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）の地域コンソーシアム事業の研究プロジ

ェクトとして採択されるなど優れた研究成果が得られている。これらの研究体制は学科、各種委員会

により管理運営されるとともに、地域共同テクノセンターによる地域企業との共同研究の推進、技術

センター、実習工場による技術的支援と庶務課をはじめとした事務的支援体制が整備され、機能して

いる。 

 

（改善を要する点）  

本校が全学的な取組を行っている地域共同テクノセンターでは大型の研究プロジェクトが行われ、

受託研究費、共同研究費は全国トップクラスである。また、重点研究分野としている細胞工学センタ

ーでは「スーパーセル構想」による新たなバイオテクノロジー技術の開発と人材育成が産官学連携の

下に進め、目覚しい成果を挙げている。これらの研究活動は主に物質化学工学科、物質化学工学専攻

を中心として進められており、今後は他学科、他専攻の参入を進めて学校全体の教育研究活動更なる

促進が今後の課題と考えられる。 

 

 

 

（３）選択的評価基準の自己評価の概要 

高専における研究活動の目的である「教育内容を学術の進展に即応させるための必要な技術的水準

を維持」達成のために教員による研究、準学士課程における卒業研究、専攻科課程の特別研究が実施

されている。研究成果は教員による著作刊行物、特許出願、学会誌等への論文発表、学会講演発表で

報告がなされ、外部資金獲得の原動力となっているほか、準学士課程及び専攻科課程の学生による発

表も高い評価を受けている。これら専門分野における継続的研究により得られた知見、技術、整備さ

れた実験機器等は教育にも還元され、本校において学術の進展に応じた技術者教育を行なうことを可

能ならしめている。 

「高専機構以外の者から委託を受け、又はこれと共同して行う研究の実施その他の高専機構以外の

者との連携による教育研究活動を行う」を達成するために、地域共同テクノセンター、細胞工学セン

ターが設立され、学外組織との共同研究・受託研究が実施されており、特に細胞工学センターは研究

のみならず九州地区のバイオ産業の研究、人材育成の拠点として機能しており、本校ばかりか、今後

の高等専門学校の可能性を示しているものと考えられる。   

これら研究活動の運営・支援する組織が各種委員会、技術センターをはじめとした体制が全学的に

組織され、年々高まる研究活動の重要性に対して対応しており、アンケートの実施により学生を含め

た研究実施体制の改善のシステムが機能している。 
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（４）目的の達成状況の判断 

目標の達成状況は非常に優れている。 
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選択的評価事項Ｂ 

 正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況 

（１）観点ごとの分析 

観点Ｂ－１－①： 高等専門学校の教育サービスの目的に照らして，公開講座等の正規課程の学生

以外に対する教育サービスが計画的に実施されているか。 

（観点に係る状況） 

 本校は、『その様々な人的・物的資産を開放し多様な地域社会への貢献の具体化を進めること』を

教育理念に掲げ（資料 B-1-①-1）、学校教育法第 69 条及び高等専門学校設置基準第 21 条に基づき、

正規課程の学生以外に対する各種の教育サービスを企画、参画し実施している。 

 

資料B-1-①-1

 

○教育理念 

 

  本校の教育方針は「明るい未来を創造する開拓型エンジニアの育成」であり、全人的早期理工系教育

を行うことで学生のエンジニアとしての資質を伸ばし、実験・実習を重視したカリキュラムを通じて社会

・産業界に貢献できる実践的かつ開拓型のエンジニアの育成をねらいとしている。 

 

 １ 教育目標 

   本校の教育方針に基づき、次の教育目標を掲げる。 

   (1) 幅広い工学基礎と創造的技術開発力の修得 

   (2) 国際社会で尊敬され、信頼される国際センスの修得 

   (3) 地球にやさしい技術を開発できる心豊かな人間性の涵養 

  

 ２ 研究目標 

   本校の教育に相応しい研究水準を保つとともに、大学等の教育研究機関及び地元産業界との連

  携により具体的な実践的研究課題に取り組み、その課題解決をめざした研究を行う。 

 

 ３ 社会貢献の目標 

   本校の様々な人的・物的資産を開放し、多様な地域社会への貢献の具体化を進める。 

   

（出典 平成 18 年度 学生便覧より）

 

 本校が実施している正規課程の学生以外に対する教育サービスは、(i)主に本校が主催・提供する

もの、(ⅱ)他機関・団体と連携して行うもの、(ⅲ)本校の教育施設・設備または開設授業科目及び単

位の開放、に分類できる。具体的には、(i)として公開講座、出前授業及び体験入学、(ⅱ)として生

涯学習教育講座や子どもたちへのものづくり教育、民間機関等技術者の再教育・研修講座（北九州市、

九州経済産業局）、高専フォーラム（九州地区高等専門学校）、(ⅲ)として図書館や体育関係施設等

の開放や聴講生、科目等履修生及び特別聴講学生制度の設置、等が挙げられる。 
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(i) 主に本校が主催・提供する教育サービス 

 公開講座は、毎年度各学科や教員から出された実施計画を基に広報委員会と庶務課企画調査室が企

画、広報を担当し、本校ホームページや市広報誌等を通じて受講者を募集して実施されている（資料

B-1-①-2、資料 B-1-①-3）。平成 17 年度は、延べ 47 名の教員により主に小中学生向けの「ものづ

くり」講座や実験実習教室から一般市民向けの教養講座まで、多岐にわたる９講座を開講した（資料

B-1-①-4）。 

資料B-1-①-2

○北九州工業高等専門学校広報委員会規則 
（平成１１年１２月１６日）

（規則 第２２号）

（設置） 
第１条 北九州工業高等専門学校に北九州工業高等専門学校広報委員会（以下「委員会」とい

う。）を置く。 
（目的） 

第２条 委員会は、校長の諮問に応じ、次の各号に掲げる事項について審議することを目的とす

る。 
（１）「志遠」及び「学校要覧」の編集及び発行に関すること。 
（２）インターネット上のホームページに関すること。 
（３）公開講座に関すること。 
（４）地域との交流に関すること。 
（５）その他広報に関すること。 
 

（出典 北九州工業高等専門学校 電子規則集より一部抜粋）

 

資料B-1-①-3

公開講座の案内 

 

（出典 北九州工業高等専門学校ホームページ 「公開講座」より）
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資料B-1-①-4

           平成17年度 公開講座 

 

 

 

（出典 北九州工業高等専門学校ホームページ 「公開講座」より）

 

 

 

 

 

 

 

 

No. 講座名 開催期間 受講対象者 
募集 

人員 
講 師 

1 スターリングエンジン・カーを作ろう  8/18.19 小学生及び 

中学生 

20 機械工学科 

 教授  笠尾大作 

 助手  小清水孝夫  

2 学んで作るロボット教室 7/28 中学生 20 電気工学科 

 全教員 

3 Legoブロックを用いたロボットの製作とコ

ンピュータによる制御 

8/1 中学生 15 電子制御工学科 

 教授  吉野慶一  

 助教授 井田利浩 

 講師  太屋岡篤憲 

 助手  中島レイ 

 助手  松久保潤 

4 自律移動ロボットの製作 8/2,3 小学 5,6 年及

び中学生 

20 制御情報工学科 

 助教授 山内幸治 

      他 6 名 

5 バイオと化学のおもしろ実験室  

～身の回りの化学から 先端科学まで～  

7/28.29 中学生 20 物質化学工学科 

 教授  磯村計明 

 教授  畑中千秋 

 教授  山田憲二 

 教授  松嶋茂憲 

 助教授 竹原健司 

 助教授 後藤宗治 

 助教授 山根大和 

 助教授 水野康平 

 助手  小畑賢次 

6 初めてのホームページ作成 8/24-26 中学生程度の

コンピュータ

初級者 

20 総合科学科 

 教授  中村裕之 

 助教授 宮内真人 

電子制御工学科 

 助教授 白濱成希 

 助教授 井田利浩 

制御情報工学科 

 助教授 安信 強 

 助教授 寺井久宣 

 助教授 山内幸治 

7 数学の楽しみ 8/10 高校生以上 

市民一般 

20 総合科学科 

 教授  徳一保生 

 助教授 山田康隆 

 助教授 石井伸一郎 

 助教授 竹若喜恵 

 講師  倉富要輔 

 講師  豊永憲治 

8 数学折り紙 7/30 中学生以上 

市民一般 

15 総合科学科 

 助教授 竹若喜恵 

9 中国語アラカルト 7/31 市民一般 10 総合科学科 

 教授  日高一宇 
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 また、北九州市内の中学校に出向き、身近に潜む科学や先端技術などをわかりやすく解説し、その

おもしろさを伝え関心を持ってもらうと共に、将来の科学技術者の育成を目的として出前授業を実施

している。平成 17 年度に行った出前授業の対象中学校、担当教員、授業テーマを表にして示す（資

料 B-1-①-5）。 

 毎年度 10 月には、市内外の中学生を対象に全校の施設設備や研究内容を公開し、実験や実習体験

ができる体験入学（オープンキャンパス）を二日間に渡って開催している。案内状やポスター配布、

本校教員の学校訪問によって中学校に案内され、平成 17 年度は 567 名の中学生が参加して行われた

（資料 B-1-①-6）。 

 

 資料B-1-①-5

平成17年度 出前授業実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課資料及び平成18年1月16日文教速報より）

実施日 中学校 担当教員 授業テーマ・内容 

10 月 5 日 戸ノ上 
後藤宗治 

前田良輔 

「科学と我々の生活」 

・現在までに理科で学習した個別の内容が実査の

社会でどのように絡み合っているかを実例を示す

とともに、現在習った内容を実際に利用するまで

にどのような勉強が必要かをわかりやすく説明。

また、その技術を実現または発展のための研究例

として、本校における卒業研究等を紹介する。 

10 月 7 日 南小倉 井田利浩 

「コンピュータは人間の脳を超えるか」 

・近年、ロボットの発展には目覚しいものがあ

る。しかし、ロボットの脳であるコンピュータと

人間の脳を比較した時そこにはコンピュータが真

似の出来ない様々な機能がある。これらの機能を

解明し、コンピュータが人間の脳を超えることは

出来るのか？ 

10 月 18 日 企救 
笠尾大作 

小清水孝夫

「熱とエネルギー」 

・気体は加熱すると膨張し、冷却すると収縮する

という気体の熱力学的性質から学び、種々のスタ

ーリングエンジンの動作原理を理解する。また、

スターリングエンジンの模型を実際に動かすこと

で、気体の膨張・収縮により仕事が得られること

を理解する。 

11 月 29 日 湯川 加島 篤 

「蒸気タービンによる発電 ～電気はこうして作

られる～」 

・アルミ缶を使った蒸気タービンを回して発電す

る実験と、実際の発電所のしくみを紹介するスラ

イドで授業を行う。 

12 月 8 日 浅川 脇山正博 

「人間のように考えるプログラミング」 

・コンピュータに関する基本的な概念であるハー

ドウェアとソフトウェアについて説明を行い、次

に本題である人工知能について講義し、その人工

知能システムを記述す Prolog について実際に動作

させ、わかりやすく解説する。 
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資料B-1-①-6

平成17年度 体験入学（案内ポスター及び実施の様子） 

              
(出典 配布用体験入学案内ポスター及び平成17年11月２日 文教速報より)

 

(ⅱ) 他機関・団体と連携して行う教育サービス 

 本校では、北九州市や地域団体等が企画する生涯学習教育事業や地域行事に協力して、実験・体験

教室、教養講座を実施している（資料 B-1-①-7）。北九州市主催の「ジュニアマイスター養成講

座」（平成 14～17 年度）や「集え！キッズマイスター」（平成 15～17 年度）、「生き生き子ども講

座」（平成 17 年度）では、「ものづくり」の精神や楽しさを子供たちに教える事業に参加協力して

いる。これらの企画では、指導教員を「顧問」、学生の代表者を「社長」とする仮想会社組織の形態

をとる本校ロボコンチーム「あばうたぁーず」が中心となって、ロボット製作指導やコンテストの開

催をしている（資料 B-1-①-8）。小学校や児童館の行事（平成 17 年度）にも参加している他、平成

16 年度には北九州市主催の「ジュニア・サマースクール北九州」や「オープンカレッジ」、粕屋地

区小学校理科研究会主催の小学校教員を対象とした「楽しい理科実験講習会」等にも本校教員を講師

として派遣している。 

資料B-1-①-7

平成17年度 他機関・団体との連携事業 
講座・イベント名 実 施 日 場   所 内   容 

◎ 北九州市主催 

生き生き子ども講座 平成17年6月4日 霧丘市民センター 生涯学習を推進する視点から子どもたちの学校外活動の場と

して「子ども向け講座」を実施。 

生き生き子ども講座 平成17年9月24日 志井市民センター ロボットを通してその技術に関心を持とう。 

生き生き子ども講座 平成17年11月26日 清見市民センター 生涯学習を推進する視点から子どもたちの学校外活動の場と

して「子ども向け講座」を実施。 

ジュニアマイスター

養成講座（全５回） 

平成17年10月1日 

～平成18年2月4日 

児童文化科学館 

北九州高専 

「２足歩行ロボットの製作」キットを使わず、いろいろな部

品を組み合わせて自分だけの「マイロボット」を作る。 

集え！キッズマイス

ター2006 

平成18年3月28日 西日本総合展示場 小学校4年生〜中学校3年生を対象とした「ロボット製作教

室」＆「ミニロボコン大会」。 

◎ 地域団体等主催 

TVQ「あそぼう！ラ

ッキー」出演 

平成17年9月16日 スペースワールド

内TVQスタジオ 

本校ロボコンチーム「あばうたぁーず」が子ども番組へ出演

のためTVQスタジオで取材を受ける。 

港が丘フェスタ 平成17年11月6日 港が丘小学校 ロボットを身近に感じ、ロボットを通して科学の楽しさや不

思議さを味わうことができるようなイベントを実施。 

「青少年講座」〜レ

ッツトライ事業〜 

平成17年12月17日 徳力南児童館 小学生対象の講座 〜電子制御ロボットに関するお話しと実

演〜 

（出典 北九州工業高等専門学校ホームページ「北九州市等との連携事業」及び文教速報より）
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資料B-1-①-8

        「ジュニアマイスター養成講座」及び「集え！キッズマイスター2006」 

        

 

（出典 平成18年1月27日及び平成18年4月17日 文教速報より）

 

 また、本校に設置されている細胞工学センター及び地域共同テクノセンターは、それぞれの規則

（資料 B-1-①-9、資料 B-1-①-10）に「地域社会における技術開発及び技術教育の振興に寄与する」

ことが目的に掲げられており、それに基づいて民間機関等の技術者に対する再教育・研修講座が実施

されている。平成 15〜17 年度には、九州経済産業局主催で「バイオ・IT 融合分野技術セミナー」が

企業技術者を対象に行われた（資料 B-1-①-11）。 

 九州地区の高等専門学校が持ち回りで開催している「高専フォーラム」も地域企業や地域住民に対

しても開かれており、高専が行う教育サービスの一つである。本校は平成 13 年度に「高専における

産学連携」をテーマとして、北九州市の高専、大学、企業からの講師や参加者を集めて開催した（資

料 B-1-①-12）。 

資料B-1-①-9
 
○北九州工業高等専門学校細胞工学センター規則 

（平成１５年１０月２３日）

（規則 第２２号）

（設置） 
第１条 北九州工業高等専門学校（以下「本校」という。）に教育研究施設とし

て、北九州工業高等専門学校細胞工学センター（以下「センター」とい

う。）を置く。 
（目的） 

第２条 センターは、細胞工学に関する基礎的及び応用的研究を推進することに

より、本 
校の教育研究活動及び学術交流の推進を図り、併せて地域社会における技

術開発及び技術教育の振興に資することを目的とする。 
 （業務） 
第３条 センターは、次の各号に掲げる業務を行う。 

（１）本校学生に対する実践的教育及び研究指導に関すること。 
（２）細胞工学に係る共同研究、受託研究等の実施に関すること。 
（３）細胞工学に係る産官学諸機関との技術開発に関すること。 
（４）高度な技術教育及び研修に関すること。 
（５）その他センターの業務に関すること。 

 

 
 

（出典 北九州工業高等専門学校電子規則集より一部抜粋）

資料B-1-①-10
 

○北九州工業高等専門学校地域共同テクノセンター規則 

（平成１２年９月２１日）

（規則 第１４号）

 （設置） 

第１条 北九州工業高等専門学校（以下「本校」という。）に共同利用施設とし

て、北九州工業高等専門学校地域共同テクノセンター（以下「センター」

という。）を置く。 

 （目的） 

第２条 センターは、民間等外部の機関（以下「民間機関等」という。）との研

究及び技術の交流並びに学内共同研究を推進し、技術開発及び技術教育の

発展並びに地域産業の振興に寄与するとともに、本校における教育研究活

動の推進に資することを目的とする。 

 （業務） 

第３条 センターは、次の各号に掲げる業務を行う。 

 （１）民間機関等との共同研究及び受託研究に関すること。 

 （２）民間機関等に対する技術相談に関すること。 

 （３）民間機関等の技術者に対するリフレッシュ教育及び技術研修に関する 
    こと。 

 （４）民間機関等に対する科学技術情報の提供に関すること。 

 （５）本校における創造教育及び共同研究活動に対する技術開発支援の基本 
    計画の策定及び実施に関すること。 

 （６）本校のシーズを活かした高専発ベンチャーの支援に関すること。 

 （７）その他センターの管理運営に関すること。 

 

（出典 北九州工業高等専門学校電子規則集より一部抜粋）
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資料B-1-①-11

細胞工学センターにおける技術者研修 

 
（出典 北九州高専ホームページ「細胞工学センター」）

資料B-1-①-12

高専フォーラムの主催 

 
（出典 北九州高専ホームページ「ニュース」）

 

(ⅲ) 本校の教育施設・設備または開設授業科目及び単位の開放 

 図書館は広く学外一般利用者にも開放されており、学習、調査、研究の目的で約 69,000 冊の蔵書

の検索、閲覧及び貸出利用が可能である。その利用方法は本校ホームページの図書館のページで案内

されており（資料 B-1-①-13）、利用時間は平日が８時 45 分から 21 時、土曜日が 10 時から 17 時ま

でと夜間や休日の利用にも配慮がなされている。また図書館以外に、体育館やグラウンド、テニスコ

ート等の体育関係施設や教室、会議室等の屋内施設も、会計課総務係を通じて学外一般利用者に開放

されており、地域の体育活動や講演会等に利用できるように制度が整えられている（資料 B-1-①-

14）。 

資料B-1-①-13

図書館利用案内 

 

 

 

（出典 北九州高専図書館ホームページ）

資料B-1-①-14
    ○北九州工業高等専門学校施設等使用規則 

（昭和４２年１０月１日）

（規則 第７号）

第１条 文部科学省所管国有財産取扱規程（平成１３年文部科学省訓令第２３

号。以下「訓令」という。）第５９条第１項第６号の規定により、北九州

工業高等専門学校（以下「本校」という。）に所属する行政財産（以下

「施設等」という。）を外部の者（職員又は学生が外部の者と同様の立場

で使用する場合を含む。）に使用させ又は使用若しくは収益の許可（以下

「使用許可等」という。）をしようとする場合の取扱いについては、他の

法令又はこれに基づく特別の定めのある場合のほか、この規則の定めると

ころによる。 
 
（中略） 

 
（使用許可施設等） 

第３条 この規則において、使用許可等をすることができる施設等は次に掲げ

るものとする。 
（１）陸上競技場、野球場、テニスコート、ラグビー場、運動場及び 
   プール 
（２）体育館及び武道場 
（３）一般教室、合併教室、合同講義室及び会議室 

第４条 施設等の使用に伴つて通常必要とされる物品（以下「付帯施設」とい

う。）は、当該使用に供することができる。 
（使用許可） 

第５条 施設等の使用の許可を受けようとする者は、第１号様式の使用許可願

を本校会計課総務係へ提出し、校長の許可を受けなければならない。 

（出典 北九州工業高等専門学校電子規則集より一部抜粋）
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 本校が開設している授業科目について、正規

課程の学生以外にも学習機会を提供するために、

聴講生及び特別聴講学生、科目等履修生として

の入学制度を設けて、北九州工業高等専門学校

学則（第 12 章）等に規定している。いずれに

ついても希望者があるときは、本校の教育に支

障のない場合に限り、校長が選考の上入学を許

可することがあると規定している（資料 B-1-

①-15）。 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 本校は正規課程の学生以外に対する教育サービスとして、公開講座や出前授業、体験入学、北九州

市との連携による生涯学習教育やものづくり教育、細胞工学センター及び地域共同テクノセンターの

設置と民間技術者等に対する技術教育等をほぼ毎年度計画し実施している。これらは、科学や技術に

よって地域や国の将来を支える人材の育成や、地域の民間技術者に新たな技術と活力を与えるための

機会と場を提供しており、本校の教育理念の一つに掲げる「本校の様々な人的・物的資産を開放し多

様な地域社会への貢献の具体化を進めること」に沿ったものである。また、図書館をはじめとする各

種施設は学外一般利用者にも開放され、学習、調査・研究、体育活動等の場と道具を提供することで

地域社会に貢献している。また、聴講生・特別聴講学生・科目等履修生の制度が規定されており、正

規課程以外の学生の受入れも可能である。以上のことから、本校は教育サービスの目的に照らして、

公開講座等の正規課程の学生以外に対する教育サービスが計画的に実施されているといえる。 

 

 

 

観点Ｂ－１－②： サービス享受者数やその満足度等から判断して，活動の成果が上がっているか。

また，改善のためのシステムがあり，機能しているか。 

（観点に係る状況） 

 平成 17 年度に実施された公開講座のサービス享受者（受講者）数は 96 人であった（資料 B-1-②-

1）。 平成 16 年度とほぼ同じ対象者や内容で実施された７講座の内４講座で受講者数が増加し、新

たに開講した「自律移動ロボットの作成」は定員を充足した。ただし全体的には定員を充足しない講

座が多い。受講者に対する修了時アンケート（資料 B-1-②-2）には、講座に対する満足度を問う設

問２「参加してどう思いましたか。」が用意されており、平成 17 年度の集計結果を資料 B-1-②-3 に

示す。「充分満足できた」の 76%と「少し満足できた」の 20%を合わせると、「満足できた」との回

答が 96%と大多数を占め、受講者の満足度は極めて高いと言える。 

 出前授業については、平成 15 年度４校、平成 16 年度５校、平成 17 年度５校（全て中学校）とコ

ンスタントに実績がある。アンケート等は実施していないが、先方中学校からのお礼状や感想文の内

容、毎年度依頼される中学校があることなどから、その成果は十分に上がっていると考えられる（資

料 B-1-②-4）。 

資料B-1-①-15
○北九州工業高等専門学校学則 

（昭和５０年４月１日）

（規則 第１号）
 
   第１２章 研究生、聴講生及び科目等履修生 
 
 （中略） 
 
 （聴講生及び特別聴講学生） 
第４５条 本校において、特定の授業科目について聴講を志願する者があるとき

は、本校の教育に支障のない場合に限り、校長は、選考の上、聴講生として入

学を許可することができる。 
２ 学校間相互単位互換協定に基づいて、本校が開設する授業科目のうち特定の科

目について聴講を志願する者があるときは、本校の教育に支障のない場合に限

り、校長は、選考の上、特別聴講学生として入学を許可することがある。 
３ この学則に定めるもののほか、聴講生及び特別聴講学生に関し必要な事項は、

校長が定める。 
 （科目等履修生） 
第４６条 本校において、一又は複数の授業科目について履修を志願する者がある

ときは、本校の教育に支障がない場合に限り、校長は、選考の上、科目等履修

生として入学を許可し、単位を認定することができる。 
２ この学則に定めるもののほか、科目等履修生に関し必要な事項は、校長が定め

る。 
 

（出典 北九州工業高等専門学校電子規則集より一部抜粋）
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 体験入学は10月の二日間で実施され、毎年度100校以上の中学校から500名以上の参加者が来校して

いる。体験入学参加者（中学生）や本校新入生に対するアンケートでは、体験入学が科学・技術への

興味や高専への受験・入学のきっかけや動機付けとなっていることが示されており、教育サービスの

一つとして成果を上げていると言える（資料B-1-②-5）。 

 

資料B-1-②-1

平成16・17年度公開講座 受講者数 
受講者数（人） 

講座名 受講対象者 募集定員（人）
平成 17 年度 平成 16 年度 

スターリングエンジン・カーを作ろう 小学生及び中学生 20 13 8 

学んで作るロボット教室 中学生 20 16 13 

Lego ブロックを用いたロボットの製作とコンピュータ

による制御 
中学生 15 14 14 

自律移動ロボットの製作 小 5．6 年及び中学生 20 20 （非開講） 

バイオと化学のおもしろ実験室〜身の回りの化学

から最先端科学まで〜注 1 
中学生 20 12 5 

初めてのホームページ作成 中学生程のコンピュータ初級者 20 9 14 

数学の楽しみ 高校生以上市民一般 20 2 （非開講） 

数学折り紙 中学生以上市民一般 15 7 4 

中国語アラカルト 市民一般 10 3 10 

見てわかる！身近な科学と技術 中学生 20 （非開講） 2 

ティーボール教室 小学生高学年 20 （非開講） 43 

合    計 96 113 

     注1）平成16年度は講座名「中学生のためのバイオテクノロジーとナノテクノロジー入門講座」で実施。 

（出典 本校機関誌「志遠」第41号・第44号より集計）

 

資料B-1-②-2

 

（出典 公開講座アンケートより）

資料B-1-②-3

 

平成17年度公開講座アンケート 

   「満足度」に関する集計結果 
（回答数94）

 

 

 

 

 

（出典 平成17年度公開講座アンケート

集計結果より作成）
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資料B-1-②-4

  出前授業 感想文 

       

（出典 守恒中学校 楽習タイム感想文より一部抜粋）

 

資料B-1-②-5

  体験入学の効果（物質化学工学科新入生アンケート） 

           

（出典 平成18年度新入生アンケートの集計結果及び平成18年5月12日文教速報より）
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公開講座のアンケート集計結果は、次年度以降の講座内容や広報の方法等の改善に役立てるため、

全教員に配布されている（資料 B-1-②-6）。また、担当委員会である広報委員会が、各学科や教員

から出された意見を集約して問題点や課題を検討し、改善策を提案している。平成 16 年度の実施結

果を受けて、受講者を増やすための対策として講座名称の工夫と PR 活動の拡大について検討、提案

がなされた（資料 B-1-②-7）。平成 17 年度では、極端に受講者の少なかった講座でその増加が見ら

れたなど、一定の効果が現れている（資料 B-1-②-1）。 

 北九州市等との連携事業についてはアンケート等を実施していないが、ロボット製作、ロボコンチ

ーム「あばうたぁ〜ず」の派遣、バイオ・ITセミナー等、数多くの企画・イベントに参加、協力して

おり、地域住民や技術者への支援と教育に貢献していると考えられる。平成16年度北九州市と連携し

て行った「ジュニア・サマースクール北九州 A: 先端技術とものづくりコース」については、スク

ール実行委員会で受講者の感想文がまとめられており（資料B-1-②-8）、「楽しかった」「面白かっ

た」「来年も参加したい」等の記述から受講者の満足度の高さがわかる。 
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資料B-1-②-6

平成17年度 公開講座アンケート集計結果 

 

講　座　名

③「満足できなかった」人は
どのような点に問題を感じ
ましたか。

⑤この講座に参加して、高専の
イメージがどんな風にかわりま
したか。

⑧今度はまた講座に参加する
としたらどんな講座を開いて欲
しいですか。

その他
充
分
満
足
で
き
た

少
し
満
足
で
き
た

普
通

あ
ま
り
満
足
で
き

な
か
・
た

全
く
満
足
で
き
な

か
・
た

良
か
・
た

普
通

分
か
り
に
く
か
・

た 受
験
す
る

受
験
し
な
い

わ
か
ら
な
い

知
・
て
い
る

知
ら
な
い

新
聞

中
学
校

ホ
・
ム
ペ
・
ジ

市
政
だ
よ
り

スターリングエンジン・
カーを作ろう

8 4 0 1 0

・動かなかった

12 1 0

・ 楽しい学校（3）　　　　　　　　・
工場みたい
・先生が親切
・かなり頭がいい

6 0 2 8 5

・今回と同じような講座
・標本作り
・ロケットがなぜ飛ぶのか
・ロボット（2）
・校内の見学
・楽しかったらなんでもいい
・高専がどんな所か
・持ち帰りができるもの

0 7 1 0 5

・学校のチラ
シ
・両親・知人
から

・思ったより簡単に機械を作れた
・とても楽しかった

13/20

学んで作るロボット教室

12 2 0 0 0

・細かい所で1ヶ所間違えて
いて時間がかかったので完
璧にしたかった事

14 0 0

･楽しい学校（5）、色々な技術な
どを学べるところ
・先生の指導が親切（4）
・入学・受験したくなった(2)
・ロボットなどの技術を学ぶとこ
ろ（2）
・校舎が綺麗

11 2 1 11 3

・ロボット関係、より高度なロ
ボットの製作（9）
・楽しい講座
・より深い内容を学べるもの

0 13 1 0 0

・学校が広くて学校で迷いそうに
なった
・ロボット作りがとても面白かっ
た
・先生がとても明るく接してくれ
たのでよかったです

16/20

LEGOブロックを用いた
ロボットの製作とコン
ピュータによる制御

11 3 0 0 0

・ロボットを持って帰りた
かった
・もう少し時間が欲しい

11 3 0

・楽しそうな学校（5）
・先生が優しい（3）
・理数系・専門的（2）
・入学したくなった
・内面に活気のある学校
・学校がすごく大きい
体育系の部活も盛んでビックリ
した

10 0 4 9 5

・ロボット製作、ロボット制御（6）
・簡単なプログラミング
・電気電子工学、電子制御工
学、情報制御など
・化学実験（2）
・天体観測
・今年と違うもの

0 12 2 0 1

・両親・知人
から

・最初は建物の中に入る時も上
靴をはかなくちゃいけないかと
思って、上靴を持ってきたけれ
ど、はかなくてよかったのでビッ
クリしました。それと何度も同じ
ような間違いをしたけれど、こっ
ぴどくしかられなくて良かったで
す。
・昼休みに昼食を食べに食堂に
行く途中いろいろな部活動が活

14/15

自律移動ロボットの製
作

18 2 0 0 0 14 5 1

・楽しそうな学校（8）
・先生や先輩がやさしい（2）
・綺麗な学校（2）
・ロボットなど色んな研究をして
いるところ（2）
・難しい、大変そう（2）
・レベルが高い
・学校が大きい
・設備がすごい
・物づくりという感じ
・先生と学生がいい関係

9 0 7 12 8

・ロボット関係（9）
・パソコン・プログラミング関係
（4）
・キメラを作りたい
・標本作り
・機械系の事
・模型の遠隔操作 1 12 4 2 1

・両親・知人
から

・先輩方の教え方が非常によ
かった。わかりやすく教えてくれ
てありがとうございました。
・ロボットはすごく楽しい
・ロボットを作るのは思った以上
に難しかった。歩いた時とても感
動した。 20/20

バイオと化学のおもしろ

学から最先端科学まで

6 5 1 0 0

・もっと実験をしたかった
・少しむずかしい

7 5 0

・設備がすごい（4）
・自由な学校（服装なども）（3）
・高専のことがわかった（2）
・実験が面白そう（2）
・楽しそうな学校
・入学したい
・専門的なことが勉強できる
・先生と学生がとても仲がいい
なぁと感じました
・勉強が難しそう

7 3 2 10 2

・今回のような実験教室（5）
・面白い講座（2）
・パソコンで何かを設計する講
座
・日常的に使用しているもので
簡単な知識で作成できるものを
作るような講座

0 9 0 0 3

・両親・知人
から
・博物館の先
生から

・時間が足りなくて説明が省略さ
れたり焦ったりした時があったの
でもう少し時間（期間）を延ばし
てほしい
・普通体験できないようなことが
できてよかった
・自分で想像していたよりもずっ
と自主的な学校だなぁと・・・
・本当に実験器具がたくさんある
ことに驚いた

12/20

初めてのホームページ
作成

6 2 0 1 0

・説明がちょっと速くておい
つけなかった
・完成しなかった

5 4 0

・先生がやさしい、親切（3）
・本格的に詳しく教えてくれる
・大学みたい
・学校がキレイ
・楽しそう
・けっこう難しい

5 1 2 8 1

・ホームページ作成（3）
・パソコン関係（3）
・部活体験講座（体育系）

0 5 3 0 1

・両親・知人
から

・高専の先生はみんなおもしろ
い人だと思った
・食堂のご飯がおいしかった
・さっぱりわからずついていけな
かった
・自分でつくる部分が間に合わ
なかった
サンプルなど先に紹介してそれ

9/20

数学の楽しみ

2 0 0 0 0 2 0 0

・算数を計算してとくのではなく
形を覚えたものの展開のような
気がした ー ー ー 1 0

・中学生向けのおもしろい公式
判明術など

0 0 0 0 1

・どんな講座だろう、難しいかも
しれないと不安でしたが、とても
わかりやすく面白く説明していた
だき、数の世界の楽しさを味合
わせていただきました。どうもあ
りがとうございました

2/20

数学折り紙

5 1 1 0 0 5 2 0

・楽しみながら学べる（2）
・一般の人も受け入れてくれる
のでありがたい 0 0 1 5 2

・標本作り
・折り紙に関すること
・数学折り紙
・折り図のパソコン作図

0 2 0 0 5

・両親・知人
から
・チラシ

・折り紙など身近なもので数学を
体験でき、とても楽しかった
・とても楽しかったです、ありがと
うございました
・有意義な1日でした、ありがとう
ございました

7/15

中国語アラカルト

3 0 0 0 0 3 0 0

・高専に中国語の教科があるこ
とを知りませんでしたので意外
でした ー ー ー 1 1

・同じ講座

0 0 0 0 3

・市民セン
ター

3/10

受
講
者
／
定
員

平成１７年度公開講座アンケート集計結果

そ
の
他

⑥高専を受験し
ますか。

⑦高専が
ホームペー
ジを開いてい
るのを知って
いますか。

⑨あなたは、この講座のことを何で知りまし
たか？

④講師の先生の
話し方（説明の
仕方）についてど
のように感じまし
たか。

②参加してどう思いました
か。

 

 

（出典 庶務課資料より）
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資料B-1-②-7

公開講座に対する改善検討資料 

 

 
 

 

（出典 平成16年度広報委員会議事要録より一部抜粋）
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資料B-1-②-8

ジュニア・サマースクール北九州 受講生感想文 

 

 

（出典 平成16年度 ジュニア・サマースクール北九州感想文より一部抜粋）
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 本校図書館及び体育施設の学外者利用状況（平成 15～17 年度）を資料 B-1-②-9 及び資料 B-1-②-

10 に示す。いずれの施設についても定常的な利用があり、本校の施設開放が生涯学習や生涯スポー

ツの支援や活動の場を提供するサービスとして役立っており、重要な地域社会への貢献の一つとなっ

ている。 

 

資料B-1-②-9

学外者の図書館利用実績 

利用者数（延べ人数） 

月   別 年度 
年度合計 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

平成 15 年度 93 6 6 8 18 21 12 6 4 7 1 2 2

平成 16 年度 78 9 6 8 14 8 5 4 5 5 4 3 7

平成 17 年度 101 10 9 18 6 10 3 7 5 10 8 6 9

 

（出典 庶務課資料より）

 

資料B-1-②-10

学外者の体育関係施設利用実績 

グラウンド 体育館 テニスコート 

年 度 
利用

回数 

（回） 

利用 

時間数 

（時間） 

利用

者数

（人）

利用

回数

（回）

利用 

時間数

（時間）

利用

者数

（人）

利用

回数 

（回） 

利用 

時間数 

（時間） 

利用

者数

（人）

平成 15 年度 16 37 780 4 13 140 22 88 220

平成 16 年度 18 48 1000 2 14 180 31 124 310

平成 17 年度 15 35 760 1 7 100 26 105 310

  ※ 数値はいずれも延べ数。

（出典 会計課資料より）
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（分析結果とその根拠理由）  

 公開講座については全講座の受講者に対してアンケートを実施しており、満足度に関する評価も極

めて高い。アンケートの集計結果は全教員に配布、周知され、広報委員会で意見集約の後、課題とそ

の改善策の検討がなされている。公開講座以外にも、出前授業や体験入学、北九州市等の企画との連

携事業と数多くの教育サービスを継続して提供してきた実績がある。 

 図書館や体育館関係施設は学外者にも十分利用されており、地域社会への本校のサービスとして定

着している。 

 以上の点から、本校の正規課程の学生以外に対する教育サービスについて、活動の成果は上がって

いると判断できる。また、教育サービス全体ではないが改善システムが存在し機能している。 

 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

 ・小中学生から一般市民まで幅広い人々を対象とした公開講座を毎年度開講し、受講者からは高い

評価を受けている。 

・出前授業や体験入学を実施し、広く中学生に対して科学技術やものづくりのおもしろさや大切さ

を伝えている。 

 ・北九州市の生涯学習教育や子どもたちへの科学技術教育事業に協力して、数多くの企画やイベン

トに本校ロボコンチームを派遣しているほか、各種講座に教員を派遣している。また、企業技術

者に対する研修・再教育も行っている。 

 ・図書館や体育関係施設等を学外利用者に開放しており、地域社会に対する教育サービスとして定

着している。 

 

（改善を要する点） 

 ・公開講座への参加者をさらに増加させるよう、講座内容や広報活動について改善する必要がある。 

 ・公開講座以外についても、アンケートの実施と改善システムの構築が必要である。 

 

 

 

（３）選択的評価事項Ｂの自己評価の概要 

 「本校の様々な人的・物的資産を開放し、多様な地域社会への貢献の具体化を進める」ことは本校

の教育理念に掲げられており、この理念に基づいて種々の正規課程の学生以外に対する教育サービス

を提供している。 

 具体的には、 (i)主に本校が主催、提供するサービスとして、公開講座、出前授業及び体験入学、

(ⅱ)他機関・団体と連携して行うサービスとして、生涯学習教育講座や子どもたちへのものづくり教

育、民間機関等技術者の再教育・研修講座（北九州市、九州経済産業局）、高専フォーラム（九州地

区高等専門学校）、 (ⅲ)施設の利用、聴講制度のサービスとして、図書館や体育館施設等の開放や

聴講生、科目等履修生及び特別聴講学生制度の設置、等がある。 

 特に上記(i)の公開講座と体験入学、及び(ⅱ)の北九州市との連携によるロボットを通したものづ
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くり教育と企業技術者に対するバイオ・IT セミナーは、本校が正規課程の学生以外に対する教育サ

ービスとして力を入れており、毎年度計画的に実施されている。 

 公開講座については全講座の受講者に対してアンケートを実施しており、満足度に関する評価も極

めて高い。アンケートの集計結果は全教員に配布、周知され、広報委員会で意見集約の後、課題とそ

の改善策の検討がなされている。公開講座以外にも、出前授業や体験入学、北九州市等の企画との連

携事業と数多くの教育サービスを継続して提供してきた実績がある。図書館や体育館関係施設は学外

者にも十分利用されており、地域社会への本校のサービスとして定着している。 

 以上の点から、本校の正規課程の学生以外に対する教育サービスについて、活動の成果は上がって

いると判断できる。また、教育サービス全体ではないが改善システムが存在し機能している。 

 

 

 

（４）目的の達成状況の判断 

 目的の達成状況は良好である。 

 

 




